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テキスト「熱帯樹種の造林特性」の発刊にあたって

私ども国際緑化推進センターでは,我か国の国際森林・林業協力を総合的に

支援するため, 協力を担う人材の養成・確保, 技術情報の収集・整備・提供,

NGO 等の民間協力活動の支援, 国際緑化の普及啓発, 熱帯での植林なとの活

動を行っております。

そして,情報活動の一つとして熱帯地域などでの森林造成に必要な技術テキ

ストとして「熱帯林造成技術テキスト」を発刊し, 当センターか行う研修等の

テキストとして使用するとともに,熱帯地域等で協力活動に従事する方々のた

めの参考書としても活用頂いているところてあります。

今回は「熱帯樹種の造林特性」と題して,熱帯地域での造林対象となる主な

樹種について, その造林上の特性についてのテキストを発刊することになりま

した。

本テキストでは約 100樹種について,3 回に分けて発刊することにして, 今

回はその第一分冊を発刊することとなりました。

ところで, この「熱帯樹種の造林特性」の発刊については, 熱帯林の保全 ・

造成か急務となっている今日, 当センターては予てより, 熱帯の造林樹種に関

する情報の集大成の必要を痛感し, その実現を願っていたところであります。

この度,森川澄彦 国際緑化推進センター顧問と森 徳典 森林総合研究所

生物機能開発部 長々か中心となってのご尽力の結果, 多くの研究者,専門家の

方々のご協力を得て実現の運ひとなりました。浅川,森の両先生をはじめ編集,

執筆にご尽力下さいました先生方には衷心より感謝申し上げます。

また, 本テキストの刊行にあたり, その刊行物の利用を快く承諾して下さっ

たアメリカ合衆国山林局熱帯林業研究所に対してもあつく御礼申し上げます。

おわりに, このテキスト「熱帯樹種の造林特性」が, 今後, 我が国の多くの

協力関係者に座右のテキストとして活用され,我か国の国際森林・林業協力の

推進に大いに貢献出来れはと願うものであります。

1996年 3月

(財)国際緑化推進センター

理事長 秋山智英
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1 ケシアマッ zm‘s卿 sly口) 天然林 2 メルクシマッ (P,mB 滴“諦め 天然林

(タイ北部)( 大畠誠一氏撮影) (インドネシア ,スマトラ島北部)

(岡部宏秋氏撮影)

塵饗宴三雲書籍き
Q
U ツ ンパ ンサ リ法 に よ る チ ー ク (Teczo'm

部の2dis)植栽地 (ジャワ島東部)
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4 ツンパ ンサ リ法によるメルクシマッ植栽地 , 後

方は同造林地 (ジャワ島)
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5 乾燥地に生育するプロソピス
(Prosopお破りα) の樹形
(G.V.Catoira 氏撮影 )
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7 アカシア (A.PO 汐αcのzz加 ) の植栽地 :樹皮が

白く見えるもの,抜け出た樹木は地捕え時に残
され た もの で, ア カ シア類 ・コ ミフ ォ ラ

(Comm めたom spp.) 類など

6 植栽翌年のアカシア (Acqc函加川脳 )
の稚樹

電熱墓詣熟議
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8 アカシア (A.'zZ‘ozicα) の苗木
9 アカシア (A.錫 bidα) の成木 (セネガル ・ティ

エス, 藤森末彦氏撮影)
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タガヤサン (Cqss如 siの'zm) のポット苗

(タイ)
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13 林道法面に直挿しされたグリリ
シディア (G“γ止まα幽 艶か似れ)

の開花 (挿し付け翌年)

11 5年生のタガヤサン (手前,4m ×8m), 後方
は同齢 の ユ ー カ リ (β.cα“2α扇“Ze'zsis)

(タイ .サケラー ト)

12 雨季前に開花・開葉するナンバンサイカチ

(C.方s粥超)( タイ)
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15 大型挿し木で造成されたグリリシディアの

14 満開の花をつけたグリリシディア 生け垣



17 トルニージョの種子採取のための

木登り
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19 トルニージョの果実 と種子
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20 皆伐跡地に造成されたトルニージョの
一斉人工林

16 天然更新によって成立したトルニー
ジョ (Ce赤司≠昭αcのgme 允“〃ls)林分

18 トルニージョのラインプランティング
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21 アランアラン草地のマ ンギウムアカシア産業造

林 (インドネシア ・南 スマ トラ, PT.HUTAN

PERSADA)

22 マンギウムアカシア (Acqc 前

“焔“gi紛れ) の葉と花序
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25 マルバオ (み“寝α Pq‘e′〃卿 mm) の苗

木 (幹切断後の萌芽状態)
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23 マ ンギウムの挿 し木増殖 (マレーシア ・サバ ,

SAFODA 苗畑)

こり

24 マ ンギウムの造林地 (13年生 , マレー

シア ・サバ , サ バ ソ フ トウ ッ ド社 )
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27 びっしり英をつけたギンネム植栽地 (ケニア・

エンブ,3 年生 )
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26 ギ ンネム (乙e"cαのzα卿にocgphα卿) 植

栽地 (フィリピン ・ルソン島 ,5 年生 )
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ドドマ,3 年生)
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29 ハ ゴロモノキ (C なりZ旗α知り"szα)

の植栽木 (3年生)

30 ハ ゴロモノキの苗木
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31 アラン (Sれoreα餌 bidα) の種子

32 メランティテンバーガ (Sれoreα彰Pγos粥の
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33 メランティテマク (sれoreα加卿〆α) の 34 カブ
ー
ル (Dかo卿ね“ops sp.) の種子

種子
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キ翌隠避 *. -- 36 メ ラ ンテ ィ ピ ピ ト (s/zoreααssα'mm) の

35 ウプン (Upmm ゎor′228'zsis)の種子 芽生え
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37 メ ラ ンテ ィテ ンバ ー ガ (S/20r餌 ‘BPro 跳 ね ) の

開花状況 39 樹冠下に植え込まれたメランティテン
バ ー ガ (マ レー シア . イ ポー )

38 メランテイテンバーガの苗木 '穆沈 認、豹

40 メランティテンバーガの天然木
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41 マ レ - 半 島 にお け るセ ラヤ (S/20req.cz‘zmsZZ):

白い樹冠は遠くからでもわかる 42 セラヤの結実状況
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43 植栽後 3年経過 したウプン ("Pz‘〃"
るor''8B鎧お) の植栽木 :斜面中部 20m
×20m のギャップに植栽
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47 アラン (S/20川α硯 bZdo) の板根

48 アランの稚樹

46 カブール開花状況

44 ウプンの結実状況
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50 セ ドロ (Ced宵Zq odom ね) の果実 と

種子

49 アラン (SたoだααのZdα) 天然林内 - き濫

における穿孔虫による被害 "だ
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52 セ ドロ植栽木にみ られたマホガニー

マダラメイガ (互助 sゆyね g若のzd認奴) -
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53 マホガニーマダラメイガの幼虫



57 結実しているアカギ
(βZs前 o万α〆α加川 cα)

(小笠原母島)

常 時・

55 クロ トンの花序 , 元の

ところに雌花が数個,
それから先は雄花

54 満開の花をつけたクロトン
(Cγozo';'〃egα‘ocαゆ“s)

植栽木 (ケニア・キッイ)

56 クロトンの苗木

58 石灰岩地のアカギ

(小笠原母島)
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59 アカギ苗木 (播き付け後 6か月)

る誹 議 -;

60 林床に発生したアカギの芽ばえ

(小笠原母島)



62 ベ ニ ガ ク ヒル ギ (β.gy 〃z''or中 次α)

の種子の発芽と成長
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63 ヤエヤマヒルギ (Rmzop/ 加川 sが osα)

の造林地 (植栽後 2年目, インドネシ
ア ・マ ドゥラ島 )
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フタバナヒルギ (尺.αPた頭のα) の人工林 (約 12

年生,ha 当たり約 2万本植え,直径 5cm 程度,
手前は収穫跡地で枝条が散 らばっている, タ
イ ・バンコック西部の民地 )
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67 ベニガクヒルギの天然林
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66 フタバナヒルギの天然林 (推定林齢 40年程度,
タイ ・トラン県 )

65 ヤエヤマヒルギの林分 (約 10年生,
皆伐後の天然更新と補植により成立
したもの , 南 タイ ・バ ッタニ県 )

61 ヒメヒルギ (βr"g"Zero pα“耀om)

の胎生種子
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69 ラウレル採穂台木の萌芽状況

68 ラウレル (Cord 鷲錫‘Zodorα) の植栽地

(10 年生 , コスタリカ ・リモン)
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70 カ マル ドゥ レ ンシス 72 カ マル ドゥ レンシ ス 73 力 マ ル ドゥ レ ンシスユ ー カ リ林 の

ユーカリ (E“餌伊野郷 ユーカリの花 林間苗畑

cの“硯直‘‘e,zsfs) の

萌芽林 (3年生)
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76 マ ンゴ (Z協の増新ero

lァzの cα) の花

900左に回す、つまり花穂が
上に立つように開花します 77 マンゴの果実

74 結実するカシュー

(Aアzqcの α忽′力 occzd 伽 ね彰 )
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78 バオバブノキ (Ad のzsのz加 療gi加卿) の花
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79 バオバブノキの孤立 した老木 (ケニア . 80 バオバブノキの疎林 (タンザニア ・ドドマ

キッイ) 近郊)
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75 カシューの果実
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82 防風林に植え込まれたインドセンダン (3年生 )

3 スンカイ (Fe〆o'ze'れαcのzesce7zs)の挿 し木苗
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勝電気漆器慧
84 スンカイの若木 (ボルネオ島)
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85 ス ンカイの萌芽株 (インドネシア ・

スマトラ島ブナカット)
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86 スンカイの若齢林 (10年生, ブナカット)
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ぎ三轟き 溌糖 『 88 果実を着けたチークの円錐花序と葉
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89 チークのスタンプ苗 (左が調製前, 右

が調製後)

(CQねm"sm の7のz) の発芽

過程 (本文 p.232 の図 35.1の説明

参照)
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91 ラタンの採種園 (6年生, 上木は - ′
Dip『8mm ゆ "s α卿粥 s, タイ ・ドン 92 ラタ ン (CQ 如加 z‘ssp.) 93 ラ タ ン (Cα加川 2′瀞 細 微

ラン) の果実 の苗木
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利用される方へ

樹種の配列は, まず裸子植物・被子植物の順とし,後者については熱帯植物

要覧 (1991版 ) によって科を配列した。

学名は属名と種小名をイタリックで示し, 各樹種のヘッドラインのみ, 命名

者名を添えた。シノニムはてきるだけ収録するようにつとめた。なお, 学名に

は以下のような略号 を用いた。 Subfam は Subfam ・ly(亜科 ),Sect は Sec‐

tlon( 節 )の略 ,spp は複数の種 ,sp は 1種 ,subsp または ssp は subspec・es

の略で亜種 ,var は vanety で変種をそれそれ示す。

和名は熱帯植物要覧を参考にしたが,一部については必ずしも適切でないよ

うに考えられたので, 近年, 関係者の間でよひならされているものなどを選ん

だ。なお, 学名をそのまま読んだものもあるか, この場合にもできるだけ普通

の読み方にしたかうようにつとめた。 'これまでに適当な和名かない場合には,

種小名のあとに属名をつけるというルールをとることとした。例えばユーカリ

の 1種 ,E “c錫卵 棚 smm α扇“彫れszs は 力マ ル ドゥレンシスユ ーカ リと した。

一般名または地方名についても, できるだけ英名と各地の現地名を挙げるよ

うにつとめたか, 必ずしも十分ではなく, 近い将来に補足してゆかねはならな

いと考えている。

カラー写真は冒頭にグラヒア写真としてまとめた。執筆者以外の方の撮影さ

れたものについては撮影者のお名前を付記した。撮影者名かないものは, その

樹種の執筆者か撮影したものである。

各樹種末尾の文献リストは, とくにその樹種に関わるものを挙げるようにつ

とめ, 共通的な文献は索引の前に併せて収録した。

索引は,英文字, カタカナ,かな・漢字の順で,英文字は ABC 順, その他は

50音順に並へた。
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は じ め に

森林は地域住民,国家経済及ひ地球生物圏の長期的な安泰に不可欠なもので

ある。そして現在及ひ将来世代のニーズに応えるために, すべてのタイプの森

林は持続可能な管理を行うことが重要である。この考えは 1992年の国連環境

開発会議 (UNCED) 以来,森林の役割と取り扱いに関して世界の共通認識とな

りつつある。この認識か生まれた背景には,熱帯地域の森林が今世紀半は頃よ

り目立って減少し始め,今や熱帯林消失問題は全人類的問題として取り組むこ

とか不可避となってきたことにある。すなわち,熱帯林は地域住民の生活と木

質資源の生産の場であるはかりてなく,地球上の半数以上の生物種か生息する

場でもある。さらに熱帯林は, その高い炭酸カスの吸収・固定能と蒸散作用を

通して地球大気環境の安定維持に多大な役割を果たしている。このような価値

ある熱帯林を/肖失にまかせて放置すれは,回復することのできない貴重な生物

資源, 遺伝子資源の数々を失うことになり, また, 地球温暖化を防ぎうる一大

歯止めを失うという, 人類にとって計り知れない損失を招くことになる。

わか国の森林・林業関係者は, 熱帯林のこうした状態を比較的早くから憂慮

し, 今からおよそ4半世紀前の 1970年代の前半から熱帯林の研究を始め, ま

た,わか国の国力の回復に伴って,JICA による林業協力事業も開始された。最

初, 細々と始まった研究や協力事業てあったか, 今日ては森林の消失を気遣う

産学官,NGO なと幅広い分野の多数の人々によって,熱帯林の保全と修復,再

生にかかわる様々な活動か行われるまでになってきた。そして, その間に熱帯

林に関する経験と研究の成果が着実に蓄積されてきた。

熱帯林の保全,修復,再生にはいろいろな目的と手段かある。天然林の択伐

跡地の天然更新や樹下植栽,荒廃した2次林の改良を目指したパッチプラン

ティング (孔状植栽) やラインプランティング, パルプ材などの収穫を目指し

た早成樹の産業造林,草原や半砂漠なとの荒廃地やマングローブ林跡地への環

境造林など各種各様のものかある。そして, それらの活動の舞台も, 熱帯・亜

熱帯の多雨林・季節林地帯から自然環境のより厳しいサバンナや半乾燥地・乾

燥地へと全世界に広がりをみせている。

天然更新にしても,人工造林にしても,いずれにしるこれを成功させるには,

目的に合わせた周到な計画か必要である。植栽地の気候条件,土壌条件なと物



理的環境はもとより,経済環境,地域住民感情など社会・文化面も考慮して植

栽樹種を決定する必要かある。さらに,植栽樹種の成長特性を最大限にいかし

た造林,保育法を採用することか肝要てある。このときに植栽候補となる樹種

の生理・生態的な特性を幅広く比較検討することができ,造林的取り扱いに必

要な諸性質が網羅された書かあれは,熱帯林業の各種の協力に際して重要な情

報が提供できるはずである。

このような必要性に応えるために,雑誌「熱帯林業」(旧・新)では,熱帯林

業講座シリーズでこれまでに 10数種の樹種について造林特性の解説が掲載さ

れ, 現在も続けられている。本書は, 最近の新しい情報もくわえて, これらの

一部を改訂すると共に, さらに幅広い樹種について解説を加え, 世界各国で林

業協力に携わっている人々や, 熱帯の植林に関心をもっておられる方々の便に

供することを目指して, 刊行するものである。

執筆いただいた方々はいずれも海外において林業研究,林業協力事業に携わ

り, 貴重な経験をもつ第一線の研究者・技術者である。経験にもとづいた熱帯

林業への熱い思い入れが脈々と感じられる内容のものがほとんどである。一方

では, これまでわか国があまり取り上げてこなかった樹種について, 長い歴史

をもつ西欧諸国の文献をふまえた解説などもある。後者に関連して, プエルト

リコにあるアメリカ合衆国山林局の熱帯林業研究所では,1987 年来 , SI1vlcs

of Trop・caIForestTrees を樹種 ごとに逐次刊行 (現在 No 77) しているか ,

冒頭の英文タイトルの下に記したように, 本書の刊行にあたって, それらを利

用してもよいという了解が得られた。

第 1巻ではさし当って 35樹種または樹種群を取り上げたか, まだまだ多く

の造林樹種かあり,今後順次その数を増やして,続巻を刊行してゆく予定であ

る。そして, この書の刊行を通して, 熱帯各地の地域社会の発展に加えて, 少

なくとも現在より地球環境を後退させることなく, そして多様な熱帯生物を含

む生物資源を人類共通の財産として次世代に受け渡すことに少しでも貢献てき

れば, われわれ執筆・編集者すべてにとって大変幸いである。

編集者を代表して 森 徳典



1. ケシアマツ (Kesiya pine)

学名 凸“"s た解けα RoyleexGord

マッ科

加茂 晴一

ケシアマッは, アカマツやメルクシマッと同様に, マッ属の中て葉身の維管

束か 2本の複維管束群 (D1ploxylon),Sy 初8郡だs亜節に属する種で,東南アジ

アのモンスーン熱帯山岳地帯に分布する。かっては, 大陸に分布している種を

P 力々餌 yα, 主にフィリピンに分布 している種を P zれs賜の zsとし, 両者は別種

とされていた。近年, 植物学的特徴から両者は同種と考えられるようになり,

P たgs砂α と い う学 名 か一 般 的 に な った。南 ベ トナ ム に分 布 す る P

卿れgbzα牌れszsは P たesz知 の 一 種 で, 中 国 雲 南 地 方 に 分 布 す る P

y“れれα肥れs乙s は P 鰹 szyαとごく近い関係にある。なおフィリピンではケシア

マッは主に Benguet 州に分布 しているので Benguetp ・ne とよはれている。

ケシアマッは, メルクシマッと同様に山火事や人為による林地の撹乱後侵入

し, 純林を形成する熱帯の先駆樹種の一つである。ルソン島北部の山岳地帯に

は山火事によって形成されたと考えられるケソアマッの大規模な森林と草原が

広かっている。ケシアマッ林は 5~20 年の間隔で起こる山火事によって維持さ

れていると言われている。山火事か頻繁におこるとマッ林は草原に変わる。も

し山火事か起こらなけれは, ススキやヒョトリハナ等の草本か急速に優占し,

山地広葉樹林の構成樹種か侵入し始める。山火事は通常谷底部まて達しないた

め, 谷部にはかってこの地域の大部分を覆っていたと推測される山地広葉樹林

の残片か現在ても認められる (クラヒア 1)。

本種は 3針葉で針葉は長さ 12~21cm てある。通常樹高 30m, 胸高直径 40

cm になるか , 樹高 40m, 胸高直径 60~70cm に達することもまれでない。若

木の樹冠は雛形であるか,老齢になると傘形になる。幹か湾曲しているものや,

多幹木, 二又木か多い。樹皮は若齢ては褐色てあるが, 年をとると銀白色にな

る。壮齢林~ 老齢林ではこの樹皮の色によって, メルクシマッと区別できると

言われている。樹皮の厚さはメルクシマッに較べて薄く, いましは“樹皮の薄

いマッ" と呼はれている。たたし日本のアカマツに較べると, ケシアマッの方

か樹皮は厚く, 大きな個体ほとその差か顕著である。材密度は 041~063 てあ



　

る。成長が早い他の熱帯マッと同様に, 本種は未熟材の割合が多い。

分 布
天然分布は 12oN か ら 30oN て , インド (アッサム地方 ), チベット, ミャン

マー, タイ, ラオス, ベ トナム, フィリピン (ルソン島中北部 ) の乾季 ・雨季

か明瞭な山岳地帯に見られる。地史的にルソン島のケシアマッは第四紀鮮新世

に気候が冷涼になった時 , インドシナ半島か ら, スマ トラ島 , ホルネオ島 , バ

ラワン群島を経て,現在の生育地に達し,気温が上昇するとともに比較的冷涼

なルソン島の山岳地帯に成立していたものか生き残ったと推測されている。

垂直的な天然分布の範囲は,350~2,90om で,6 か月も水分不足が続く熱帯

モンスーン気候下から, 少し霜か降り, 水分不足かほとんどない冷湿な気候下

の広い範囲に天然分布している。ただし標高 800m 以下の天然分布は僅かで,

主な分布は標高 1,00om から 2,00om てみられる。分布地の年平均気温は 17~

22oC,月最高気温は 26~30oC, 月最低気温は 10~1 ずC である。分布地の年平均

降雨量は, インド (アッサム地方 ), ミャンマー, ラオス南部 , ヘ トナム南部で

1,500~3,00omm 以上 , タイ , ラオ ス北部 で は 1,000~2,00omm, ル ソ ン島 の標

高 1,200m 以上の地域で 3,000~5,00o mm, 標高 1,200m 以下の地域で約 2,500

mm である。

天然林の母材は花高岩・石灰岩で, 土壌はローム質, 砂質埴壌土である。土

壌の排水か良好な椿悪地にしはしは出現する。排水の悪い土壌では生育できな

い 。

本種は,人為的撹乱がない場合, フナ料やツツジ科の樹木か混交する山地常

緑広葉樹林の中で尾根筋や急斜面上に集団的に純林を形成し,単木的に出現す

ることは稀てある。また乾季に落葉するサバンナ林の上層木を形成することも

ある。タイの標高が比較的低い所てはメルクシマッと混交林をつくる。フィリ

ピンては標高が高い所では閉鎖した立木密度の高い林分が成立するが,標高か

低くなると疎林の純林に変わる。

ケシアマッは外来樹種としてアジア, アフリカ, 南米の熱帯地域で広く植栽

されている。19世紀末期に南アフリカとマタガスカルて植林されたのが最初て

ある。ザンビアでは最近まで主要な造林樹種であり,3 万 ha か植栽された。人

工造林の適地は標高で 700~1,800m, 最暖月の最高気温か 30oC以下て最寒月

の最低気温が 1 C 以上て年雨量が 700 mm 以上の地域てある。立地的にケシ



　

アマッの良好な成長か期待できるのは肥沃て排水の良い土壌である。成長か継

続する湿潤熱帯では,幹や枝の形質が悪く,生理的にも成長や開花に適さない。

また湿潤熱帯ではフォックステイルを形成しやすい。

開花, 結実

開花期は,大陸, 島腰部ともおよそ 12月~3 月である。受粉してから球果か

成熟するまで 23か月かかる。球果か緑色から褐色になり成熟するのは, イン

ド, ビルマて 2~4 月 , タイで 12月 ~ 翌年 1月 , フィリピンでは 10月 ~ 翌年 1

月である。種子生産は, 天然林では 10~20 年生で, また人工林では 5~7 年生

で始まるか, 地域や個体によって変異かある。フィリピンで結実し始める樹齢

は ,Central cord・1lera 南 部 で 12~15 年 生 ,Zambales で 15~18 年 生 で あ っ

た。タイのケシアマッ人工林では,球果の生産は 6年生から始まり,約 10年生

まで生産量か著しく増加し, その後やや減少する傾向か見られた。またタイの

ケシアマッ天然林て個体の球果生産量は, 樹齢 7~23 年 , 胸高直径 7~26cm

の範囲で,樹齢,胸高直径か大きくなるほど増え,球果生産量と樹齢およひ胸

高直径との間には,両対数軸上できれいな正の直線関係が認められた。天然分

布域内や天然分布域外でも天然分布地域に似た気候条件下では種子生産は大体

毎年規則的におこり,多数の種子が生産される。天然分布域外の熱帯低地では,

一般に開花・結実しなかったり, 結実しても球果の生産量は少ない。フィリピ

ンのミンダナオ島では低地のケシアマッ人工林は開花・結実しないので, 現地

で種子を入手するのか困難であり,造林に支障をきたしていると言われてい

る。

タネの取り扱い

球果は枝の頂端に 2,3 個つき,卵形,相称形で成熟時淡褐色になる。球果の

長さ 5-1ocm, 径 2,5-50cm であるか ,林分による変動が大きい。球果は, メル

クシマッと異なり,2 ‐3年樹上にとどまる。種子は卵形 , 暗褐色で , 長 さ 5-7

mm, 径 4mm で ,49,000~76,300 粒 /kg て あ る。

球果から種子を取り出す方法として,採取した球巣を成熟程度によって 1~3

日間直射光下に置くか, 袋に入れ 3~4 週間置いた後, 球果を 6mm ×6mm

メソシュの金網に置き, よく振って金網の下に種子を落とし, 集める方法があ

る。



　

発芽率は通常 80% 以上て高く, ほとんとか 7~10 日で発芽し,発芽前の冷処

理は効果かない。なお緑色の球果でも発芽率は高い。種子は冷暗所で気密性の

高い容器に保存すれは,1 年間以上発芽能力か維持され,5,6 年間保存できる。

育苗・植栽

育苗方法 (東北タイの例)10~11 月に播種床 (lm ×4m) に 400g のタネ

(約 55粒 /g) をまき,粗砂を 0,5cm の厚さで被せる。復水は発芽するまで毎日

朝夕 2回, 発芽後は朝 1回行う。播種後 7~10 日で 85~90% の種子か発芽す

る。苗床は寒冷紗を用いて, 相対照度約 50% に被陰をする。発芽後 2週間た

ち,苗高が 5~6cm になると, 苗をポット (高さ 17cm, 径 9cm) に移植する。

ポ・ノトは被陰下に置く。被陰の程度は播種床の場合よりや〉明るくする。苗床

とポットの土は菌根か含まれている近くのマッ林の表土を用いる。移植後 10

日間朝夕潅水し, その後水の浸透を良くし, 菌害を防くために, 粗砂を厚さ l

cm 被せる。潅水は 1日おきに,除草は毎月行う。2か月毎にポットからでた根

の勢定をする。山出し 1か月前にポソトを直射光下に置く。苗高か 20cm に

なった雨季の始めの 6月に植栽する。

ポット苗は熱帯マッで一般的に使われているか , フィリピンでは雨季に入 っ

た直後に植栽すれは, 裸根苗でも活着率か高く, 成長も良好てあった。タイで

はポット苗と裸根苗の植栽後の活着率, 樹高成長に違いがなかった。ただし,

裸根苗の場合ポット苗より,植栽時の苗木の取り扱いや植栽時期の天候に庄意

か必要てある。

植栽間隔は 2m ×2m~3m ×3m か一般的である。サンヒアでは雑草刈り取

り機の大きさの関係から植栽間隔は 27m ×27m てある。ケシアマッは若齢期

に幹や枝の形状か不良な場合か多いのて,植栽間隔を密にすることか勧められ

ている。フィリピンでは通直な幹を収穫するため lm ×lm あるいは 15m ×

15m で植栽された例かある。 ジンハフェでは 18m ×18m, マラウィでは 24

m ×24m の植栽間隔か推奨されている。

フィリピンてはケシアマッはコーヒー栽培の被陰樹として推奨されている。

ケシアマッを 3m ×3m て植栽し,5~7 か月経過後, 樹高か少なくとも4m に

なった時点て , コーヒーを植える。



　

保 育
下刈りは植栽後 3年間でフィリピンでは 12回まて, ザンヒアでは 8回おこ

なう。タイでは年 4回除草する。ケシアマッは枝か太い個体や二又木, 多幹木

が比較的多いので, それらが優勢になる前に間伐を行う必要がある。枝打ちは

植栽後早期に太い下枝を対象に行い, その後樹高の半分の枝打ちをする。高品

質の挽材を生産する場合は 6~7m までの枝打ちをする。フィリピンて経済的

伐期齢は,天然一斉林の場合 35~50 年 ,パルプ生産や小径木生産を目的にした

人工林では 20年である。

天然更新
ケシアマッは山火事跡地や皆伐跡地でよく天然更新する。伐採跡地て天然更

新を成功させるためには,直径 30~40cm の母樹を ha 当たり 10~20 本残す。

種子の散布範囲は広いので, 母樹を更新面に一様に残さなくても良い。約 4本

の母樹を一つの群として,ha に 4~5 群残す方法が適当である。また種子か散

布されやすいように尾根筋にかためて ha当たり15本程度の母樹を残す方法

も良い。ケシアマッの天然更新は, チカヤが生育している所ては困難である。

これはチカヤによる被陰とともに, チカヤの根系かケシアマッの発芽を抑制す

る物質を出すためたと言われている。

成 長
{i} 材精の推定 立地条件と生育段階の異なったフィリピンとタイのケシア

マッ林て,単木の幹材積 (V(mき)) と胸高直径 樹高 (D2H(cm2 m)) との間

に一つの回帰式か成立 した (V=0 00007145D2H09325) 。 この式を用いることに

よって種々のケシアマッ林て胸高直径と樹高から単木の幹材積か推定できる。

なお林分材積の推定についてはメルクシマッの項を参照されたい。

(2) 成長,落葉の季節変化 タイではケシアマッ, メルクシマッとも 6~9 月

と 11~2 月にシュー トのフランシュか認められる。東北タイての調査によれは

直径の増加は年によっては乾季の終期に停止することもあるか, 成長は大体 1

年中継続する。直径増加の旺盛期は 8月~11 月てある。落葉は 1年中起こる。

これは低緯度地方に分布するマッの一般的な性質を示している。落葉のピーク

は乾季末期の 3月 ~4 月に現れ,8 月 ~9 月に小さなピークか認められた年もあ

る。このような直径成長と落葉の季節変化はメルクシマッてもほとんと同じて



　

ある。

(3}物質生産 ルソン島のケシアマッ林と世界各地のマッ林の物質生産を比

較すると,ケシアマッ林の幹や地上部現存量の増加量は.植栽後 20年間はオー

ス トラリアやニューシランドに植栽されているラシアータマッ林より劣るが ,

アメ リカのテーダマッ林やス トローブマッ林 と同 じレベルて , 日本や ヨーロッ

パのマッ林より高かった。20年生以上になっても, ケシアマッの高い成長は持

続し, 世界のマッ林の中で高齢までの成長持続力が高かった。フィリピンでは

ケシアマッは他の造林樹種と異なり,30 年生以上になっても樹高成長 ,直径成

長か低下しないと言われている。一方タイて林齢の異なる林分の成長量調査か

らケシアマッ林の成長曲線を推定したところ, 地上部現存量の年増加量は, 林

齢かたつにつれて増大 し, およそ 12年生で 52 ton/ha ・年 となりピークに達

し,その後減少する傾向かみられた。葉現存量は林齢とともに増加し 10~12 年

生で約 7ton/ha に達 し, その後減少 して約 5ton/ha となり一定になった。

葉の現存量は, 東北タイの平地林では 54±03ton/ha で日本のアカマツと

同 しレベルてあるか , ルソン島の山岳林では 85 ± 13ton/ha で ,東北 タイのメ

ルクシマッ林やカリヒアマッ林とともに世界各地のマッ林の中ではもっとも多

かった。東北タイのケシアマッ林の年落葉量は葉の現存量より僅かに多かっ

た。従って,葉の平均寿命は 10か月と推定され, 日本のアカマツ林やクロマッ

林の葉の寿命の 1/2~1/3 である。

東北タイの 21~25 年生人工林で林分幹材積は 228~241 m3/ha, 材積成長量

は 2~1lm3/ha ・年であった。フィリピン, ルソン島の 22~24 年生の林分材積

は各 々 221~252 m3/ha,284~340m3/ha で , 材積成長量 は各 々 12~19m3/

ha ・年 ,19~37m3/ha ・年であった。ただ しメルクシマッを含めて成長量は年

変動が大きい。これは熱帯モンスーン地帯に成立する樹種の特徴ではないかと

考えられる。なおこれらの資料は成長量の定期調査によって得られたか, フィ

リピンとタイのケシアマッおよびタイのメルクシマッには明瞭な成長輪が認め

られ, 成長輪数と樹齢がほほ一致したので,1 回の調査から樹幹解析によって

成長量を推定することも可能であろう。

病虫害等

本種に深刻な被害をもたらす害虫, 病菌, バクテリアは比較的少ない。害虫

による被害 としては, 東アフリカ, 中央アフリカでワタアブラムシの PmB “s



　

かれz, タイで穿孔 虫 (Dzo かαγm けれgsおり"α,R 卿αcm れmc γzstα『αな と ), フ ィ

リピンてキ クイム シの め s cの Zzgmpね"s とマ ッノマ タラメイガの仲間 の

Dzoかαγm γ“乾物 か報告されている。 蛾に対 しては, 殺虫剤 fen・trothlon

(0 1%), fenvalerate(02%) が効果かある。

動物や鳥類なとの被害も地域的で,現在まて大きな被害はみられない。山火

事に対しては樹皮の薄い 10年生位まで被害を受けやすい。

フィリピンてはフォクステイルは天然分布域ではほとんどみられないか, 標

高 600~800m で出現することがある。

用 途

本種は建築材, 用・合板材として優れ, また木材としても広い用途を持って

いる。フィリピンでは採鉱用材として利用されている。パルプ材としては仮道

管壁か厚いため, それほど良質とはいえないか,PP αむ"卿よりは優れている。

フィリピンで樹脂の生産量 は 20年生以上 のケシアマッの場合 ,1,800 ‐2,450

g/本てある。樹脂の採取か過度になると,ゆscα敏gmpん“s による食害や山火

事の被害を受けやすくなる。
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2. メルクシマツ (Merkusi pine)

学名 P〃msme γた堀 zzJungh etdeVr

マッ料

加茂 精一

メルクシマッは, アカマツやケシアマッなとと同様に, マッ属の中で複維管

束群 (D1ploxylon),S 彩り2諺だS亜節に属しており,東南アシア大陸部と島峻部

の低地から山地に天然分布する典型的な熱帯マッてある。本種は, マッ届の中

ては赤道を越え南半球 (2oS) まで分布している唯一の種てもある。メルクシマ

ッは最初スマ トラ島の Sip・rok 山で ,Junghuhn によって発見され ,Merkuse

知事を通 して devrlese 教授の元に送 られ ,1845 年 ,P m のた“別 と命名され

た。大陸産のメルクシマッはスマトラのものと形態的な差異か大きいとされ,

最近 P m8γた“秘αれαsp nov と記載された。またフィリピンのメルクシマッは

大陸のものに近いと言われている。しかしメルクシマッの分類はさらに検討か

必要である。ここでは大陸部と島峻部のメルクシマッは地理的変異として扱う

(クラヒア 2)。

本種は 2針葉て針葉の長さか大陸産で 19~25cm, スマ トラ産て 16~19cm,

針葉一対の重量か大陸産で 103~195mg, スマ トラ産で 58~9omg てある。樹

冠は若齢期, ピラミッド型て, 樹齢か進むにつれて広かる。本種は成熟すると

樹高 30m 以上, 胸高直径 75cm 以上になる。スマトラ各地の天然林で最大木

の平均樹高 606m, 平均胸高直径 56cm と報告されている。ベトナムでは推定

250年生以上で胸高直径 70-80cm となる。本種はケシアマッ (P たBS砂α) より

長寿である。樹皮はケシアマッより厚く,大径木で樹皮厚 6‐7cm になる。この

厚い樹皮か本種の耐火性を高めている。材密度は 050~080 である。

分 布
天然分布の範囲は 2ずN から2ogs,9503 ぴE から 12103ぴE である。大陸で

はヒルマ, タイ, ラオス, カンホシアに分布する。海南島にも見 られるか , 天

然生かどうかはっきりしない。東南アシア島嬢部ではインドネシア (スマトラ

島), フィリピン (ルソン島西部, ミントロ島北西部) に天然分布している。天

然分布域の標高は 30~2,00om である。 スマ トラでの分布の中心は 800~2,000



　

m で , ルソン島 , ミンドロ島ては 600m 以下に分布 している。島峡部のメルク

シマッは第 4紀鮮新世にイントンナ半島からマレ- 半島, スマトラ島へ南下

し,その後北ホルネオを経てミンドロ島,ルソン島に達したと推損=されている。

天然分布地の年雨量は 1,000~2,800mm てある。大陸とフィリピンては顕著

な 3~6 か月の乾季かあるのに対し, スマトラては月雨量はほとんど loomm

以上で,明らかな乾季は存在しない。天然分布地の年平均気温は 21~2 ずCてあ

る。

タイではメルクシマッは山火事か頻発する山岳地帯 (標高 750~1,00om)

で ,D ゆ彰rocαゆ騰 o鱗鯛 zお Zms,D Z"彰 r鋤超加s等が優占する乾生 フタハカキ

林の疎林に出現する。タイ東部やカンホジアの低山帯ては広葉樹林の林冠疎開

部に侵入し, 広葉樹と混交林を形成する。タイ東部のメルクシマッ林は一般に

北部や西部のメルクシマッ林より立木密度が高く, 林冠は閉鎖している。スマ

トラではメルクシマッは極相の広葉樹林にはほとんど出現しない。本来メルク

シマッの分布は痔せ尾根,地すべり箇所 , 火山泥流地, 溶岩原等, 広葉樹が成

立しにくい立地に限られていたか, 山火事によって分布か広かった。基本的に

スマ トラのメルクシマッはルソン島のケシアマツと同 じニッチを占めている。

本種は水はけの良好な仲積土壌を好む。砂質土壌やカオリン質粘土土壌等の

椿せ地にも生える。降水量の多いスマトラ島では水はけの良好なところに生育

している。ベトナムではケシアマッがポドゾル性土壌で優占するのに対し, メ

ルクシマッはラトゾル土壌に分布している。

大規模な人工林はスマトラ島とヘトナムにある。

開花・結実

タイでは開花期は 1月から3月で,受粉から球巣の成熟までの期間は 125か

月てあると報告されている。球果はタイでは主に 4月~6 月に成熟するが, 球

巣の成熟期は個体間,個体内のばらつきが大きい。他地域の球果の成熟,種子

の飛散時期は, カンボシアで 3月 ~5 月 , ヘ トナムて 3月 ~4 月 , フィリピンで

1月 ~4 月 , インドネシアて 7月 ~11 月である。 メルクシマツの枝はケシアマ

ッより折れやすいのて球果の採取にあたっては細心の住意が必要てある。球果

は種子か飛散した後, 翌年までに落下し, ケシアマッのように長く樹上に留ま

らない。 タイのメルクシマッ人工林では, およそ 20年生から種子生産か始ま

る。種子生産の豊凶は 1年毎に現れるか, 種子は毎年生産される。



　　

タネの取り扱い

球巣と種子の大きさは大陸産のとスマトラ産で違いかある。球巣の長さ, 重

さは大陸 産 て 67~126cm,100~48.7g, スマ トラ産 で 52~76cm,32~117

g である。種子は大陸産で 28,600~41,700 粒 /kg, スマ トラ産で 58,800粒 /kg

とされている。

球果から種子を取り出すにはケシアマッと同じように直射光下に球巣を 1~

3日間置くか,袋に入れ 3~4 週間置いた後,種子を取り出す方法がある。ただ

しメルクシマッの成熟球果は樹脂成分のため一般に開きにくい。そこでメルク

シマッの種子を取り出す方法として, 球巣を 1分間だけ熱湯に浸し, その後,

球果を金網の上に置き, よく振って,金網の下で種子を集める方法も有効であ

る。その場合熱湯に浸しすぎないように任意しなけれはならない。

種子は通常 8~12 日て発芽する。発芽率は通常 40~60% で, 時には 10~

30% の場合もあり, マッ類の中では著しく低く, ケシアマッよりかなり低い。

またメルクシマッの種子の発芽率は球果の成熟程度によって影響され, 球巣か

褐色て鱗片か離れ始める頃のものからの発芽率がもっとも高い。

種子は通常 6か月間の室内貯蔵か可能である。乾燥種子を冷暗所で密閉した

容器に保存すれば, スマトラ産の場合,1~2 年 ,大陸産の場合はそれよりも短

い期間てあるが保存てきる。現在メルクシマッの種子の主な供給地はスマトラ

島とタイてあるか, 発芽能力のある種子を大量にストックできないことか, 天

然分布地から離れた地域での造林を困難にしている。

育苗,植栽

イントネシアでの例を紹介する。播種床には種子を 50g/m2 まく。播種床は

15 cm 上 げ, 幅 l m, 長 さ 5~1om と し, 通路幅 を 45cm 設 ける。稚苗 は

R卿zoα伽 m so如欄,Py委ねmm spp,F" 概 "αm spp, による菌害を受けやすいた

め,排水を良好に保つことが肝要である。土壌表層はよく耕転する。苗床は十

分に陽光か受けられるように配置する。午前 10時から午後 3時まて過度の日

射を防く・ため, 高さ 12m の西に傾斜した可動性の日除けを使う。播種床は播

種後の乾燥を防くため, 細土や細砂で厚さ 3mm 程度に覆い, 乾燥したマッ葉

や切り刻んたチカヤ, ワラビを敷く。アリの害かひどい場合には, 水面上に播

種床を設置する。発芽後はマッ葉なとは取り除く。稚苗は 6~8 週間たって,種

皮が脱落した後,廉屋な日に苗床に移植する。苗床には 1年前から菌根がつい



　　

ている苗高 30~80cm のマッ苗木を lm ×lm 間隔て植栽しておく。移植する

稚苗はマッ苗木の周りに 1ocm ×1ocm 間隔で植える。苗床は乾燥したマッ葉

やチカヤで覆い, 乾燥か強い日には潅水する。なおマッ苗木を 2年植栽してお

くと, 菌根は苗床に一様に広がり, マッ苗木は不要になる。菌根を持った苗床

はケシアマッ等の他のマッの苗にも利用てきる。

苗木の山出しは, 苗床て 8か月育苗し, 苗高か 20~25cm に達した時点で行

う。シュートか一本で旺盛に成長している苗木を選ぶ。山出しの際には裸根苗

の根系に土をつけシタの葉でしっかりくくる。

また熱帯地方てはポ ,ノト苗による育苗も広く行われている。フィリピンでの

ポソト苗の育苗作業は次のようてある。播種床に列状に種子を 300粒 /m ま

く。播種の深さは lcm 以下とし,細砂を被せる。列の間隔は 5~1ocm とする。

播種後毎日適度の潅水をする。播種床には直接雨かかからないようにする。播

種床の土は細砂にマッ林の表土かコンポストを 10 1で属せたものを使う。大

量に苗木を生産する場合は砂壌土を用いる。播種後 2~3 か月経過し,苗高が 5

~1ocm になった時 , 底に細かい穴を開けた大きさか 10×40cm のポットに移

植する。ポソトの土はマッ林の表土 , コンポス ト, 細砂を 6 30 1で混ぜたも

のを使う。移植時にポソトに肥料 (14‐14-14) を 05g/ ポット施用する。山出

し6か月以上前に燐酸を施肥する。移植後,竹かヤシの葉で相対照度約 90% に

なるように被陰した所にポソトを置き,毎日1回早朝か夕方に潅水する。被陰

は苗木か移植のショックから回復する約 1か月後にはずす。移植 3か月後から

毎月,山出しするまでポットから出た根を勢定する。勢定後直ちに潅水し,1 週

間被陰する。この方法はケンアマッても用いられている。

植栽は雨季の始めに行う。植栽密度は,樹脂生産の場合は,4m ×4m, パル

プ材や用材生産を目的にした場合は,3m ×lm あるいは 3m ×2m にする。チ

カヤやシタ類か生育しているところでは植栽間隔は狭くして林冠閉鎖を早める

ようにする。ジャワ島の高地てはタウンャ法 (ツンパンサリ) て植林されてい

る (クラヒア 4)。

保 育
下刈りは植栽当年に 2‐3回, その後林冠か閉鎖するまで年 1-2回必要であ

る。大陸産のメルクシマッは, しはしはクラスステーシか現れ , その間樹高成

長か期待できないのて, クラスステーシかなく若齢期の樹高成長か速いスマト



　　

ラ産メルクシマッ, ケシアマッあるいはカ リヒアマッに比べて, 除草の必要性

か高いといわれている。なおクラスステーシについては大陸内でも変異か大き

いようで , タイ北部産のクラスステーシは 3~5 年であったか , タイ東北部産の

クラスステージはかなり短かった。またフィリピン産は大陸産に近いと言われ

ているか , タイての産地試験ては, フィリピン産 もクラスステーシはほとんど

なかった。最初の間伐は植栽後 9~10 年目におこない,その後 ,5 年毎に間伐す

る。伐期は木材生産の場合,30~40 年 , パルプ材の場合 15年程度である。

天然更新

通常メルクシマッの天然生稚樹は,露出した斜面や道路の法面なと鉱物質土

壌が露出した所で多い。森林の伐採や定期的な火入れによって稚樹の成立か促

進される。下層植生が密に生育し, リタ一層かたまっているところでは, 火入

れによって火気が強くなり, 稚樹の更新は著しく妨げられる。またチカヤか生

育しているところでは稚樹の成立は難しい。

成 長

(i)幹材積の推定 メルクシマッ個体の幹材積 (V(m3)) と胸高直径2×樹高

(D2H(cm2 m)) との間に次式か成立する。

V=0 0000539D2H09462( 南 スマ トラ島低地 ,Benakat) … … '・(a)

V=000001247D2HI 1298(東 北 タイ低地 ,Shlsaket) … … ・・ {b)

一般に幹材積-樹高×(胸高直径)2関係は同一樹種の場合,立地条件や生育

段階に関わりなく成立することか多いので,{a),{b)式を用いれは各々の地域で

樹高と胸高直径から単木の幹材積を推定てきよう。

また林分幹材積 (Y )と胸高断面積合計×平均樹高 (GH) との間にはマッ属

では樹種に関わらず, 次式か成立する。

Y =0 7509GH09229( 立木密度 1500 本 /ha 以下 ) … … -(c)

Y =1 353GH08298( 立木密度 1500 本 /ha 以上 ) 一 一 … (d)

(c),(d)式を用いると毎木調査結果から林分幹材積の推定か可能てある。

(2} 物質生産 東北タイ低地の 21~24 年生のメルクシマッ人工林の材積成

長量は 11~35m3/ha ・年て, 同し地域の同齢のケシアマッ人工林より大き

かった。また林分幹材積と地上部現存量は各々247~329m3/ha,144~197ton/

ha で ,同齢の世界のマッ人工林の中ではラシアータマッ林より小さいか ,他の



　　

マッ林よりは大きかった。葉の現存量は 95±i4ton/ha で,葉の現存量と年落

葉量から推定された葉の寿命は 14か月であった。この値は日本のアカマツの

半分である。平均的な立地てメルクシマッは 25年伐期で年平均成長量 224

m3/ha である。立地条件の良好な所ては 20年伐期で 30m3/ha の年成長か期

待てきる。南スマトラ低地の 13年生メルクシマッ人工林て林分材積は 273~

344m3/ha で , 年材積成長量は 20~28m3/ha であった。

成長や落葉の季節変化, 物質生産についてはケシアマッの項も参照された

い o

病虫害等
北部スマトラにおける主な害虫はミノカ科 (Psych・dae) とシャクカ科の昆

虫とメイガ科の穿孔虫である。リスによる実の食害もある。また種子や稚苗は

アリ, コオロキ, イナゴ, ネキ リムシ等によっても被害を受ける。 もともとマ

ッの成立していなかった南スマトラでもマッ科特有のウバタマムシの分布か確

認されているし, マッノマダラメイカの仲間の Dzoけ cすれαγ駒 e“αの加害か報

告され, メルクシマッの分布の拡大にともない, 害虫の分布も広かっているよ

うである。タイでは同じ地域のケシアマッ林は人工林はかりでなく, 天然林で

も穿孔虫 (Dzo7ycおzα御初BSお凱旋,R 卿αczoれmc γ硲ね加等 ) の被害を受けてい

たか, メルクシマッに対する食害は認められなかった。

本種は山火事に対して幼齢期からかなり強い抵抗性かある。

用 途 :

本種は建具材, 内装材, 箱物, マソチ軸, 杭材, 支柱材, パルプ材として利

用され,高品質の樹脂を生産する。樹脂の採集は直径 25cm 以上のメルクシマ

ッから20~30 年間可能で, 生産量は 420~750kg/ha ・年てある。樹脂生産は

メルクシマッの方かケシアマッより通常 2倍~25 倍多い。タイての調査によ

れは樹脂の生産量は,幹の周囲長か 40cm~120cm の範囲ては大きな個体ほと

多く, また乾季の末期か他の季節より2倍多かった。たたし過度の樹脂採取は

樹勢と山火事に対する抵抗性を弱める。

地理的変異
メルクシマッは大陸産とスマトラ産では変異か大きいとされている。大陸産



　　

の方かスマトラ産より針葉の長さ,重さが大きく,種子,球巣も大きく,重い。

スマトラ産は幼齢期, 幹曲かりか多く, 樹齢か高くなるにつれて通直になるの

に対して,大陸産は幼齢期から幹は通直である。樹高はスマトラ産の方か大陸

産より高くなる。成長輪はスマトラ産では不明瞭であるか, 大陸産では明瞭て

ある。
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3. モクマオ ウ (Casuarina)

学名 Cαs“αれれα eqαzse云ぴoZm し

モクマオウ科

浅川 澄彦

10数年前まては 1属 1科 とされていたが , その後 A"oc 鯛鯛 "伽 ,CQS “α彫

れα,Gym れosごom α (Gy“osperm とする文献 もある) およひ当時まだ命名されて

いなかった新属 (Ce崩れostomα) の 4属に分けられ,全体では 80種に及ぶとさ

れている (Johnson l983)。大部分か成長か速く, 海岸砂丘から山地にいたる

各種の立地条件で, また湿潤熱帯から半乾燥地域にいたる幅広い気候条件下

で, しかも多少落せた土地でもよく育つ。これは根粒が窒素を固定することに

よっていると考えられている。C zzzor効 ,C 煽すordzs をシノニムとする文献 も

あるか, 後者は別種ともされる。和名としてこれまでトキワキョリュウが用い

られていたか, 近年, 熱帯造林に関わる人々の間ではモクマオウとよはれてい

るのて, ここでもそれに従 った。 地方名には (coast)sheoak( オース トラリ

ア), Australian pine( カリフ地域 ),agoho( フィリピン) なとがある。

樹高 40~50m, 胸高直径 lm にも達することがあるが, 普通は 15~25m 程

度の樹木である。小さな球果や, 長い垂れ下かった小枝のために, 離れて見る

と針葉樹のように見えるか被子植物である。葉は輪生し, スギナの葉に似る

(図 31)。モクマオウ類の根毛は糸状の土壌放線菌 F知れたzαが感染し, 根粒を

形成する。モクマオウ類は良質の燃材を生産し, 炭も良質である。密度の高い

材てあるが,乾燥すると裂けやすいために用材や家具材には向かない。しかし

強度は大きいのて, 柱やヒームのような形で建築にも使われるし, 屋根板やる

くる細工などのような小物には使われている。パルプにもできるか, 粉砕コス

トが高いために企業化されていない。また, 砂丘の固定, 侵食防止, 湿地土壌

の改良や, 被陰樹, 防風林としても植栽されている。

分 布
この種は, オーストラリアの北部およひ北東部から, 太平洋の一部の島戯,

インドネシア, マレーシアから熱帯インド, スリランカにかけて天然分布 して

いる。主として燃材にする目的て, インドの他の地域やパキスタン, さらには



図 3.1 モクマオウ (C eQmsgz 坊o‘m) の葉 , 花 , 球巣 , 種子

〔Toml・nson,NAP(1984) による〕

アフリカの東部, 中部, 西部に導入されたか, その後さらに, 西インド諸島,

アメリカ合衆国のメキシコ湾沿いの地域, さらに広くラテンアメリカにも導入

された。東アフリカでは在来種だとする説もあるか, 導入種とする説のほうか

はるかに優位である。いずれにしても現在では,全熱帯で広く植栽されており,

一部では野生化している。

開花・結実

花は単性,雌雄同株で,雄花は普通には脱落性の小枝に着生し,雌花は比較

的新しい落ちにくい小枝に瞭生する。ちなみに, 多くのモクマオウ類は雌雄異

株である。わが国 (九州南部,南西諸島など) では初夏に開花するか,熱帯で

は随時開花する。雌花序は直径 3~4mm, 長 さ 12~20mm, 風煤で , 開花後 5

~6 か月て成熟し, 小さな球果 (複合果) となる (図 31)。その直径は 1omm

前後,長さは 20mm 前後,重さは約 2g である。球果はクチバシのような弁を

もっており, 成熟すると開いて, ハネのついた小さな種子 (正確には痩巣) を

落とす。この種は,4~5 年生から開花・結実する。



　　

タネの取り扱い

球果か成熟して乾燥すると小包 (葉) か開いて種子かこほれ落ちるので, 注

意深く観察して落ちはしめるすこし前に採取する。普通には,球果の外観が褐

色に変わりはじめる時期を目安にしている。 1個の球果には普通 30~40 個の

種子が入っているか,時に 80~90 もの種子か入っているものかある。種子には

翼かあり,lkg あたり 660,000~990,000 粒 (平均 820,000粒 ),1 ‘あたりでは

130,000~170,000 粒 とされているか ,375,400" という事例 もあり, 産地 ・系統

なとロットによってかなりの幅かある。なお, 種子のサイズは樹種によっても

異なり, 大きな種子の場合 (C dgcα鵜欄αれα) には 85,000粒 /kg, 小さなもの

(C c"れm“gたαmzαれα) では 1,800,000粒 /kg とされている。発芽のための前処

理は不要で, 新鮮な種子では 20~40 日間に 60~70% の発芽率か得られる事例

もあるか, 普通には 30~50% くらいで, 貯蔵によって発芽率はずっと低下す

る。密閉しておけは室温でも 6か月から 1年はもっといわれるが,2 0C前後で

貯蔵して 2年間以上活力を維持てきた例もある。

育 苗
熱帯では普通, ポットで苗木を育てる。一旦, きれいな砂質壌土を入れた木

製の播き付け箱に種子を播き付けて, 発芽後, 適当な大きさになったところで

ポットに移植する方法と, ポットに直接播き付ける方法とある。前者の場合,

播き付け箱に雨か直接かからないようにし, ミストで麓水するか,木箱を水に

つけて下から吸水させるのがよい。ポットに直接播き付ける場合にも, 潅水の

際に種子をむき出しにしないように庄意深く潅水することが必要である。裸根

苗ても植栽できるような地域では,播き付け箱から苗床に床替えして育苗する

例もある。

山出し苗木の苗高の規格は 30~40cm とする例が多いが, この大きさの苗木

を育てるのに要する期間は 7~10 か月と場所によってかなりの幅かある。また

30cm という苗高を目安として,4~6 か月で育苗できるという指針もある。苗

床に直接播き付ける方法もあるが,前述した床替え苗の場合も含めて,裸根苗

の場合には地上部を 30cm, 根を 15cm くらいに切り詰めるほうがよい。天然

分布していない地域に新たに導入する場合には,天然林や既往造林地の表層土

壌をポット用土や苗床に加えるなとの方法で,根粒菌 (広義,Fm7zたzα類)を接

種することか必要とされている。



　　

タイではインドネシア原産の C 賜れgれ“たねmれαか広 く植栽されているか , そ

の苗木は挿し木によって育成されている。木化した小枝を IBA の 5ppm 水溶

液で処理すると 80~95% の発根率が得 られるという。 C J"71gれ“れれmれαは雌

雄異株で,1800 年代の末期にイントネシアまたはマレーシアから苗木を導入し

た折に,偶然に雄株だけか導入されたか, これも偶然に挿し木発根か良いこと

が分かり, 結局, 現在にいたろも, そのまま挿し木によって繁殖されていると

いう。なお本種は根系を横に発達させる性質かあり,根萌芽をよく発生すると

いうo

適 地

オーストラリアには多くのモクマオウ類か亜熱帯から熱帯の海岸地方およひ

乾燥した中央地域にまて分布しているが,C gq“zsg云折ozm は北部・北東部に多

い。この地域からオセアニア, 東南アジア, 南アシアにかけての天然分布地域

の月平均最高温度は 10~3 ずC であるか,導入されているところでは, もっと広

い温度範囲に適応している。ただし, マイナスの温度には耐えない。本来は低

地性であるが, 海抜 1,500m くらいまでは植栽されている。天然分布地域の年

平均雨量は 700mm~2,00omm で , 乾季か 6~8 か月に及ぶところもあるか ,

良好な成長が記録されているところをみると, 年雨量が 200~300 mm のとこ

ろから 5,ooomm に近いところもある。放線菌によって窒素固定を行うため,

窒素分の少ない土壌でもよく成長し, また石灰分の多い土壌,多少の塩分を含

んた土壌でも生育できる。排水のよい土壌を好むが, 一時的な停滞水には耐え

る性質かあり, 海岸に近い河岸や内陸の河畔でも砂質土壌のところによく天然

更新することがある。

植 栽

植栽間隔は 12m ×2m,2m ×2m,3m ×3m,4m ×4m なといろいろの事

例があるが, 土地のよいところでは良好な成長か期待てきるから, 疎植のほう

がよいとされている。乾燥の著しい土地では植栽直後に濯水が必要てあり,場

所によっては 2~3 年にわたって薩水を行う例もある。

成 長

一般的な樹高は 15~25m とされているが ,40~50m に達することもある。



　　

マレーシア, フィリピンにおける良好な立地条件のところでは年間 2~3m も

成長する例か知られており,植栽間隔 2m で伐期を 7~10 年とした場合,ha あ

たり収量は 75~250ton, 時にそれ以上か記録されている。中国の南シナ海に面

した燃材生産と海岸砂防をねらいとした造林地の例では,13 年生て平均直径

13cm 強,樹高 17m てある。タイでも i950年代の後半から60年代にかけてパ

ルプ原料用として試植されており,3m ×3m の植栽間隔,13 年生て胸高直径

約 20cm, 樹高約 30m という事例,14 年生で同じ樹高なから直径か約 40cm

という事例もある。

病虫害
発芽まもない芽生えは立枯れ病にかかりやすいが, ポソトに移植して根つい

た後 は比較 的強 い。若 い苗木 はア リや コオ ロギ (主 に β〆叱れγ"“PBS αc‐

脳 8れれ“s) などに食害されやすい。苗畑では毛虫やアブラムシにも注意か必要

である。幼齢林で COBZO防げ〃α締め〆所αの幼虫か根に穿孔し, 結局枯死させた

事例もある。外から見つけ易いが,AmB 幻解かの ms も樹皮から材へ穿孔する。

一方 P卿 ss“sm αのαγzc"sの幼虫 も根元近 くの幹に穿孔 し, 巻 き枯 らすことも

ある。成林した造林地では, 穿孔虫のAPQ 解 momc ね節 を除くとこれまで深刻

な被害を与えた害虫はいない。この穿孔虫は幹に穴をあげ,風の害を受け易く

なる。

近縁種
C c“れれmg ねαmm αれα 地 方名 は R1ver sheoak,creek oak な と。 オース ト

ラリアの東部から北部にかけて天然分布, 東海岸に沿うGreat D1vlding

Range の両側の河畔に出現する。この種はアルセンチンおよひその周辺国に

おいて, 防風林および河畔林として広く植栽されており, 中近東ではイスラエ

ルで鉄道や国道に沿って, またエシプトては防風林として植栽されている。東

アフリカでもジンパフェなとで街路樹として植栽されている。温帯から熱帯ま

て適応でき, 多少の氷点には耐える。標高は低地から800m くらいまでか適当

である。雨量は 500mm から 5,00omm の範囲が指標となるか, 川沿いに生育

する樹木であり, この範囲の雨量か必要だというわけではない。

C g如“cα 地方名は Swamp sheoak 。 オース トラリアの東海岸に沿った狭

い帯状の地域に天然分布している。本種は塩分の高い土壌,地下水位が高い箇
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所, 端水するような箇所ても生育てき, また周期的に海水か浸かるようなとこ

ろに も耐 え る といわれ る。イス ラエル , キ プ ロス , イ ン ト, ケニ ア , マ ラウ ィ,

南アフリカ,エジプトなとの湿地帯・塩性土壌に植栽され,よく生育している。

エ シプ トて は C 似れれmg ねα加 zα"",C eq“zsgz ozm よ り も乾燥 に強 い ことか ,

イスラエルては地下に塩水のあるところでさえ, ほかのどのモクマオウ類より

も成長か良いことか報告されている。標高は低地から90om くらいまでかよい

とされ , 雨量は 500mm か ら 4,ooomm の範囲とされている。

C 彫れgた“れれz雛α 原産地イントネシアては Jemara とよはれている。 シャ

ワ島の東部から, 小スンタ列島を経て, チモール島あたりまでの高地に天然分

布 している。本種は, 高温 ・湿潤な条件から,長い乾季のあるモンスーン気候 ,

熱帯高地にまで適応する。バンコックの周辺の重粘な粘土質土壌でよく成長し

ているか, そのほかのいろいろなタイプの土壌てもよく成長し, ある程度の耐

塩性もある。これまてのところ, タイたけで広く植栽されているか, 種子をつ

けないため,無性繁殖 (主に挿し木)によって増やされている。ちなみに,1900

年代にタイに導入されたものは本種と C eqmsez折oZm の交雑種だとする報告

もある (Ch・ttachumnonk l985)。天然分布は 3,00om まで見 られるか , タイや

インドではほとんど低地に植栽されている。原産地は, 降雨に季節変化がある

モンスーン気候で,雨量は 700~1,500mm の範囲であり,中庸の耐乾性を示す。

C ozzgoぬれ 原産地のパプアニューキニアでは Yar または soft yar とよは

れているか , オース トラリアでは sheoak とよはれている。 イリヤンジャヤを

含めたニューキニア全島に天然分布か見られる。本種は典型的な熱帯高地の樹

種である。PNG ては 2,500m またはそれ以上の高地に生育している。天然分布

地の降雨量は 1,90omm か ら 2,600mm の範囲で ,年間を通 して湿度が高い。ノ・

ワイでは, 排水は良いか降雨量か 5,00omm もあるところに植栽されている。

本種は痔せ地ては成長かよくなく,塩分濃度には極めて敏感なようである。ま

た本種は風に弱いが, これはほかの種に比べて材か脆いためであろう。

文 献
NAP(1984)Casuannas N1trogen ‐F1xlngTreesforAdverse S・tes l12pp

EI-Lakany,MH, の α (ed)(1990)Advances ・nCasuar ・naResearchandUt111zat ・on

241pp



　　

4. ハ ゴ ロモ ノキ (Silk oak,Silveroak)

学名 G柁鑓彼α〆の "鋤α ACunn

ヤマモカゾ科

夜川 澄彦

G陀侃ZZBQγob“szαはオース トラリア東部の原産て , 英名は SI1k(y) oak また

は SI1ver oak, スペイン語ては roble deseda とよはれる。ヤマモカシ科に属

する樹木で, 同属には 260種を超える種か含まれるというか, 高木はこの種を

含 めた数種 らしい。高木 にな るものとしては例えは C 膚ZZmれα,G

pzeれ中和 Zm,C SZγm 如 かある。G γo卿 stαは,1827 年 にクインスランドの南東

部にあるブリスベン川の畔て発見され, 間もなく国内て植栽か試みられたとい

う。国外に出されたのは 1830年ごろとされ,種子か英国に送られ,温室内で育

てられた。屋外て初めて植栽されたのはスリランカ (当時のセイロン)で,1860

年代の初期とされている。アフリカには 1900年以前に導入されたといわれる

が , しは らくして , 東アフリカのケニアやウカンタ ・エチオピアてコーヒーや

茶樹の被陰樹として植栽されるようになった。近年, アフリカの高地における

アクロフォレス トリーで非常に重要になっているか , 主に被陰樹 として , また

は風致的な目的で広く熱帯高地,亜熱帯, および暖温帯ても植えられている。

樹高は 35m, 直径は lm にも達する本属で最も大型の種である。美しい樹形

で, 温帯では, 冬の終わりに短期間落葉するか, 熱帯では普通, 旧葉が落ちる

につれて新葉を展開する。ハコロモノキという和名は, 切れ込みの深い葉

(クラヒア 30)に由来するとおもわれるか,シタのような形で,表面は緑色であ

るか, 裏面は銀色て, 絹のような柔らかい毛て覆われている。心材はナラ類に

似ている。強度・耐久性に優れ, 家具材・合板や寄木細工 ・ろくる細工などに

適 している。街路樹 ・庭園用花木として , また前述のようにコーヒー ・茶園の

被陰樹としてもよく植栽される。また重要な蜜源植物てもある。

分 布
本種はオース トラリアの New South Wales,Queensland 両州の侮岸に沿 っ

た亜熱帯地方に分布している。緯度でみると 2403びS~30010′S の範囲にある

が,立地条件は 2つのタイプに分けられる。1つは河川・渓流に/合った土地で,
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もう 1つは Am" 餌γm 似れれzれgれα粥乙zの優占するつる植物の多い森林である。

これら自生地の主要な気象条件は次のように推定されている。すなわち,年平

均気温 147~201 ℃ ,最寒月の平均最低気温 23~82oC ,最暖月の平均最高

気温 248~30 5oC, 平均年降雨量 720~1,719mm てある。

開花・結実

6年生くらいから開花・結実しはじめるか,種子かたくさん採れるのは 10年

生くらいからである。長く,美しい総状花序を形成し,橿黄色の花を密生する。

成熟した果実 (裂開果) は暗褐色で, 中にはハネのついた種子か 2個はいって

おり,樹上て裂開する。原産地の北部の低地では 10月上旬 (晩春)に開花しは

じめ,開花から 2か月くらいで種子か落ちはじめる。インドの報告では,12 月

~1 月と 7月 ~8 月の 2回開花し, それぞれ約 5か月後に果実が採取できると

している。盛果期は 20~40 年生の間で, この時期にはいまいま,親木 1本あた

り2kg 以上の精選種子がとれる。種子は 50,000~150,000粒/kg で, 発芽には

特別な前処理を必要としない。普通の貯蔵条件では採取後 2,3 か月くらいし

か発芽力を維持できないか,含水率を 10% 以下に乾燥した上て密閉し,冷蔵庫

(5qC前後) に保存すれは 2年間は発芽力を保持てきる。

育 苗
本種は,種子から容易に苗木を育成することかできる。播きつけのための前

処理は不要であるか,冷水に24時間浸債すると発芽かよくなる。播きつけ後 1

~5 週間で発芽する。インドの例では, 苗高約 30cm の山出し苗を育てるのに

およそ半年とされており, ウガンタの報告では,20~40cm の山出し苗を育て

るのに 4~8 か月を要する。普通の造林用には実生苗木 (クラヒア 30)を用いる

が, 挿し木も困難ではない。

適 地

本種は,年平均気温が約 20qCくらいの暖温帯から亜熱帯性の温度条件を好

む。成木は,-1oqC くらいの霜がときにあっても耐えることかできるか, 幼齢

期には霜には弱い。標高についても, 低地から 2,300m 以上までの広い範囲に

生育する。天然分布地の年平均雨量‘ま700mm から 1,500mm を超えるところ

もあるか, 降雨は夏に偏っている。ただし,乾燥月か 6~8 か月,年雨量か 400



　　

~600mm 程度の多くの乾燥地に導入されており,一方では年雨量か 2,500mm

もある地域てもよく成長している。またオーストラリア西部のような冬「間型の

気候でもよく成長する。土壌についても,砂質な土から肥沃度中位の壌土,酸

性土壌まて幅広い土壌条件でよく成長する。探根性なために一般には土壌は深

いほうがよい。また停滞水には弱い。

天然更新
10年生くらいから種子かたくさんなり,落ちた種子は容易に更新する。この

ため, 例えはハワイでは, 導入後間もなく野生化し, 優良な牧草を抑えてし

まったとされている。

植 栽
実生苗木の山出し規格は,20~30cm,30cm,60cm とする文献があるが ,

普通には 30cm 程度で十分てある。雑草木との競争には強いといわれるか, 陽

樹なので雑草木に被圧されないようにすることか望ましい。本種はほとんどあ

らゆるアクロフォレス トリーで用いられており, 農地の中や , その境界に沿っ

て植えられる (クラビア 29)。冒頭に述べたような効用もあるか,多量の燃材や

りターを供給するほか, 農作物の栽培, 飼料の生産, 土壌侵食の防止, 防風効

果なとも期待できる。農作物の栽培を組み合わせる場合,収量を最大にするた

めには 4~6 年生で 400~600 本 /ha,9~10 年生で 250~300 本 /ha 程度の密度

にするのかよいとされており, いずれの場合にも樹冠の被度は約 20% てあっ

た。ちなみに, 白根にある根毛が集水能力をもっという説もあるか, アレロパ

シーも報告されている。根の垂直分布を調べた報告によると, この種のほとん

との根は 20~40cm の層にあり, 表層 (0~20cm), 鉱物層 (40~60cm) の両

層ては細根・大根の本数・重さとも下記の 3種に比べて少なく, これらの中て

は深根性の樹種てあることか確認された。ちなみに, 表層の細根数・重さは,

比較 した樹 種 の間で は Cm おれ meg 錫◇餌ゆ“s,CQZZZQ “αmmZ 煽れ"s"s,CQS “

αれれαノ“7zgね“れれmれα の 順 に 多 く な り,3 層 を 総 合 す る と Cαs“αれれα

脳72gね“ねれzαれαか最も根か多いといえそうである。幼齢木の間は萌芽が旺盛で

あるか, その後急速に弱まり, 成木は萌芽しない。
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成 長
本種は陽樹で, 閉鎖した林冠の下ては育たない。最も成長か旺盛なのは最初

の 6年で, この間に樹高は 9m に達する。気候と土壌かよけれは, 初期成長は

平均 2m/ 年にも達し,15~20 年で樹高は 20m に達する。タンザニアにおける

木材生産用の 14年生の林分の事例ては, 優勢木の平均樹高は 19m, 平均胸高

直径は 25cm で, 間伐材積を加えた総材積は 217m3/ha であった。ハワイでの

植栽試験ても,45年またはそれ以下で高品質の用材を生産することか可能とさ

れている。インドの事例ては,良い苗木を 4m 間隔で植栽して適切に管理すれ

は,年間平均 6ms/ha の用材と,3~4m3/ha の燃材を収穫することかできる。

一方年雨量か 1,245mm のケニア高地にある人工林の事例では,10 年生の林分

て 206m3/ha,9 年生の林分では 19lm3/ha という蓄積が報告されている。さ

らにウカンダの事例では,最 も成長かよかった標高 1,310m, 年雨量 1,200mm,

年平均気温 2ずCの立地条件にある15年生の林分で,平均樹高 225m, 平均直

径 291cm であったか ,最 も成長か悪かった標高 2,160m, 年雨量 1,11om m, 年

平均気温 160Cの立地にある 20年生の林分では, 平均樹高 235m, 平均直径

274cm であった。一般に,標高か上かると成長は低下する。ルワンダでは 1988

年から産地試験も行われており,中間的な成績か報告されているか,論議には

もう少し時間か必要てある。

病虫害

多くの病害虫か報告されているか, 深刻なものはごく少ない。最も深刻なの

はカイカラムシの仲間 (As彰の彰cα粥"mp 煽ご"ねれs) で , カ リフ海の島峡の一部

ではこの害虫のために植栽できなくなった。カイガラムシの被害はインドや南

アフリカでも報告されている。 葉枯れ病 leaf-cast 菌類病 (PれyZzoszzcα sp,

Cgγcospom sp, およひ A 擁P初c卿鑑αgだり房庭αe) はイント・スリランカの苗畑

で深刻な被害を起こす場合かある。いくつかの国で,20 年生前後でタイバ・ノク

を起こしたり, 成長か衰えることか報告されている。例えは, ケニア高地て

βo"γodzPZodm spp によ る胴枯 れ とタイバ ックか報告 されてお り, また

Aγm 濯げ zα mg“@" によ る根腐 れ も知 られて い る。イ ン ドの多雨地域 て は

Com α"ms 錫mo れにozoγによる胴枯れか報告されており, 一方 , アフリカの寡

雨地域てはシロアリの被害かしはしは問題になっている。また気温か高く過優

な条件では, 鼠郷m 加すた,ospoγm 伽 spp や COZZ沈め“zcね"m spp による葉枯れ病
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か苗木で報告されている。加害昆虫としてはイントおよひその周辺地域から,

Mathur& Singh(1958) により, 多数の種か記録されている。そのほかに,

オース トラリアからカ ミキ リムソ科の Agγzα加加ぽ 功粥zcメカsの加害か報告さ

れている。なお枝か脆く, 強風によって折られやすい。

文 献
Duffy,EAJ(1963)A monograPh of the lmmature stages of Australlan tllnber

beetles(Cerambycldae),36-38

Harwood, CE, (ed ) (1992) G だひげ彰αγob没sね ln Agroforestry and Forestry1CRAF,

Na・rob・, 19o pp

Mathur,RN &Smgh,B(1958)AI1stoflnsectpestsofforestplants ・n lndla and the

ad〕acentcountrles lnd・anForest Bull 171(5)23 ‐25
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5 ワサビノキ (Horseradish tree)

学 名 Mo γzれgα oZ8〆鮒 zz Lam

ワサビノキ科

森 徳典

Mo れれgαo彰ぴem( 以下 ワサビノキ) は, 主 として食用可能な果実 , 葉 , 花 ,

根及び種子曲を産する樹木及ひ伝統的薬用樹木として高く評価されている。こ

のために原産地のイント北部だけでなく, 東南アシア, アフリカ, 中米に古く

か ら導入され , 帰化 している。代表的地方名 として Horserad・sh tree( 英 ),

Murunga (イ ン ド), Merungga ・ (マ ラヤ ),Reseda,Angela( スペ イ ン) な

どが あ る。 学名 の シノニ ムに は 肌 P彰7ygosp の“宅α,M mo ねれgα,M れ姻 膨れ,

甘ypgm 煽れβ〆α mo γz“gα,Cm ねれdzm mo γzれgαな とか あ る。 この木 は通常 lom

~12m にまで成長する中木で,成長は速く,普通は常緑であるが,乾燥かきひ

しいと落葉する。上広かりの樹冠で, 小枝か垂れ下がり, 葉は三回羽状複葉,

幹は厚いコルク質の白っぽい樹皮で被われている (図 51)。

肌 oγmg αは Morlngaceae( ワサ ヒノキ) 科の唯一の属て , 北部アフリカか ら

東南アジアにかけて分布 し,10~12 種か含 まれる。この届には,肌 o‘桝花 m に

加えて,数種か食用,繊維,薬用, その他特用林産物の原材料木として利用て

き , そ れ ら に は ,M
‐
co"c αれ靴 szs,M d冗楊ねα〆の z,M

‐
あれg ““らα,M oりの び oZm,

M Pβ〆egれれ免 肌 勘の20の8如如 か あ る。

分布及び導入地域
ワサヒノキは, ヒマラヤ山麓の丘陵地, 北東部のパキスタンから北部西ヘン

カル (イント) の固有種である (図 52)。インド亜大陸全域, 東南アシア, ア

ラビア半島, 東西アフリカ, フロリタ南部 , 西インド諸島 , メキシコからペ

ルー, バ ラクァイ, フラシルに導入され , 帰化 している。

天然分布地域では,気温の年較差は非常に大きく,最暖月は 38~4 ずC, 最寒

月は -1~ ずC となる。この地帯の年雨量は 750~2,200mm の範囲にある。ワサ

ビノキは非常に乾燥耐性かあり,半乾燥気候と年雨量か 300mm かそれと同じ

くらい少ないインド~ アラヒア半島~ 東アフリカの乾燥地域で, 濯水条件下ま

たは地下水位の高いところで栽培されている。自然分布域では, ワサヒノキは
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図 51 Mo γz'7gQO解析gm の葉 , 花 , 実

(スケールは 1ocm)(JA Parrotta(1993) より)

乾 燥 落 葉 2次 林 に 生 育 し,AZ らzzm Pγocem,Ddbe7gz α szssoo,Bomb α劣

m αねるαγに“粥 ,Fzc “s g‘ome のα,Gme 責"α αγZ70〆βα,K
‐
ydz α cメツα“α,L αger

sおoemm p切り扉om なととともに出現する。

開花及び結実
開花季節は品種と生育場所によって大きく変わる。北部インドのように冷涼

な季節のある地域では, 開花は 4月から6月に年 1回て, 南部インドては年 2

回, プエルトリコなどカリフ海地域のように年中一定の気温と雨量のある地域

ては常時見られる。開花は一般に若齢から始まり, しはいま植栽後 6か月以

内, 普通は 1年以内である。芳香性のある黄色かかった白色の両性花が, 垂れ

下がった 10~25cm 長の円錐花序の側柄に着 く。花はおよそ長さ 0,7~lcm,

幅 2cm で 5個の大きさか不均一て薄くて曲かった花弁からなる。鳥類や蜂な

との他多くの昆虫か主要な花粉媒介者である。果実は開花後約 3か月で成熟

し, 通常 20~45cm 長 , 時に 120cm 長で , 幅は 2~25cm の棒状 , 三稜のある

褐色の爽である。プエルトリコの例では爽当たり2~26 個,平均 158±14個の
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図 5 2 Mo ““gαo彰折gm の天然分布域
(JA Parrotta(1993) より)

種子か含まれていた。

種子の取扱い

ワサビノキの種子は暗褐色,直径約 lcm の球状で,3 枚の白っぽい薄い趣か

ある。種子は kg 当たりおよそ 3,000~9,000 個の範囲で , 品種によって異なる。

プエル トリコ産では 1粒当た り 031~033g あるいは kg 当た り 3,080~3,230

粒であった。夷 (さや)がはじけて種子か放出されるまで,成熟した英か数か

月間樹上にぶら下かっている。種子は風, 水, 動物によって散布される。種子

は発芽前処理せずに播種できるか,2 か月以上貯蔵すると大幅に活力を失う。

インドでは採種後 1か月,2 か月,3 か月目の発芽率はそれぞれ 60,48,75%,

あるいは 1か月の貯蔵種子ては 10~60% であったという報告かある。

育 苗
ワサヒノキの芽生えは地上子葉型で,最適播種探は 1~2cm である。発芽率

は新鮮種子で通常 60~90% の間であり,播種後 7~30 日の間に芽か出る。種子



　　

発芽と芽生えの成長は軽い庇陰下で良好である。ワサヒノキの苗木成長は非常

に早く, プエルトリコではポット苗は播種後 6週間て苗高が 20~30cm にな

る。苗木は播種後 2~3 月て山出し可能な大きさ (30~50cm) に達する。苗木

はときとして播種後 3か月で苗高 25m,5 か月て 18~36m までに成長するこ

とがある。インドでは, 実生苗は果実生産が遅い上に, その質も悪いといわれ

て,実生苗木のほか挿し木苗木が用いられている。南インドては,普通長さ 1~

14m, 径 4~5cm の大枝の直挿しか雨季の間に行われる。太い枝や茎の挿し木

は,湿潤土壌では容易に発根し,2,3 か月で果実が収穫できる大きさにまで成

長する。北部インドでは,春季に挿 し付けか行われ ,30cm 長 ,075~20cm 径

の 2年生茎の挿し穂か 1年生茎より容易に発根した。発根率は挿し付け前に24

時間 500ppm のイントール酪酸 (IBA) で処理するのが最高であった。 1~2m

長の大枝挿し木は 50cm の深さまで挿すのが良好な結果をもたらした。なお,

挿し木苗は根系の発達か悪いので,地下水位の深いところや土壌が安定してい

ない半乾燥地などへの植栽には実生苗が好ましいともいわれる。

育 種

ワサビノキは天然分布域内で相当な形態変異かある。野生種は普通小さい果

実を産するが , 南部インドに生育する栽培品種は汀 a什nぎ と "Chavakackerl

murung げ として知 られ , それそれ長 さが 60~9ocm と 90~120cm の果実を

産する。先端が赤い果実を産する品種,℃ hemmurung ざ は年中花と多量の果

実を着けるといわれる。南部インドのタミールナトゥ (TamlI Nadu) 州で栽培

されていてよく知られている他の品種には, 厚い果肉と苦みのある味のする

“Palmurungar, 非常 に短 い葵 (15~23cm 長 ) を着 け る "Punamurunga1

と“Kodlkalmurungar かある。西インド諸島では数種が栽培され, 豊富な果

実を産する系統がある一方で, 葉の収穫を主目的とし, めったに花の咲かない

系統もある。ワサビノキの染色体数は 2n=28 である。

適 地
ワサビノキは標高約 1,400m までの大きな河に合った排水のよい沖積土に天

然分布する。堅い粘土質の土壌を除けは殆どの土壌て生育てきるか,砂質壌土

かもっとも適している。自然生育地ては, 表層土壌は 1年のうち数か月は非

常に乾燥するけれとも,地下水は根の最深部より上位にあるのが普通である。
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ワサビノキの移入地では, 土性か粗~ 中粒質の土壌で, 海岸から海抜 1,200m

までよく生育する。 プエルトリコではワサビノキは標高の低い地域で,PH か

55から75の間て中庸の肥沃度を持った湿潤で排水かよい土壌によく生育す

る。 ケニアの標高 1,560m の半砂漠アルフィソルでは生育不良が報告されてい

る。ワサビノキは非常に風害を受けやすい。

植 栽
ワサビノキは陽樹であり, 通常 3m ×3m あるいは 5m ×5m 間隔か ,5m の

ラインプランティンクで植えられる。ワサビノキの生垣や境界木は lm かそれ

以下の間隔で植えられ,飼料収穫のためにしはしは刈り込みする管理かされ

る。芽生えは乾燥や雑草との競争に弱いか,一度定着した幼齢木や小径木は非

常に強く,乾燥や根の競合に打ち勝つことが出来る。

更 新
ワサビノキの天然更新は光と土壌水分に対する競争が厳しくない路傍や原野

の縁のような荒廃地て良好てある。また,伐採後根株から4~8 本のシュートか

勢いよく萌芽する。果実生産及ひ飼料生産のための木は樹冠を刈り込み,新し

い枝の萌芽を促す管理かされる。

成長と収量
ワサビノキは適地では非常に成長が早く,最初の 3~4 年間は年に 1~2m つ

つ樹高成長する。樹高はめったに 10~12m 以上にはならないか, 時として胸

高直径 75cm, 樹高 15~16m に達する場合もある。果実生産は幼齢期から始ま

り,挿し木苗の場合には植栽後 6~8 か月から始まる。果実収量は最初の 2年

間は少ないか,3 年目から増え始め,1 樹当たり年間 600~1,600 果あるいはそ

れ以上である。ワサビノキは香辛料となる強い刺激臭のある太い塊茎状の白色

直根と非常にまばらな側根を発達させる。挿し木由来の木ては直根の発達は乏

しい。

病虫害
ワサヒノキには重大な病気の被害はない。南インドでは,DZPZ0dm sp によ

る根腐れおよひ Coc腸 zoboz“s卿 w似 zeれszsによる果実腐敗を含めた幾つかの病



　　

害による軽微な被害か報告されている。ワサビノキは南インドのパパイア

(CのにαPαPαyαL) 畑に激害をもたらすうとんこ病 L例 ezZZ"卿 ね“γzcαの並列

宿主てある。主な害虫としては, イントては葉, 芽, 樹皮を食害する蛾の幼虫

(肋αα“錫α qαααれれ研αね,お“野 "oze mo 放た α,Noom α醍醐 の zs,N mo γzれg解 ,

Tetmgo れm sw α, ル彰ねれαs力α 九γγね cα, 嵐BZZ煽れ雄 αγ粥 zgem お よび 亙勿OP引力s

α“われ“), あぶ らむ し (AP傷 s cαmccz 加配 ), かいからむ し (Cam 鰯傭わdgs

cのαれzと Dmspdo 棚 s sp), 穿 孔 虫 (加α飾りβね ご8おの れzs, DZQ 彩れoPSZS

QDomec 卿 ozαBS), 及ひ ミバエ (GZZO“zαsp) などが知 られている。プエル トリ

コでは, シロアリの被害を非常に受けやすいことが報告されている。

用 途

ワサヒノキの材は軟らかく, 燃材として以外はほとんど利用されない。この

木の最も高い価値は若い英 (さや)がアスパラガスに非常に似た味のする食物

となることである。若い英は調理するか漬け物にされて, 栄養価の高い野菜と

して食べられる。若葉は "オランダガラシ" のような風味かあり, 花とともに

調理あるいは生食される。揚げ物にするとピーナッツの味かする未熟種子も生

あるいは調理 して賞味される。根は西洋ワサヒ (Aγmom ααγ堀 fzcαれα) のよう

なピリンとした味かし, 細く裂いて乾燥し, 酢と混ぜて薬味やつけ合わせとし

て利用される。根の樹皮はアルカロイト化合物, とくにエフェドリン (副交感

神経作動高進剤) と類似の毒性物質であるモリンギン (morlngln) に富んてい

るので, 根皮は完全に除去しなけれはならない。

種子に含まれる 19~47% の油分はオリーブ油と似ており, 商業的にはペン

油として知られ, 食用, 燈火用, 化粧品原料, 石鹸などに使われる。この油は

臭の吸収,保持力か強いので香料製造業者から, また,潤滑油として時計製造

業者から高く評価されている。多くの栽培地域では,葉,小枝か牛,羊, 山羊,

ラクタの飼料として利用され, 花は蜜蜂の花粉収集花となる。

ワサヒノキは, 何世紀にもわたって, 多種類の医薬品を産する木として利用

されてきた。多くの種類の病気の冶療に根, 根樹皮, 幹樹皮, 幹抽出物, 葉,

花, 種子かアシアや西アフリカの地方薬として, とくに抗刺激剤として重要な

役割を持ち続けている。葉からのシュースは強い抗バクテリア及ひ抗マラリア

の効能がある。花及ひ根はコレラの治療に高い効果のある抗生物質てある

Pterygosperm ・n を含 んて い る。
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(この解説 は主として Parrotta(1993) によった。)
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6. アフリカのアカシア類 (African acacias)

学名 AcαcmSPP

マメ科ネムノキ亜科

残川 澄彦

マ メ科 (Legum ・nosae) ネ ム ノキ亜 科 (M1mosoldeae) の ア カ シア属

(Acqczα) には約 1,200種か知られており, アメリカ合衆国南部, 中央・南アメ

リカ , ア フ リカ , ア ラ ビア , イ ン ド, 東 ア ジア , オ ー ス トラ リア ・ニ ュー ジー

ランドおよひその周辺の島製に分布している。オーストラリアに分布するもの

は 700~800 種, アフリカには約 130種が分布し, インドに 18種, アジアに少

数, 残りの約 200種は新世界に分布する。なおアカシア属は 6亜属に区分され

ているが, そのうちの P砂 ZZ0αmBα2亜属に属する約 300種は主にオーストラ

リアとポリネシアに分布し,普通の葉のような仮葉 (または偽葉 phyllode) を

もっている。アフリカのアカシア類は乾燥したサバンナに分布するものが多

く, サバンナ植生の重要な構成種となっている。これらのアカシア類を地域別

に数えてみると表 61 のとおりである。東アフリカの種数がもっとも多く, 全

体の 4割を占めているが,特有種かもっとも多いのはタンサニアて,11 種にの

ほ る。

本書の主題である造林特性はもちろん, その他の情報もごく限られている

表 61 アフリカにおけるアカノア類の地域的分布

地 域 種 数 割 合

アフリカ全地域 18 139

北アフリカ 9 70

東 アフリカ*53 410

東・中央アフリカ 13 100

南アフリカ 30 232

南西アフリカ 4 31

不連続分布** 2 15

合 計 129

* エ チ オ ピア , ケ ニ ア , ソマ リア , ス ー ダ ン,

タ ンサ ニ ア , ウ カ ンタ

# ソマ リアと南西アフリカ



　　

か, 主要な種について, 文献による樹種の特性を中心に述べる。

　　　　　　　　　　　　　　　

東 ア フ リカか らザ イール ・マ ラウ ィ ・モザ ン ヒー ク ・ジ ンバ ブエの ,1,200~

2,300m の高地の森林・草地の周縁部に分布する。ときに多幹,樹高は 20m 以

下である。防護器官としては托葉由来の鋭い刺をもつ。複葉を構成する羽片は

15~40 対で,各羽片を構成する小葉は 20~30 対である。腺は普通,葉柄・葉軸

のいずれにもない。頭状花序か葉廠に単生または数本群生する。

加害昆虫としてはカ ミキ リムシ科の C8roPZeszs zれ云のmedzq か知 られている。

　　　　　 　　　　　

最近では野のα加齢 zαα bzdαとされることか多 くなったが , ここでは本属に

含 め ることにす る。 その他 の シノニム と して は A,gy γocαゆα,A Zβ"coc ゆれα卿,

A sαccねαm 如 かある。樹高は 15~25m, 時に 30m に達する高木て , 直径 も l

m を超えることかある。托葉由来の刺は葉液に対で着生,根元か膨らんでお

り, 先端は炎褐色てある。ほかのアフリカのアカシア類と異なり, 雨季に落ち

て,乾季に着いている複葉は,2~10 対の羽片からなり,各羽片は 6~23 対の小

葉から成っている。葉柄には腺かないか, 対になっている羽片の間には腺かあ

る。材は比較的軟らかく, 加工性もよいため, 家具 ・ホート・道具類などによ

く用いられる。葉は窒素の含有量か高いので, 土壌改良効果か大きい。樹皮は

タンニン含有量が高く, またいろいろな薬用成分を含有している。枝葉・果実

とも家畜の飼料となる。

分 布
アルジェリア南部から南アフリカの トランスヴァール ・ナタール両州へ , ま

た西はセネカルから東はエシプト・ソマリアまで, ほほアフリカ全域に分布し

ているか,年間降水量か 400~90omm の半乾燥地帯に多い (クラビア 9)。また

シリア ・レバノン ・イスラエル ・イェーメンにも局所的に分布する。標高は

550~1,800m の範囲 とされる。

適 地

普通には乾燥地の川畔, 湖岸, あるいは地下水脈に沿ったところなとに見ら

れる。本種は非常に適応性か広く, 年間降水量か 300mm 以下のところから,

1,800mm のところても生育し, また乾燥期間か数年に及ぶような条件や,数週
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間にわたって冠水するような条件にも耐えるという。気温についても, 冬の月

平均気温か僅かに 6oCのような中近東でも, 一方ではサヘルや南アフリカの

40oCを超えるような日中の高温にも耐える。また死海の近くの海面下 270m て

も, あるいはスータンの 2,700m の高地でも生育している。土壌構造や栄養条

件についても特別な要求はないが,地上部か成長を始める前に地下水まて直根

を伸ばせるように, 地下水位は比較的高いほうがよい。

開花・結実

葉廠に群生または単生した穂状花序は 7~1ocm で, 開葉から約 2か月後に

現れる。花はクリーム色で, 芳香かある。豆果は明るいオレンシ色から赤褐色

て, 捻れていて, 干しリンゴに似ている。裂閲はせず, 開花から約 3か月後に

落ちる。各豆果には 10~20 粒の種子かはいっている。天然分布域内ては種子の

採取にはまったく問題はないか, 虫の食害を受け易いのて, 採取後なるべく早

くサヤを壊して種子を抜き取る。種子の粒数は平均て 11,500粒/kgとする文献

があるが,20,000~40,000粒 /kg とする文献もある。殺虫剤て処理して,容器に

密閉して湿度を避けれは数年間は保存できるが,採取後すくに播くほうか結果

はよい。

育 苗
播きつけにあたっては前処理か必要てある。最も単純なのは種子を 5分間煮

て,そのまま冷やす方法である。種子に沸騰水をかけ,その後 24時間水に漬け

る方法もある。また,種皮に傷をつければ 1週間て 95% か発芽するという報告

もある。直か播きは手数か掛からないし, 直根の初期の成長にもよいか, 発芽

後の枯死率が高いため いまのところは勧められない。しかし, ほかの数種の

アカシア類と同様に,野火や家畜から保護する対策を講ずれは種子から自然に

更新できるクループに入れられている。サヘルてのガイ トラインでは, 育苗に

あたっては小さなポリポットを用いないことか肝心で, 直径 8cm, 深さ 30cm

のものかよいとしている。 この例では, 播きつけから山出しまで 3~7 か月か

かっている。これより長くポ トて成長させると, ポソト内て根か巻いて変形

を起こす危険かある。直根か長いのて, 山引き苗の利用は勧められない。

植 栽
サヘルでは, たいていの樹種て最初の降雨の後すくに植栽を始める。地梼え

の方法については意見か分かれており, 年雨量が 600mm 前後のところて, 植

え穴は lm2の広さて, 深さを少なくとも50cm にし,5m 間隔とすることか勧



　　

められている。一方, もっと雨量の少ない地域でも, 畑として使われていた砂

質土壌のところに植栽する場合には,従来の耕転法で表層土壌をほくす程度で

十分だとされている。非常に乾燥した条件で椿せたサイトに植栽する場合に

は,旗水と植え穴への施肥 (1本あたり NPK 肥料 150g または硫酸アンモニウ

ム 100g) か有効てある。

成 長
セネカルての測定例では, 植栽後 6か月て 10~50cm,1 年後 20~80cm,

2年後 70~200cm,3 年後 100~290cm,5 年後 160~450cm てあった。極めて

好適なサイトてはもっと成長かよく,4 年後に 650m,7 年後に 1050m に達し

た事例かあるが,これは例外的な成長とみるべきて,普通には初期成長は遅い。

本種は萌芽力か優れ,萌芽更新のほうか直播きによる場合よりも伸長成長か旺

盛である。

病虫害
豆果や種子,幼齢の苗は各種の虫に食われる。加害昆虫としてはカミキリム

シ科 の E7z伽 湯加 cαs賜 れα“露 ,Sop ねγomcq c錫 c8αね,S zgs畝 c卿 とナカ シ ンクイ

ムシ科の C錫ope汚れα “““鯛加如 か知 られている。 苗木や幼齢木はバ ソタやネ

ズミに食害される。

　　　　　　　　　　　　　　

東北部・東部 ・中部・南部アフリカの 1,800m 以下に分布。乾燥低木林, 渓

谷,岩石露頭 , 高地の林緑なとに見られる。低木で,樹高は 7m 以下。かっち

りしたフソク (刺の 1種) か枝に列状に着生する。複葉の羽片は 6~18 対て,

小葉は20~40 対であり,普通は頭状花序か総状または円錐状に配列する。

　　　　　　　　　　

エチオピア ・ソマ リア ・ケニア ・タンザニアに分布。落葉性低木 ・乾燥有刺

低木。樹高は 10(~16)m 。托葉由来の刺か着生しており, 多くの刺は基部か

ら膨れる。複葉は羽片 2~8 対, 小葉 7~18 対。穂状花序。

　　　　　　　　　　　

スーダン, ウガンタ, ケニアの低地 (<75m asl) に局地的に分布。大木て

樹高は<25m 。托葉由来の刺はまっすくか, すこし曲かり, ときに基部から膨
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れる。複葉は羽片 5~13 対, 小葉 (7)13~25 対。頭状花序。

Ac αciα 9err αrdii

ナイジェリアか らスーダンにかけて, そこか ら南は南アフリカ ・ホッワナま

て , 東はイラク ・クウェー ト・イスラエルにも分布。標高は (900~)1,300~

2,200m て,湿った土壌に出現し, しはしは純林を形成する。樹高は<15m 。托

葉由来の刺は, ほとんどは短いか,稀に長いものもある。複葉は羽片 (3~)5

~12 対 , 小葉 (8~)12~28 対。頭状花序。ケニアでの経験によると, 成長は

必ずしも速くないか, 乾燥には強く, 半乾燥地の造林にとって有望てある。

　　　　　　　　　　　

ナイジェリアか らスーダンへ , 南はザイール ・マラウィにかけて分布。標高

は 750~2,250m 。低木で普通はく6m, 時に 9m に達する。托葉由来の刺は細く

て真直く・。複葉は羽片 2~11 対, 小葉 9~29 対。頭状花序。

　　　　　　　　　　

ウカンダ ・ケニア ・タンサニア ・ザンビア ・ホッワナおよひアフリカ南西部

に分布。標高は 1,500~2,00om 。樹高は<15m 。単幹または多幹。托葉由来の刺

はしはしは基部か太い。複葉は羽片 (3~)6~14 対 ,小葉 7~20 対。花は頭

状花序で葉肢に群生。

Ac αciα ZαれαZ

エ チオ ピア ・ウガ ンタ ・ケ ニ ア ・タ ンサ ニ アに分 布。標 高 は 1,500~2,700

m。普通はハイランドの山地林にみられるが, 時に草地にも侵入。樹高は<15

m 。托葉由来の刺。複葉は羽片 (3~)6~15 対 , 小葉 10~28 対。穂状花序。

加害昆虫としてはカ ミキ リムシ科の Nosoeme clavlpes か知 られている。

AC αc加 川じe夏がerα

シノニ ム A sg鰯 gαZ ssp 肋メムお〆α, 肌乙創 osα m メム危難。 主 に dry bush ‐

land, 時に wooded grassland にみられる。低木性であるか , 時に 9m に達す

る。垂下する穂状花序で, クリーム色。豆果は平たく,鈍頭,通常は 2~3 個の

種子かはいっている。複葉の羽片は 2~3 対 , きわめて稀には 4対,小葉は 1~
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2対 ,きわめて稀に 3対,/」、葉は斜めの卵形から倒卵形,花とともに雨季の始め

に展開。葉廠の下部に 1対のフック状の刺かついている。チャド湖以東, エシ

プ トか らスー タ ン ・エチオ ピア ・ソマ リア , 南 はケニ ア ・タ ンザ ニ ア ・ア ンゴ

ラおよひアフリカ南西部,アラヒア半島にも分布。標高は東アフリカでは 1,500

m までとされている。

AC αcZα刀“○tたα

現在 9 subspec・es/var・et・es が認識 されているが , まだ必ず しも定説かな

い。Brenan (1983) によれは, これ らの subspec・es( 亜種 ) は次のとおりてあ

る。 subsp m ‘oれ餌 ,subsp Zom 靴 tosα,subsp c“Pressz た “ ms, subsp mdzm,

subsp 為他 “ssm7z α,subsp αds お zれge7zs,subsp s“bα腐すα,subsp ねβ規 格Pれ8れ cα,

subsp zezom ゆα (同 じ文献の検索表の順序による)。A ればozzcαsubsp ればozzcα

の主要 な シノニ ム は 肌 蹴 osαれ痴 れ鯛 ,肌 scoゆ zozdes,肌 αm ゎzcα, A 僻め zcα,

A 妙e〆α,A qegy めれQcα,A れzZozzcα Var ge れ似 れα,A scoフリ zozdes,A れ"の にα Var

勿ぬzcα,A sco?のめ ;αes var ればo力cα,A 似 Zozzcα subsp g““zZozzcα var “em,A

m あれcαvar ればαz餌 なとである。樹高は <12m とする文献 と,<20m とする

文献かあるが,いずれにしても中型の生育形といえる。複葉の羽片は 2~11 対 ,

小葉は 7~30 対て, 長くてまっすく・な托葉由来の刺かある。硬く, 重い材は第

一級の木材て , 社 ・家屋 ・ホー トなどに使われる。若いサヤは食用になり, 煎

るとスパイスにもなる。緑色のサヤはタンニン含有量か高 く, 質 もよい。サヤ

からは染料もとれる。A se鰯gd より質は悪いかアラヒアゴムもとれる。各種

の薬用成分も含有している。枝葉・果実とも家畜の飼料となる。

分 布
エシプトから西はモーリタニア, 南は南アフリカ共和国に至る亜熱帯およひ

熱帯アフリカに広く分布するほか, 東はアラヒア半島の東端からインドに至

る。各亜種の分布をみると,subsp 燭 Zo乙zm はエシプ トからサハラ砂漠の南縁

に沿 って西に分布を広げる。subsp zezomゆαと subsp 蹴りαα如 か分布する標

高は低地から 2,300m とされているか, ほかの亜種については詳しい記載は見

あたらない。

適 地
いわゆる wooded grassland に生育する。var αdα郷 oれ“ (Maydell l986) は

深い砂質壌土, 例えは化石砂丘 (fosslldune) や放棄されたモロコシ畑などを



　　　

好むほか, 壌土 ・ラテライト性の土・石灰質の土も好む。乾季にも長く着葉し

ていることか ら, 地下水位が高いことか分かる。一方 var ね“z錆ごosαは粘土質

の仲積土壌を好み, 長期の周期的な浸水にも耐え, 凹地・同床・季節的にでき

る他の堤などによく生育する。両変種とも年降水量か (100~)250~1,ooomm

の範囲に生育し,50oC 以上の高温にも耐えるが, 霜には耐えない。

開花・結実

ナイシェリァては 11月に頭状花序が枝先の葉版に群生,2 月には成熟する。

var ααα“那加 ;の豆果はいくらか曲かるか ,var 云ome 鰯 osαのは種子の間か深

くくひれている。種子の採取と貯蔵についてはとくに問題はない。種子の寿命

は長いか,害虫には住意する必要がある。サイズにはかなりの変異かあり,kg

当たり 4,000~7,500粒の範囲である。他の多くのアカシア類と同様に発芽の前

処理が必要である。

人工植栽

普通にはポット苗として植栽する (グラビア8)。植栽後は下メばか必要てあ

る。var αααれ贈れ乙zの苗木は大雨の後 ,植え穴の中で枯れることもあるから,初

めの数年間は浸水または停滞水から保護する必要かある。発芽もよく,成長も

速いのて, 裸地植栽・補整植栽のいずれにも有用であり, 時に力マルドゥレン

シスユーカリの下木として植えられることさえある。

加害昆虫 としてはカ ミキ リムシ科 の Cγossot堀 剛 boc2“解“s,封“oかの BS

るの "粥s,皮如cm ね粥αPd 粥α如 か知 られている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

カンヒアか らエチオピアにかけて , 南は南ア連邦 トランスパール州まで分

布。標高は 200~1,800m 。河岸段丘に多い。樹高は 35~18m 。膝生の 1対の

刺は逆向きでフック状によく発達している。複葉の羽片は (6-)13~40( 一60)

対 ,小葉は (15-)26~64 対てある。穂状花序か単生または束生する。種子は

29,300~32,000粒 /kg。乾燥に強く,半乾燥地の造林のための有望な樹種と考え

られているか,植栽後数年して枯損か増えた事例もあり,今後の検討か必要で

ある (クラヒア 7)。

Ac αciα re#c 誇れs

スー タ ン ・エチオ ピア ・ソマ リア ・ケニアの 50~1,450m に分布 。 乾燥 した



　　

半砂漠低木林 (scrub)に多い。樹高は 7m くらいまでて,基部近くで枝分かれ

して倒円錐形をなす。殿生の 1対の刺は逆向き, フック状である。複葉の羽片

は 1~3 対 , 小葉は 5~11 対である。頭状花序か葉蔽に束生する。

AC αcZα se刀e9αZ

現在 var seねβgd,var た好例 szs,var γosかのα,var zezo化αc廟 s の 4 変種 が分

けられている (Brenanl983) 。このうち A 彫れeg錫 var se“egd のシノニムに

は ルダzmos α se72Ezgd,M s872eg 錫 e"szs,A り8〆eた,A γ秘めβ謝れ s,A 鋭化 ねowm72 α, A

seれ8g硯 var zyのzcα,A se72eg錫 var P如けosPγのれ,A se72E2g覆 subsp modes ね

var γ“PBS 加 s,A s鋤 ggαZsubsp s鋤 egoZe れszsvar 粥柁たが あ る。普通 に は 2~

ヱ5m の樹高で,幹の低い位置から枝を多く出して円い樹冠をなすタイプと,単

幹で細長いタイプかある。複葉は羽片か (2-)3~6 対,小葉かβ~Z9 対で,葉

柄の基部近くに腺がある。ヱか所に 3本のフック型の刺があり, その中の 2本

は先端方向を向くが, 中央のヱ本は逆向きになっている。花は運しい穂状花序

で ,り" seれegoz の豆果は先か細いか ,var ‘ezorねαcれzsの豆果は先が円い。現

在生産されているアラビアゴムの 90% はこの種からのもので, 品質は他のど

のアカシアからのものよりも優れている。また, 樹皮・葉 ・ゴムはいずれも各

種の薬品に利用されている。重要な蜜源植物であり,枝葉・果実は飼料とされ

る。材は燃材およひ炭の原料とされる。根系かよく発達するので土壌の安定に

も優れ, リターの生産を通して土壌の改良にも有用である。

分 布
西はセネガル, 東 はスータン, 南はアンゴラ ・ナ ミヒアにわたる熱帯 ・亜熱

帯アフリカに広く分布するとともに, アラビア・パキスタン・インドにも分布

する。標高は低地か ら 1,90om にわたり, 渓流に沿ったサイ トか ら woodland

や乾燥した thornscrub( 有刺低木林) に広く生育する。

適 地

本種は著しく乾燥に強い。年降水量 100~800mm の範囲に生育するか,主に

は 300~400mm の範囲で,乾季は 8~11 か月にも及ぶ。相当な高温,乾燥した

風, 砂嵐にも耐えるか, 霜には弱い。砂質の土壌を好み, 化石砂丘には最適て

あるが , いくらかローム質の砂でも育つ し, 着せた りトソルのような土でさえ

育つ。一般的には排水の良い土壌てなけれはならないか, 例外もあり, 年降水

量か 800 mm 前後で, 重粘な土壌のところでもよく育っている例もある。pH



　　

は 5~8 が最 も良い。

開花・結実

ナイジェリアの北部では,雨季か終って間もなくの 11月に開花し,翌年 2月

に結実するという。ケニアの中部では 1~2 月,7~8 月の 2回結実するという

資料かある。実際,開花・結実の時期は地域によって異なる。種子は 18,000粒 /

kg とする文献もあるか,7,900~33,000 粒/kg とする文献もある。上手に貯蔵

すれば乾季の終わりまで活力を保持てきるというか,筆者の経験では,造林に

使われる他のアカシア類に比べて寿命か短い。

植 栽
これまてのところ,普通にはポット苗を育て,それを植栽している。しかし,

地表の条件かよけれは直播きが可能で, それによって更新か早められると

い〉, スータンでは氾濫原で実際に直播きが行われているという。植栽から 2

年間は雑草との競争に注意し,効率的な下刈を行うことか必要である。植栽後

は, 火災と家畜の被害に留意する。植え付けの間隔を 1om ×1om 程度に広け

れは農作物との間作が可能で, モロコシやソラマメ, ピーナッツなどか栽培さ

れている。この方法で,A sg鰯gαの生育が促進されるたけでなく, 農作物の

収量も上かるという。4,5 年生まではできれは羊を管理放牧する。アラビアゴ

ムの生産量を最適にするためにはローテーションは 20年かよいとされている。

加害昆虫 としては, カ ミキ リムシ科の Sかomα""m bαγ卿加m, 互卯 ogscねγ"s

mdzc 堀 とナガ シ ンクイ ム シ科 の S乙"oxy あれα〃錫 a s zれαzc“m,S Pαgれ解 か知

られている。

　　　　　　　　　　　

シノニ ム A s彰卿 cαゆα,A たoc廟 z。A seyα var 方sz“卿,A s8卿 Z var sgyα

の 2変種か分けられている。普通の樹高は 12m, まれに 17m に達する。頭状

花序をグループで廠生する。複葉の羽片は (2~)3~8 対, 小葉は (7~)11~

20対。托葉由来の刺は 2本づっ基部が癒合し,var 方s加卿ては多くの刺の基部

か膨らんでゴール (こる;)状になっている。葉柄の基部にはよく発達した腺か

あり, 葉軸にもときに先端に近い小葉の基部に腺が形成される。葉・若い枝 ・

サヤは優れた飼料である。A se鰯gd のものと比べると質は劣るか, アラヒア

コムも採取され , βα彰mzgs αegypzmm の果肉と混ぜてシロップが作 られる。

材は薪・炭として利用され, またタンニン・薬用成分も含まれている。



　　

分 布
アフリカ半乾燥地の代表的な樹木て, セネカルからサヘルを横切ってスータ

ン・エシプ トに至 り, ソマ リアから南へはモサンビーク, 西へはナ ミヒアにま

で達する。標高は 220~2,200m とされている。

適 地
分布地域の年降水量は 250~1,00omm て,重粘な粘土に繁茂し,周期的な冠

水や表層土壌にひひ割れかてきるような乾燥にも耐える。平坦な,石の多い土

壌にも育つか, 傾斜地や尾根筋には適していない。丘陵地の基部や同床に近い

ところ, 谷部の腐植土, 凹地 , 井戸の周囲なとでよく育つ。

開花・結実

12月から4月にかけて,新葉か展開する直前に頭状花を開き,約 2か月で成

熟する。種子は kg 当り 20,000~22,000粒で, 他のアカシア類と同様に播きつ

け前の処理が必要である。

更 新
自然条件でよく更新するが, これまでのところたいていの更新稚樹は家畜の

食害を受け, その後も野火や冠水, あるいは雑草との競争によって失われる。

成 長

適地での初期生長は速く,1 年に lm 以上も伸長する。多幹性であるか, 単

幹のものもあり, 選抜によって改良か可能である。萌芽力か高い。

加害 昆虫 と して は カ ミキ リムシ科 の CeγopZBSIS αBS粥α"s,Cross 餌αs s“b‐

ocgZ如加 s,Mq α ofom α PαZm 餌αか知 られて い る。

　　　　　　　　　　　　　　　

シ ノ ニ ム に は A, ひげ“gB〆α,A szれg賜 れβα,A 7z釧 αSm か あ り ,var szg膨 れαれα,

var woo 敬 z,var り班 osαの 3 変種 が知 られて い る。 var 偶亮osαは西 ア フ リカか

らスータンまで分布。樹高は普通 15m までであるか, ときに 25m に達する。

var szgbeγzαれαの枝は無毛てあるか ,var woo の zの枝には毛が密生する。托葉

由来の対をなす刺は長く, ときにや〉曲がる。複葉は 6~23( 一35)対の羽片と

14~52 対の小葉からなる。基部に近い羽片の間の葉柄によく発達した腺があ

り,葉軸にも先端部の小葉の間にときに腺かある。頭状花序または短い円錐花

序。材は適度に硬く, 加工しやすいために道具の柄なとに用いられるか, 薪 ・

炭としても優れている。サヤは家畜だけてなく, 野生獣にとっても優れた餌で



　　

ある。また蜜源植物としても優れている。樹皮 ・サヤにはタンニンか含まれ,

薬用成分としても利用される。

分 布
セネカルからエチオピア, 南へは南アフリカ連邦のナタール州まで分布す

る。天然分布の標高は 1~ヱ,950m とされている。

適 地

砂質な土壌でもよく育つか重粘な土壌を好み, とくに川合いや低地に適して

いる。降水量は 400~800mm か必要てある。

開花・結実

1月から4月にかけて開花,2 月から 5月にかけて結実する。1個の豆果には

12粒程度の種子かはいっている。種子は kg 当り約 4,500粒で, 播きつけにあ

たっては他のアカシア類と同しように前処理か必要である。サヘル地域では試

験的以外には植栽されていないというか, エチオピアでは植栽されている。

AC αc如 tort“ZS

Brenan(1983) によれは 4亜種,4 変種か記載されている。それらを検索表

の順序 に従 って記 す と ,A zorすzZzs subsp 棚 ddzαれα var mddm “α, subsp

九8Zeroc α煽 れα,subsP Zoγれ‘格 ,subsP γαddm れα var p" るesc87zs, subsP

spげom ゆα var spzγom ゆα,subsp spけocαゆα var α zればαて あ る。普 通 に は高

木て,独特の傘型の樹冠を形成し,樹高は 18m 以下 , ときに 21m に達するこ

ともある。ただし, ときに低木状のものもある。托葉由来の刺と短いフック状

の刺かそれそれ対て葉廠の下部に着生する。複葉には 2~10 対の羽片と,6~19

対の小葉があり,葉柄の基部に近いほうに小さな球形の腺かみられ,葉軸の腺

は先端に近い羽片と下方の羽片の間にある。頭状花序を廠生。

分 布
サハラ砂漠の南・北に位置する乾燥地・半乾燥地の代表的な樹木で, セネカ

ルから東アフリカを経て南アラヒアまて広く分布する。中近東およひアフリカ

南部にも亜種・変種か分布する。各亜種の分布は Brenan(1983) に示されてい

る。ケニアに分布する 2亜種の標高をみると, subsp spzγDcqゆαは 200~1,650

m に, 一方 subsp 棚 ddm れαは 1~50m とされている。優れた薪炭材てあり,

家屋・垣根の柱材としても利用される。刺の多い枝はフェンスによく用いられ

る。葉・若い枝 ・サヤは優れた飼料てもある。
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開花・結実

サヘル地方ては,5 月から6月にかけてと,11 月に開花し, それそれ 7月,

およひ 11月には結実する。種子の kg 当り粒数は 12,000~20,000で, 播きつけ

前には発芽を促進する処理が必要である。条件かよけれは種子は長期間貯蔵す

ることかできるか, 虫害には気を付ける必要かある。

適 地

なたらかな斜面や風衝地, 痔せた土壌, ラテライト隣などのサイトに純林を

形成することかある。また, アルカリ性の深い土壌, 砂質壌土, ときには化石

砂丘でも旺盛に生育する。冠水には弱く, また新しい砂丘にも成立しにくい。

一時的または永久的な水場や井戸の縁にもしはしは見られる。特に乾燥に強い

ものは,乾季か長く, 日中の気温か著しく高く,年降水量が 50~1,00omm の範

囲の地域にも生育するが, 一方では 0OCの夜温に耐えるものもある。また本種

は, 砂漠周辺での樹木限界を示すことか多い。

植 栽

本種はいわゆるパイオニア種て,種子からも,萌芽によってもよく更新する。

初期生長は立地条件によるか,普通は劣悪な立地条件のために成長か遅い。優

れた系統を選んで良好な立地条件で育てれは,良い生長か期待できる。土壌か

浅いところては植え付け間隔を少なくとも1om ×1om 程度に広げる必要かあ

る。根圏を著しく広げる特性かあるので,近接している農地や植栽地に影響す

る可能性かある。家畜の食害にたいする対策も必要て,植栽木も天然更新した

稚樹も少なくとも3年, てきれは 5年は保護する必要かある (クラビア6)。

加害昆虫 として はカ ミキ リムシ科 の Crossoz“s hg卿 sc毎,猛BS彩りのねα粥 s

超 sczc“卿籾 s,且卿 oes物メ"ss 云rzgos“s,ル如け所 o加α PQZm のα,S 彩れoPfer"s の 8γか

知られている。

AC αciα工α刀云為op 九Zoeα

ケニアより南に分布 し, スワシラント・スルラントに至る。ケニアでの標高

は 700~2,loom とされている。川畔または湖畔に多く, ときに純林を形成す

る。高く美しい樹形で,樹高は 25m に達する。幹は特徴的なカトミウム色を呈

する。托葉由来の刺は細くて長い。複葉は羽片か 3~6(-8) 対,小葉か 8~17

対ある。葉柄の基部には小さな腺かあり,葉軸には先端の 1~2 対の羽片の接合

部に腺がある。頭状花序か葉版に群生。
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7. カシア届 (Cassia)

学名 CαssmSPP

マメ科 ジャケッイバラ亜科

田中 信行

カシア (カワラケッメイ)届は 1年生や多年生の草本,低木から高木もての

いろいろな生活形をとる。熱帯を中心に約 450種ほとか分化している。そのう

ち, 造林の対象となる主な樹種てあるナンバンサイカチ (CQSsm 方""ね) とタ

カヤサン (C Smme α) について述べる。

ナンパンサイカチ (学名 :Cαss郷 #馳駆α L.)

ナ ンバ ンサ イカチ は lnd・an laburnum,Goldenshower( 英 ),Amaltas( イ

ンド),Ngu( ミャンマー),Ehela( スリランカ),Cana 賃stula( フィリピン),

Rajah kayu (マラヤ),Kapoee,Tengull( インドネシア) なとの地方名で呼ば

れ る。

和名でも, コールテンシャワーの名前の方か一般に通っている。樹冠かやや

疎で,樹高 6~12m の落葉性小高木である。葉は 4~8 対の偶数羽状複葉を,花

は黄色の垂下する総状花序を着生する (クラビア 12)。豆巣として,長さ80

cm, 直径 25cm の円筒状の暗褐色の英を下垂させる。材は硬く, 耐久性があ

り, タガヤサンと同様に野外の構造用材に適し, 家柱, 荷車, 農具などに利用

される。気乾比重は 1,02~115 である。夷の果肉は強力な下剤になり, 樹皮か

らはタンニンか取れる。しかし,人工林の主要樹種にするには価値か低いので,

他の造林樹種と崖植させて育成する副次的な樹種といえる。耐風性か高く,並

木に適する。以下 , おもに Troup(1921) に基ついて述べる。

分布, 適地

イント, ス リランカ, ミャンマー, タイ, マラヤに分布するか , 各地で街路

樹や庭園樹として植栽されている。インド, ミャンマーの各地では, 落葉樹林

に普通に混生し, ヒマラヤやセイロンでは標高 1,200m まで分布する。群生す

ることなく,混交落葉樹林,とくに疎開した森林に散生する。また,サール (サ

ラソウシュ,Sれoγ卿 robαszα) 林によく出現する。サル (猿 ) が頻繁に集まる場
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所では, ときに群生することかある。

生育てきる気候域の幅は広い。天然分布域は,最高気温の極値か 38~4 ずC,

最低気温の極値か -4~1 ずC, 降水量か 508~3,048mm かそれ以上の範囲にあ

る。本種は, 土壌をあまり選はず, さまざまな地質の土地に出現し, 乾燥した

薄い土層の土地でも生育する。

植物季節, 開花・結実

インドては,無葉期間がほとんどないこともあるか,通常は 3~5 月の短期間

に落葉して無葉の時期かある。新葉は, 淡緑色か美しい銅色をしており,4~5

月に展開する。淡黄色の大きな花序は,4~6 月に新葉と共に現れる (グラビア

12)。しかし,特に乾燥した年には,9 月項まで花を着けている木を見ることか

ある。10月までに長い円筒形の英 (豆果)か最終の長さまで急速に発達するか,

太さはまだ細い上に柔らかく緑色を呈している。11月まてに,英は最終の太さ

に達するが, また緑色で未熟である。 12月に入ると熟し始め,3 月から4月ま

て成熟が続く。熟した爽は長さ 30~60cm たが, 時にそれ以上に, また直径は

19~25cm に達する。この豆果は,表面か暗褐色, 平滑で, 堅く, 内部に暗褐

色の甘みのある果肉に包まれた種子か 1個ずつ隔室に別れている。熟した豆巣

は木にしばらくぶら下がり,4~5 月から落下し始め,6 月まで続く。古い豆果

は 9月またはそれ以降まで残り, 若い成長途中の葵と一緒に木に着いているこ

とかある。

種子の取り扱い

種子は,長径 08~1ocm, 短径 05~08cm の楕円形て ,偏平 ,炎褐色 ,堅 く,

平滑で光沢があり,種皮はやや堅く,魅乳は角質てある。種子は平均 5,500粒 /

kg である。堅い種皮をもつチークやアカシア類などの樹種と同様 ,C αsszα類

の種子は布袋に詰めて長期間保存しても発芽力を失わない。インドのテーラ

トゥン (Dehra Dun) での試験によると, 種子少なくとも 2年間活力を維持し

ていた。密閉容器て 3年間保存した場合でも発芽力を失わなかったという報告

もある。

多くの他の堅いマメ科種子と同様に, ナンバンサイカチの種子も発芽に時間

かかかる。十分に濯水された条件でも, 種子の一部は発芽するまでに土壌中て

1年以上かかることもある。播種前に種子を約 5分間煮沸すると, 発芽促進の



　　

効果かある。1年目の豆果からの種子の方か新鮮豆果の種子より早く発芽する。

しかし, 多くの場合, 虫害のために健全種子の割合は前者の方が低い。近年 ,

発芽促進に関する研究は多く,15~90 分間の硫酸処理と洗浄・浸水 24時間,

30分間の濃硫酸処理と水道水による洗浄, 傷つけ, 傷つけと 24時間のシベレ

リン (GA3) 処理,300ppm のインドール酪酸 (IBA) 処理などの幾つかの発芽

促進法で高い発芽率をもたらすことか報告されている。しかし,濃硫酸処理は

危険性か伴うので,事業的には使用を避けた方かよい。

育苗, 植栽, 成長

3~4 月に種子を 25cm 間隔で播種床に播き,潅水する。芽生えの移植は,雨

季の初期で芽生えがまた小さいときに実施したほうかよい結果か得られる。種

子の発芽が不揃いなのて, 直播きによる造林は難しい。しかし, 直播きで育成

した苗は,下刈りを定期的に実施すれは,移植した苗より良い成長を示すこと

かわかっている。また, スタンプ苗による植栽も可能である。インドのテラ

ドゥンでおこなわれた苗木の栽培実験によると, シャケッイバラ亜科に属する

本種や C.szαmBαは根粒による窒素固定をしないことが報告されている

(PokhrIyal et al l990)。

苗木の成長に対する除草と潅水の効果は非常に大きい。テラドゥンで行われ

た育苗試験によると, 除草と虐水を実施したプロットの苗木の最大樹高は,1

生育期後に 06m,2 生育期後に 39m,3 生育期後に 45m であったという。-

方,除草も葎水も実施しなかったプロソトの苗木の場合 ,1 生育期後に 023m,

2生育期後に 055m,3 生育期後に 08m,4 生育期後に 17m であった。この結

果から, 除草・覆水のない放置状態ては, 当初の数年間の苗の成長はゆっくり

したもので, その後成長か早まることかわかる。苗木は, 成長初期段階に長い

直根を発達させる。

芽生えは霜に弱いが, 弱度の被害からの回復力は持っている。発芽直後の芽

生えは, 日射にさらされると乾燥害を受けるが,土による被覆や雑草の適度な

存在が芽生えの保護に有効である。しかし,雨季に雑草が繁茂すると,多数の

芽生えか立ち枯れにより枯死する。イント北部ては,天然生の稚樹は古い葉を

2月頃に落とし,3 月 ~4 月初旬に成長を再開させる。

インドてのサール (Sれo陀αrob“s棚) との混植ては,7~17 年の林分の年平均

直径成長は 013~050cm であった。そのほか,サンプル木の年輪解析から調べ
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られた年平均成長か 056cm,046cm という例かある。

萌芽枝の初期成長は非常に早いか,木が小径段階の早い時期に成長か低下し

てしまう。インドの幾つかの地域からの萌芽枝成長の報告例によると,1 年生

の平均樹高か 183m,2 年生の平均樹高か 270m,9 年生の平均直径か 613

cm, 平均樹高か 48m,16 年生の平均直径か 581cm, 平均樹高か 6,63m で

あ った。

天然更新
本種は, 中庸な庇陰には耐える。しかし,霜には弱く,1905 年のインド北部

を襲った霜害で深刻な被害を受けた。また,1907~1908 年の異常な乾燥かイン

トのオウド(oudh)地方の森林に甚大な被害を与えた際,本種が乾燥には耐性

のあることか示された。萌芽性かあり,表層を走る根系から根萌芽か容易に発

生する。動物による食害は受けにくく,ヤキでさえ本種の葉をあまり食べない。

Troup は, 自分の行った実験や経験から,本種の天然更新には動物の関与が

必要であると述べている。すでに述べたように, 豆果は 12~1 月頃に熟すか,

その後何か月も木に下かっていることか多い。4~5 月から豆果は落下し始め,

9月頃まで落下が続く。豆巣は落下して,巡ってくる低温季と高温季の間,地表

に多量に残っている。この時期の豆巣は, 果肉が乾いて, 種子か隔室にゆるく

納まっている。種子の多くか地虫 (コカネムシ類幼虫)の食害を受けているが,

食害を免れた種子は発芽力を維持している。季節か進み, 雨にさらされても,

地表の豆果の様子に変化はなく, 豆果の固い殻の一部をシロアリか食べること

かあっても, 種子か発芽することはない。

地表に落ちた豆果にどのようなことが起こり, 更新がどのように起こるかを

明らかにするために,1911 年にインドのテラドゥンで次のような試験が行われ

た。3月に成熟した豆果が第 1調査区内の地表に放置された。放置後 1週間以

内にシャッカルか豆果を見つけ, 英を噛み砕いて果肉を食べ, 種子を調査区内

外にまき散らした。調査区は, その後, そのままの状態で放置された。一方,

第 2調査区か第 1調査区に近接して設定され,別の成熟した豆巣か置かれた

が, この調査区は丈夫な金網て覆い動物が侵入できないようにされた。とちら

の調査区とも,定期的観察か実施された。

この実験の結果, 天然更新に関し次のような点が明らかになった。本種の天

然更新には, 動物 (サル, シャッカル , クマ, フタなと) が豆巣を割って果肉
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を食べ,種子を散乱させたり,種子を飲み込んた後排他物とともに散布すると

いう動物の関与か多くの場合必要である。このような動物活動の関与により,

種子か広範囲に散布されるだけでなく,発芽か促進される。種子は,雨季に発

芽するが, 一部は 2年目あるいは 3年目まて休眠する。種子が土に埋もれた場

合や適度に雑草に庇陰された場合か,発芽に適している。種子か土壌表面に放

置されると,幼根が鳥や昆虫によって食害を受けたり, 日射にさらされて乾燥

するために, 枯死率か高まる。また, 芽生えは, 雑草か繁茂すると, 雨季のタ

ンピンクオフのために消失する。ヒマラヤ外縁の地域では, 本種か集中して分

布する地域かあるか, これらの地域は, サルか頻繁に集まるところてある。サ

ルの店動か, 本種の繁殖に寄与していることは疑いの余地かない。

多くの地域で実生による天然更新か頼りにてきないので,萌芽による更新の

ほうが確実であろう。

病虫害

種子の腐朽や発芽力 /肖失の原因となる病原菌として S物20ぬれ〆勿伽 com‐

m“解 か同定されている (V1iayan ana Reh・111990)。芽生えの立ち枯れをおこ

す菌として刃zgrospomspねα8れcαか有害であることか指摘され, その防除法が

検討されている (Abdel‐Latlfez 泌 1991)。

加害昆虫は非常に多く, これまて 100種以上か知られている。最近の加害例

としては, インドの S1wallksで 12月に採取された豆果から内部で種子を食害

す る昆 虫 と して Tmc ね“ゅ zdm ル“cすzcαsszeZZQ とい うメイ ガ の仲 間 と,

Cαが obomsgo れαgm とい うマ メ ソウム シが観 察 され ,T お“czzcαsszez郷 につ い

ては生態と防除法の研究か行われている (Mukhtar Ahmad et餌 1985,

Bhatta & Bhatnagarl986) 。有害な食葉性昆虫 としてはクチフ トソウムシの 1

種 MyZZocgms 例γ扇α“"s か挙げられている (MukhtarAhmad l989)。

タガヤサン (学名 :Cαss彰 siαme α Lam.)

タカヤサ ンは , Bombay black wood( 英 ),Kassod,Beat ・(イ ン ド),Mezal ・

(ビルマ ), KhIelek( タイ),Tabul ・an( フィリピン),Johar (マラヤ, イント

ネ シア ), Muong dem,Muong nu ・ (ベ トナ ム ),on Kanh,Dom ong,

Angkang( カンホシア), Kh・lechpa( ラオス),鉄刀木,黒心樹 (中国) なと

の地方名て呼はれる。 C 月oれdαはシノニムである。



　　

樹高 15~20m, 胸高直径 50~60cm になり,森林ては中層木を形成する。葉

は互生し, 長さ 15~40cm の偶数羽状複葉で,4~16 対の楕円形の小葉をもつ

(クラビア 10)。花は黄色で径 2~4cm, 頂生する円錐花序に咲く。果実は, 長

さ 12~30cm, 幅 13~2cm の豆果で , 表面にヒロー ト状の毛を生 じ, 中に 8~

15個の種子が入っている。

分布, 適地

ミャンマー, タイを中心に野生し, 古くからこれらの地域内外の各地て植栽

され て い るため , 現在 は , イ ン ド, ミャ ンマ ー , タイ , イ ン ドシナ , マ ラヤ ,

フィリピン, インドネシアに分布しており, 正確な天然分布は明確でない。一

般に, 湿潤な低地を好むか, 耐乾性が高く, 乾燥地の植林に適する。また, 耐

風性が高く,街路樹や庭園樹としても有用である。

分布域は,標高 1,00om までて,年降水量 650~1,500mm, 乾季 (月降水量か

40mm 未満の月) か 4~6 か月, 最暖月の平均最高気温か 23~3 庁C, 最寒月の

平均最低気温か i3~24oC, 年平均気温か 21~2 ずC の気候条件にある (Webb

l984)。

植物季節, 開花・結実

常緑性としている文献もあるが,乾燥地では乾季に落葉する。台湾でも落葉

するという。黄色の花か主に高温季に咲くが, 開花期は比較的長く, いろいろ

な季節に花を見ることかある。豆果は, 長さ 10~25cm て, 高温季の終り頃に

熟し, 木にまとまってぶら下がる。

種子の取り扱い

種子は 34,000~40,000粒 /kg て, 室温の乾燥状態で数年貯蔵できる。発芽促

進には,沸騰水への浸漬,傷つけのいずれかの処理を行う。発芽率は 90% と高

い o

育苗, 植栽, 成長, 更新

播種後 12~24 か月て移植可能な大きさの苗木に成長する (クラビア 10)。野

外への植栽は, ポット苗, スタンプ苗, 直播きなどの方法かある。光要求度は

高く, 萌芽性・根萌芽性かある。乾燥, シロアリ, 潮風に耐性かあり, 霜にも



　　

ある程度耐える。成長は早く,1~15m/ 年の樹高成長を示す。排水か良けれは,

湿潤な土壌てよい成長を示す。林分成長は 8~12m3/ha/ 年である。

タイ国コラート州サケラートて著者らか行った調査では, 植栽木の枯死率は

低いか,成長はあまり良 くない (Tanaka&Vacharangkural993) 。表 710 こ,

異なる植栽間隔で植栽したタカヤサン人工林の3年と5年目の生存状況と林分

の大きさを示す。3年目までの成長は,年平均で樹高か lm, 胸高直径か 1lcm

だか,3 年以降 5年目まての成長は樹高・直径とも急に低下している。最も密

度の高いプロット (2m ×4m 間隔) の 5年生林分ても, 林冠か閉鎖に至らな

かった。隣接する同し 5年生のユーカ リ (β“cα卿野 "smm α‘〆“膨れszs)林の平均

樹高か 134m で,平均胸高直径か 128cm なのに比較すると, タガヤサンの成

長は大きく劣る (クラヒア 11)。サケラートは,乾季雨季の明瞭な熱帯モンスー

ン気候下にあり,土壌はローム質のアクリソル (Acnsols) てある。タカヤサン

の成長か良くない理由として,低肥沃度の土壌の影響か考えられる。

埋土種子の発芽試験によると,野火後に採取された土壌から,本種の芽生え

か発生することか報告されている。インドからの報告には,本種は成長か早く,

育成か容易てある述べているものかある。エチオピアの半乾燥地での植栽試験

によると, 本種は成長と生存率は大変良く, アクロフォレストリーの構成樹木

として重視されているという。

表 71 タイ, サケラートにおけるタカヤサン人工林の生存率と大きさ

植裁間隔 宅多発学 生ず 平均m樹高 平均嘘高直径胸高鰯暮合計

3年生 (1990年 10月)
4m ×8m 325 96 2 8 3 30 34

4m ×4m 546 97 3 3 3 40 66

2m ×8m 663 98 3 2 3 40 72

2m ×4m l,088 97 2 8 3 30 96

平 均 97 3 0 3 40 67

5年生 (1992年 11月)
4m ×8m 308 91 3 74 7 0 86

4m ×4m 538 96 3 8 4 41 39

2m ×8m fi46 96 3 8 4 41 56

2m ×4m l,025 91 3 7 4 32 38

平 均 94 3 8 4 4155
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病虫害
根系のタイハ .ノクを引き起 こす Pんα8o‘"s 伽αmねoれs による樹病かあり, ま

た, カイカラムシによる食害を受けやすいという。加害昆虫は比較的よく知ら

れ, イントおよひその周辺地域から, 穿孔虫ではナカシンクイムシ科, タマム

シ科 , カ ミキ リムシ科 , ナカキクイムシ科 , コウモ リガ科 , ホク トウカ科の種

か , 食葉性昆虫ではハムシ科 , オ トシブミ科 , シジミチョウ科 , メイカ科の種

か, 吸汁性昆虫ではカタカイカラムシ科の数種が報告されている。

用 途
鉄木の一種で, 木材の中では最も硬く, 耐久性に富む。日本ては唐木の一種

として珍重される。木材の気乾比重は 080~112 である。耐久性か高いので野

外の構造用材に適し, また, 道具の柄やステソキ, 木槌, 器具のような小物や

指物にも用いられる。辺材は炎黄白色,心材は紫黒から黒褐色の地に淡黄褐色

の縞か細かく入って, 美しい。この色調の美しさから高級家具用材として評価

され, 装飾的な材面を必要とする用途に用いられる。アフリカでは, 薪炭林,

アグロフォレス トリー, コーヒー樹の庇陰樹なとて一般的に利用されている。
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8. ギンネム (lpil-ipil)

学 名 LB"c 膨れα‘e“cocゆれ〆α (Lam)de W1t

マメ科ネムノキ亜科

佐藤 明

キンネム Le“餌 8れα Ze“cocゆれα卿 は, 世界で最 も広 く植栽されているマメ科

樹種の 1つで , 熱帯各地で Tantan( メキシコ),Huaxln( 中米 ),Zarcllla (プ

エル トリコ),Koa haole( ノ・ワイ ),Lamtoro( イ ン ドネ シア ), 工p11-・p11,

G1ant lp・1-・pll( フィリピン), ギンコウカン (台湾 ) などと呼はれている。ま

た , Wh ・te poplnac,WI1dtamar ・nd などの英名 もある。本種は小さく球状の

白い花をつけ,果実は葵状をなす。葉は,6~16 対の小葉からなる 2回羽状の偶

数複葉で, 葉柄を含む葉軸の長さは 12~20cm, 葉柄には通常, 腺を持つ常緑

樹である。本種は緑化などに用いられるほか,育種により成長の早い品種が育

てられ, 幹だけでなく葉, 果実, 根なども利用されるなど用途か広い。

分 布
本種は中米の 12oN~20oN に位置するグァテマラ, ホンシュラスやエルサル

バドルの内陸部とメキシコの南部に自生している。現在, 赤道を中心に 25oN

と 25oS に挟まれた範囲に植栽され, 一部ては野生化し, 広く分布している。

キンネムは 2つのタイプに大別される。 1つは, 濯木状の普通型またはハワ

イアンタイプと呼はれるもので,1565 年から 1825年のスペインの植民地政策

の間に, メキシコのアカプルコか ら西インド諸島を経てフロリタ南部 , テキサ

スへ ,またフラジルやチリといった南アメリカの新世界に, さらにフィリピン,

グアムやスペイン統冶の島々に導入されていった。他方のより背の高い成長の

良い巨大型あるいはサルバトルタイプと言われるものは,1960 年代より中米各

地から種子が集められ, ハワイで各種の試験研究かなされた後, 造林やアクロ

フォレストリーに適した樹種として熱帯の全域に植栽が広まっていった。

開花・結実

開花に関するフェノロシーは,品種や生育場所により変動する。普通型では,

樹齢 4~6 か月で花を付け,以後,咲き続けるか,巨大型は季節性かあり年 2回



　　

開花する。花は白く,直径 20~25cm の頭状花序で,枝の脇や先端に長さ 2~

3cm の花柄を持つ。成熟 した果実は,長さ 10~15cm, 幅 15~20cm の濃い茶

色の平たいサヤとなり,15~20 個の種子を持つ。サヤは成熟すると裂開し,種

子を落す。一般的には, 開花後約 4か月て成熟する (グラビア 27)。

タネの取扱い

種子の形状は, 小さくて偏平のしずく状をなす。巨大型 K-28 系統の種子

200 粒を調べた結果 ,平均の長さ,幅 ,厚さはそれそれ 91omm,563mm,19o

mm てあった。報告書により lkg 当た りの粒数 は 27,000-30,000 粒 ,17,000 ‐

21,000粒などと幅かある。サヤが成熟後,裂開前に採取し,天日で乾燥した後,

布袋に入れ打たいて取り出す。サヤ当たりの成熟種子数は約 14粒である。発芽

促進はほとんと必要ないか, 発芽率を高め, 一斉に芽生えさせるためには, 種

子を大きめの容器に入れ, 沸騰させた湯に 1分間, あるいは 80oCの熱湯に 3~

4分間漬け, その後 12時間ほど室温の水の中に入れておく熱湯処理方法を行

つ o

種子の発芽率は 50~98% である。発芽促進処理をした種子は,播種後 6~10

日で, 無処理の場合は 6~60 日で発芽する。巨大型の種子を温度別に発芽試験

をした結果では,30oC か発芽率 875% と最 も高 く, 次いて 2庁C,20oC,3 ずC,

40oCの順てあった。平均発芽日数も 30oCか最も早く, 最適発芽温度は 30oC付

近とされる。種子の寿命は比較的長く,室温で半年,2℃で貯蔵すれは約 3年間

は発芽力を維持できる。天然更新の状況から,発芽には光が関与している可能

性か高いと考えられている。

育 苗

種子は, ポット, 箱や苗床にはらまきする。移植成績か良好なことから箱で

発芽させ,移し替えることが多い。ポソトヘの移植は,発芽後 2~3 日,子葉か

完全に展開し,初生葉か見えたしたときに行う。苗床の用土は,水はけかよく,

pH55~75 の肥沃て保水力の高いものか良い。発芽後 2,3 週間は日覆いをし

ておく。若い苗木の茎・直根の成長は早く, 普通 10週間て高さ 20cm ほとに

なり,植栽可能となる。種子の播き付け時期は, ルソン島北部ては 11月から 2

月の間とされる。 ここでの JICA プロシェクトの規格は, ポット苗て根元径 4

mm, 苗長 40cm, 裸根苗ては根元径 6mm, 苗長 60cm て , 前者では 6~7 か
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月, 後者では 7~8 か月の育苗期間を要するとされる。

適 地

本種は, 隣質から重粘土に至る広い土性に生育している。メキシコての天然

林は,火山灰土壌上に見られる。最も良い成長は,PH75~60 の微アルカリ性

から弱酸性の排水の良い土壌て見られる。水はけか悪く,PH50 以下の酸性で,

カルシウム分の低いオキシソルや置換性アルミニウムの含有量の多い立地, ま

た,堅い土壌では成長か悪い。多少の塩分には耐性かある。本種は,10~2 ずN

の緯度帯では標高 500m 以上で, それより赤道寄りの範囲ては 1,ooom 以上て

成長が落ちるとされ, 基本的には低地の樹種であるか, 西メキシコの天然林の

分布域は 1,500m を越え,東南アジアの植栽地は標高 1,500m まで達している。

植 栽

植栽には, ポット苗, 裸根苗を用いるほか, スタンプ苗も使う。また, 直播

きや, 直径 2~5cm の幹や枝を切った挿し穂で増殖を図ることもある。裸根苗

ては,発芽 2,3 か月後に根切りしておくほうかよい。スタンプ苗は,苗木を 4,

5か月, あるいは根元径か平均て lcm, もしくは高さか lm を越すまて育て,

植栽前に根際から地上 10~20cm の高さで,根部は直根を 15~20cm のところ

で切断し, 植栽する。

植栽当初は, 根に傷がついたり, ポット内での根巻きの影響により成長か遅

いことか多いのて,雑草木による被圧を防くために下刈り作業か不可欠であ

る。

成長と収量

本種は適地ては成長か早いといわれる。フィリピンでの樹高の成長経過を図

81 に示す。立地条件の違いによる成長差は大きく, 最も成長の良い林分では

植栽後 1年て平均樹高か9m を超えた。しかし樹高成長の傾向から判断すれ

は,適地でも平均樹高か 20m に達するのは難しい。一方肥大成長では,成長の

旺盛な林分で胸高直径か 12か月て 6cm,24 か月て 75cm,36 か月では 85cm

を示した。いずれも初期成長は良いか,その後の成長は鈍くなる (クラヒア 26)。

中米て立地環境と生育状態との関係を捉えるため,乾燥,適潤, 湿潤なと環

境条件を異にし, 中性からやや酸性の土壌の 150以上の地点に現地適応試験地
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図 8,1 樹高の成長経過

を設けた。植栽後の成長を調べた結果, フィリピンでの例と同様, 試験地間で

大きな差異か見られた。平均樹高は植栽後 12か月て 10~55m,24 か月で 20

~9om,36 か月て 35~11om,48 か月では 50~130m となった。一方 , 平均

胸高直径は,12 か月で 15~45cm,24 か月で 20~75cm,36 か月で 25~10o

cm,48 か月ては 35~105cm であった。地上部ハイオマス (幹重 )量にも幅か

あ り,2 年生の林分で 10~40 ton/ha,5 年生では 48~9oton/ha に達 してい

る。この試験て最も良い成長を示した箇所は, 数か月のはっきりした乾季を持

ち, 水はけか良くて, 軽質な土壌のところであった。

プエル トリコ, ハワイ, インドキこおいて推定された地上部ハイオマス量 も,

中米の結果の範囲内の 5~55ton/ha ・yr にあった。図 8 2 は, 北部 ミンタナオ

て推定された木質部のハイオマス量の成長経過である。フィリピンの良い立地

では, 平均年収穫量は 13~32ton/ha の範囲にあり, 良く管理された実験林で

の平均年材積成長量は, 一般に 30~55m3/ha の間にあると報告されている。

しかし,商業的規模て造成された人工林てはこれより低く,平均年材積成長量

は 8~30m3/ha の間にしかなかった。

このように本種は品種の差異,局所的土壌や気候条件,保育の程度などの影

響を受け林分間て成長差か著しい。土壌の生産力に極めて敏感て,低い生産力

しかない所では期待されるほとの成長か見られないことも多く,立地選択性の

極めて高い樹種であるので, 収穫予測は十分注意して行わなけれはならない。

近年, 地位曲線, 材積 (式) 表, ハイオマスの回帰式などか多く示されてい

る。次式は北部ミンタナオ (巨大型) の材積式てあるか, 様々な林齢, 地位,

さらに密度の異なる林分から,大きさの違う62本の個体を伐倒し,測定した幹
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図 8 2 立地,植栽間隔の違いと木質部現存量の経過
植栽間隔 lm ×ヱm て立地か良 ○, 中 △, 悪 口
植栽間隔 2m ×2m て立地か良 ◎, 中 △, 悪 国

材積 V(m3), 樹高 H(m), 胸高直径 DBH(cm) をもとに, 重回帰分析

法で解析したものである。

logV = 2.i43410g DBH 十0468710gH 十20553 (rコ09836)

なお,本材積式は,樹皮を含む梢端までの材を含めた幹材積てあること, た

だし,孤立木,株立ちの個体なとへの利用には不適であることを付記しておく。

さらに, 調査数を増し計 115本の伐倒試料により得た, 北部ミンダナオにおけ

る各器官のバイオマス (乾重量) の回帰式を示す。

log Wt。t“ー=24444210gDBH 十212969 (r=09931)

logW 醐 =2 883310g DBH-1179010gH 十 165326 (r=09518)

log W 獅 =2 377010g DBH 十20487 (r=09850)

log Ww。。d=2460410gDBH 十20909 (r=09930)

logLA=2883310gDBH-1179010gH 十 19216 (r=09518)

ここて ,Wt 。粗,W 輔 ,W 猷m,Ww 。。dお よひ LA は , それ それ地 上部重量 , 葉

重量 , 幹重量, 木質部重量およひ葉面積である。



　　

キンネムの標準の伐期は, 成長状態に左右され 定てない。北部ミンタナオ

の植林地ては,4,5 年の伐期を目指したか実際的でなかった。条件にもよるか

7年から 10年が妥当てあろう。

更 新

キンネムの種子は地表付近で良く発芽する。天然林,造林地とも盛んに天然

更新している。種子生産か多く,発芽,成長か良いので生育地を拡大しやすい。

このため, 所によっては, 更新樹か密生し, それらによる雑草木化か問題と

な って い る。

本種は若い時は特に火に弱いか,萌芽によってすはやく回復することか多

い。強風で根際から枯れた若い林分でも,94% の個体か萌芽し,すぐに回復し

はじめた。萌芽力は極めて高いため, 萌芽による更新法か適した樹種である。

病虫害

本種は, 吸什性の昆虫, キンネムキシラミ (品鑑emps影如 cのαれα) の寄生に

より葉を落とし成長阻害や枯死を招く。1982年以来,被害が深刻になってい

る。アジア, 太平洋の造林地から報告されたこの害は, 中南米やオセアニア,

1988年にはインド, 中国にも広まり, 現在てはアフリカまで達している。

息βzeropsyzzαに対する抵抗性は系統間で差があるため, 種間交雑も含めてより

抵抗性の高い品種の開発が進められている。さらに,生態的防除の観点からカ

リブ海周辺,ハワイなとでこの害虫に対する天敵生物の発掘が続けられてい

る。

いくつかの地域ではシロアリ, ハキリアリの被害か大きく, これへの防除か

必要とされる。また, 植栽 1年目の木化か十分てない間は, ネズミの食害にも

庄意を払わねはならない。

用 途

本種は, 材の容積重力≦050~059g/cm3 で , 風乾てのカロリー数 は 194kJ/g

と薪や木炭に適している。辺材はくすんだ黄色,心材は明るい赤色を呈してい

て加工性はよく,水椿性防腐剤の処理は容易で,割れやひひもなく乾燥でき,

耐久性は弱・中程度で, 家具材やパーティクルホートに適した性状を持つ。材

の圧縮強さ,縦の弾性係数は, それぞれ 297~340kg/cm2,86,000~104,00okg/



　　

cm2 の範囲を示し, 構造材や箱材として, また, 丸太て塀の柱なとにも利用さ

れ る。

本種は熱帯各地でカカオ, コーヒーや茶の被陰樹, バニラなど蔓茎類の支柱

木として, また, 間作やアレークロッピンク (薩木列間作) システムの中で列

植され,年に数回刈り取られる枝葉は,緑肥や飼料として用いられる。乾燥飼

料にはタンパク質を 140~162% 含有するか, 家畜に有毒なアミノ酸の一種ミ

モシンを 19~47% 含む。このため,反鍔胃を持たないブタやトリは擢病する。

しかし, 通常, 反鋼動物はミモシンを無害化てきるので, 若い葉やサヤを飼料

にする (グラヒア 28)。また,所によってはサヤ,葉,樹皮から赤,茶や黒色の

染料を抽出したり,セレニウムを含む種子を虫除け,魚毒として利用している。

太平洋の地域ては, 種子を装飾用のピースとして使っており, 重要な蜜源植物

にもなっている。

マメ科である本種は,根粒菌により窒素固定を行うほか,落葉落枝による有

機質の供給とともに窒素還元量は 300kg/ha ・yrを超すなど土壌を改良する。

本種は探根性なので,急傾斜地や限界環境に近い立地でも生存でき,荒廃地緑

化に貢献している。また,観賞用や緑陰用のほか,葉の回転か早く汚染物質を

吸着し, 除去しやすいとして工場地帯でも植林されつつある。
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9 グリリシディア (G1iricidia)

学名 Gzmczdz αsgpz“m(Jacq)Walp

マメ科マメ亜科

浅川 燈彦

グ リリシデ ィアは ラテ ンアメ リカで は madre de cacao(motherofcacao)

または madero negro (black wood) なととよはれ , フィリピンでは

kakauatl, インドネシアでは gama1 とよはれる。同じ属に少なくとも 3~4 種

が含まれ ,C mαc粥α幻 はシノニムとされることもある。中米ではコロンブス

の時代以前から各地て栽培されていたか, アジアへは 1600年代にガレオン船

によってもたらされたという。

普通は多幹性で,樹高は平均 12m(5~15m), 直径もせいせい 30cm 程度の

小形ないしは中形の樹木てあるか,中米では径 50cm, 樹高 20m の林分もみら

れるという。長さ 15~40cm の羽状複葉が互生し, 葉軸 (葉柄) は細かい毛て

覆われている。 7~17 対の側小葉と頂小葉には切れ込みはなく, 先は尖ってい

る (図 91)。小葉の上面には毛かなく,裏面と小葉柄には僅かに毛かある。挿

し木の発根かきわめてよく, 小径材・燃材・飼料・緑肥材料なとの生産にむい

ているが,材は仕上かりがよいので家具,小道具,農具の柄などに向いており,

またシロアリに強く, 腐朽しにくいので柱や建築にも使える。蜜原としても優

れているため,近年は,熱帯ての社会林業向け多目的樹種として注目されてい

る。

分 布
ク リリシティアはメキシコか らパナマにかけての太平洋側 (2503α ~703 α

N) に天然に分布している。文献によっては西イント諸島にも分布するとされ

ているか, 中米カリフ侮側から西インド諸島, 南米北部のものは早い時期に導

入され, その後野生化したものとする説のほうが強い。

開花・結実

クリリシティアは, 一部または全部の葉を落とす乾季に開花する。普通 5年

生までに開花・結実するか, 早いものでは 2年目に開花するものもある。その
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時期は地域により, また同じ地域内ても異なるが,原産地では 1月から3月に

かけて開花し,西インド諸島では 12月から 5月にかけて開花する。あかるいピ

ンク色の花か総状花序をなす (クラビア 14)。花期はまちまちで,30 日から 90

日にわたる。豆巣 (サヤ) は長さ 10~15cm, 幅 12~15mm で , 開花後 40~55

日で稔り, 成熟すると弾けてタネを飛ばす。

タネの取り扱い

タネは楕円形で , 長さは約 1omm てある。 lkg 当りの粒数は 4,700~11,000

と変異が大きい。タネは熱湯に入れ,そのまま12時間おいてから播く方法を勧

めている文献もあるか,普通にはとくに処理をしなくとも容易に発芽する。新

鮮な種子は 3~15 日で発芽し,発芽率は 90~100% である。12か月まての貯蔵

ては活力を失わないとする文献もあるか,32oC より高い温度におくとかなり早

く活力を失うとされている。

育 苗
ポット苗は播きつけてから 10~12 週間で山出しできるか, この時期には苗
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高は 25~35cm, 根元径は 8~1omm 程度 となる。 コスタリカて行われた試験

ては,実生苗の平均苗高は 15日で 49cm,60 日て 422cm であった。また苗床

でスタンプ苗または裸根苗を育てることもある。タネを 30×1ocm または 15

×15cm の間隔で播 きつけると,2~4 か月で苗高か 60~9ocm, 根元径は 10~

20mm になるので, スタンプ苗を調製するか,裸根苗として山出しする。スタ

ンプ苗の場合には湿らせておけは数週間は保存てきる。さらに枝から挿し木苗

を育てることもある。クリリシティアは, 十分に木化した太い挿し穂を用いれ

は,極めて容易に挿し木繁殖か可能てある。6か月またはそれ以上経った,少な

くとも50cm 以上の長さの太い枝を挿すとよく発根する。または少なくとも

1ocm の深さまで湿った土に挿してもよい。なお, 短い軟かな挿し穂は処理を

行っても発根かよくない。

適 地

グリリシディアは広範な気候条件や土壌条件のもとで生育している。原産地

では普通,900~1,500mm の年降雨量で 5か月の乾季をもった準湿潤気候の地

域に見 られる。しかし, クァテマラやメキシコでは, 年降雨量が 600~700mm

で, 乾季か 7~8 か月に及ぶ半乾燥気候のところでも生育しており, 一方では,

年降雨量が 3,500mm にも達する湿潤気候のところにも見られる。植栽には

90omm またはそれ以上の年降雨量が最もよいが,400mm 程度の降雨量の半

乾燥地ても生存できる。もっとも後者のようなところては成長は遅く, 季節的

にタイハックを繰 り返す。乾燥か厳 しいところでは,C m健雄α如 か G

eんγeれ彰堰“のほうかよいとされている。 原産地の年平均気温は 20~2 ずC て ,

季節変化か少なく,42oC を越えることはないという。19oC以下の気温か数か月

続くと成長か著しく低下する。 ooC以下の低温には耐えられないか, 弱い霜な

らタイバ・ノクはするか, 萌芽はする。まったくの砂地から重粘な土壌まて, 各

種の土壌に生育する。原産地ではしはしは, 表層か浅い,岩石の多い, ひどい

侵食を受けたサイトに見られる。層を形成していない, 僅かに塩性の侮岸砂丘

の上に広い純林か見られる。そのような砂丘ては, 移動する砂か樹木の根元の

あたりに数 m も堆積していることかある。酸性の土壌 (PH4~5) でもよく生

育するという報告かあるが,AI 濃度の高い著しく酸性な土壌における耐性は

まだ十分には調べられていない。帯水条件には耐えない。
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天然更新
沢山結実し, 良く発芽し, 初期成長もすく・れているため, 中米では, クリリ

シティアは道路サイドや荒廃した林地のような不良環境でもよく定着し,分布

を広げている。たた し, プエル トリコやナイシェリアの例では, 天然更新はき

わめて貧弱てある。実際, 埋め込みによる直播きの例ては, 初めの発芽・発生

はよかったか, その後, 地表植生との競争に負けてほとんど/肖えてしまった。

プエルトリコでの直播き試験の結果ては, 播きつけ後 3か月間の生存率, 成長

は良かったか,その後の 15か月に枯損か増え,結局生存していた稚樹は僅かに

75% で, 平均高は 13m であった。なお苗木を植栽した場合でも, 植え付け当

年や次の年には雑草との競争で成長が抑えられかちである。ただし, 一旦成立

してしまえは, むしろ競争にも強く, 実際に西アフリカやインドネシアでは,

チカヤ草原の改変のためにクリリシティアを植栽している。

植 栽
クリリシティアか最も広く用いられているのは生け垣である。大型の生け垣

をつ くるために,長さ 1~2m, 直径 4~6cm の挿 し穂を 20~40cm の深さに挿

しつける。挿しつけは乾季の末期に行う。間隔は千差万別てあるか,1~2m 離

して挿し, ハラ線て結ぶことか多い (クラビア 15)。造成後は,燃材,柱材,飼

料 , 緑肥 , 杭材なとのために定期的に伐採または刈 り取る。コーヒー, 茶 , カ

カオなとのプランテーションの被陰樹 , または胡淑やバニラ, ヤムなとの支柱

としてもよく使われる。 この場合にも大型の挿し穂か用いられるか, 間隔は 3

m ×3m か ら 6m ×6m の範囲か多 く, 定期的に 2~3m の高さて刈 り取 り, 樹

冠を整えたり, マルチ材料や燃材を供給する。いわゆるアリークロッピンクて

は, 目的によって樹木と作物の組み合わせやそれらの取り扱い方かいろいろで

あるか , 列間は 2~6m, 株間は 5~50cm, 刈 り込み高は 50~150cm といった

目安か示されている。また林道の盛土俵面にクリリシティアを直挿し て固定

した事例 もある (フィリピン, クラヒア 13)。

成 長
垣根仕立ての木本作物として, または生け垣として育てる時には,30~45

cm またはそれ以上の間隔で植える。 このような植栽方法の場合には, 葉の生

産量か最適になるように,初めの 2年間は年間 i~2 回,その後は 3か月ことに



　　

刈 り込みを行 う。 中米ては, 天然生林のクリリシティアは 6~8 年のローテー

ションで燃材として伐採されている。燃材用の人工林は ha 当り 1,000~5,000

本の密度で植栽し,5 年ごとに萌芽更新を行っている。熱帯アシアのいわゆる

ウッドロットでは lm ×lm か ら 25m ×25m の間隔で植栽 し, 樹木か しっか

り定着したあとは,1~2 年ことに萌芽更新を行っている。ウソトロットや列植

仕立てのアクロフォレストリーては普通, 地表近くて伐採し, 被陰樹や生け垣

の場合には 1~2m の高さて伐採ないしは刈り込んでいる。

葉量・木材収穫量とともに成長率も極めてまちまちで,立地条件と管理方法

によって異なる。これまでに報告されているところでは, 最初の 2年間の樹高

成長は 04~43m/ 年, 直径成長は 19~35cm/ 年てあった。 1980年代初期に

中米 6か国で行った共同研究によって, 優勢木の樹高・断面積合計・生産され

た木材の乾物量にたいする地位指数曲線か求められた。関係式は省略するが,

中位のサイトにおける乾物生産量は 1本当り 45kg とされた。なおフィリピン

のウッドロットては, 一般に毎年 1回萌芽更新されているか, 土壌の浅い斜面

で 23m3/ha, 深い土壌のところては 40m3/ha という数字か出されている。 -

方, ジャワの荒廃したサイトにおける 6年生林分の地上部の総現存量は,2m

×lm の植栽間隔で 473~532t/ha,4m × lm の植栽間隔て 38t/ha であっ

た。

グリリシディアは水平方向に多くの根系を形成する傾向かあり, キンネムや

メリナ, ぞ彰mz〃gm のれgBszαのような樹種よりも根か浅いといわれるか , これ

か事実であれは , ア リークロッピンクには向かないことになる。また挿 し木で

増殖した苗木はタネから育てた苗木とは異なり,直根の発達か少ない。細根は

Rh・zoblaceae の窒素固定バクテ リアによって根粒をつ くる。挿 し木の根粒形

成は普通, 植栽後 3か月以内に起こる。また, クリリシティアによる窒素固定

量は 13kg/ha/ 年と推定されている。

病虫害

プエル トリコで は , C僻め sPom gZmczdme に よ る褐斑 病 や , PBZZZc賜αγzα

卿‘8γogαによる絹糸病か報告されている。ナイシェリアでは, 葉斑の原因とし

て Co‘ZBZomc ね“mgZoeosponozdes と CB〆cospo γzdzのれ gZzrzczdzαszs か 同定 され

ている。 コスタリカては, ααdospoγmm の 1種か幼木てひとい落葉を引き起

こしている。 トリニター ドては, 根の寄生菌の 1種 Spれ解γosれZbe若apeねsか被
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害を与えている。幼木や壮齢木の枝は脆く, いとも簡単に折れるため, 強風や

家畜の被害を受け易い。

クリリシティアに軽い被害を与える沢山の害虫かいる。例えは, カイカラム

シ (0γ肋 ezzα PmBZo “gq), コナカイカ ラム シ “Zo るαmen), ア フラム シ

(AP初 sZzb“畑 z) なとてある。またインド南部では, キマメ (Cのαれ“scのαれ)

の害虫であるソウムシ (Ce“云oγれyねび2“sαspげ“Z“s) の寄主であり, 同 じくイン

トの カ ー ナ タ カ 州 て は, 雑 食 性 の タ ニ 類 α zgo'zy物“s 腐れαγe郡 zs と

Eの eかo脚 cん"s oγzeれz錫 zsの寄主 で もあ る。同 じイ ン ドで , 鱗麹 目の害虫

orgyz α Pos 為cα, 刀αsyc毎 m me7zdos αや , ク ラ ン ドナ ッツア フラム シ AP 廟 s

c棚 sswom なとの代替餌植物ともなっている。

文 献
Parrotta,John A (1992) α zrzczdzα sgpzのれ (Jacq)Walp1nst.tuteofTroplcaIForest …

ry,Puerto R1co, Trop ・cal sllvlcs N1anual,No 50,S0 TF-SM 【-50,7pp

G1over, N , e d(1989)G1 ・rlcldla-Productlon and Use NFTA,44pp
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10. シ ツソー (Sissoo)

学 名 D 諺彰堰 zα szssooRoxb

マメ科マメ亜科

中村 松三

D錫彰7gzα属は熱帯 , 亜熱帯に広く分布し, マメ科木本の中では世界的な属

の一つである。著名な樹種としては南米フラシルのフラシリアンロースウッド

(D mgm), イ ントのマルハシタン (D ねz折ozm), 中 ~ 東アフリカのアフリカ

ブラックウッド (D me 如れ鯛 yzoれ), イントか らパキスタンに分布するシッソー

(D szssoo)なとかある。この届には約 100種があり, そのうちの 70種あまり

かアジア原産である。シソソーはその中ても最 も広 く分布 し, また , アシア内

外で広 く植栽されている。英名は lnd・an rosewood か一般的てある。

シッソーは直径 lm, 樹高 30m に達する落葉中高木である。幹は曲かってい

ることか多く通直な長材は取れないか, 茶~ 茶褐色系のきれいな材色と木目,

材の強度・弾力性,心材の耐久性から高い評価を受けており,古くから高級装

飾家具, パネル (羽目板), 薄板, 曲げ木, 彫刻, 用材, 自動車の車体や車輪,

道具の柄 , 玩具 , 楽器などに利用されてきた。イントでは S1ssoo や Shlsham,

パキスタンでも S1ssoo と呼ばれ流通 している。

分 布
天然分布はインタスからヒマラヤの峡谷にまて及ぶか, ヒマラヤ以南の地

域, インドのアッサムからパンシャフにかけての平原地帯か原産地と考えられ

ている。標高 1,300m まで生育するか ,一般的には 90om 以下に分布 している。

自生地は河川, 渓流の自然堤防に沿った仲積地, 同床や中州,新たな堆積地な

とて,砂質土,磯質土から川岸の肥沃な仲積土まて広く生育する。鉱質土壌か

裸出したところては急速に群生する。川辺の先駆植生として位置つけられる樹

種てある。

分布域はモンスーン気候下にあり,年平均気温は 18~2 庁C, 最暖月の平均最

高気温は 35~4 庁C, 最寒月の平均最低気温は -2~5oC, 年間降水量 500~4,00o

mm, 乾季の長さは最長 6か月までの地域にある。

イ ン ド以外 で はネパ ール , ブー タ ン, ア フカニ ス タ ン, パ キ ス タ ン, イ ラ ン,
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イ ラク , バ ンク ラデ ソシュ , ミャ ンマー , タイ , マ レー シアな とに 自生 す る。

導入地域は広く, 熱帯から亜熱帯のアジア, アフリカに植栽されている。イ

ンドではチークを除けは最 も広 く植栽されている。 パキスタンては 100,oooha

以上の荏凝造林か行われている。インド, パキスタンといった原産国はもとよ

りイ ン ドネ シア , ナイ ジェ リア , モー リシ ャス , ス リラ ンカ , ケニ ア , 北 口 -

テシア, パ レスティナ, 南アフリカ共和国 , スータン等にも導入されている。

インドネシアのジャワ島ては非固結岩屑土を中心に造林が成功し, スータンの

ハルトゥームでは下水准燦を行った植林地で良好な成長か報告されている。

開花・結実

葉は互生小葉の奇数羽状複葉である。天然分布地域ては 11~12月に落葉し,

翌年の 1~2 月に新葉が出る。花は黄白色で長さ 7~9mm,3~4 月に咲く。花

序は殿生の円錐花序で, 軟毛のある長さ 35~75cm の花軸数個からなる。

うす緑色の若い英 (さや)は 4月の終わりまでに現れる。7月まてにフルサイ

ズとなり, 黄緑色から最後には茶色へ変わり 11~12 月に熟する。閉果てある。

英は年明けの 1月以降に落下しはじめ2月中旬~4 月でほほ終了する。英は45

~1ocm ×07~15cm, 英内には 8~1omm ×4~55mm の茶 ~ 黒褐色 , 腎臓形

の種子か 1~4 個ある。

樹齢 3年以上の木で種子を生産しはしめる。種子生産に周期性はなく,毎年

良好な種子を産する。種子は約 45,000~55,000粒 /kg である。中程度の木で種

子 4~5kg( 英 12~15kg) を生産する。

タネの取り扱い

種子の採取時期はおおむね 12~2 月頃てある。熟した英を木に登って集めた

り,揺すって落としたり,落下したものを拾い集めたりする。英は陽光下で 6~

12日乾燥する。種子を英から取り出す必要はない。かえって種子を傷つける。

発芽率は約 90% である。種子を貯蔵する場合は,貯蔵の前に乾燥しないと急

激に発芽力か低下する。乾燥種子は 5~22oC の室温状態下で密閉されたフリキ

缶等に貯蔵する。貯蔵状態かよいと1年後ても発芽力に全く変化かない。貯蔵

後 3年までは発芽率 75% 程度に維持することがてきる。なお,種子の発芽力は

母樹の樹齢に左右されない。



　　　

育 苗

実生苗の育苗には種々の方法があるか, イントでは大きくみて苗床を使用す

る方法と畝・溝を使用する方法との 2通りかある。

床を使用する方法 方形の床 (09m ×12m) を設定する。床の地盤は周囲と

同じ高さ, ただ降水か少ない地方ては幾分凹地にする。土は適度に耕し,葵を

くずして種子を播く。播種は 2~3 月, あるいは 7~9 月中に行う。種子は 15

cm 間隔て条播きする。小さい移植苗か必要なときは 23cm 間隔,2 年生の大苗

が必要なときは 45cm 間隔で行う。薄く覆土し, 発芽まで軽く庇陰する。発芽

するまで 3~4 日の間隔て潅水し, その後は 7~10 日間隔て行う。

畝・溝を使用する方法 幅 30cm, 深さ 23cm の溝を乾季のうちに掘り上げ

る。溝と溝の間隔は 60cm で畝敷として使用する。それそれの溝は水路と接す

る。畝敷の上には溝掘りて出た土て高さ 25cm, 幅 25cm の畝を二列作る。畝

は深さ 8~1ocm の深さに耕し播種に備える。播種直前に溝に水をひき土壌が

十分湿潤になったところで播種を行う。播種は 2月に終わらせる。播種直後,

再ひ溝に水を充満させる。その後は産水を 3~4 日の間隔て 2回,次第に間隔を

7~12 日に引き延はす。2年目は初年に比較し潅水頻度を少なくする。

上記の 2法でてきた苗木はいずれも側枝を刈り込み根に土をつけた状態で山

出しする。

苗床で養成された実生苗は播種後 12~16 か月でスタンプ (根株)苗用のサイ

スになる。地際直径 lcm 以上のものをスタンプ作成に用いる。苗木を掘り取

る時に直根を傷めないよう事前に苗床に十分薩水しておく。掘り取り後,苗木

の地際部より主幹を長さ 5~7cm に, 直根を長さ 20~25cm に切断する。側

枝, 側根はきれいに除去する。根の部分かこれより短いスタンプでもよいか,

植栽後の上長成長か劣り勢いかない。乾燥した地方では根をより速く土層深く

に展開させるために根の部分を長くしたスタンプを利用する。

乾燥した場所や砂質土の場合にはポソト苗も利用される。ネパールで生産さ

れているポット苗の植栽可能サイズは平均苗高 24cm, 平均地際直径 29mm

であり, ほぼ播種後 14週でこのサイズに達する。

適 地

孔隙に富み,通気・排水のよい土壌て十分な土壌水分か期待できるところか

適地てある。雨季に一時的に水侵いこなるような場所で最高の成長を示す。た



72

だし, 湿原のような排水不良地では成長てきない。通気性・排方ぐ性の悪い硬い

埴質土を嫌い, そのような場所ては成長は悪く病害虫に侵される傾向にある。

更 新
直播き, 苗木植栽, スタンプ植栽による人工更新かインドては広く行われて

いる。天然更新ては株萌芽,根萌芽を利用した更新かある。

苗木やスタンプの植栽は短伐期であれは 18m ×18m から 25m ×25m の

間隔かよい。普通は 4m ×2m の間隔て植栽し伐期 50~60 年て経営する。植栽

間隔をさらに広くすると植栽木は曲かり多くの下枝か発達するため用材として

受け入れられなくなる。 なお, アグロフォレストリーに利用する場合は 45m

×45m の間隔がよい。

直播き 直播きは造林地をつくるのに最も手っとり早い方法である。前作業

として土壌耕転を行う。さらに, 播種する場所には溝を切ったり穴を掘ったり

する。掘り取り土て土盛りを行う。土盛り部分に播種を行い,溝や穴の部分に

は集水やェローション防止の機能をもたせる。直播きは基本的に土壌条件が良

いところで実施する。

播種は雨季の始まりとともに行う。降雨により種子か湿ると8~10 日で発芽

を始める。播種を 6月以降に行うと思わしい成果か得られない。急速に, 均一

に発芽させるには播種前に種子を室温で 24~48 時間水に浸す。発芽後 2年間

の稚樹の生存と成長は土壌耕転と除草の有無に大きく影響を受ける。乾燥や雑

草木との競合による枯死の危険性か非常に高く,樹高成長も初期の 3年間はよ

くない。植栽地の状況を判断し除草を行うことか非常に重要な作業となる。特

に初年度は頻繁に行わなけれはならない。

苗木植栽 一般的に初期成長か速いため直播きのように頻繁に除草する必要

はない。ただ, この方法は直播きやスタンプ植栽より多くの熟練作業員か必要

となりコストがかかる。この方法は特別な状況下, 例えは, 早期に森林を成立

させる必要がある場合や,乾燥地や背丈の高い雑草かはびこる場所に植栽する

場合などに利用される。

雨季か始まる数か月前に土壌耕転を先行させる。雨季の到来とともに植栽す

るか,濯かい可能な場所ては 1~2 月に植栽する場合もある。麓かいかできない

場合には,植栽の 10~15 日前に苗木の葉を勢定し,掘り上げ,土つきの状態て

根をヤシ等の葉で包み, 適度な乾燥ストレスを与えておく。



　　

スタンプ植栽 スタンプ植栽は苗木植栽より運搬, 植栽にかかる経費か少な

い。しかも, スタンプからの萌芽の成長速度は植栽苗木のそれより速く, 速や

かに雑草との競合を脱することかできる。直播きなどと違い雨季後半でも安全

に植栽できる。他の手法と比べ造林を行うに最良な方法と考えられている。

植栽地の土壌耕転は植栽数か月前に行っておく。礎かい可能な場所では成長

期か始まったらてきる限り早く植栽する。濯かいかできない場合には雨季か始

まったらすく・に植栽する。なお, 植栽直前にスタンプの幹と根の両端を再切断

し新たな切口を作る。植栽後 10~12 日で萌芽か始まる。雨季にスタンプを植栽

した場合にはほとんど100% に近い生存率を示す。植栽を 9月中旬頃に行った

場合でも生存率は相変わらず高いか, この時期を過きると生存に重大な支障を

きたす。

スタンプの貯蔵か必要な場合には,麻袋で包んて時 散々水し決して乾燥させ

ない。乾燥状態で貯蔵すると萌芽力は 3~4 日で失われる。麻袋で包み湿らせて

良好な状態におくと45日後ても萌芽力は維持される。湿潤な季節には野ざら

し状態でも 10日間はその活力か低下しない。

萌芽更新 伐根から非常に多くの萌芽枝が発生する。萌芽力は齢とともに減

退するか,少なくとも20年生までは萌芽は良好である。また大径の木では萌芽

力か低いことも事実である。株萌芽による更新を 2~3 世代繰り返すと萌芽再

生力か低下するといわれる。

根系か痛めつけられたり切断されたりした時に側根から根萌芽か発生する。

立木や新しい切株の回りを約 6m の距離で円形に薄切りしたり,疎林地に直線

的に薄切りすることによって根萌芽を発生させる。根萌芽は非常に多く発生す

るので, 間引きを行い間隔を開けることか常に必要てある。発生した幹は一般

に形が悪く, そのため根萌芽による更新は現在てはあまり行われていない。

成 長

土地の水分状態や肥沃性によって樹高成長は左右される。人工林の樹高成長

を図 101 に示すか条件かよいと 20年で 20m 以上になる。インドの麓かい林

の林分材積は 20年生時点で 1等地 137 m3/ha,2 等地 117 m3/ha,3 等地 70

m3/ha, 当該期間中に間伐された材積量を加算すると総材積収穫量はそれそれ

234m3/ha,180m3/ha,115m3/ha となる。平均年間材積成長量はネパールで

は 1等地 8~16m3/ha,2 等地 3~8m3/ha,3 等地 0~3m3/ha, パキスタンて
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図 10 I D似る87gzαszssoo人工林の樹高成長 [Howard(1925),

Baksh ・Sant Ram(1941),CATIE(1986) 等をもとに作図]

は 1等地 112m3/ha,2 等地 84m3/ha,3 等地 59m3/ha てある。

病虫害
多くの昆虫に加害されるか一般に大きな問題とならない。食葉性昆虫である

ヤガ科の PZecoのfem だ潟欲α, キバカ科の Dz鉱 om 勿 zs“〆肋棚 は時に虫害を引

き起こす。樹皮や樹冠に加害する穿孔性昆虫類はストレスを受けた木において

のみ問題になる。大型のコオロキβmc 砂ヵ“P8s po唯鋤すos"s は苗畑で時に被害

を引き起こす。シロアリは若い木に対して加害性を示す。

菌害も種々報告されているか, その中で最も危険なものは 郷αれ“創 soおれz

によって引き起こされる稚樹, 成木のしおれてある。この菌に汚染され被害が

甚大な時には造林地自体を放棄せざるをえない。根株等の腐朽菌であるFo粥BS

α“γzsszm"s,Fomes z"czdαは造林地で被害を引き起 こす。葉さび病菌の肌αr

α粥 Zm αcれγoαや びredo szssoo は普通に見 られ , 前者は苗畑での苗の枯死を引

き起こし,後者は苗畑や植栽地で伝染性を示す。
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11. トルニー ジ ョ (Tornillo)

学 名 Ced 焔 Zmg α cqzem け oγmzsDucke

マメ科ネムノキ亜科

丸山エミリオ・佐々木恵彦

トル ニ ー シ ョは ア マ ソ ン熱 帯 降 雨 林 原 産 の 高 木 で ,Torn ・IL0,Aguano,

Huayracasp ・ (ペル ー ),Cedro-rana,Cedroarana( フ ラ ジル ),Ach d p o (コ

ロ ン ヒア ), Se・que,Chuncho( エ クア ドル ),Maramacho( ボ リビア ),Don

Cede( キアナ) なとの地方名で呼はれている。

樹高は 60m, 胸高直径は 200cm 以上に達するものかあり, アマソン地域で

最も巨大な樹種の 1つとして知られている。幹は通直,樹皮は炎褐色で深い縦

溝があり,Ced 形超 odo欄 Zαの樹皮と似ている (その関係て属は Ced〆〃‘乙れgαと

名付けられ,1 属 1種しか知られていない)。葉は 2~5 対の小葉からなる偶数

羽状複葉で互生する。小葉は網状をし,先端の尖った卵形で長さは 9cm, 幅は

5cm 程度てあり,葉柄か短く,葉軸に対生し先端の 1対か最も大きく,基部の

1対か最も小さい (図 111)。材はピンク色~ 褐色で,比重は 04~06 程度で強

度大, 耐久性は高い, 加工しやすく, 仕上げは良好である。建築用, 内装用,

合板 , キャビネット, ドア, 家具 , 箱 , 梱包 , スポーツ具などに広 く利用され

て い る。

天然分布
アマソン地域の熱帯降雨林に生育し, 特にペルーアマソン地域およひフラシ

ルアマソン地域に広く分布している (図 112)。分布域の年平均気温は 20~

2庁C, 平均年降水量は 2,000~4,00omm である。

開花・結実

トルニーショの花は黄白色~緑色の糸状の縮れた花弁を持った両性花で, 開

花時の直径か 5~8mm, 無柄花である。花は穂状花序の 1か所に数個ずつ着生

し, 花序は頂生及ひ廠生する。果実は関節のある豆果て, チェーン状となり,

1個ずつの種子を有する小室 (節巣)か数個連続している (クラヒア 19)。1個

の節果の平均的大きさは,長さ 1lcm, 幅 3cm, 厚さ 05cm てあり,節果が連



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 5 10cm

図 111 トルニーショの標本

続した全体の長さは 60cm 前後,長いものでは 80cm 程度のものもある。種子

は平たい楕円形で ,平均的な大 きさは,長さ 25cm, 幅 17cm, 厚さ 023cm て

ある。成熟すると節果 ことにバラバラになって飛散する。ペルーにおけるトル

ニーショの開花期, 結実期, 完熟期, 種子の散布期及ひ種子の豊作年周期は一

般的に表 111 に示す通りであるか, 地域, 気候, 個体等によって著しく異な

り, 場合によっては同一個体に 1年間に着花結実が 2回ずつ観察される。しか

し, 同一個体か年 2回多量に結実することはないようである。

種子の取り扱い

一般的に, 種子の採取に関して大切なことは, 成熟した種子を適期に採取す

ることである。トルニージョの場合は葵か乾燥し黄褐色を帯ひてきた時に採取

する。しかし, オウムに未成熟の段階で種子かたへられてしまうことがよくあ

り,1 本の木に大量に結実してもほとんと種子の採取かてきない場合もあるの
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図 11.2 トルニーショの主天然分布

表 111 トルニーショの開花 ・結実 ・完熟 ・

種子の散布期及ひ種子の豊作年周期

開 花 期 6月~10 月

結 実 期 10月~1 月

完 熟 期 1月~ 2月

種 子 の 散 布 期 2月~ 3月

種子の豊作年周期 2~3 年毎

で, 日頃の観察か必要である。場合によっては, 種子を未成熟な段階 (緑色)

で採取することもある。

果実か成熟すると節果ごとにハラバラになって飛散し,1 週間以内に発芽を
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始めることが普通で (種子の散布期は雨季に当たり,湿気か多い),また自然落

下した成熟種子は昆虫やカヒによる害を受けやすくなるため,木登りによる種

子採取方法をとる (クラビア 17)。果実かバラハラになる前に木に登って高枝

切鉄を用いて果実の着生した小枝を切り落として拾い集める。

採取した果実は風通しのよい日陰に置いた乾燥棚に広げて自然乾燥をさせ,

病虫害等をうけた不良な果実は取り除き焼却する。新たな虫害や菌害の発生を

防くために,殺虫剤や殺菌剤の散布処理を行うとよい。乾燥の期間は果実の状

態や気候によって異なる。種子の貯蔵や播種の便のために, 乾燥後に種子の翼

は切除した方がよい。

本種は同一樹でも十分に成熟して黄褐色になった果実と緑色の果実とか混在

している。成熟した黄褐色果実の含水量は 14~17% であったか,緑色果実では

採取 1日後には67% と高く,室内に 27日間放置すると16%程度まてに乾燥

した (表 112)。

表 11 2 室内に放置したときトルニーショの種子含水量の変化

採取後の日数 黄褐色果実 緑色果実

1

13

27

50

13 6% 67 3%

16 8 48 9

14 9

16 8

16 3

17 0

黄褐色の果実の種子は採取翌日に播種すると56% の発芽率を示した。13日

間放置した種子も同じ発芽率であり,発芽力の低下はみられなかった (図 11

3)。しかし,27 日間後になると発芽率は 14% と当初の発芽率の 1/4に低下し,

その後 50日までは発芽率に大きな変化はなかった。

一方,緑色果実の場合には,採取翌日に播種した時の発芽力は 33% であり,

黄褐色果実の発芽率に比へて低かった。しかし,13 日間後には発芽率か上昇し

68% を示した。27日後と50日後では黄褐色果実の場合と大差かなかった (図

113)。採取直後よりも13日後に発芽率か高い原因は一種の後熟現象であろ

　　

以上のように,成熟した果実は通風の良い日陰に2週間程度置いても発芽力

は低下せず,緑色果実は採取直後には発芽率か黄褐色果実よりも低いか,乾燥

させることによって発芽率は黄褐色果実のものと同等に向上した。したかっ
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図 113 トルニーソョの果実を室内に放置
したときの発芽率低下
実線 黄褐色の果実の場合
点線 緑色の果実の場合

て,事業的に果実を採取するときには,成熟期に入った樹木から黄褐色果実と

緑色果実を採取して, 日陰通風の良い状態て 2週間を越えない期間で乾燥さ

せるとよい。

トルニージョの種子は, 常温貯蔵条件では 6週間後に発芽率は大幅に低下し

2か月後にほとんど発芽力が失われている (表 113)。低温貯蔵条件 (5oC)て

は,2 か月後まては発芽率の大幅な低下はみられないか,3 か月以上になると発

芽力は順次低下する傾向がみられる (表 113)。したかって, トルニージョの種

子は長期間の貯蔵が困難であるので,採取してから遅くても2か月以内に播種

する。

表 11 3 トルニーショ種子の貯蔵条件と発芽率
(%) の低下

寡議 常温貯 蔵賦 条 件℃

0 77 5 77 5 77 5

42 8 8 54 2 66 6

62 0 0 42 0 711

100 0 0 13 933 3

129 0 0 13 026 8
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育 苗
前に述べたように, 採取した果実を自然乾燥を行った後に, 貯蔵やまきつけ

のスペースを効率的に利用するため, 翼の切除を行う。この作業はハサミを用

いて 1節巣の 4辺を切除する。まきつけの場合は翼の切除を施さないと, 発芽

の際に種皮か脱離し難いので,膝軸が曲がりくねって変形し,子葉の展開に支

障を来たす。

種子に付着している病原菌あるいはまきつけ後土中からの病原菌が芽生えに

侵入することがあるので, 種子及び土壌を/肖毒する。 /肖毒薬としてペンレート

のような殺菌剤を使用するとよい。

播種は,lm2 当たり約 400個の種子を筋まきとする。種子か見えなくなる程

度に山砂で覆土する。覆土を洗い流さないように住意しながら十分准水する。

トルニージョの発芽は, まきつけてから1週間後に始まり, 種皮に包まれたま

ま子葉を地上に持ち上げて発芽する地上子葉型てある。展開した子葉の間から

幼芽か伸びて, 子葉の上約 5cm のところで 1対の小葉からなる複葉の初生葉

が, 子葉に対して直角に展開する。

この樹種は発芽か早くしかも均等で,播種後約 3週間目に床替えができる。

発芽床は庇陰を必要とするが,陽樹てあるので床替え前にはなるべく光を与え

るようにする。一般的に, 本葉が 2枚になった頃に床替えをする。床替え密度

は,lm2 当たり 25本 (5本×5本)か樹高,直径ともに最良の成績を示し,根も

よく発達する。しかし, 事業的な苗木生産の場合には苗畑スペースの関係から

7本×7本程度でもよい。

床替え苗の活着率の向上と成長の促進をするためには, はじめのうちは庇陰

が必要である。植栽の 2か月前まては陽光を50% 程度に制限する。その後に日

覆及ひ准水を徐々に減らし,造林地の厳しい環境条件に苗木を馴らしていく

ハードニングを行う。裸根苗, ポット苗のいずれの形態でも山出しが可能であ

る。いずれの場合も苗木高か 40~60cm 程度に生育した時点で山出しする。

天然更新
種子の飛散は主として風によって行われる。種子は非常に軽く翼かついてい

るため,風速によっては,母樹から 300m 以上飛散することかできるか, 大部

分の種子の飛散距離は loom 以内である。更新樹の稚苗が最も集中して発生す

る場所は母樹から 10~40m の所で, 結実が豊富なときには lha 当たり 10,ooo
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~60,000 本の稚苗か数えられる。

種子の発芽は気候,特にこの時期に必要な湿度条件を与える降雨に左右され

る。降雨が少ない場合は, 飛散種子かそのまま枯死する可能性が大きい。一般

に種子か土に直接接触していない場合も発芽しないか又は枯死する。また,発

芽しても幼根か厚い落葉層又は他の障害物によって土への到達が阻まれている

場合にも乾燥枯死することか多いので, そうした場所ては地表かき起こし等の

天然更新補助作業をするとよい。 Lかし,結実が多い時てあれは,地表植生や

落葉を除去しない自然条件の下においても相当数の発芽を見ることかできる。

普通 トルニーショの幼根は落葉の層か極端に厚くない限り, それを通過して土

に定着することかできる。条件さえ良好であれは発芽は極めて早く, しかも-

斉に, 種子の落下後 5日~20 日の間に行われる。条件が良けれは, 発芽の約 1

か月後には稚苗高は 8cm~15cm 位になる。その時点では,苗の地上部と根の

長さはほほ同じてある。

トルニージョは, 陽性樹であるため林内の光条件を調節することが重要であ

る。稚苗の発生している場所に疎開伐をおこない, 樹冠整理によって稚苗の定

着及ひ成長の促進をさせなけれはならない。一般的に,上木層を残し,中間層,

低木層を伐倒し林床の光条件を 2,000~3,000lux程度まで明るくする。その後

に定着した稚樹の成長を促進させるためにさらに明るくする。しかし, より明

るい光条件の導入は雑草のより多くの繁茂を導き, それは下刈の回数を増やす

ことにつながるので, 徐々に明るくするとよい。天然更新をより順調に進展さ

せるためには,受光量調節の時期と最良の光条件を見極めることか重要であ

る。表 114 はペルー ・アマソンで行われた トルニーショの天然更新の受光量

表 11 4 ペルー ・アマソン地域 における トルニーショの

天然更新の受光量調節過程の実例

種子飛散・発芽 光量調節 平均照度の
後の期間 (月) 過 程 範囲 (lux)

0

2

7

9

12

20

器

伐採前
第1回伐採後
第 2回伐採後
第 3回伐採後
第 4回伐採後
第 5回伐採後
第6回伐採後

300^‐r 600

1,500 ハY 3,000

3,000~ 5,000

6,000^)8,000

10,000^v20,000

30,000()40,000

40,000^)60,000



　　

調節過程を示している (クラヒア 16)。

成長特性
トルニージョの成長は早く, 樹幹は通直に伸ひ, 普通早期に枝か出ることは

希で自然落枝も良好である。若木の時の梢の広かりは比較的小さいため樹間の

間隔を狭くすることも可能である。無数の横根か土の表面近くに広かり窒素固

定のための多くの根粒かある。雅樹の頃は短期間であれは日陰をいとわない

か, その後の成長のためには大量の太陽光線を必要とし, 光の強いところほど

成長かより良好である。天然更新か行われているケースでは, 更新稚樹は木が

倒れた後の空地とか旧林道等に見受けられ,樹冠で覆われた光環境の悪い場所

ては長期間生存はできない。

この樹種は, 酸化的な土壌に適し, 粘土質の重い, 通気性の悪い所には分布

していない。特に, クライ化した粘土質の土壌は避けるべきてある。黄色から

褐色の土壌断面か見られる所 (例えは P1・nth・cAcr・sol土壌) で成長がよい。

トルニーショは皆伐一斉人工更新 (クラビア 20), ラインプランティング (グ

ラヒア 18), 上方天然下種更新のいずれにおいても良い成績を示す。20年で平

均胸高直径 30cm の成長は期待できる (図 114)。

40

35

蚤 3o
胞 25

置 2o

(藍)・5
lo

′、

。ヘ ナ ロ ・ヘ レ ラ

.フoエノレト ・アル メ ン ドラ

幸 △フンホル ト

0 5 10 15 20 25

林齢 (年)

図 114 トルニーソョ植栽試験地の林齢と平均胸高直径の関係
(住) 皆伐一斉更新, ラインプランティンクは区別し
ていない
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病虫害
まきつけ床で最も発生する立枯病を防くため,播種前に土壌はPCNB ある

いは臭化メチルで /肖毒をする。発芽後は週に 1回程度ペンレー ト, タチカレン,

クプラビットあるいは Tecto 60のような殺菌剤を用いて予防的な散布する。

種子は病菌 (大部分か "sの z“m 属のもの) 及ひ害虫, 主としてメイカ科と

マメソウムシ科の幼虫による被害を受けるが,種子の生産か良好で大量の場合

はこのような被害か天然更新を阻む要素とはならない。苗木生産のために行わ

れる種子採取の場合は,被害にあっている種子を取り除き焼却し,乾燥させる

前に殺菌剤や殺虫剤の処理を行う。

天然更新樹や人工更新樹における被害については,先端の新芽を切るコオロ

キの襲来が記録され, その後被害を受けた所から数本の芽か現れ枝別れの時期

が早まった。このコオロキによる被害によって苗そのものは枯れないが, 幹の

質か低下する。時 葉々にも食害を見られるが甚大な被害にはならない。

また, 色々な種類のアリか頻繁にみられる。これは樹全体に見られ, 特に葉

脈の部分に多く,葉に生息するアブラムシ (アリマキ)類と共存関係かあるの

ではないかと思われる。シロアリ (lsoptera目) が成長盛んな樹についている

ことは極めてまれであるか, 直径の太い古木には往々にして見ることができ

る。樹幹の表面が黒か震い茶色に変色し表面か腐敗している樹か散見される

か, これは菌又はバクテリアによるものと思われる。この病気は湿気の高い場

所に発生し易い。ペルーの植栽林ては, 現在に至るまでこのような幾つかの被

害か報告されているか, トルニージョの生存率は高く, 発育も良好であり, さ

したる問題にはなっていない。

文 献
河室公康・吉田 実 (1989)ペルー・アマソンの主要熱帯樹 13種の初期樹高成長に関与

する土壌型, 地形, ライン幅およひ苗木タイプの影響 毎外林業報 19~34

国際協力事業団 (1988)ペルー国アマソン林業開発現地実証調査中間報告書
Lopez,Roberto(1982)Estudlo sllvlcultural de la especle CBd 〆@"“gα cの em 断 o77粥 s

Ducke L1ma,Peru Tesls lng For UNA La Mol ・na, IQ8 pp

Maruyama, Emlllo (1987) Respuesta (Cedre 煽そgロ c餌数 鍔元 甥氾郎 Ducke) al

almacenamlento de las sem ・ilas y comportamlento de la regeneraclonnatural

en la zona de A1exander von Humboldt(Pucallpa-Peru)Rev ・staForestal deI
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12. マルパオ (Merbau)

学名 魔鳶脇 Pde 伽加れzcα M1q

マメ科 ジャケッイハラ亜科

佐 木々恵彦

あげsmp 錫 gm 蹴 れzcα (シノニ ム A た 8Z旗 Pdem わαれにα,′ bα膨 れ) はマルバ オ

(材 取 引名 , マ レー シア , スマ トラ, ボル ネオ ),Malacca teak( 英 ),Kw ・la

(PNG), lpll(フィリピン),Lumpho( タイ) なとの名で知られている有用高

木て あ る。加 藤弼 属 は タイ , イ ン トシナ , ア ンタマ ン諸 島 , マ レー半 島 , ニ ュー

キニアに分布 し,12 種かあるか , マルバオはその主な樹種である。樹高 50m,

胸高直径 150cm に達し, 板根が発達する高木てある。枝か上向きの扇状の大

樹冠をもつ常緑樹であるか,全葉一斉に落葉し数日間丸裸になる。偶数羽状複

葉 3~4 対で,小葉は卵形である。樹皮は平滑,材は暗褐色で堅く重い。耐久性

のある用材として,住宅材,家具材,屋外構造物などに幅広い用途かあるので,

市場価値は高く, マレーシアから 1990年には 20万 m3以上か製材輸出され,

ヨーロッパでは高級窓枠, トア材として人気かある。一般に成長の遅い木であ

るといわれているか, 樹種特性を考慮した造林・育種技術の導入により, 人工

造林か可能と思われる。

種 子
ソラマメを大きくしたような形をした黒褐色の石のように堅い種子である。

種子の重さは 3~7g の範囲にあり, 正常な形をした大形の種子は 5~7g の重

さがある。不規則な形をした種子が多く, これら不規則な形の種子からは異常

苗かできやすく, 白子, 緩生, 異常葉苗などか現われる。したかって, 苗木を

作る場合には, 形のよい大きい種子を選ぶべきである (図 121 右)。

種子の採集は比較的容易てある。堅い種皮に包まれているため,林床に落下

した種子は長年月の間, 土壌中に埋蔵されている。このため, 種子はマルバオ

の樹冠下の土壌表面およひ土壌中から拾うことかできる。成熟した種子の含水

率はきわめて低く,乾重当たり 10% 以下に低下する。したかって,発芽するた

めには吸水しなけれはならないか,種皮か吸水を阻害している。種皮は密な棚

状組織よりなる外層と空間の多い海綿状組織からなる内層によって構成されて
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⑩◎‘
図 12 1 マルハオの種子 (右 縦面) と Strophloleを
切除し吸水 24時間後の状態 (左 横面)

おり, 外層の上部には, 不透水性のクチクラ層か発達している。種子を濃硫酸

に浸債する方法,種皮を機械的に傷つける方法なとで,不透水性のクチクラ層

を破壊できるか, 最も効率的な方法は, 小さなレンズ状の小丘 (Strophlole

図 121 左のおむすひ形のタネの頂点側にある)をナイフで切りおとすか, コン

クリートの床に強く擦りつけ, 穴をあげる方法てある。穴のあいた種子を水に

浸漬するときわめて短時間 (早いもので 1時間以内) に表皮がはかれ出す。-

昼夜, 水に侵債した種子は 2倍位に膨潤する (図 12.1左)。

発 芽
発芽に関して 2,3 の注意をしなけれはならない。まず,播種に際して,種子

を深さ 5cm 程度の土中に埋めることか大切である。この際,膳 (hllum) を下

向きに前出の Strophヱoleを上に置く必要がある。幼根は膳から出るため,逆に

すると,肱軸か極度に曲げられて,折れることがある。また,5cm 深さに種子

を埋めることにより, 発芽するまでに, 種皮がはがれることになる。種皮は乾

燥すると堅くなり, 子葉の展開をさまたけるため, 発芽時までには, 取り除か

れていなけれはならない。

重い土壌では, 種子の置き方によって, 雁軸が折れる。横に置いた場合には

土圧が大きくなり, 相当数のメバエの魅軸が折れてしまう。したかって, 一番

抵抗の少ない縦置きか良い。



　　

育 苗

(1)直播き苗

種子か大きく,充分に養分を子葉に貯蔵しているため,発芽すると急速に成

長する。雁軸の伸長およひ上雁軸の成長と対生の第 1葉の展開までは種子の貯

蔵養分によっている。したがって, 通常 , 播種後 25 日まてに, 苗高 25~26

cm( 雁軸長 10~1lcm, 上魅軸 15cm) に達する。この時期に子葉を離脱する。

したかって,直播きした苗は,播種後 1か月以内に苗高 30cm 前後の苗木にな

るため,直接,造林地に播種する方法がとれる。林地での発芽率は 90% 以上て

ある。

造林地に野ネズミが多い場合には害をうけやすい。特に発芽初期の子葉,魅

軸は柔らかく, ネズミの食害をうける。これを防くためには, 造林地の火入れ

をする方法, または太い竹筒の中に播種する方法かある。子葉が離脱する時期

にはネス ミの害はない。

姥) 養 苗
苗畑で苗木を作る場合,ポット育苗かよい。苗の培地には森林土壌 3,砂 1の

混合率かよい。この樹種はマメ科の植物であるか, 根粒かできず, 施肥の効果

かある。また, 乾燥するとすくに葉柄が下にさがり, 葉がたれ下がり, 水分状

態か成長に影響することを意味している。第 1葉段階までは, きわめて速い成

長を示すか, その後は, 光合成によって成長する。したかって, 光の条件のわ

るい苗畑, 特に, 強度の庇陰下, 又は林間苗畑で, 庇陰樹の多い所では成長し

にくい。しかし,完全な裸地で乾燥しやすい場所では,水分条件か限定要因に

なるので, この両方の要因を上手に調整する必要がある。指標として, 強光条

件下で, 葉かたれ下っている時間帯を短かくすることである, 母樹の違いに

よって,成長に差が現われる。したがって,通直で成長のよい母樹で, しかも,

大きな形のよい種子を作るものから種子を採集することが望ましい。良い母樹

を選べは, 苗木の成長はそれほど悪くない (グラビア 25)。

適地と植栽

マルハオは湿潤地を適地とするため, 空中湿度の高い所か良い。朝に霧のか

かる山ふところ, 谷筋なとがその適地となる。風通しかよく, 乾燥しやすい所

では成長か低下する。しかしなから, 光の照度か減少すると, 成長は急速に低

下する。したがって, 造林地はある程度, 伐開された所てなけれはならない。
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狭い幅のラインプランティングに適さないのは, 光要求量を満していないため

である。林冠を通した光は, マルハオの光合成に必要な波長 (赤い光) か少な

いため, かなり明るい所でも成長か低下する。したかって, 小面積皆伐地を作

り,下草は筋刈りをして植栽することか望ましい。マルバオに適した土壌は,

肥沃で通気性の高い, いわゆる酸化土壌てある。このような土壌条件を満すと

ころは少ないと考えられるか,生育に適した土壌を選ひ,lha 前後の伐開地に

集中的に植栽した方がよい。

天然更新
上記のように, マルパオの光要求量はきわめて高く, 天然林てマルバオか幼

樹または若齢樹として高木層の樹冠の下に生育している場合には, 高木層を除

去することか成長を促進させることになる。ことに, 高木層の樹冠のすぐ下ま

で達しているマルパオは, 樹冠の下で成長が止まっている。樹冠に近くなるほ

ど照度か低下し, しかも,光の質も変化し,光合成に必要な光か低下するため

である。このように, マルバオは成長条件のきわめて限られた場所にのみ生育

するが, この樹種のもつ特性を考慮しつつ施業をおこなえは, かなりの成長か

期待できる。

病虫害
胴枯れ病菌 (Lαszodzpzodm 仇eo彰 omα8) に感染することか知 られている。発

芽直後にネスミ, シカ, ウサキなどの食害を受けやすい。また, 近縁種である

ノリリ"gαの苗木にはネマ トータ (尺o夢彰"cた“‘“ssp や品物 coか霧鑑た筋 sp) の

害がフィリピンで報告されている。

文 献
Sasakl,S(1980) Storage andgerm ・nat・ollofsome Malayslan legumeseeds Malar

slanForester 43 161-i65
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Soer.anegara,1 & RHMJ Lemmens(ed)(1993) ゎz鳶zα Thouars ln"PROSEA 5(1)

Timber trees ~la]or com 茸1erC1al timberS',Pudoc-DL0,VVageningen,PP 264 一

270



　　

13. マンギウムアカシア (Mangium)

学 名 A 餌 czα擁αれgmm w ・1ld

マメ科ネムノキ亜科

加藤 亮助

マンキウムは, 当初 肌αれgm 伽 mom αれ“m と記載 されていたか ,後年 Acααα

属 とされた。 またシノニムとして尺αcospの'加 伽αれgmm があるか , 一般の分

類学者には受け入れられず, 現在は Ac僻 mm αれgm 伽か普通に使用されてい

る。オース トラリアでの商取引上の名前は,Ac αcm αのαcocαゆαと同 じ Brown

salwood か 用 い ら れ て い る か , と き に は Manglum,Sabah salwood,

B1ackwattle また は H1ckory wattle と呼 はれて お り, イ ン ドネ シアて は

Tongke hutan または Manggehutan と呼はれる。樹高 30m, 直径 45cm に

達する中高木で, 円形の樹冠と展開性の枝条をもち,幹の下部は縦裂,時には

基部に縦溝がある。樹皮は暗褐色て,葉の長さは 25cm で幅の 2~4 倍,4 本の

縦脈を持っている。

アカシア類はユーカリ類やマッ類と共に, 熱帯における 3大造林早成樹種類

に入る。 1990年の FAO の調査では, アカシア類は熱帯で 340万 ha の人工造

林地かあり, ユーカリ類, マッ類に次いで 3番目の植栽面積を占めている。そ

の植栽地域はアジア・太平洋地域か植栽面積の約 93% と圧倒的に多く,残り

はアフリカ地域で植えられている。それらのアカシア類の中ても, マンキウム

は非常に成長の早い早成樹種として, パルプ材, パーティクルホートなとを対

象にした産業造林樹種として (クラビア21),また庇陰樹,街路樹として東南ア

シアを中心に各地に植栽されている。

しかし, アカシア類の中ては造林樹種としての登場は遅く,1966 年にオース

トラリアの森林官 DI N・cholson によって, その自生地のクインスランドから

サバに初めて持ち込まれ,サバでは 1973年から試植林の成果を基に,荒廃椿悪

地や草地なとの造林樹種として大規模に植栽されるようになり,現在では東南

アジア各地で広く植栽されている。

分 布
天然 にはオース トラ リアの クイ ンス ラ ン ト北部 , ニ ューキニ ア , モル ッカ諸
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島に分布 しており, その北限はイリアンジャヤの 0050′S で , 南限はクインズ

ラントの 1ず S である。オース トラリアではその分布のほとんどか 0~loom の

標高の範囲であるか,標高 450m と 720m のところにも林分かある。イントネ

シアとニューキニアでは標高の低いところに限られている。それらの生育地て

は, マンクローフやカユプテ (MBZ錫鋤餌 影健α叱れ伽 oれ) 林分に接続する内陸

部, さらに撹乱を受けた河畔林/合いに成立している。多雨林内には存在しない

か, その周辺部にはよく見られ,普通は小群落を形成するか, ごく稀に大面積

に優占することもある。一般には比較的乾いた冬と春およひ湿った夏と秋か,

オース トラリアのマンキウムの自生地域の特徴といわれる。一方 , パイオニア

樹種として, 立地か撹乱された所に成立する傾向かあり, 一般に軌道や道路の

脇 , さらにサ トウキビのプランテーションの縁に沿 って生育 している。定期的

に発生する火災は, マンキウムの自然成立に必要な生態的な役割を果たしてい

るといわれる。

適 地
一般的に良好な生育は,気温では平均気温 18~2 ずC, 最暖月か 30~320C, 最

寒月で 13~22oC の範囲であり,霜のおりる地域ては生育しない。原産地ては年

間平均降水量 1,ooo~4,400mm,3~4 か月の乾季があるところに生育 している

か, 旺盛な生育のためには 2,ooomm 前後の雨量か必要と思われる。湿った立

地に多いことからも分かるように,本格的な長い乾季を持つ地域には適さな

い 。

侵食された, 岩石の多い, 鉱物質の少ない土壌や, 深く風化した土壌, 仲積

の土壌によく生育する。一般に酸性から中性まての酸度の所か良いか, PH 4 5

の低い酸性てある entlsols と ultlsolsのどちらの土壌にも植栽されている。慢

性な土壌や季節的な浸水にも耐えることかできる一方て,非常に椿悪な立地て

も生育し, また軽度の塩分にも耐える。塩基性岩に由来する土壌では生育は良

くなく, それ以外の多くの土壌で生育良好てある。ラテライト化土壌, 酸性の

赤黄色ポ トソル土壌ても, また Zmpgm 加 cyαれdnm や E“Pのoれαm odoγの“m

なとの繁茂する焼畑跡の草地てもよく生育する。マレーシアては変成岩質や花

篇岩質土壌の斜面下部, およひ第 4紀沖積層の侮岸平野部などて比較的良好な

成長を示し, 粘土含有量 35% 以下の土壌や粗い砂質ロームては生育は良くな

いといわれる。また燐酸塩か 02ppm と低い水準の所では急速な成長は期待し



　　

えないという。

大部分のマメ科植物と同じく,R 卿20bmm 属の土壌バクテリア (根粒菌) と

共生関係かあり, またサバでは菌根菌 Tれαゆれommm のzodgsとの共生関係か

認められている。しかし, これらの共生関係を示すバクテリアや菌根菌は熱帯

地域に広く分布しており, 普通の表土に含まれていることか多い。

開花・結実

マンキウムの花序は,1ocm の長さの穂状花序で小さな白色またはクリーム

色の花を着ける (クラビア 22)。他家受粉であるか,自家受粉も可能である。受

精後,花は緑色の爽 (さや) に発育し,最初まっすぐてあった葵は捻れて不規

則な螺旋状の一塊となって絡み合うようになる。クインスランドでは開花から

種子の成熟まで約 7か月であるが, サバでは 6か月か平均といわれる。

種子は英の内部に縦に配列し,明るいオレンシ色のリホン状の種子柄か各種

子を英に張り付ける。英の色は未成熟の場合は炎緑色であるか,成熟とともに

暗緑色か炎褐色に変わり,完熟すると暗褐色か黒色に変わる。熟した英は一方

の縁に沿って裂開し,成熟した黒く硬い種皮を持った種子 (3~5mm 長) か,

オレンジ色の種子柄の上に乗り出してくる。その後数日内に, 特に強風下では

種子柄は葵から離れ,種子はオレンシ色の種子柄を付けたまま地上に落ちる。

この派手な種子柄の色は蟻や鳥を引きつけ, これか種子の散布を助けるといわ

れる。

花はごく若い時から咲き,活力のある種子は植栽後 24か月で収穫てきる。結

実は豊富, サバでは 14年生の孤立木から 1年に lkg の種子か生産された記録

かあるか,平均は 1本あたり 04kg である。爽付きの種子の採取は, 大部分の

種子か熟した時に行うか, それは英の色によって判断する。付いている英の

70% 位か成熟した段階で, しかも英の開かない内に採取することか望ましい。

成熟の仕方は地域によって若干異なるのて住意を要する。

導入種子て育成された林木は,世代か重なると近親交配の結果,種子の活力

や健全度か低下してくることかあり,種子源としてはあまり適当ではない場合

かある。

種子の取り扱い

種子を含む爽は採取後乾燥するか,莱の色か暗緑色か炎褐色て半成熟のもの



　　

は 2~3 日の間,庇陰下て成熟させてから乾燥する。陽光乾燥,または温風乾燥

で 24~48 時間乾燥し,その後ミキサーて掻き回すか,脱穀機で打つか,踏みつ

けるなとした後,節にかけて爽雑物を取り除き選別調製するが,種子柄はその

まま種子に着いて残る。種子数は kg あたり 80,000~110,000粒で, 熟した英

lkg から約 90~ioog の種子が得られる。4~7% の含水率の乾燥種子の貯蔵は

問題なく, 密封した容器に入れて 3~ ずCの冷蔵て, 数年は 75~80% の発芽率

を維持するといわれる。

種子は硬い種皮で覆われているため,前処理をしないと発芽が悪く不揃いに

なる。普通は 1分前後位の熱湯処理が最も良く,処理後水に約 10分漬けるだけ

で十分てあるといわれる。種子の貯蔵期間によっても発芽率か異なり,採取直

後より採取後 10か月後位の種子か一番良いという。前処理した種子を乾燥貯

蔵した場合には,使用時に再処理する必要はない。

育 苗
種子は庇陰のある発芽床に播種し,細砂か土壌で軽く覆土する。発芽は2~3

日て開始するか,10 日前後で 2枚の子葉か出たところてポットに移植する。ポ

リポットの大きさは色々試みられているか, 用土, 運搬時の重量などを考慮し

て 3インチ (76cm) ×8インチ (203cm) の黒色ポリポットで十分とされてい

る。ポット用の用土は表土, 砂, 堆肥, 肥料を, 利用される表土の性質を勘案

して混合して作る。たとえは,サバては粘土質の表土であることから表土 砂

堆肥 (60 30 10) の割合で, それに複合肥料を 05g 混合している。ポットに

移植した後,3 週間位は50% の庇陰を行い,その後は庇陰を除去する。潅水は

朝と晩の 2回行い,1 日あたり 5mm 程度でよい。山出し苗には,移植してから

2~3 か月経過して,高さ 25~30cm に達した苗木か使用される。その頃には普

通, 苗木に十分な根粒をつけており, 特に菌を接種する必要はない。

萌芽性は高く,挿し木による繁殖も可能であるか,挿し穂は採取する個体の

年齢が高くなると発根率か低下する。また 1葉または半切した葉を持っ挿し穂

は, 他のものに比べて発根率か高く, 発根か早く, かつ枯死率も低い (クラビ

ア 23)。

植 栽
植栽は雨季に行われる。地椿えは刈払い, 伐倒, 焼き払いか普通であるか,



　　

草地では焼き払いたけで十分である。植栽間隔は当初 3m ×3m てあったか,

最近は下刈り費用の節減や,間伐や収穫の機械化を考慮して 2m ×4m か行わ

れるようになった。一方, 枝か比較的太くて自然落枝か悪く, 枯れ枝か長く幹

に付いており, そこから腐れか入る可能性かあることから, 初期密度を高め早

目の枝打ちを実行する試みか行われている。

マンキウムは被圧や被陰に弱いので, 下刈りは雑草の繁茂の状況や植栽木の

成長なと地位により異なるか,植栽後 2年は必要である場合が多く,一般的に

は植栽後 1年目は 3回 (1~5 回),2 年目には 2回実行される。なお枯殺剤はマ

ンキウムか薬害を受け易いのと費用の点て使用しない方かよいようである。林

冠の形成は地位や植栽本数によって異なるが, 慣行ては早くて 9か月位から,

遅くとも3年目に形成される。サバでは植栽前に燐鉱石肥料 (50~150g) か植

え穴に施用されることかあり,植栽後の追肥は第 1回の下刈りの後,苗木の周

りに50g の混合化学肥料が与えらる。しかし大部分の林地では施肥されない

のが普通である。極端に椿悪な土壌ては時には肥料か必要であるが,多過きる

施肥は樹幹の形状を通直でなくし, かっ幹の分岐を多くするという報告もあ

る 。

天然更新

種皮が硬く水を通さないため,地上に落ちた種子の大多数は埋土種子として

土中に埋もれ,直射日光や火災などによって休眠が破られて芽生えか発生す

る。サバではマンギウムの人工林が山火被害を受けた跡地に, 天然生稚樹か発

生して成林している場合が多いといわれ, この場合発生本数が多いため,稚樹

発生後 6か月頃に生産目的に応じた密度調整が必要である。したがって天然更

新によって人工林を回転させようとする場合は,火入れ地橋えによる下層植生

の撹乱か必須条件である。

成 長
造林木の樹高は 25m 前後に達し, その平均材積成長量は 20~46m3/ha/ 年

(15~45m3/ha/ 年とする人もいる) であるといわれている。良好な立地ては,

マンキウムは早い成長を示し,年平均樹高成長て 2~3m, 直径の成長は年平均

2~3cm か普通てある。サハては,植栽したまま保育されない林て 9年生で ha

当たり 415m3 の蓄積の例かあり, これは ha 当たり46m3 の年平均材積成長量
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に相当する。浅くて栄養分の低い堅密な土壌や,季節的に浸水するような土壌

を持つ立地では,生産量は低下するか,それでも ha 当たり 20m3 を超す成長量

か得られることか多い。最も古い試植林での成長は 13年生て 25m の平均樹高

と 27cm の平均直径に達し, 最大直径木は 61cm て, その樹高は 25m であっ

た。サバては地位別の収穫表が作成されているか, それによって 1等地とm等

地を比較すると,10 年生で平均直径では 29cm と 18cm, 平均樹高では 26m

と 19m,ha 当たり本数は 429 本 と 641本 , 材積は 277m3 と 132m3 であり,ha

当たり年平均材積成長量は 28m3 と 13m3 である。

伐期はパルプ材生産の場合は 8年てあり, 製材用材生産の場合には 13~15

年か必要とされるか,10 年生を越えると成長か低下し, また場所によっては枯

損か生じたり, 梢端枯れなどのダイバックが発生している例かあり, これらの

原因を明らかにするとともに, こうした被害や成長との関連で枝打ちや間伐に

よる製材用材生産の試験を行う必要がある (クラヒア24)。

病虫害
養苗中に発生する病害としては, 立枯病, すす病, うどんこ病などかある。

うどんこ病 (ozdz“m 層菌)は,伝染か早く激しい被害をもたらす場合があり注

意か必要である。他の病害の発生は比較的軽微である。マンキウムで一番問題

になる被害は心腐病 (Heart rot)てある。最近の調査では,5 年生で被害率か

30%, 伐期の 8年生では 50% を越える被害例が報告されている。被害の発生に

は複数の病原菌か関与し, ほとんどの場合枯枝から侵入するが,動物害や人為

による傷口からも侵入する例か知られている。マンキウムに心腐れ被害か多い

原因としては,枝か太いこと,枝か枯れてからも幹に長期間着生したままであ

ることなどから,病原菌の侵入する機会か多いためと考えられている。Acαcm

α“γzc“"た鰯れ鵜にはほとんど心腐れ被害がないことから, 両者の交配による被

害回避の試みか検討されている。またインドネシアの, 特にスマトラでは心腐

れの発生が少ないといわれるか, その理由は明らかでない。本病以外に数種の

病害か記録されているか, いずれも重大な被害発生には至っていない。

虫害に関しては多くの食葉性害虫,種子害虫,枝・幹の害虫,食根性害虫な

ど多くの報告かあるか, その中て重要な害虫としてはミナミオオアオスシカミ

キリ (Xy鋤γocgm た sれりα) かあり, とくにインドネシアではマンキウムの産業

造林の拡大に伴って被害の発生がみられ,PQms “mm 脳 s危にαねγm や A α彫
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れc""允γmzs ほとで はないか最重要害虫 とな りつつある。またタイクァ リ

(Cαmpoれoz“s属) やシロアリか若い木を加害することかあり, タイクァリの被

害は,サバて一つの地域で植栽木の 32% に達したことかある。ミノカ類による

食葉害がサハて発生 したかすく、回復 した。時には自助 omecgs sq"αmos“s に

よって食葉害を受けることもある。また他のアカシアと同じく, カイガラムシ

(scalelnsect)やイボタムシ (mealybug) の被害を受けるか殺虫剤で抑制で

きる。

育 種

造林を実行している各国ては,産地試験や精英樹の選抜,次代検定林の造成,

採種園の造成, さらに組織培養の研究なと,林木育種面の各種試験研究か行わ

れている。産地試験は 1980年代に行われ,実施場所によって多少異なるが,パ

プアニューギニア産 とオース トラリアのクインズランド産のものか成長が良

い 。

A mαれgwm と A‐α“γに郷 oγmzs の自然交雑種か雑種強勢の結果 ,成長や樹

形において良好なことから, さらに人工交雑による育種的な研究か望まれてい

る。特に幹の心腐病に対する抵抗性品種の選抜か望まれており, それとの関連

で落枝性の優れた品種の選抜育種も考慮していく必要かある。

問題点

植栽当初の幼齢木は山火事によって枯死し易いので,火災予防の体制確立が

必要である。また牛, 山羊などの家畜は葉を食害するのて,少なくとも植栽後

1年は植栽地から離しておくべきてあり, これらには地域住民の協力が不可欠

てあり, その対応を確立する必要かある。さらに製材用材を生産するためには

間伐や枝打ち等の試みが必要であり, また溶枝性の優れた品種や,心腐病に対

する抵抗性品種の育成か望まれ, これらのためには保育や育種の研究か必要で

あろう。
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14. プロソピス属 (Prosopis)

学名 PγoSOPZS SPP,

マメ科ネムノキ亜科

斉藤 昌宏

英語では mesqu ・te, 中南米各国では主 として algarrobo と呼ばれ , マメ科

ネムノキ亜科に区分される 1属で世界に約 44種か知られている。低葎木とな

る種は稀だか,藻木から高木まて種によって多様な大きさに成長する。多くは

熱帯~亜熱帯~暖温帯の乾燥地およひ半乾燥地に分布し, さまざまな程度にト

ケを備えるか, ときにトケの無いものもある。乾燥地, 半乾燥地の植生におけ

る重要な構成要素であり, そこでは庇陰樹, 薪炭材, 用材, 食用, さらに野生

動物およひ家畜の日陰木,飼料木として利用される。種によっては養蜂の重要

な蜜原植物であり, あるいはタンニン原料, 民間薬, 果実を原料にした発酵性

の飲料などの利用かある。 イントおよびその周辺の乾燥地域に分布するP cL

ヵ雛αれαは重要な多目的樹種て, 天然林分はほとんど利用され尽くした。近年

では,乾燥地,半乾燥地を持つ多くの国々で Pmsopzs 属の郷土種あるいは導入

種の造林か行われている (グラヒア 5)。

分 布
中央およひ南アメリカか分布の中心で, アメリカ合衆国からメキシコに 8

種 , アンテス周辺に 6種 , アルセンチンおよひチリに 23種 , パタゴニアに 5種

か分布する。また西アジアおよひ北アフリカに 3種か自生する。表 141 に主要

樹種の自然分布国およひ導入国を示す。分布域はほとんどか乾燥地およひ半乾

燥地に属し, 地下水位かあまり低くない場所に生育する。すなわち, サバンナ

あるいは氾濫原植生, 河畔林の重要な構成要素の一つである。イントとパキス

タンにまたかるタール砂漠およひその周辺では P cmβ〆mz αか分布 し, 飼料

木, 薪炭材など様々な用途に利用されている。アメリカ合衆国のテキサスから

メキシコ北部ては主として P gね72α粥osαおよび P ノ錫扇om か乾燥地の緑化

木として利用されている。 南米のチ リ, アルセンチンては P c廟膨れszs,P

ZQmqγ“go など多くの種か分布し, 資源としての量も多かったか, 多くの天然

生個体が利用されたため最近では枯渇の傾向にあり,試験的に造林か行われて
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表 14 1 Prosopzs属主要樹種の分布図と導入国

樹 種 名 天 然 分 布 す る国 導 入 し た 国

P α万物那 ホ リヒア, バ ラクァイ, ブラシ

ノレ, アノレセ チ ン

P α方にα“α セネカル ~ カメルーン, スーダ

ン , ウ カ ンダ , エ チ オ ピア

P α坊α ペ ル ー , ホ リ ヒ ア , ノぐラ ク ア

イ, ウル クアイ, アル ゼ チ

ン, チ リ

P Qrg のzれれα アル セ ンチ ン

P cん"のzszs ペ ル ー , チ リ, ア ル セ ンチ ン 南 ア フ リ カ , オ ー ス ト ラ リ ア ,

スーダン

P cz“f2rmz α ア ラ ヒア , イ ラ ン , ア フカ ニ ス

タ ン , パ キ ス タ ン , イ ン ド

P ただ加 アルンエリア, チュニソア, エ

ソプ ト, トル コ , キ プ ロス ,

ノ リア , イ ラ ン , イ ラク , イ

ス ラエル , ア フカ ニ ス タ ン,

パ キ ス タ ン , トラ ンス ゴー カ

ソア , トル キ ス タ ン

P gね?雌雄osα アメ リカ合衆国 , メキ ンコ 南 ア ラ ヒア, パ キス タ ン, イ ン

ト, ミャ ンマー , 南 ア フ リカ ,

オーストラリアなと世界各地

P 川‘扉 om メ キ ソ コ , ク ア テマ ラ , エ ル サ パ ノ フ ィ ソク諸 島 , イ ラク , イ ン

ルハ トル , ホ ンソ ュ ラス , ニ ト, パ キ ス タ ン , ヘ トナ ム , セ

カ ラクア , コ ス タ リカ , パ ナ ネ カル , ハ ワイ , オ ー ス トラ リ

マ , ヘ ネ ス エ ラ , コ ロ ン ヒ ア , プ ラソル , ア ンテ ィル諸 島 ,

ア , ペ ル ー , エ クア トル ア フ リカ諸 国

P 卿 2卿gα加 アル セ ンチ ン , ホ リヒア , メ キ

ノ コ , ペ ル ー , ア メ リカ合衆

国
′P mgm ホ リヒア , ノぐラク ア イ , ア ル セ

ンチン

P Pの′zdα コ ロ ン ヒ ア , エ ク ア トル , ペ パ ソ フ ィ ノク諸 島 , オ ー ス トラ リ

ル ー ア , ア ンテ ィル諸 島 , イ ン ト

P PQZmBr 乙 〆 キ ノコ

P mscz お ぬα ホ リヒア , バ ラクアイ , ア ル セ ブ ラ ソル
ンチン

P 如ァ'mr はg1リ チ リ
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る。

これらの樹種の導入国も乾燥地,半乾燥地の緑化を兼ねた多目的樹種として

林を行っている。また乾燥耐性か高く,貧栄養にも耐えて生育する樹種か多

ことから,熱帯降雨林・熱帯季節林に区分される地域においても荒廃地の緑

樹種として有望視され, アカシアおよひユーカリ類に続いて, 試験的な植栽

試 み られて い る。現在 は P c痴膨れsis,P g如れd粥 osα,PJ “‘扉 om,P PQZZ1d α

4種か各地に導入されているが,本属にはこれら以外にも緑化樹種として利

ものと思われる。

花, 結実

表 14 2に主要樹種の生態的特性を示した。P〆osopzs属は種類が多く分布域

広い上に,南北両半球にまたがるため,特性のうちでも開花期およひ結実期

地域によって差か大きいものと推測される。また, 気温の季節変化とともに

季と乾季の配分など降水量の季節変化にも影響を受けることが考えられる。

こでは主として天然分布域での報告をもとにしているか, あくまで一応の目

である。樹種によって開花より結実まてに要する期間か異なるため, 種子採

時期の予測には現地での開花時期を観察し,表中の結実までの期間を参考に

測するなとの方法を用いた方かよい。

表 14 2 Prosopzs属主要樹種の生態的特性

樹 種 樹形 璃業 ト有ヶ無『 育成地 そ瑚 果期種檀蕃 さ

P Qが ms 低木 落葉 トケ有 り 湿潤チャコ 9-11 月 7‐lomm

p α方 lcmm 高木 トケ無 し サハ ンナ 10月 1‐3月 8-lomm

p α坊α 高木 トケ有 り 9-11 月 11-2 月

P c廟煽すszs 多幹低木 落葉 トケ有り乾燥地 9‐11月 3月 6-7mm

P c朔gmγm 小高木 常緑 乾燥地 6mm

P ただ餌 低木 乾燥地 6‐8月 8‐10月 7‐8 5mm

P g超“α粥 osα 低木 落葉 6-7mm

P 脚力刀om 多幹中高木常緑 トケ有り塩類集積地
P 加加の“go 中高木 落葉 半乾燥地 3-4 3mm

P ひげm‘z‘‘o 低木 トケ有 り チャコ 9-11 月 11-2 月
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タネの取り扱い

大きなサヤに入った種子は偏平な卵形 ~ た円形て, 厚く硬い種皮を持つ。特

別な処置をしなくとも常温て保存か可能。一般的に本属の種子は生態学的にい

う endozo・cpropagatlon を行 うことて知 られる。すなわち,羊 ,山羊なとの家

畜あるいはクアナコ, 南米産のタチョウ, キツネなとの野生動物の/肖化器官を

通過することによって発芽可能となる。このことは単に動物に喰われることに

より種子散布が広かるのみてなく, マメ科の種子を食害するフルチット・ヒー

トル (Bruch・d beetle) が死亡するメ リットもあるといわれている。

種子の大きさは 7‐1omm 前後の樹種か多いか ,P ねm の“go のように 3‐43

mm と小さいものもある。 ここては情報の得られた 3種について kg 当たりの

粒数を表 143 に示した。

種子はそのまま播種しても発芽しない。一般的には, 沸騰直後の熱湯に種子

を侵し, 冷めるまで放置する処理を行って吸水性を高めてから播種する。この

他 , 砂利 と混合する, 石 , ヤスリ, サ ンドペーパーなどて種皮に擦 り傷をつけ

る, あるいは熱 した針金 , ドリル, ニッパーなとで種皮を裂開する, 刃物で削

る, コンクリート製の円筒に入れて高速回転させ種皮を削るなとして吸水可能

にしてやる。ただし, これらの方法では魅および内乳を傷つけないよう特に住

意か必要てある。さやごと家畜に餌として与え,排他後に種子を採取する方法

も試みられているか, 種子の回収率は悪い。

育 苗
吸水促進処理を行えは, 発芽率は 50-90% に向上する。種子は播種床に播

くか, あるいはポソトに直播きされる。播種後 1週間から 1か月で発芽する。

成木は耐乾性,耐塩性ともに高い種が多いか,苗木段階では耐性は高くない場

合が多いので,濯水には注意か必要である。樹種によって成長量か異なるため,

育苗期間も長短あるか,P α方zcαれαのように比較的長いものでも約 10か月で

山出しか可能となる (表 143参照)。育苗にあたっては共生菌の接種を行うと

良い。

適 地
生育地か異なり,形態も異なる多くの樹種か含まれているため,植栽地に適

した樹種の選択を行うとともに, それそれの樹種の生態的特性に適した立地条
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表 i4 3 Prosopzs属主要樹種の造林特性

樹 種 種子粒数/kg 発芽率 育苗期間 成長の状況

P q frにαれα 2,900 約 50% 約 10 か月

P Q坊α 14 5t/ha/yr,4 年で樹高 3 5
m

P c膚彰郷鵜 80%10 年て横高 15m,4 年て樹高
3 5m

P czれ錦αγzα 5-8 か 月 2 9m3/ha/yr, 樹 高 65-248

cm/ 年

P gZ伽 d“Zosα 現存量 14t/ha( 樹齢 25年の自
然群落)

P 耀 け Zom 20,000-26,000 70-90% 3-4 か 月 3‐5m3/ha r

p すの刀" “go 20,000 一25,000 6一9 か 月 2ー4m3/ha/yr

件の場所に植栽する必要かある。ほとんどの樹種が乾燥地,半乾燥地て植栽か

行われるが,実際は地下水位の高い場所に植栽した方かその後の成長か良いと

いう試験結果もある。

土壌養分の少ない場所でも植栽は可能て,植栽木の成長は劣るか肥料木とし

て土壌の改良になる。

P だ影αれs var cz“emscg “s およひ P たγczαは耐塩性か高いとされている。

P cz“雛αれ" もこれらほとではないか耐塩性を持つとされる。

植 栽

裸根て植栽した場合でも条件さえ良けれは 65‐75% の生存率を示す。雨季の

あるところでは雨季の初めに植栽する。はっきりした雨季の無い地域では植栽

後しはらくは潅水を行う必要かある。

本来サバンナなどで疎林を形成する種なので, 陽光を好む。また, 樹高の割

に樹冠か広かるため,植栽に当たっては←分な間隔を確保する。自然の疎林て

は ha 当たり 22-208個体程度の密度である。

成 長

樹種およひ植栽地の条件によって成長は大きく差かでる。表 14 3に数例を

示したか,平均的には年に 3‐4m3/ha 程度の成長を示す。樹高の伸ひは小さい

か, 樹冠の発達は良好てある。多くの樹種で家畜の餌木として利用されている

ように, 枝の採取に対しては適応性かあり, 回復の早いことか知られている。



　　　

更 新
更新についてはほとんと情報かない。 Pγosopzs speczggm では母樹を倒す ,

根を傷つけるなどの方法によって根萌芽を促し, 更新を行うことかできる。こ

の場合,萌芽は根系の各部位にある不定芽から発生する。

病虫害
P cm" 口"αについての下記の報告以外には, 重要な病害虫についての情報

はほとんど無い。

Mathur& S1ngh(1963) はインドおよひその周辺地域から下記の加害害虫

を報告 して い る。 Smo ェyZoねαれ〆β,S c噂 辺の“m,S cmss"md 豹 腐 れeれsa s

閉山 c“創 , Tγogoxy あれsPz“o方 oれs,T α“γに“超加伽 ,Xy あれz云郷 だ方8工zcα"αα (ナ

カ シ ンクイ ム シ科 ),C れ“ sobo 放れs α7zdαm αれα,C れ ゎgem れz, 肌 Bねれoの膚超

coγm" α (タマムシ科 ),CBZOSZ 飾れαscの mzo γ (カ ミキ リムシ科 ) は樹幹およひ

枝 に加害 す る。βγ“cれ“s 吻 em 加 s,Pqc れyme γ似sg 剛αg加α (マ メ ソウム シ科 ),

比 87yα允γmzc α粥 m,L αcc所em 超 ccα (カ タカイ カ ラム シ科 ),CQ 班 m α例如 (ド

クカ科) はさやあるいは葉を食害する。
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15. イン ドセンダン (Neem)

学名 Az ααzmc 膚α mdz 伽 AJuss

センタン料

浅川 澄彦

シノニムには賜物α肌虎雄 , 屑物ααzqdz他所如 かあり, 地方名にはニーム,

ニムかある。条件さえよけれは樹高 30m, 胸高直径 80cm に達する広葉樹で,

常緑性であり, 極端に乾燥しなければ一斉に落葉することはない。孤立木の場

合には枝が広かって円形の樹冠を形成し, その直径は 1om に達することもあ

る。土壌条件さえよけれは,根は土中深く貫入する。とくに根が傷められると,

根萌芽を発生するか, この傾向は乾燥かきびしいサイトでとくに著しい。葉は

羽状複葉で,4~5 対の小葉で構成される (図 151)。小さな白色の両性花は房

状に版生し, 蜜の香りを出してミツバチを引き付ける。果実は滑らかな楕円形

図 15 1 イ ン ドセ ンダンの複葉 , 果実 (朋のめ〃α

Res8 αγCた Co “,zα "992)



　　　

の石果で, 長さはせいせい 2cm 程度である。成熟すると黄色か緑色かかった

黄色を呈する。日い果肉の中に 1個の種子か入っており, その中に普通は 1個

の仁か入っているか,時に 2~3 個のこともある。普通,殺虫に用いられるのは

この仁てある。葉も殺虫効果のある成分を含んているが, 概して種子に含まれ

ている成分よりも効果は少ない。

材は家具, 建築, 車両, 船舶, 内装用などに用いる。樹皮・種子・葉は薬用

にされる。街路樹,庭園樹,被陰樹あるいは防風林の樹種として広く植栽され

ている。材は比較的重硬て, 燃材または炭の原料としても優れている。葉は蛋

白含有量か高く, ラクタやヒツジ, ヤギなとの飼料とされる。花と若芽は野菜

の代わりに食用される。樹冠上部の枝や根からの樹液を発酵させて飲用に供し

ている。種子は硫黄含有量の高い曲を 45~60% も含んでいるか, この油はとく

にイントで食用なとに供されている。油粕は肥料とされるだけでなく, 効果的

な殺虫剤としても利用されている。殺虫効果は含有されている azad・rachtm

によっているか, 人畜には無害とされている。なおこの成分は葉にも含まれて

おり, とくにシロアリの防除に葉の抽出液の利用が勧められている。

分 布
イ ン ト ・パ キ ス タ ン ・ス リラ ンカ ・マ レー シア ・イ ン ドネ シア ・タイ ・ミャ

ンマーの各国の乾燥地の森林に自生しているとする文献もあるが, インドの

アッサム地方からミャンマーにかけてが原産地だとする見解もある。いずれに

しろ, インドではかなり古くから植栽されており,1920 年代の終わりか 1930

年代の初めにアフリカのカーナに導入され, 現在ではアフリカの全乾燥地に広

かった。筆者か知る範囲では, 東アフリカよりも西アフリカで広く植栽されて

いるようで , カーナやセネガルの一部では野生化さえしている。カリブ諸国を

含めたラテンアメリカには 1970年代の後半に導入されたが, 広く植えられて

いるのはハイチ ・ドミニカ ・ニカラクアの 3国だといわれる。

開花・結実

およそ5年生くらいて結実しはじめ,膝生の小枝に円錐花序を形成し,芳香

のある白い両性花を着ける。この芳香のために蜜蜂がよく集まる。よく結実し,

10年生くらいになると毎年 50kg/本も結実するという。成熟した果実 (図 15

1) は, わが国のセンタンの実に似た , 直径 lcm, 長 さ約 2cm の楕円形 ・黄色



　　　

の核果となり, 中に表面か滑らかな種子か 1個含まれている。マセレータ

(macerator) なとて,採取後なるへく早く果肉を取って種子とする。積んでお

くと果肉か腐るので , それをマセ レータにかけてもよい。マセレータかない場

合には, 木綿袋なとに入れて採み洗いし, 取り出した種子を水洗いする。調製

した種子は, 陰干しで乾燥する。熱帯の生物季節は雨季・乾季によって影響さ

れるから, 同じ樹種の開花・結実も地域によって著しく異なる。雨季か 5月か

ら 9月のナイシェリア北部では,開花期は 5月と 12月で,結実期は 7月と 2月

とされているが,大雨季か 11~12 月,小雨季か 4月頃のケニア中部ては,種子

採取期は 4月と 9月~10 月とされている。

種子の取り扱い

種子は 2,800粒/kg,4,000 粒 /kg, または 6,300粒 /kg という資料かある。新

しい種子は, とくに発芽促進処理を必要とせず, 一晩水に漬けれは, 普通に発

芽するとされている。ただし,平均発芽率は 35~65% とされている。室温では

寿命か短く, 普通には新しく採取した種子が用いられており, 文献によっては

収穫後 2週間以内に播かねばならないとしている。貯蔵した種子は発芽か悪い

といわれるか, 具体的に発芽の低下状況を調べた報告は見られない。6か月以

上保存する時には 2oCに置くように勧めている文献もある。

育 苗
スタンプ苗でも植栽てきるか, ポット苗として育てることか多い (グラビア

81)。平均発芽率か前述の程度なので, ポットに直かに捲きつける場合には,

ポットあたり 2粒ずつ播きつけるのが普通である。発芽日数は 7~8 日。環境条

件や栽培方法にもよるが, ほほ 4か月て 35~40cm に達し, 山出しできる。

植 栽

活着しやすいが,植栽後の数か月は, 中耕や下刈り, 覆水,1,2 回の施肥を

行うと成長が促進される。2年目からは急速に成長する。これまてのところ,屋

敷内や部落の共有地, 道路や運河に沿って, 町の広場や公園, 畑の縁なとに,

単木的あるいは群状に植えているか,産業造林としてまとまった林分を育成す

る価値も十分にある。



成 長
5年生くらいまては成長か速い (クラヒア 82) か, その後は遅くなり,25 年

生で約 1om という事例かある。 しかし, 成長は土壌条件によって著しく異な

る。西アフリカては普通,8 年伐期て栽培されており, 当初の植栽間隔は 24m

×24m とされている。 ガーナでは, 第 1回の収穫て ha 当たり 30~38 コー ド

(108~137m3) の燃材か得 られているか , ナイシェリア北部のサマルでは, 同

しく 8年生で 19~169m3 と大 きな幅かあった。

更 新

新たに採取した種子を直か播きするのがよく,耕転した後に3m 離して筋播

きしている例かある。落下した果実は自然条件でよく発芽・更新する。初期の

成長か遅いか, これは根系か急速に成長するためであるという。雑草との競争

に弱いので, 播きつけ後の 2年はしばしは下刈りか必要である。 1年生の苗を

スタンプ苗として植栽しても良い結果が得られている。ナイジェリアの北部で

は, 農地で ピーナッツ, マメ頚 , キヒなどと交互に植えているが , 著 しく良い

成長を示しており, 作物を収穫した後はニームの林分となる。

適 地
40oCを越える高い温度にも耐えるが,一方ではがC またはそれ以下の低温に

さえ耐えるといわれる。標高は 50m から 1,500m の範囲とされている。生育適

地の幅は広いが,平均年降水量か 450mm~1,150mm の範囲の乾燥した熱帯 ・

亜熱帯で最もよく生育し, ときには年間 130mm ほどの少ない降雨量にも耐え

る。土壌に対するよりこのみは少なく, 乾燥した, 石の多い, 粘土質の, ある

いは浅い土壌を含めて, たいていの土壌でよく育つ。季節的に帯水するような

土壌や,乾季に地下水位か 18m 以下に下かるような深い乾燥した砂層には生

育しないとする文献もあるが, 西アフリカにおいて野生化しているものを見る

と, 滞水するようなところにも結構生育している。最適な pH は 62 またはそ

れ以上てあるが, それ自身の落葉によって表層土壌の pH が中性に近くなるよ

うな条件なら,PH5 程度てもよく成長する。塩類濃度の高い土壌ではよく育た

ないとする文献もあるか, 苗木の生育試験でみる限り, 塩類には強いほうであ

る。



　　　　

病虫害
一般には深刻な病気はないといわる。葉が抗菌性の成分を含んているにも拘

らず, ある種の細菌はこの木のいろいろな部分を冒すことか知られている。例

え は ,C αれodgrm α彰 cd “m は根 腐 れ を起 こす。また Com α“ms α加 伽 zcoZoγは

幹または枝の枯損を引き起 こす。 Ceγcospoγα sαbsβss汝副ま葉に斑点をつ くる

原因となり,ozdwm sp はうとんこ病を起 こす。 Sc彰γoれ“m,R 棚zocz鯛 zα,

ぞ堀α"“m なとは, 芽生えの枯れ , 腐れ , しおれの原因となる。また, 排水の悪

い土壌では, 主根か腐る傾向かあり, その結果次第に枯死する。数年前から,

とくに西アフリカのサヘルー帯でニームの異常衰退が報告され, 当初は菌害説

もあったか , その後は水ス トレスか一次的要因とされている。

深刻な被害を与える害虫は知られていなかったか, 最近アフリカの一部でカ

イカラムシ (Aoれzdzg"αoγz劾加如 ) の被害が広かっている。同 し種を含むカイ

カラムシの被害はインドにもあり, 幼木には枯れるものもある。シロアリにも

強いといわれており, 被害を受けるのはほかの理由で弱ったものだという。樹

体中に含まれる昆虫が好まない成分のために, 西アフリカのニーム造林地は驚

くほど昆虫が少ないという。

留意点

種子の寿命か短く,普通には,採取後 2~3 週間以内に播きつけなけれはなら

ないとされている。稚樹は直射光には弱いので,1 年目には軽く被陰するのが

よいとする文献もあるか, 苗畑での取り扱いや, 植栽地を見たところでは, 必

ずしもそれほど弱いとは思われない。周囲の植物の成長を抑える場合があるの

て,他の作物と混植する場合には住意する必要かある。また植栽する場所の条

件に適した産地・系統を選ぶように留意する必要かある。

文 献
Hodges, C S & J S Beatty(1992)Evaiuatlon of a D1sorder of Neem m NIger

A Report subm ・tted to USAID 52pp

NatlonaI Research Counc ー1 (1992) Neem A tree for solv1ng global problems Na ‐

tlonai Academy Press,Wrash ・ngton, D C

NatlonaI Academy ofsclences(1980)F1rewoodCrops Shruband TreeSpec ・es for

Energy Product ・on NAS,Wrash ・ngton,DC



16. セ ドロ (Cedro)

学名 Cedre卿 odo欄 ZQ L

センタン科

丸山エミリオ

Cm 〆e卿 odomt αは中南米原産の高木で ,Cedro( スペイン語 ),Cedar,Span ‐

・sh cedar, West ・ndlancedar( 英語 ),Cedre( 仏語 ) の名で知 られている。中

南米 で は Cedro の他 に Cedromacho( キ ューバ , プ エル トリコな ど ),Cedro

amargo( グアテマ ラ , ホ ンジ ュ ラス , コス タ リカな ど ),Cedro cebollo (パ ナ

マ , コロ ンビア ),Cedrocolorado( メキ シコ , ペ ルー ),Aca]u( フ ラ ジル )

なと多数の地方名で呼はれている。

樹高は 30~40m, 胸高直径は 100~200cm ときにそれ以上に達するものか

ある。幹は通直,枝下高 12~20m, 樹皮は暗褐色 ~ 膿灰色で深い縦導かある。

葉は羽状複葉で互生し,長さ 25~50cm である (図 161)。小葉は 5~10 対 ,卵

状披針形で長さ 10~15cm, 両面鮮緑色である。材は赤褐色で,芳香あり,比重

は 04~07 程度て強度大,耐久性は高い。加工しやすく,仕上げ良好てある。-

般的にマホカニー材に似て, 最高級家具 , シカーホック 建築用 , 内装用 ,

キャビネット, ドア, 化粧合板 , ベニヤ, 高級指物 , 装飾用 , 楽器等に広 く利

用される。カヌーやホートの製造に最適な材としても知られている。

天然分布
メキシコの北部から中米と西インド諸島を通って南米のアルセンチンの北部

まて (緯度範囲・24oN~27oS)( 図 16 2), 標高は 0~2,00om の広い範囲に生育

している。分布域の年平均気温 20~27oC, 月平均最高気温 24~32oC, 月平均

最低気温 11~22oC, 平均年降水量 1,200~5,00omm て乾季期間か 2~5 か月

ある。天然分布の範囲以外にカーナ, ナイシェリア, ンエラレオーネ, タンサ

ニア , マ レー ンア , フ ィ リピ ン, クイー ンス ラ ン ド (オー ス トラ リア ), ソロモ

ン, フ ィジー , イ ス ラエルな とに植栽 されて い る。

開花・結実

C od鯛班αの花は小形,緑黄色,総状花序である。果実はさく果,暗褐色に薄



図 16 1 C odo 硯αの葉 (E,×025), 雄花 (F,×5), 果実 (G,

× o5), 種 子 (H, × 05), Repr ・nted by perl11lsslon

from FLORA NEOTROPICA (Monograph 28

Mellaceae),Penn ・ngton,TD,Styles,BT,& Taylor,

DAH, (Fig 76, page 362 by J Loken),Copyrlght

l981, The New York Botan ・caIGarden

斑点, 長楕円体, 長さ 4~7cm で 30~40 粒の種子を含む。種子の長さは

2~3cm 程度で , 種子長の 4,5 倍の長さの翼かある (クラビア 50)。ペルーに

おける開花は雨季の初めの 11~1 月,種子は 7~8 月までに成熟し,乾季の末期

の 8~10 月に飛散する。結実周期は 2年毎である。

C odomfq の種子はほとんと天然林や人工林から採取されている。事業的な

規模で造林を実行するためには, これから造林を予定する地域と立地条件に適

合性かあると思われる天然林・人工林を選定し, その中から優れた特徴を持つ

プラス木 (母樹) を選定する必要かある。母樹の選定に当たっては, 次の留意

点かあげられる, 母樹は, 胸高直径 50cm 以上, 枝下高が高く,幹か通直であ
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ること, 樹冠か力強く張っていること, 樹冠全体か均一に見えること, 壮齢木

てあること,母樹を設定する種子採取林分は焼畑や侵入活動などの危険性か少

ない場所で,管理ができる範囲内に多くの母樹を設定し,かつ同種の不良木か

ら loom 以上離れていることか望ましい。

タネの取り扱い

良質な C odorのα種子を採集するには,果実の色か暗褐色を呈し,果実が開

裂して種子が飛散する直前かよい。採取した果実は 1~2 日間日に干した後,風

通しのよい日陰の乾燥棚に広げて自然乾燥をさせる。乾燥棚に移す際,病害虫

の被害にあっている果実は取り除き焼却する。乾燥中に新たな虫害や菌害を防

ぐために,殺虫剤や殺菌剤を散布するとよい。乾燥の期間は種子の状態や気候

によって若干異なるが, 一般的に 1~2 週間程度である。種子を乾燥させた後

に, 色, 形, 大きさ, 重さ等のそろった種子を選別する。播種あるいは種子貯

蔵時の便のために, 種子の翼はできるだけ短く除去する。翼は軟らかいので,

布袋に入れ軟らかく採む程度て簡単に取れ,風選により種子を分ける。この時

種子を傷つけないように注意する。

C,odomz αの種子は常温で 3~4 か月程度の貯蔵が可能である。5oC前後の低

温であれは, 発芽力の大幅な低下はなく,1 年間以上の貯蔵ができる (表 16

1)。

採取された果実量に対する調製済みの種子量の比率は,個体,産地,気候条

件などによって異なるが, 通常は 6~10% である。果実当たりの種子数,kg

当たりの種子数, 種子の大きさも, 個体, 気候, 産地等の条件によって著しく

表 16 1 C odorのα種子の貯蔵条件と発芽率の低下 (単位 %)

貯 蔵 条 件
貯蔵後 低温 (50C) 常 温
の日数 カラス容器 カラス容器

開 閉 開 閉

60 80 5 81 5 80 581 0

120 88 0 82 5 79 079 0

180 74 5 83 5 28 037 0

240 91 0 81 0 40 034 5

300 74 5 75 0 0 016 0

360 62 0 71 0 1 028 0

420 38 5 78 0 0 024 0



表 16 2 C odo難解の果実・種子の大きさ, 果実当たりの種子数

産 地 果潔大きさ虐 )長種さ子の大嘉さ(c議 果の実種当畿り k寡講義

コ ロ ン ヒア 4‐7 0 5

o ノレ ー 3-5 2一3 2一3 0 45 0 16

30-40 32,000^)50,000

10,500^}16,500

18,000^)40,000

ペ ノレ ー

コスタリカ

異なるか, 参考に次のテータを掲げる (表 162)。

育 苗
C o加川ねの種子は発芽前処理か不要て,播種後 12~15 日で発芽し,発芽率

は 70~90% と高いのが普通である。種子は 1年間程度貯蔵が可能であるので,

植え付け計画に合わせてまきつけ時期の調節がある程度てきる。しかし,新鮮

な種子は最も活力が高いのでできれは取りまきする。播種は, 一般的にばらま

きとする (lm2 当たり約 50~60g) 。種子か見えなくなる程度に山砂または細

かく砕いた軟らかい土で覆土する。まきつけ時は十分潅水し, その後は発芽床

の状態を確かめなから乾燥しないように潅水を行う。また,発芽後に芽生えが

転倒しないように注意して濯水する。降雨による覆土の流出や芽生えの倒伏,

直射日光による葉焼けの防止,及ひ潅水の手間を少なくするために, 日覆を設

置する。

芽生えは,本葉が 2~3 枚になった頃に,床替床に移植し,裸根苗木を育成す

る方法とポットに移植してポット苗木を育成する方法がある。ポット苗木は活

着率か低い時期の造林や補植用あるいは翌年越しの苗木を生産する場合に用い

る。なお, ポット苗木は植え付け時期を延はす (雨季前後に) ためにも使用さ

れる。

床替密度は lm2当たり16~25本程度が良好であるが, 事業的な生産の場合

は 49本程度まて可能である。床替えやポットへの移植に際しては,幼苗を乾燥

させないように水の中に入れ,必ず日陰に置き,必要に応じて根の調整を行う。

床替床やポットに十分潅水をし,根が垂直に入るように案内棒 (床替器具)等

を用いて移植する。床替後に再度軽く潅水し,蒸散抑制剤の処理を行うとよい。

日覆は約 1~2 か月間幼苗か活着するまで行う。潅水の回数は,季節,用土の

状況,苗木の大きさによって異なるか,一般的に乾季では 1日 1~2 回程度,雨

季は1日0~1 回程度,与え過きると病気の発生や苗木の軟弱化の原因となる



　　　

のて庄意する。ポ・ノト苗や床内の除草は手作業で行い, 通路や付属地の場合は

除草剤を用いてもよい。根切りは特に必要ない。

苗床用土の性質か良好てあれは,施肥は特に必要かない。必要に応じて行う

場合は,肥料の量を与え過きないよう住意する。一般的に,N-P-K 混合肥料を

標準的には 1計当たりに30g程度を与える。造林地における苗木の活着率を

高めるために, 山出し前に麓水を徐々に減らして丈夫な苗木を作り,造林地の

厳しい状況に耐えるように順化処理をする。裸根造林の場合には 40~60cm 程

度の苗木を山出し, ポソト苗木の場合は 30~50cm 程度に成長した時点で山出

しする。

組織培養による増殖
苗齢 5か月程度の茎頂を 70% エタノールで約 1分間処理した後,01% の塩

化第二水銀で 10分間マクネチックスターラーで撹拝しながら表面殺菌を行う。

その後に滅菌水で 3回洗浄し,2mg/ ‘の BAP( ヘンシルァミノプリン)を含有

した WPM(Woody P1ant Med・um) 培地に置床することにより, マルチプル

シュー トを誘導 し,1 か月間で 3~4 倍のシュー トが得 られる。シュー トの発根

には 05mg/Z の IBA( インドール酪酸) と 005mg/Z の NAA( ナフタレン酢

酸)を添加した,半分の濃度の WPM 培地が適しており,90% 以上の発根率で

クローン苗が得 られる。その後に, バーミキュライ ト培地に移 し, 苗木の馴化

かできる。

植栽適地
適地の選定に当たっては, 次の点に留意する。年間の降水量は 2,00omm 以

上か望ましい。雨季に滞水しないこと。2~4 か月間程度の乾季がある地域が望

ましい。平均気温は 24~30oC 程度が望ましい。標高は海抜 0~1,200m 程度ま

でか望ましい。やや酸性て, 排水の良い土壌が望ましい。

植 栽
C od鯛αfαを皆伐地に植栽することはほとんとない。 ライン・プランティン

クを行う場合は造林予定地に約 8~20m ことに約 2~1om 幅の植栽帯を伐開

する (クラビア51)。陽光か効率的に入射するよう東西方向にラインを伐開す

る。植栽本数は, マホカニーマタラメイカ被害のない地域では, 伐開ラインに



　　　

4~5m 間隔で植え,ha 当たり 200~300 本程度とする。同被害の多い地域には

他樹種と混交植栽し,C od鯛α解の植栽本数は ha 当たりに 10~30 本程度にす

る。また,C,odo 川棚 はアクロフォレス トリーの庇陰樹 としても植栽される。

植栽は一般に雨季に行う。地域によって植栽時期は多少異なるが, 中南米で

は 11月から4月にかけて行われる。雨季の最中には裸根苗を植え付けできる

か,雨季の初めや終わり頃にはポット苗を植え付ける。植え付け点を中心に約

40cm ×40cm の落葉, 雑草等を取り除き, 約径 30cm ×深さ 30cm の穴を掘

り,苗木を植穴の中心に庄意深く植え,土を寄せかけた後を足で適度に踏み固

めて根と土を密着させる。苗木の根元は乾燥を防くために落葉,枝条等で覆う。

植え付けた位置を示すために 15m 程度の硬い杭を立てるとよい。 ポット苗木

の植え付けの場合には切り取ったポリ袋を目印として杭の上に差して置く。な

お,帯水の発生しやすいところでは,植え付け位置の近くて少しでも高い場所

に植えるか, 土を盛り上げてマウンドを作り, その上に植え付ける。これが不

可能な場合は,植え付けしない。補植は活着率調査の結果をみて行う。活着率

の調査はコストを下げるため下刈の作業と同時に行うとよい。補植の時期は,

通常雨季の終わり頃までに行うか, 場合によって 2年目まで延はしてもよい。

下刈り作業にはつる切りも含み, 場所や植生状態によって回数はことなるか,

一般には 1年目の 3~4 回から毎年 1回く・らいずっ回数を減らし,4~5 年目に

は 0~1 回で終了する。

成 長
C odo のαは,植林後の成長が早く,年平均樹高成長量は約 120cm, 年平均

直径成長は約 15cm である。報告されている成長量を表 16 3に掲げる。

病虫害
C odorα如の育苗時には, 特に大きな病害はないか, まきつけ床によく発生

する立枯病 (Damp・ng‐off)に注意する。立枯病を防く方法の一つは, 播種前

表 16 3 C o加川奴の成長 (Lamb l968)

樹 齢 平均樹高 平均胸高直径 材 積 年平均成長量
(m) (cm) (m3/ha) (m3/ha)

25 32 40 31512 6

32 37 45 37611 7



　　　

に PCNB(lm3 当たりに 40g 程度) を用いて用土の/肖毒を行い,発芽後に週に

1回程度ペ ンレー トや タチガ レンの 1,000倍液を lm2 当た りに 3Z あるいは

Tecto 60の 100倍液を lm2 当たりに IZ散布する。しかし立枯病を防くために

なにより住意すべきことは, 苗床の水分過多を防き, 風通しをよくすることで

ある。

造林地同様に苗畑における虫害として,什yps乙Py如 gmれα錫ね (マホカニーマ

ダラメイカ)の被害がある (グラビア 52,53)。予防のために薬剤散布 ,たとえ

はスミチオンの 1,000倍液を 1か月に 1回程度散布する。

C odorαzαの人工造林における最大の難題はマホカニーマダラメイカの被害

である。この被害は上記の薬剤散布で防げるか,経済的・生態的な観点から造

林地に化学薬剤を散布することには疑問が残る。それに代わる方法として,C

odoγのαの植栽密度を極度に減 らし,C odorαね のみの単一樹種の植林を避け,

混交林とすること,最適な立地条件の場所に丈夫な苗木を植え,多少被害があっ

ても回復てきるような条件をつくることなどか大切であるといわれている。
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8“α Zeller(Lep ・doptera Pyralidae),on the Mel ・aceoustreesin thePeruvian

Amazon AppI EntomoI Zoo1 27(1)31-38



17. マホガニー属 (Mahogany)

学名 S堀切β似αspp

セ ンタン科

浅川 燈彦

マホカニー (Mahogany) は本来 Swzezgれm 属の樹木およひその材につけら

れた英名らしいか, その後アフリカからマダガスカルに分布する Kれのα属の

一部の樹木の英名にも用いられている。Swzgzemq 属では S mαcmp ね“幻 と S

mαれαgo加 がよく知 られており, 前者は b1 1eafedmahogany または large

leafmahogany,Hondurasmahogany な とと , 後 者 は Westlnd ・esmahog ‐

any または small leaf mahogany とよはれている。 いずれもスペイン語ては

caoba, フ ラ ンス語 で は acaiou とよはれて お り, 前者 につ いて は , フ ラシル ・

ペ ルーて は Aguano, ボ リビアで は Mara, メキ シ コて は Cabano な と とよは

れている。和名については, 前者がマホカニーとよはれることか多いか , ここ

では英名に従って前者をオオハマホガニー, 後者をマホガニーとよひわけるこ

とにする。両種とも落葉性である。オオバマホガニーは樹高 40~45m, 胸高直

径 2m にも達する大型の樹木である。幹は通直て, わずかに板根かある。羽状

複葉を互生, 各複葉には 4~5 対の小葉かつく (図 171)。小葉の長さは 7~15

cm 。一方, マホカニーは普通は中位の樹木であるか,樹齢を重ねると大型にな

る。

両種とも,家具,高級指物,内装用,装飾用,化粧合板なとに用いられるか,

マホカニーの材のほうが多少重硬で強いとされている。マホカニーの樹皮の浸

出液は強い集欽性かあり,薬用にされる。また良好な蜜源樹木てもある。

分 布
マホガニーはアメリカ合衆国フロリダ州の半島南端, キース諸島, バハマ諸

島, キューバ , シャマイカ, イスパニ ョーラ諸島なとを含む西インド諸島に分

布 しているが , その他のカリフ侮諸島 , ハワイ, フィジー, イント, ス リラン

カなどで庭園樹として植栽されている。一方のオオバマホカニーはメキシコの

ユカタン半島 (20oN) か ら中米諸国 ,南米のヘネスェラ, コロンヒア, ペルー,

フラシル西部, ホリヒア (17055S) に分布しており,熱帯の有望な造林樹種と



図 171 オ オハ マ ホカ ニ ー (S似β彫れzαフ'zαcropねy“") の

葉・花・果実 [Comer(1935) 原図, 熱帯の有
用樹種 (1978)による]

されている。

開花・結実

オオバマホカニーは中米ては雨季に開花するという報告もあるか, フィリピ

ンでは乾季の終わり頃 3~4 月に開花, 時には 5~6 月まで花期が続くこともあ

る。両種とも雌・雄の単性花を同じ花序につける雌雄同株である。花は白色ま

たは緑かかった色で, 廠生の円錐花序をなし, 芳香かある。オオバの繭果は長

さ 20cm 弱 ,膨らんた部分の直径は 1ocm ほとである。蔽果は普通 12月から 2

月にかけて成熟,1~2 月に採取されている。フィリピンの植栽木ては 9~10 年

生て結実か始まり,以後毎年結実し,17 年生で 210巣とれたという事例かあ

る。マホガニーの植栽木では,12~13 年生で開花 ・結実を始める。瀬果はオオ

パマホカニーに比べると小型て, 長 さは 6~1ocm とされている。 結実には年

により豊凶がある。



　　　

種子の取り扱い

両種ともヒョウタン型の繭巣の中は 5室に分かれており (図 171), 全体て

約 50個の充実種子がはいっている。多くの個体のマホカニーから採取した繭

巣 50個について調へた例によると,1 果あたりの種子数は 19~56 で, 平均は

40 粒であった。種子には大きなハネかついており, オオバのハネつき種子は 1

‘で約 100粒 ,ハネをとったものは IZ約 200粒で,重さは約 100g である。lkg

あたりの種子数は 2,000~2,500 粒 とされている。 一方 , マホガニーのほうは l

kg あたり約 7,000粒である。採取直後のオオバの発芽率は 90% 前後であるが,

条件か悪いと 1か月半で発芽力を失うという例もある。しかし密閉して温度変

化を少なくすると4か月半後にも70% の発芽力を維持していたという報告が

あり, 密閉して低温におけは 1年くらいは貯蔵できるものと思われる。両種と

も, 播き付けのための前処理は不要てある。

育 苗
乾季のきびしいところではポット苗木が養成されるが,床に直播して裸根苗

も養成されているし, 山出しに当たっていわゆる根株苗 (スタンプ苗) にされ

ている事例もある。ポット苗木の場合には山出し規格は約 30cm とされてお

り,養苗期間は 4~6 か月である。裸根苗の場合には少なくとも 50cm 以上,60

~80cm の苗高のものが望ましいとされており, 従って養苗期間も約 1年を要

する。

マホカニー類の種子の発芽は子葉か地中に残る型で, 地上には幼芽かいきな

りあらわれる。床にバラ播きする場合は, 平たい種子は覆土によって普通水平

になるか, ポソトに橋く場合にはハネを折りとった痕を垂直にし, 厚みかある

稜を下にして土に差し込み,反対の稜か培土の表面に揃うくらいまで押し込

む。 このように播きつけると下方から幼根を出し,1 か月足らずで幼芽が地上

にあらわれる。大型の種子のほうか発芽率か高く, また根の発達もよく健全な

苗木かてきるから,少なくとも小粒の種子は避けるほうかよいとする報告があ

る。

方法によっては苗木を 1~2 週間貯蔵することも可能であるが, この場合に

も大型の苗木のほうか強く, 活着は苗高の大きいもののほうか良い。裸根苗に

ついては根切りの効果も明らかにされている。根切りを行うと根量かふえるは

かりでなく, 細根かふえ, 居着かよくなり, その後の成長もよくなる。苗木は



　　　

とくに初期には強光に弱いから, やや強く遮光 (相対照度 30~40%) してやる

ほうがよいか,遅くとも山出し1か月前には遮光をやめて直射光に馴らすよう

にする。根株苗がどの程度に実用化されているか不明てあるか,すでに 1950年

代に試みられており, 一部の育苗カイドラインにはとりいれられているので,

適切な太さ (根元径で約 lcm) の苗木を使えは実用に供せるものと思われる。

また幼齢木からの挿し木繁殖も可能で, 直径 05cm のもので 64%, 直径 35

cm のものて 85% という数字があるか,挿し付け後は弱度の被陰が必要だとさ

れている。

植 栽
マホガニー類の植栽間隔としては 2m ×2m,3m ×lm が多 く, ポット苗 ,

裸根苗, 根株苗として植栽されるほかに, 直播き, 萌芽更新も行われている。

1920年代の報告によると,原産地の中米では植生状態がよいと比較的容易に天

然更新するといわれ, 傘伐作業による更新法も解説されている。フィリピンに

も,造林地に接した林分て下種更新によって成立したといわれている事例かあ

る。植栽後数年 (5年と明記しているカイドラインもある)は強光に弱く, とく

に荒廃した草地にいきなり植栽した場合の成長はいちじるしく遅い。下木植栽

を行うか,先行植栽した列間に植え込むか,同時に植える場合には寄せ植えす

るのがよいとされている。このような時期をひとたひ抜け出て成長を開始する

と, その後の成長は存外に速いという。フタバガキ科樹木を伐採したあとに下

木植栽した事例によると,2 年後に 47% か活着しており,平均直径 3cm, 平均

樹高 4m てあった。直播き造林は, 湿潤な環境の肥沃な土地で, しかも適当な

被陰かえられるような条件下て成功か期待てきる。また伐採跡地で直播きした

事例をみると,生存率は 47% で,その後の成長は表土の深さによっていちしろ

表 17 1 オオハマホカニーの成長事例 (フィリピン)

樹 齢 樹 高 胸高直径 材 積 測定本数 場 所
(年) (m) (cm) (m3) (本)

0 20 64 ロスハニ ョス (ルソン島 )17 19 1 25 9

22 19 0 39 0 0 37 12 "

36 21 3 50 3 0 79 25 "

21 15 3 37 9 36 ミンクラニ リャ (セフ島 )

18 13 6 20 9 87 カンニャオ (ルソン島 )



く異なった。萌芽更新の試験結果によると,約 300株の 81% か萌芽したが,

した樹齢の範囲ては若い株のほうか萌芽力が強かった。

地

オオバマホガニーは, 中・南米の原産地では多雨湿潤な地域に分布してお

, 年降雨量 は 1,600mm か ら 4,ooomm の範囲にあり,乾季はないか , あって

4か月程度である。時に沼沢地にもみられるか, 多くは水はけのよい斜面に

られる。植栽適地は, はっきりした乾季のない熱帯低地における斜面下部か

沢沿いの水はけのよいところとされている。なおホリヒアでは海抜 1,500m

で分布するか, 普通には低地向きの樹種と考えられている。マホガニーはオ

バよりは雨量の少ない地域のほうか適しているようで,760mm から 1,780

の範囲で最も成長かよいとされている。天然分布域では乾季は 2~6 か月

17 2 Sw 顔貌 zαm 欲αgom,S mααopた“奴 収穫表 (抜粋 )
(Suharlan, Sumama,&Sud ・onol975)

林 齢 本 数 平 均 平 均 主林木 間 伐 年平均
(年) (本/ha) 樹 高 胸高直径 材 積 材 積 成長量

(m) (cm) (m3/ha)(m3/ha)(m ha)

[地位 1]

5 2,405 4 8 6 74 1 1 0

10 1,545 9 2 10 1 39 10 5 0

15 1,065 12 6 12 8 75 19 7 0

20 780 15 5 17 1 112 29 8 6

30 450 20 3 26 5 188 4511 1

40 305 24 2 35 1 262 4312 3

50 230 27 2 41 8 323 3812 7

60 190 29 0 45 6 368 3412 5

[地位m]

5 1,650 8 6 8 1 338 8 2

10 710 16 2 17 6 124 3516 7

15 456 20 2 24 7 186 4518 3

20 340 23 1 30 7 238 4418 5

30 222 27 2 41 5 325 3717 8

40 160 30 4 51 6 399 3116 8

50 120 32 8 62 1 466 2615 9

60 85 34 9 76 2 523 2114 9



表 17 3 植栽 されたマホガニー (S mαたαgom) の成長データ

[Franc・s(1991) より抜粋]

場 所 年降雨量 樹 齢 胸高直径 樹 高
(mm) (年 ) (cm) (m)

Cambalache l,500 46 15 413 0

Gua]ataca( 尾根 ) 1,800 7 6 6 3 8

Gua〕ataca( 斜面 ) 1,800 8 8 7 6 1

Guajataca( 窪地 ) 1,800 8 9 0 4 3

Guavanllla 960 44 42 720 1

Marlcao( 斜面 ) 2,300 8 3 9 3 0

Marlcao( 谷間 ) 2,300 18 7 8 5 5

M[onalsland 880 52 ・8 7 5 4

Susua( 谷間 ) 1,500 7 5 9 3 4

Susua( 斜面 ) 1,500 7 4 8 2 8

(住)「場所」はいすれもプエルトリコ内の地名

である。また, フロリタ原産のものはときたまの霜には耐えるという。

成 長
中 ・南米ての平均的なオオハマホカニーは樹高 30~40m, 胸高直径 80~160

cm とされているか, 売れる大きさの木は ha 当たり 2~3 本程度しかないのが

普通といわれる。フィリピンにおける試植林の成長資料は前掲の表のとおりて

ある (表 171)。各地の成長資料をもとにして,30 年伐期て平均年成長量を 25

m3/ha としている例もあるか, イントネシアの収穫表 (表 17 2) をみると, こ

の数字は過大なように思われる。なお, マホカニーは成長が遅いことて知られ

ているか, 具体的な成長テータの抜粋を表 173 に示す。

病虫害
苗畑て立枯れ病・葉枯れ病・白絹病が報告されている。とくに白絹病はかな

りの被害例か報告されてか,PCNB て効果的に防除できる。原産地の中・南米

やイントネシアなとでシンクイムシ類 (互助 szpy血 spp) の被害が知られてお

り, 成長か阻害されるだけでなく, 樹形かいちしるしく悪くなる。

文 献
小林享夫 (1978) フィリピンにおける主要造林樹種の病害 熱帯林業 50 24~30



　　　

FrancIS, JK (1991)s 切 zgzg刀zα ?刀αたαgの“ Jacq weSt1nd.es mahogany So-1TF-

Sハメー一46,7pp

Suharlan, A , K sumarna,& Y sudlono(1975)Y ・eld table of ten ・ndustr ・al wood

spec ・es Lembaga penellt ・an Hutan,pp 23′~25



18. クロトン (Croton)

学名 Cmzo れ meg 錫 om ゆ“s Hutch

トウタイクサ科

磯川 澄彦

Cm われ届はトゥタイクサ科に属し,約 800種か全熱帯に分布しているか, そ

のうちの約 50種がアフリカに分布している。さらに東アフリカ 3国のウカン

タ ・ケニア ・タンサニアに分布するものは 23種 とされており, その 1つか本

種である。本種は東 アフリカ 3国のほかにもザイール , ルワンタ, ブルンティ,

ザンヒア, マラウィ, モサンビークに分布する。普通には (700~)1,200~2,400

m の範囲に分布する常緑林に出現する。英名は Croton, シノニムには C BZカー

祷れαれ“sかある。 なお , 本種 と分布か似ている種 としては C mαげos加cれy“s

(Broad-leavedcroton) と C dz燐 ogαm “s(orange-leave ペ croton) か知 られ

ている。材はあまり良質ではないか, 柱材・木彫りなとに用いられ, 燃材とし

ては優れている。種子は油分と蛋白質を含んでおり, 鳥類やりスか好んて食す

る。この油は強力な下剤で, 樹皮の浸出液は駆虫剤として用いられた。また,

侵食防止・防風・景観などを目的としても植栽されている。

樹高は普通は 15~25m 程度であるか,時に 35m に達するむしろ大型の樹木

である。幹の直径も lm に達することがあり,枝下も 20m に達するものかあ

る。葉は卵形ないし皮針形で , 長さは 7~14cm, 幅は 3~7cm である。普通に

は常緑であるか,水分条件が悪い場合には落葉する。ほとんと雌雄同株である

が,時に雌雄異株のこともある。頂生する総状花序の長さは 75~30cm で, す

べて雄花か,基部に僅かに雌花をつける (クラビア 54,55)。雄花・雌花ともに

花弁・かくはいずれも 5枚, 花弁はいずれも 5mm ほとの長さでこく小型であ

る。ケニアのキッイ周辺における開花は 1月 (乾季) で,7 月から 11月にかけ

て成熟する。別な文献によると,同じくケニアで,果実は中部州では 10月~11

月に, 西部州では 1月~2 月に落ちる。

Cm われmαcrosねcれy“s は時に 25m に達する中 ぐらいの落葉樹で , 枝張 りか

大きく,600~2,00om の範囲の海抜高の, や 降水量の多い地域の森林内また

は林縁部にひろく分布する。エチオピア北部の高地では本種か主体で, 育苗 ・

植栽 もされている。一方 ,Cγoわれのcれogαm“s は多幹性の潅木または小高木で ,



　　　　

海岸線から 2,200m の高度まで分布する。

タネの取り扱いと苗木

成熟した果実 (さく果) は幹を揺すって落とすか,樹上に登って採取する。

さく果を割って中から種子を取り出し,数日間気乾する。種子は普通には 1巣

あたり 3個はいっている。取り出した種子は木炭を加えて缶に入れるか, 麻袋

に入れて暗所に保存する。種子は長楕円形から卵形で, 長さ (18~)22~24

cm, 幅は 12~14cm で ,lkg あたり約 1,000粒てある。発芽のための前処理は

いらず,平均発芽率は 70~90% である。スタンプ苗とすることもできるか,普

通にはポット苗を育成する。ケニアのキッイ地方では,2 月から 3月に播き付

けると植え付け時期の 11月上旬までには山出しできる大きさになる (グラビ

ア 56)。

植 栽
東アフリカでどの程度広く植栽されているものか明かでないか, ケニアで

は,平均年降水量が 600~1,loomm または 800mm~1,600mm の地域で生育か

よいといわれ, 放牧地や農地の境界によく植えられている。ケニアで実施され

ている社会林業訓練プロジェクトでは 1987年以来植栽されており, 半乾燥地

(キッイの平均年降水量は約 700mm) の条件に耐える樹種であると考えられて

いる。普通には ha 当り 1,000本前後植えられている。ケニアの森林区分でいう

Forestのうち半落葉性林とよはれる林分では優占種てあり,上層林冠を構成

しているものか多いが,植栽後の数年は被陰下のほうがむしろよく生育する

(高橋ら1992)。この性質は,現存植生をなるべく活かしながら有用樹種を植え

込んでゆく, いわゆるエンリッチメント植栽に適している。樹高は, 植栽後 1

年で 27~50cm,2 年で 39~95cm,3 年で 93~156cm という記録かある。な

お,他の樹種と比べて比較的生長はよいが,植栽したものは頂芽優勢の性質か

ないらしく枝分かれするために主軸か明確でなく,特異な樹形を示す (グラビ

ア54)。ただし,天然林内にある本種の個体は,普通かなり通直な幹形を示して

いるので, これは幼齢時だけの特性であるのかも知れない。

病虫害
加害昆虫としてはカミキ リムシ料の opepねの堀 sped の zとzsが知 られている。



　　　

文 献
Du 甘y,EAJ(1957)A monograPh of the lmmature stages of Afr・cantlmberbeetles

(Cerambycldae),179-180

Noad,T &A B1rn・e(1989)TreesofKenya pp lol~102

Sm・th, AR (1987) Euphorblaceae(Part l)F1oraofTrop ・caI EastAfr ・ca pp135~

145

高橋光夫,M Gathura, 酒井 彰 (1992)半乾燥地における林内の照度と植栽木の生長

について 熱帯林業 25( 新)72~80



19. アカギ (Bishop wood)

学名 弦肥れo秀αノα脚れにαBI

トゥタイクサ科

田中信行・桜井尚武

アカキは, ビショップウッドを和名として使うこともある。地方名としては,

BIShop wood,Gmtungan( イ ン ト),Tayok-the( ミャ ンマー ),Term( タ

イ),Tual( フィリピン, サハ ),B1ntungan( インドネシア), 重陽木 (台湾 ),

Autumn maple tree,Javacedar( オ ー ス トラ リア ),Red cedar( 英 ) な と と

呼はれている。βすれ允ぬαね はシノニムてある。

高さ 30m, 直径 lm に達する高木で常緑てあるが,乾季のあるところでは落

葉性を示し,雌雄異株てある。大きな3出葉を互生し,小葉は卵形ないし長楕

円形, 長さ 7~20cm 程度てある。若葉は赤色をおび,酸味をもち食用となる。

花は小さくて緑黄色,総状花序につく。果実は球形, 直径 13cm 程度,熟すと

褐色になり, 房状に下垂する。果実の中に 3~6 個の種子を蔵し, 種子は 3稜

で,1 辺は丸く他の辺は平らである。以下に,おもに Troup(1921) に基づいて

記述する。

分布, 適地

アカキは, 琉球 , 台湾 , フィリピン, 中国南部か らイント, ミャンマー, タ

イ, マ レーシア, ニューキニア, ポ リネシア等南太平洋諸島 , 豪州北部 と広い

分布域を有する。学名は Prof G B1schoffをこ因んでつけられた。

原産地における主分布域は比較的標高の高い山岳地で,峡谷沿いや農耕跡

地 ,丘陵地等 に多い。例えは, インドでは標高 1,200m 界隈 , マレーシアのサバ

州ては 500~1,500m の辺りに分布するが, サバ州の西海岸の丘陵地や農耕跡

地では 800m 以上の所が普通の分布域である。フィリピンては Parang と呼は

れる草地や二次林の入り交じった植被が疎な旧低地林地帯に多く出現する。し

かし, 焼畑のために減少している。

インドやその周辺地域ては, 本種は半島部と亜ヒマラヤ地帯に分布し, 亜ヒ

マラヤ地帯では西部に少なく, アッサム, チンタコン, ミャンマー等東部で多

くなるという。そして, 日陰になるような湿度の高い渓谷, 河岸, 湿地を主た



　　　

る生育地とする。亜ヒマラヤ地域西部ては, アカキは湿地林構成種となってい

る。亜ヒマラヤ地域東部では, 河川沿いや湿地に成立する湿性サバンナて普通

の種てあるか, 乾性サハンナ地域ては砂質仲積土に若干出現する。インド南部

ではクマツズラ科の V卿・属の樹種などとともに, 常緑林に混交して出現し,

Western Ghats では常緑林に普通であるという。

小笠原諸島では, 昭和初期から戦時中にかけて,用材・薪炭用に持ち込まれ

植栽された。その後, 植栽木から種子が鳥によって広く散布され, 優性の天然

高木林で自然に繁殖し,近年,在来樹種に置き替わる所か増えてきている (ク

ラヒア 58)。

植物季節, 開花・結実

フィリピンにおける植物季節的観測によれは, アカキは乾季のある地域ては

その時期に落葉する。花か咲くのは新葉が展開した後である。花期は, マニラ

南部のラグナ州ては 3月から 5月にかけて, ルソン島北部のマウンテン州では

4~5 月と 12月である。果実か熟すのはマウンテン州や北方のイサベラ州では

5月 , マニラ南方のパタンガス州では 6月 , ミンダナオ島ではタバオ地区か 6

月,同サンホアンカ地区か 10月,中北部のブキドノン州が 11月というように,

植物季節は地域により異なっている。

インドでは, アカキは慢性立地では常緑性の場合か多いという。より乾性な

立地ては低温季に紅葉後落葉し一時的にほとんど葉かない状態になる。北部で

は 1~3 月に新緑になる。枝先の円錐花序に小形の単性花か 3~5 月に現れ, 房

状の実が 12~2 月に熟する。やや乾燥する地域ては特に大量の果実をつけるこ

とがある。アカキは毎年結実するか, その時期は場所によって異なる (Ral

l985)。小笠原諸島では, 毎年 il~12 月に果実か成熟し散布される (グラビア

57)。

種子の取り扱い

アカキは雌雄異株てあるから,雌株から果実か落下する前に採取するか,落

下した果実を拾う。1個の果実に 3~6 個の種子か入っている。果実を十分腐ら

せた後, 水洗して果肉と外種皮を取り去る。外種皮が残っていると, 発芽か著

しく遅れ, 発芽率も低下する。 著者らは, 日長を明期 12時間, 暗期 12時間,

発芽温度を 3庁C,30oC,2 庁C,20oC,15oC の 5段階に調整 して , アカキの発芽



　　　

過程を調べところ,発芽開始時期は,35oC と 300Cか 4日以内で最も早く,温度

が低下するにつれて遅れる (図 191)。とくに,20oC以下では実験開始 2週間後

でも発芽率は 10% 未満たった。この試験では,アカキの発芽に最も適した温度

は 30oC であった。発芽速度は違 うか ,最終発芽率は 300C,25oC,20oC のいずれ

でも 90% 以上であった。しかし,3ずCでは最終発芽率か 77% と幾分低かった。

i庁Cの低温状態でも最終発芽率は84% で,他の温度に比べて大差ない発芽を

した。

種子の長期保存法は確立されていない。筆者らの試験では, 日陰で数日乾燥

後にビニール袋に入れて約 6oC(3~1ooC) で 1年間保存した種子の発芽率は約

5% に低下していた。Troup によると, 種子は 92,000粒/kg 程度の重さで, 新

鮮なものの有効種子率は50% であるか,1年間の貯蔵で発芽力を失うという。

アカギの種子は,生存期間が 2か月,発芽期間か 1~4 週間,発芽率が 80% て,

アリの加害を受けやすいという報告もある (Ra・1985)。

小笠原諸島のアカギが混生する昼性高木林では,母樹の周辺で高密度に芽生

えが発生する (クラビア 60)。

育苗, 植栽, 成長

芽生えか根付くためには発芽床か十分湿っている必要かある。水分条件か良

好ならは, 芽生えの定着や成長のための遮光は必要でない。それどころか, 水

分条件か十分ならは,芽生えは全天光下でもっとも良い成長を示すことか試験

で明らかにされている。しかし, 中庸程度の水分条件てあれは庇陰か必要であ

0 10 20 30 40 50

播種後の日数

図 19,1 異なる温度条件におけるアカギ種子の発芽過程



　　　

る。遮光しないと発芽しないか, たとえ発芽したとしても乾燥のために芽生え

は急速に枯死してしまう。苗木の成長は,粗孔隙量の多い柔らかな土壌て良い。

若い個体は生育期の早い時期から成長し始めるので,霜の降りる地域では若い

シュートか晩霜害を時々受ける。ただし, 高木に成長した段階では, ある程度

の耐霜性を有する。

本種の林分を直播によって造成する場合には,湿潤な立地以外では確実ては

ない。それよりも,苗木を林地に植栽する方か安全であり, その場合の成功率

は極めて高い。苗畑に播種後 2~3 週間すると発芽か始まる。この時,発芽床を

庇陰下に置き,定期的に十分な覆水を行うことか肝要である。湿度を保つため

に芽生えか顔を出すまで藁等で発芽床を覆うことも効果的である。芽生えは,

ある程度の耐陰性があり雑草木の中でも生存できるが,成長は阻害される。苗

木の移植は容易で,雨季の始めに行えは間違いはない。Ra・(1985)は,5cm 間

隔で高畦の床に直接播種し,高温で晴天の多い夏には庇陰することを勧めてい

る。また, 裸根苗の植栽による造林は容易だと述べている。植え付け後の幹の

成長は速く, 年直径成長か 125cm という報告かある。

茨城県っくば学園都市の森林総合研究所苗畑で,小笠原諸島産種子を 4月に

播種し 10月まで約 6か月間育苗したところ,成長は早く,高さ 120cm に達し

た (グラヒア 59)。しかし,11 月下旬の初霜で枝葉のほとんとか被害を受け,

その後の寒冷な気候のため地上部か完全に枯死した。翌春に地上部の再生かな

かったのて枯死したと思われたか,8 月を過きた頃に一部の個体から萌芽か再

生し 10月には高さ 30cm に達した。

天然更新
多くの試験が行われたイントのテーラトゥン (Dehra Dun) での結果によれ

は, 自然条件下では十分に湿った地床や庇陰下たと4月以降に発芽し,発芽は

雨季まで続く。地面か十分に湿っていれは種子は日陰でも日向ても自由に発芽

し,強度の庇陰下てなけれは芽生えは生存てきる。直射日光の当たる乾燥した

地床には芽生えは生じないか,暑い時期に大雨かあると庇陰条件下では乾性の

地床にも芽生えか発生することがよくある。しかし, これらの芽生えはモン

スーンの到来に先立つ乾燥のためにまず間違いなく枯れてしまう。もし, 仲積

や沼沢状の地床などで,種子か土壌で被覆されれは,芽生えの定着率は大幅に

向上する。したかって,裸地状の柔らかな土壌条件下では天然更新か容易てあ



　　　

る。

隣あった 2つの試験区 (耕起後ならされた裸地区と草本に覆われた区) て行

われた種子の直播試験について述べる。両区とも直射日光にさらされていた

か, 地面は常時濡れた状態になっていた。ここにほほ均等に種子か 4月に散布

された。その年の終わりには両区ともすでに草に覆われていたが, 当初裸地状

だった所ては 78本の芽生えかあり, 苗高 は 8~60cm になっていた。一方 , 当

初から草本に覆われていた所では苗高 8~20cm の芽生えか 6本あるに過ぎな

かった。翌年の 6月には前者の稚樹は 2~3m に達したが, 後者ではすへての

稚樹か消失した。

植被のない柔らかな土壌でアカギの天然更新か好適な理由として,土壌によ

る種子の被覆か助長されることや発生初期に草本との競合か回避てきることな

どか挙げられる。また, 上記試験区のうち裸地区では掘り起こされたことによ

り土壌中の酸素の供給が十分に行われたことも大きく影響しているたろう。

病虫害

中国南部で緑化樹として植栽されているアカキにてんぐ巣病の被害か報告さ

れている (J・n l983)。

度達 (1937) は, アカキを宿主とする害虫を報告している。また,Bhas・nez

αZ(1956) は, イントやその周辺地域の加害昆虫として,P ねz卯“sc“PZ eγ(ナ

ガキクイムシ科 ),Met α"αszrzα毎 "α鯛 (カ レハカ科 ),Se‘ePαceZzzs(ヤカ科 ),

GQ増 ezね c冴卿γzα (シャチホコ力科 ),"zszm γれodope( マダラ力科 ) を報告 し

て い る。

用 途

中国南部の上海旧租界公園や南京の鼓楼公園では緑陰樹にされており,ハノ

イ市や台北市などでは並木道に使われている。「昔時,多祢 (たね)屋久の人赤

木を献ず」という記録かあり,八重山列島には半原生状の樹木かある。この樹

木について,「その質紫檀に似て堅く紅紫色で三弦の樟に作ると紫檀に勝る」と

いう。台湾では重陽木と称し, ローズウットの代用として家具製造その他に使

われる。材はシリカを含まないので, 加工は容易であり仕上かりもよい。辺材

はヒラタキクイムシに侵され, アンプロシア類には辺・心材ともに侵されると

いう。インドにおけるトウタイクサ料の中てはアカキか用材としては最重要樹



　　　

種てあり,耐久性も高いとされる。特に,水中て使われた場合の耐久性は高く,

パイルや橋梁に用いられる。他に構造材や鉄道の枕木なとの用途もある。また,

トラか爪を研く・ために樹液の多いこの木を探し求めるといわれ, トラの多い地

域では深い爪痕かアカキの樹皮に刻まれているのをよくみかけるという。
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20. カ シュー (Cashew)

学名 A72α健司 mmoccz 叱 れ云郷 BL

ウルシ科

桜井 尚武

カ シューナ ッツの木 で ,Cashew( 英 ),kasoy( フ ィ リピ ン), マ ガ タマ ノキ

(日),ca 〕u( ブラジル),Kaiu( ヒンズー) などの名前で呼はれている。

フラジル南東部原産で,16 世紀にはヨーロッパの航海者達に知られていた。

これら探検家達によりブラシルからインドのマラバール海岸へ運はれ, ついで

インドネシアやアフリカ東海岸へと広まった。現在は広く世界の熱帯地域で栽

培されている早生な常緑の高木。大きな樹冠の高いところまで単幹性の左右対

称の樹形を示し,条件か良けれは直径 50cm, 樹高 20m にもなる。切り口から

白色の乳液を出す。 この樹液はカシューゴムといい, アラビアゴムの代用に使

う。材は硬く用材となる。葉は全縁で互生,卵形または倒卵形で,長さ 10~20

cm, 幅 75~12cm てある。花序 は長さ 15~20cm, 花は小さく直径 5~6mm

程度,枝先に群かってつき,黄色から黄白色,花弁には普通ピンクの縞かある。

果実は石果で灰色, 腎臓のような形をして 2cm 程度である。中果皮は柔らか

く, コルク質で油脂に富む。この油は耐水性の塗料なとに使われるか, 体質に

よりかぶれることがある。花柄の肥大した部分は 5~7cm 位でみずみずしく水

分に富み, 黄色あるいは赤色の西洋梨 (あるいはピーマン) のような形をして

いてカシューアンプルと呼はれる (クラビア 74,75) 。多少渋みがあるが多什て

リンゴの芳香かあり生食したりジャムを作ったりする。

分布と適地

天然分布地は南米てあるか , フィリピン, タイ, ヘ トナム, セイロン, イン

トなと熱帯アシア各地 , およひマタカスカル , モサ ンビークなとで広 く栽培 さ

れている。

この樹種は標高 700~800m の所ても育つか 300m より低い所の方かよく,

自生的に生えている稚樹か見られる所は沿岸部に多い。良好な成立地ははっき

りした乾季,雨季のある所て,気温は 26~32oC, 湿度は 75~85% 程度,年降水

量は 500~3,800mm 程度の所である。貧栄養土壌や石隣地のような所にもよく



　　　

見られるが,壌土や砂壌土あるいは砂土のような排水の良い所か好適地であ

る。他の果樹栽培には向かない地力の低下した平地林や緩い起伏のある二次林

でも果実の生産ができるので, このような場所はこの種にうってつけである。

耕転や濯艦,施肥などは特に必要でない。チカヤ (Zmpeγ鋼αcy‘zれαγzm) 草原に

植えれは, やかてチカヤを被圧して駆逐する。

開花と結実

花は 12月に咲き始め約 3か月間咲き続ける。成立地の気候条件に応じて,2

~3 回の主開花期かあるが, 年間を通じて花か見られるといった方かいい。果

実か熟すのに約 2か月かかる。熟すとカシューアンプルは緑から黄色かスカー

レット (深紅色) に変わる。

結実は植栽後 2年目で見られる場合もあるか,普通は3~4 年後から始まる。

充分な量が取れるようになるのは10年後であり, その後 20年間位収穫でき

る。15~22 年位か最盛期である。

育 苗
苗木用の種子は結実最盛期の 15~22年頃に優良な成績を示している母樹か

ら得るのかよい。質か良く量も多く取れた場合の種子は, 発芽率か高くメハエ

の成長も良い。発芽力の低下か早いのて新鮮な種子を用いるのか良い。良好な

種子は, 播種後 7~12 日で発芽する。苗畑での苗木作りては, 排水用の穴を適

当に空けたポリ袋に種子を直播して 20~50cm の大きさになるまてそのまま

育てる。使用土壌やポリ袋は普通の造林木の場合と同様ていい (6インチ×9イ

ンチ程度以上)。播種から発生初期の間は, 一般の造林木同様 30~50% 程度の

遮光条件下で充分な覆水を行って育てるのか良いが, 苗高 20~30cm 程度に

なってしっかりしてくれは直射日光を当てて苗木を丈夫にする, いわゆる硬化

処理を行うのか良いだろう。日本で針葉樹に行っているような根切り処理は不

要である。

無性繁殖法には, 取り木, 接ぎ木, 芽挿し, 挿し木かある。取り木や寄せ接

きは雨季開始直前の開花前か適期てある。花期の終わりに行うのは腹接ぎ (幹

部に接く) がいいようである。取り木苗や接ぎ木苗は実生苗より成長か早い。

取り木をする時, プラスチックシートやラップで発根部を覆うのは極めて有効

である。挿し木の発根は必ずしも良くない。挿し穂を取る前にその軸の下の樹



　　　

皮を剥いで 40日程度置くのか有効てある。用いるシュートは 1~2 年生の部分

て色は明るく柔軟なのか良い。しかし, これらの無性繁殖法は手間か掛かるの

で, 大規模な苗木造りには向かない。

植 栽
植栽予定地では雨季開始前に2~3 回鍬 (くわ)起こしをするのがよい。植栽

位置には棒を立てる等の印付けを行い 20cm ×20cm ×30cm 程度の植栽穴を

掘るが, この植え穴は大きけれは大きい程良い。大きな苗木にはその根の大き

さにあった植え穴を掘る。植栽苗は 30~50cm 位の苗高のものが良い。

直播は最も実際的な方法の一つである。植栽時期は雨季開始直後から半月程

経った頃か良い。乾季のない所てはいつでも植栽できる。直播の場合の種子は

5~1ocm の深さに,一か所 2個づっ播く。これはネズミや鳥などの食害に対処

するためである。植え付け間隔は栽培方式やとこまて大きくするかに応じて異

なる。初期には列の間で他作物の栽培かてきる。間作を考えない場合には最初

の植栽間隔は 3m ×3m とすると, 初期閉鎖か早くチガヤの駆逐にも役立つ。

商業的規模での造成では 6m ×6m にするのがよい。

保 育

下刈りは樹木の成長と火事被害を避けるために不可欠である。全刈りてきな

い場合は坪刈りを行う。2~3 年生の木ては根周りの 05~lm を雨季開始後難

草木の成長が旺盛な時期に刈払う。6~8 年生の頃にも必要ならは刈払いを行

う。最多収穫を得るためには,樹冠同士が重ならないようにする必要かあるの

て,5~6 年生頃までに適宜間伐か必要である。最終の樹幹距離を 10~15m と

するようにして最終間伐は 8~9 年頃までに行う。枝打ちは特には必要ないし,

枝打ちした場合生ずる打ち傷の跡からの樹脂漏出は果実の生産のためには良く

ない。施肥は小規模栽培や農園造りの下準備,収量増加や質の向上を図るため

には必要である。地力か低くても, 栽培上は大きな問題はないか, 地力の低い

場所で収量増加を期待するなら,落ち葉なとで根元をマルチしたり,堆肥を施

用するのか有効である。

収 穫
落下したものを拾うか棒の先に鈎かナイフを付けた掻き落とし棒を使って収



　　　　

穫する。完熟前に収穫して良いか, カシューァ・ノプルを利用するなら充分熟し

た時に収穫する。収量は土壌条件や気象条件に大きく影響される。イントの例

ては 3年で一本当たり 2~4kg の収量かあった。 ha 当た りてみるとナッツは

1,000~4,500kg, フィリピンての良 く稔 っている木の例では, 一本当たり 50~

70kg の果実が採れている。

病虫害
新出メバエに対する菌害かある。菌害は雨季に起こり, 茎の先端や若い葉か

ら多肉質の部分が侵される。ひどい場合には,全部か落葉し枯死する場合もあ

るが,普通は新条か伸ひてきて被害部分と置き代わる。造林地では子葉や若い

軸をネスミに食害されることかあるか, これは薬剤の地際散布で被害を最小限

にできる。ある種の昆虫か果実を熟す前に落下させることかある。未熟果の落

下防止にはセビン (水 1カロンにスプーンて 2杯) を施用する。

Bhas・n and Roonwal(1954) はインドとその周辺の地域か ら次のような加

害昆虫を報告 している。XyZopsoc 婚 姻Pα““s,XyZo 坊γゆs自助 zpes( ナカシン

クイムシ科 ), βメヱoれαα Pmsz れα (タマ ム シ料 ),A8o 影鋤脳 s れoZoseγzceα,

PZocαdB γ堀 た““郡れ鋤 s (カ ミキ リム シ科 ), Cmssoi αγ削 s “zm 鯛 , C

mc ねo卿γzc"s, C 肌“72α8γs乙 c加 P“zs (ナ 力キ クイ ム シ科 ), X
‐
yzβboms

αれα劣ewe 篇 z,X se%sかれos“s,X zg財αce“s( キ ク イ ム シ科 ),Aspzdzot “s

oγze川錫格,C8roP 卿財臨 月oれα釧 szs 乙8鯛れmm ね Zのめe把〆ののれ (カ タカイ ガ ラ

ム シ科 ), 鮎 got餅 mgsg だ gm( レイ ビシロア リ科 ), 川α鋤云の"秘“ 解 "壁れs( シ ロ

ア リ科 ),E 煽れαZzqg の“dα,E e第 Zzれα卿 "αの 凄 s( タテハ チ ョウ科 ),C 乙た〆α

存折鋤 gsz粥云α (ヤママユカ科 ) てある。また,HutacharenBZQZ,(1988) はこの

他にタイから E"Pγoczzsscz川湯αれs( ドクガ科 ),Pqms αZepzdα (イラカ科 ) を

報告している。
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21. マンゴ (Mango)

学名 賜αれg折emz れの m L

ウルシ科

佐藤 明

Mαれg所em 乙れのcαは一般にマンゴとして知 られ , 濃緑色の葉をつけ, 荒い樹

皮をもち, 丸くて大きな樹冠をした高さ 25m ほとの常緑の中・大径木で, 熱

帯域で最も良く知られた果樹の一つである。マンゴの果実は多肉の石果て, ウ

ルシ科の特徴であるゆがんだ形をしている。多什質で黄色味をおひた肉質の中

果皮を果肉として食べる。葉は長さ 8~40cm, 全縁 ,角質て毛はなく,長楕円

形または披針形の単葉で, 互生し, 枝先に集まるようにしてつく。

本種は, 耐陰性の極めて強い樹種で, アメニティを構成するものとして都市

部では庭園樹として,郊外でも街路樹や緑陰樹などとして広く植栽される。マ

ンコはホームカーテンの主要樹種であり, コーヒー, 柑橘類 , バナナや用材生

産樹種などと混植されるほか,果実として,葉や種子は家畜の餌として,花序

から豊富に生産される蜜は養蜂用としてアクロフォレストリーの中での位置つ

けは高い。

朋αれg坊gm 属は 60以上の種からなり,大半はマ レ‐半島 , スマ トラや他の東

南アシアに自生している。この中には, 食用となる樹種もかなりあるが, マン

ゴと太刀打ちできる品質ではない。本種は,染色体数 40の 2倍体である。栽培

品種は 1,000ほどあるか,2 つの系統に大別される。1つは単歴性で, イントを

中心にいくつかのはっきりしたタイプがあり, もう 1つは, フィリピン, イン

ドシナに見られる多魅性のものである。栽培品種間では,害虫や病気に対する

感受性, 果実の大きさ, 色やなめらかさなどにバラツキがある。大きさもプラ

ムほとしかないものから 2kg 近い重さのものまで, 形は丸いものから細長い

ものまであるか, 先端が尖った卵状腎臓形, 卵形や楕円形を示すものが一般的

である。果実の色は緑黄色から様々な段階の黄色,櫨色を経て緋色まで幅かあ

る。

分 布
正確な原産地ははっきりしない。北緯 160から2ずの範囲の東イント,ブータ



　　　

ン, バ ングラテシュや ミャンマーの低山帯に自生 していたと推定され , さらに

南 西 イ ン ト, タイ , ラオ ス , ヘ トナ ム , カ ンホ ジアや半 島 マ レー シアの丘 陵 ・

山岳地なとも原産地とする説かある。マンコは, 南・東南アシアでは 4,000年

も前から栽培されていて, その事実はしはしは古代インドの初期のサンスク

リソト文学に記述されている。紀元前 4,5 世紀には,仏教僧によりイントから

半島マレーシアや他の東南アジア,東アシアにもたらされた。10世紀までの間

には, ペルシャ人により中東に運はれ,16 世紀までにはボルトカルの貿易商に

よりインドのコアから東西アフリカに導入された。 17世紀の終りにはメキシ

コ, フラジルに,18 世紀の間にはフラシルか ら西インド諸島に導入された。こ

れらによりマンコは広く生育し, その分布は汎熱帯を呈するようになった。

開花・結実

花は普通,樹齢か約 10年に達した頃から咲き始める (グラビア76)。花の咲

く時期は生育地域や品種で異なる。インドの数品種か年 2,3回開葉する間に花

を咲かす以外 , 開花は多くは年 1回たけである。開花期は, 北部インドで 2月

から4月,南部インドで 1月から3月,西アフリカで 1,2 月, カリフ海諸国で

は 11月から 7月の間である。花の着生数は,いずれの品種・系統でも年変動が

大きい。

15~20cm の長さの頂生の複総状花序に細い毛を持っ単稗型芳香花があり,

部分的に雄花だけの単性花を,他の部分には両性花を併せ持つ。花序には,花

数が数百個に達する。種子は果実に 1つあり長楕円形の核果で芳香性がある。

品種や地域によって異なるか,開花後 2~4 か月で成熟する (クラヒア 77)。野

生種の果実は長さ 35cm から 1ocm ほどであるのに比して, 栽培種の多くは

大きく, 通常長さ 8~20cm, 幅 6~12cm でかすかに平たく, 先にいくほど狭

まる卵状腎臓形状を示す。

タネの取扱い

種子は,食用となる多什性で黄色の厚い果肉と, その核となる硬い殻に取り

囲まれている。タネ (殻付き種子) は,果実全体の 10~15% を占める重さを持

ち, 平たい形をしている。自生地域では, 果物コウモリや他の果実食性のほ乳

類により散布される他,家畜や人によっても散布される。植栽のための種子は,

十分に成熟し自然に落ちた果実を採集し,果肉を除去後,涼しい所で風乾する。



　　　

その後, てきるだけ早く播種する。マンコの種子は, 涼しい所に貯えれば,80

日から 100日の間は発芽力を保っている。

育 苗
苗畑ての生産では, 目のあらい土壌の中に果実から果肉を除いたタネを播

く。発芽は播種後おおよそ 1か月かかる。殻の端から太い根か現れ, 次いで広

葉の子葉の葉柄を伸はし,若い主軸か現れてくる。子葉は核の殻を地中に残し

てくる。多魅性品種は,2~8 本の主軸が 1個のタネから生え出す傾向かあるの

で, それらを間引きし, 健全と思われるもの 1本を主軸にして育てる。

本種は, 通常, 実生で繁殖させる。しかし, 良い品種では, 芽つきや接ぎ木

などによる栄養繁殖で殖やすことか主流である。芽つぎは頂端の芽か膨らみ始

めたとき,幹の直径か 07cm 以上の太さの苗木を用いて実行する。接ぎ木は幹

の直径が約 10~15cm の太さの苗木か,10~12 か月の苗齢に達した苗木で行

う。苗木の根は, 太くて中程度の長さの一次性直根を持ち, それに多くの側根

か生える。芽生え段階ては, 多少の被陰が必要である。一般に, 苗木の大きさ

か根元直径 12~15cm, 高さか 45~60cm くらいのポット苗を山出し苗とす

る。

適 地

本種は熱帯の樹木で生育可能温度域は 44~444oC とされるか, 軽い降霜に

は堪えられるといわれる。適温域は 24~270C のため熱帯,亜熱帯の無降霜地帯

か植栽適地といえる。しかし,更新等の状況から土壌か過湿な環境は不適であ

る。セイロンては年降水量 635~1,905mm の地域で天水栽培か可能てあるか,

開花中に降雨の多い地帯は,果実生産には適さない。立地的には,有効深度か

深く, 肥沃で排水良好な土壌で, やや粘質かかった平坦地か最上とされる。

植 栽
苗木は, 上記の大きさ, すなわち直根か太く大きくならない前に植栽する。

果樹園では,一般落葉果樹と同様,雨季の初期にポット苗を用いて植え付ける。

植え付け穴の大きさは 60cm ×60cm ×60cm 程度で,活力ある根を発達させる

ためにコンポストや緑肥なとを加えた肥効のある柔らかな土壌を用意し, 植栽

時に穴に充填する。



　　　

植え付け後,活着するまて直射光か当たらないような処置か必要である。植

栽間隔は品種にもよるが, わい性の品種では 6m ×6m から 75m ×75m 間隔

で , 他の品種では 9m ×9m か ら 12m × 12m, 必要によって 15m × 15m の間

隔で植え付けられる。植栽後数年間は,雑草木との競争によりマンコの成長か

妨げられるので坪刈りによる下刈りか奨励される。また,6m ×6m の密な間隔

で植栽した場合,樹冠の閉鎖状態や生産性,経済性を考慮し,間伐か実施され

ることかある。

成 長

苗木の初期成長は早い。北部インドの亜熱帯の例ては, 苗木は芽生え後, 短

期間で 20~30cm,4 か月で 30~45cm,16 か月で 75~150cm, 播種後 28 か月

で 15~27m まで伸びる。典型的な成木は,高さ 25m, 場合によってはそれ以

上の高さに達し,胸高直径は 06~20m, 枝下高は 15m にもなる。プエルトリ

コでの最大の個体は,樹高 373m, 胸高直径 20m を示した。根系は,土性の違

いにより大きく変化するものの,地中深くまで直根を伸はし,側根を大きく広

げる傾向がある。

果実の生産は,栄養繁殖による苗木の場合,樹齢 4,5 年で始まり,樹齢 20年

から40年の間,最盛期が続く。成木 1本当たりのマンゴの収穫量は, しはしは

年間 1,000~3,000 個に達する。

更 新

天然更新は良く,特に被陰下で優れている。種子の発芽は光かある程度遮ら

れた母樹の樹冠下や, 二次林の林床上で容易に行われる。しかし, 湿地では発

芽か悪いため更新はまれとなる。また, マンコは, 伐倒後, 良く萌芽する。こ

のため,更新目的にもよるか萌芽による更新も十分に考えられる。

病虫害

病虫害の例は数多く報告されている。虫害の場合,果実の品質に大きな影響

を与える数種の ミバエか含まれている。そして ,Mathur and s・ngh(1959) に

よれはイントおよひその周辺地域から, 多数の加害昆虫か記録されている。ま

た, インドネシアては生立木の樹幹を Mooγαα α坊zzoれα廓 (メイカ科 ),

R腐すzdodem szm幻雛 s( カ ミキ リムシ科 ) か穿孔 し,葉を月"αc“sαzZQSS( ヤマ



　　　

マユカ科 ),Bomboz βZm ノoco剛 加 %, α“m 効 α zαれ削げ sα (ヤ カ科 ), お“物餌 zα

αの煽れ卿 (タテハチ ョウ科 ),0 だれαgαe加α鰯剛力s( メイガ科 ),P 御 osα‘epzdα

(イラカ科 ) か食害 , 果実は P棚 Zoおoc≠zsgの〆ゆれem( メイカ科 ), αれ〆ezsル“-

omcq( ヤカ科 ),Stemoc た郷“s乃 zgzd“s,S mα"郡危難 (ソウムシ科 ) が食害す

ることか報告されている。フロリタでは, 線虫害も報告されている。また, 病

害はうとんこ病の 1種 Powdery mlldew が問題視されていて, 結実不良の原

因となっている。

用 途

果実は,熱帯の果実として大いに珍重され,1968 年の栽培面積は 538 万 ha,

1980年前後には世界中で年間 135百万トンの果実が生産されていると推定さ

れている。それらは, 普通生食されるか , 砂糖煮に加工されたり, シュースに

あるいはシャーベ ソトとしても利用される。果実には, ビタミン C, ミネラル

や炭水化物が多く含まれる。花や非常に若い葉は, 東南アジアの一部では野菜

として用いられている。

葉,乾燥した花,未熟な果実,種子,樹皮や樹脂・樹液は,薬として皮膚病,

傷, 下痢や呼吸器系の病気に用いられる。葉の抽出物には抗菌, 抗バクテリア

の成分かあると報告されており,粉末にした花は,虫除け効果かある。樹皮や

葉に含まれるタンニンは, 綿, 絹やウールを明るい黄色に染め上げるし, 乾燥

した未熟な果実は, サフランのような食品染料のための発色剤として使われ

る。また,粉末の樹皮は純薬としても使われる。“アムアッタノゾ として知られ

る香水は花から抽出されており, ヒンスー教の儀式では花や葉を用いる。

辺材部はクリーム色, もしくは明るい茶色をし, 心材部はくすんだ黄あるい

は茶色を呈し, しはしは斑点や不規則な線が見られる。材は中程度の硬さで,

光沢かあり,肌理は中程度,重さも中くらい (気乾比重 062)で強く,大きな孔

か多数並ぶ成長輪か見られ,直線や波打った木目かある。材は品質低下を最小

に止めるよう, 中程度の速度で乾燥させる。加工性は良いが, 仕上かりは最上

ではない。乾燥した材のシロアリ抵抗性は中程度。プエルトリコては, 薪や燃

料にしか使われないか , 南イントでは水中のパイル , ホー ト, 家具 , 床材 , 構

造材, 箱や工芸用, 合板なとに用いられる。
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22. バオバブノキ (Baobab)

学名 Ad αれ飾れzααzgは頭α L

キワタ科

磯川 澄彦

バオバブノキという和名は Baobab をそのまま読んだものてあるか,

Baobab の由来はいくつかあるらしい。例えは, ベネチアの薬草医か記録して

いる, 当時の市場での呼ひ名 bu hobab に由来する, タネかたくさんはいって

いる果実という意味の bu hlbab からきた, なとである。その後フランスの植

物学者 M1chaeI Adanson が , 初めの説による baobab を属名 とすることを主

張したが,結局は命名規約に従って Adαれsoれm か属名とされている。熱帯アフ

リカのサバンナの象徴的な樹木であり, 実際, 乾季の葉をつけていないバオバ

ブノキの容姿は独特であり, 幻想的てさえある。キワタ科に属する樹木で, こ

の属にはこれまでのところ 9種か知られている。A dzg乙如加以外の種は, マタ

ガ スカル に 月 α坊α,A s鯛 焔彩れszs, 月 期 ,A gm7zd 雌雄γz, 月 尤 7zy,A

m αααgαs餌γ彫れszs,A peγれen の 6 種 が , オー ス トラ リア西 部 に A gだ gom か

分布することか知 られている。主なシノニムは次のとおりである。A

bα九oわαb,A sぽ叱卿 ,A s“ZCQ幻 ,A som α誇れszs,Bo αbαb"s dzg坊αね。

バオバブノキは巨大な落葉性樹木てあるが, 普通には 20m を超えることは

ない。幹は頑丈であるか, うらこけか円柱状で, 急にボトル型にくひれていた

り,短くてずんぐりした格好をしている (クラビア 79)。直径は時に 1om に達

し,幹周りは 20m を越えることもある。樹皮は滑らかで,灰褐色,紫色かかっ

た灰色, または赤褐色をしている。樹冠は大きく, 普通は広がっている。乾季

に落葉している時には枝振りが根株のように見えるところから "アフリカの逆

さまの木 (Afrlcas Ups・de-DownTree)" ともよはれ ,天か ら強さを受けると

信じられている。 1次枝は幹全体に着生するものと, 梢端にまとまって着生す

るものとあり, 頑丈てはあるが, 次第に先細りとなる。若い枝はしはしは綿毛

て覆われているか, まれに無毛なものもある。葉は単葉か掌状 (図 221) で,

枝の先端に互生するか, 幹に直かに発生する短枝に着く。もっとも, 幹に直か

に短枝かできることか正常なのか, 樹皮を剥いた結果なのかははっきりしてい

ない。幼齢木の葉は普通は単葉である。成木は各成長期の初めに単葉を着ける
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か, 次いで 2,3 枚の小葉をもつ葉を着け,成葉は小葉か 5~7(~9) 枚で, 直

径は 20cm ほとてある。

ハオバフノキは, しはしは部落 との関わりで , あるいは, かつての部落の証

拠として植えられたり, その周辺に住まった人々によって保護されてきた。セ

ネガルのティエスなとては, ほぼ閉鎖に近い林分を形成している。

分 布
ハオバフノキはサハラ以南のアフリカのほとんとの国て見 られるが , リベ リ

ア, フル ンティ, ウカンタ, シフティには分布 しておらず , またチャドと南ア

フリカの分布はごく限られている。カホン, 中央アフリカ共和国, ザイールの

ほかいくつかの国に導入 ・植栽されている。サントメ, プリンシペ, アンノホ

ンの各島にも見られるが, これらかそれらの島の固有種かどうかは明確でな

く, そのほかでも, 確かに固有種かどうかはっきりしていないところもある

(図 221) 。アフリカ以外では, 中東の南 ・北イェーメン, オマーンに記録かあ

るか,ほとんどが導入されたものらしい。マタガスカルにあるA dzgばαねはサ

ンシバルからの移住者か持ち込んだものと考えられている。一方インドにも多

く見られるが, これらはアフリカからの奴隷貿易が始められた 13世紀の初期

以後に導入されたものと考えられている。東アフリカにおける分布は普通, 海

抜 1,00om~1,250m までとされるか ,1,500m くらいまで分布するという文献

もある。

開花・結実

西アフリカからは,バオバブは 8年~10 年て開花・結実するというむしろ驚

くべき報告が出されているが, 南アフリカ連邦の報告類は,Mess・na で栽培さ

れているものは 16~17 年生て開花 しはじめたが , 一方 ジンパフェでは最初の

開花は 22年 ~23 年で認められたとされている。 このことは, 地理的に隔離さ

れていた西アフリカのバオバブは東部・南部アフリカのバオバフとはかなり異

なるもので, おそらくは気候の違いを反映しているものかも知れない。スーダ

ンの例では,乾季のピーク (1月~3 月) を除いて 1年中開花していたが,普通

には, 雨季の直前か雨季の始めに開花するといわれている。つほみは午後遅く

から日没後まもなくにかけて開きはじめ,翌朝までに完全に開く (グラヒア

78)。雄しべを外に出すように,かくと花冠は反り返る。その午前中,かくと花



図 22 2 アフリカお
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冠はまっすぐになりはじめ, 再ひ雄しべを包み込む。しおれた花冠は基部か離

れて,雄しべの柄に沿ってゆっくりずり落ち,雄しべを覆うように吊り下がる。

このように,16~20 時間の受粉時間を含めても, 花の寿命は 24時間を越える

ことはない。

バオバブノキの垂れ下かった花はコウモリによる受粉に適応している。西ア

フリカでは果実を食べるコウモリEzdoあれれeZり"m か受粉するという報告かあ

り, ケニアでは 2種の異なる果実を食べるコウモ リ Ro 関湯郷s 解散のれαC“S,

Epomo ゆね“s wα周旋 7gzzが受粉するという報告がある。 E れ錫り“m はサヘル地

帯を東西に結ぶ線からアフリカの南端まで, さらにアラビア半島の南西端にも

分布 している。尺α8g卵ごzqcαs もほほ同様な分布範囲であるが , サヘル西部の

北限がやや南に寄 っている。一方 ,E wα腸肥 78zzはアフリカのソマ リアとカメ

ルーンを結ぶ線から南の中央アフリカに分布している。ただし, 花粉は蕪にご

く弱く保持されており,柱頭はきわめて受容性が高いので,風媒も可能とされ
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て い る。

果実・種子

果実は, 球形から卵形, 楕円形, 円筒状まで形もまちまちであるが, 大きさ

も直径 75~20cm, 長さ 75~54cm まてまちまちて ,西アフリカか らアンゴラ

にかけてのものか長い。表面は青みかかった黄褐色のヒロードよう綿毛で覆わ

れている。果実は乾いた, ばさばさした果肉でみたされており, その中に多く

のタネかはいっている。タネは腎臓形,縦横とも約 lcm で,外種皮は滑らかな

暗褐色を呈する。重い果実が落ちると, 木質の殻か割れることかあり, そこか

らシロアリか侵入して, 甘い果肉を食べる。こうすることにより, タネかバラ

バラになる。一部のタネは雨季の間にその場で発芽するが, 多くのタネは周囲

の地表植生によって抑えられるか, 親木の陰で死にいたるか, 火災や耕作に

よって殺されて しまう。一部のタネはサル, リス, ネス ミなどによってさらに

遠くに運ばれ,最初の雨季を生き延びることさえあるか,次にくる乾季に乾燥

によって枯死する。サルやヒヒがタネを運ぶということは, 時にバオバフノキ

か丘の尾根筋や岩石の露頭に位置していることをうまく説明している。果実は

象やエランド (大型のレイョウ),鳥などによっても食われる ,人間もまた甘い

果肉を食べ, タネを吐き出し, その結果としてタネを散布する。川沿いの個体

からのタネは水によって散布されることも考えられる。

タネの取り扱い

タネは lkg あたり (1,500~)2,000~3,000 粒で,普通の条件だと数年は活力

を維持する。タネは播きつける前に処理か必要で, もっとも優れた方法は, 沸

騰水にタネを浸し, すく、引き上げて, 常温に戻す方法である。酸による処理も

試みる価値はあるか,傷付け処理は発芽促進には効果かない。自然条件ては,

象のような大型の噸乳動物の/肖化器官を通過することによってタネの休眠が破

られる。発芽に要する期間は著しく異なり, 早いものは 3週間しかかからない

のに, 遅いものでは半年かかるものもある。

育 苗
上述のように発芽は不揃いで,発芽率もよくない。苗木は実生苗か普通であ

るが, 挿し木も行われている。



　　　

適 地
250~1,00omm (時に 100~1,500mm) の年降水量をもった各種の土壌て生

育するか, 石灰質の, 深い, 十分に湿った土壌で最もよく成長する。重粘な粘

土質土壌の, 季節的に冠水するようなところには生育てきない。半乾燥地・準

湿潤地に分布する多くの植物と同じように, ハオバフも陽性の樹木である。幹

は水分に富んでおり, 乾燥と火災にきわめて強い。

天然更新
ハオバフは著しく寿命か長いのにそれほど沢山は見られないという事実は,

どちらかといえは天然更新しにくいことを示しているのかも知れない。また更

新は,乾燥したところよりもむしろ降水量が多い地域で見られるということ

も, 天然分布かゆっくり縮小していることを示唆している。筆者も東アフリカ

4か国を何回か車て走り回ったことかあるか, 群生するバオバブ林, とくに若

い個体が群生する林分はあまり見られなかった (グラヒア 80)。

植 栽
農民か屋敷内や畑の周囲などに植えたり,集落の中の道はたに並木として植

えることはあるが, 林分状に植栽することはないようである。また, 種の保全

という見地から,公園なと公共の場所に植えて,独特の景観を楽しむことも提

案されている。

成 長
成長についての記載も相当に違っている。幼木かあまりみられないといわれ

るか, その一つの理由は, 幼木は家畜によって好んで食われるためであり, ま

た葉が住民の食用に供されるためである。適地では樹高も直径もかなり速く成

長する 樹高は 2年間に 2m,15 年間に 12m という測定例かある。到達しう

る最高の樹齢は 1,000年から3,000年と考えられている。バオバブは成長輪を

形成するか, 立木の樹齢を調べるのは困難てある。さらに, 水分に富んだ幹の

含水率によって, 幹の周囲か変動することか記録されている。実際, 直径は約

2cm も膨らんだり, 細ったりするといわれる。



　　　

病虫害
ハオハフには深刻な病害虫は知られていない。幼齢木は家畜の食害を受けた

り, 火で被害を受ける。大型の個体は象によって枝に被害を受ける。老木は時

に稲妻や嵐によって被害を受ける。材, 果実, 若い枝に被害を与える害虫か数

種類知られている。菌類病とウィルス病もいくつか報告されている。他方, バ

オハブはしはしは多くの作物の害虫の寄主でもある。ワタとココアの害虫の代

替宿主になることに強い関心が持たれて, バオバブの昆虫相は, ほかのアフリ

カの在来樹木に比べてよく調べ られている。主要な害虫は,cotton bollworms

とよはれるワタのサヤを食べる風貌 o 毎sαγmzgem( 麟超 目ヤカ科オオタハコ

カ ),DZP αγopszs cα" α鰯 α,EQ γzαsbzp 卿gαや cotton-sta ・ner bugs とよはれ る

Dysdg だ 騰 超 sczα加 s,D 乙mB" ねβの “s,D れzgro 勅 sczα加 s,D s“彰γ卿 Zzos“s,

odo れのめ“sg 工sαれg賜れzs,o sβ%IP“7zcね加 s,0%yc αだれ“s 餌 bzpeれれ雄 お よひ area

beetles と よ ば れ る Podαg“cq 属 の 昆 虫 で あ る。バ オ バ ブ は ま た

Pseudococcoldae( コナカイカラムシ科 ) の昆虫の寄主てもあるか , ココアの

メクラカメムシ Dz郡α川副卿 肋Bob〆om αとともに, それらは西アフリカにおけ

るココアの各種のウィルス病を媒介す る。 cotton-stalners を防除す るため

スータンてはか ってポラーティンク (Pollard・ng) か実行 されたか , それに

よって少なくとも 2年間くらい結実しないことも知られている。一時, ワタや

ココアをまもるためにバオバフノキを伐採するという桟はかな試みが行われた

が, 間もなく, キワタ科 ・アオイ科 ・アオキリ科の植物にはるかに多くの, あ

まり目立たない代わりの宿主かあることか知られ, バオバフを伐っても意味が

ないことか分かった。カーナでは, まだ同定されていない黒い甲虫の 1種が枝

を食害し, 結局は皮が剥けて枯れる。同じ西アフリカで, 幼木の幹を食害し,

皮か剥けて枯 らすカ ミキリムシ Aれ認epzgs お折αsczcα如 か報告されている。 南

ア フ リカ連邦 の トラ ンスパ ールて は , masonga caterplllar ま た は mopane

worm とよばれる食葉害虫 Go捌mbmsz α海中“αが知 られている。

菌害については驚くほど報告か少ない。これまでに知られている大型の菌類

は D 錫 ぬ れzα co72ce 煽 れ cα,Co γzoZopszs 郡“粥 os“s,Tmmgtesso α ofmm て あ る。

菌類病としては, スータンで P毎‘Zoszzααsp. による leaf spot か , またタンザ

ニアでは Lee乙"" ね加““にαによるうどんこ病か報告されている。幼木に水をや

りすぎた場合には幹の心腐れかおきるといわれるが, これか菌に由来するもの

か , 生理的な障害なのかについては調べられていない。西アフリカでは, ココ



　　　

ァのモサイク病 ウィルスと swollen-shoot ウィルスか詳 しく調べ られており,

ココア作物にウィルス感染か突発的に発生する場合のテータは, 周囲のサバン

ナにある自然に感染したバオバフノキからというようりむしろ, キワタ科 ・ア

オキリ科 ・アオイ科の森林植物からコナカイカラムシによって運ばれて感染し

たものにちかいないことを示している。深刻な病害というのではないが, ヤド

リギ Lom 煽れ“s m にねowzz はアンゴラではバオバフの寄生植物として記載され

ている。無論 , ほかでは Lom 煽れ“sの別の種か見 られる。ほかに寄生性のイチ

ジク属樹木も見られる。

用 途

若い葉は菜っぱのように食するほか, 乾燥し, 時に粉砕して各種の料理のつ

なぎとして用いる。花は生食される。果肉は甘味があり, 多くの地域で食用に

する。種子は蛋白質 ・脂肪 ・ビタミン B,・C の含有率が高 く, そのまま, ま

たは煎って食用にするほか, 粉末にして幼児食ともされている。葉は飼料とし

ても使われる。若い個体の幹の下部およひ根からは,各種の用途の繊維が得ら

れるが, 樹体をひどく傷めないように採取して, 数年後には再ひ利用できるよ

うにしている。材は軟らかく軽いために用途は限られているが, 日常の各種の

用途に用いられている。根からは赤い染料も得られる。樹皮・葉・果実 ・種

子・根の各部から各種の薬用成分か得られる。

文 献
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173~209
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23. アラン (A1an)

学名 Sれoだαdbzdq sym

フタハカキ科

小林繁男

ア ラ ンは Sれoだα属 R“b〆osれo陀α節 に属 し, 地 方 名 で ア ラ ンの他 ,

Ser・ngawan (フル ネイ ),A1anBatu,A1anBunga,A1anPadang( サ ラ ワク )

とも呼はれる。木材はタークレッドメランティ (Dark red merantl) 類で , そ

の中では比較的重い部類に属する。

天然分布と適地
ホルネオ島の内陸部には淡水域に分布する泥炭湿地林かある。そのうちサラ

ワクからブルネイにかけて, 広 く分布する泥炭湿地林はアラン (Sれoだα

錫bzdα) が純林を形成し, 分布域も限られている点でも熱帯雨林の中ても特異

な存在である。特にサラワクのバラム川, ブルネイのブライトiHの流域には大

森林を形成する。さらに, ブルネイのツトン川流域, サラワクのプェ山や中央

部の標高 1,200m のメルロン平原にまて分布するとされている。 アラン林は主

に泥炭湿地に成立するか, 一部のアラン林はケランカス土壌 (白珪砂土) やア

クリソル土壌にも分布する。熱帯泥炭は海洋の影響を受けたものか多く,森林

を伐採利用すると硫酸酸性になりやすく,植物の成長を阻害する。

この熱帯泥炭は凸型レンス状を形成し, 外周から6つの植生か区分されてい

る。泥炭湿地の周辺から中心に向かって分布する植生は,外周部の混交湿地林

で , ラ ミン (C伽 yszyZ“s 卿れc伽 “s), ジ ョンコ ン (DααyZoc 幻α堀 s彩れos加 c毎 s)

や湿地メランティ (Sたoだαspp) などか混交 している。この内側にアランハッ

林が分布する。アランの中でも最も樹高か高く,60m 以上に達し,胸高直径は

10ocm を越す。次にアランブンカ林か分布する。林冠は均一で ,樹高は 45m~

60m 以上 , 胸高直径は 40cm~80cm である。形質が揃い, アランの中てもっ

とも伐採されている。さらにその中に, アランパタン林か分布する。樹高が 30

m~40m, 直径か 20cm~40cm の小さな林冠をもつアランの純林である。 そ

して, 湿地林の内部にはいると, パタンパヤ林となる。アランは優占せす, 小

径のメタン (ム婚姻 spp), ビンタコール (C錫OP毎“"m spp), クル ンツン



　　　

(Comb 郷o鯛ゆ“sγot“724の“s) などで構成 されている。この林は湿地林の中心

に分布するかその面積は広くない。他にパタンクルンツン林か区分されている

か分布は普遍的でない。

形 態
成木は樹高 70m ・直径 19ocm にまて達し,5m の高さで 35m の長さの板

根を持つほどになる (グラヒア 47)。樹皮は紫褐色で, しはしば脱色された灰桃

色を呈する。辺材は桃色て, 心材は赤褐色を呈し, そのため木材はタークレッ

トメランティと呼はれる。葉は縦 75~15cm ×幅 45~65cm の長 さの長楕円

形て,16~20 対の葉脈かある。葉の裏側は, アルヒタの名のように淡白色てあ

る。花は 18cm ほどの総状花序をなし, 密な細綿毛をつけクリーム色てある。

種子は 12mm ×9mm で, 卵形てある (クラヒア 31)。実生の初生葉は 8cm ×

25cm の長さで, 葉脈は 14対, 葉柄は lcm の長さで, 膝状湾曲している (ク

ラヒア 48)。

開花・結実

アランは 25年に一度の割でしか開花しないといわれるか, 一度開花結実す

ると, 純林のため林床, キャップ, 林縁の内外で実生か発生する。林床の実生

は,相対照度か 2% 以下であると約 2年後にはほとんどが枯死する (図 231)。

この 2年間には新しい頂芽を形成するか, タイバンクを起こし,2 枚の初生葉

のままて, 病虫害, 乾燥, 冠水などの原因により枯死する。また, このアラン

林を伐採すると, 数か月で伐採跡地一面にパ ンダナス (PQ7zdαれ“s伽 dB符oれ“)

やシタ (Mゅ卿 eZepzsbzs"γのα) か繁茂 し, アランの更新か非常に難 しい。アラ

ソ林は熱帯雨林の中では特異な存在であるか,ー旦破壊されるとその更新か非

常に難しいため, その保全に努める必要かある。

タネの取扱い,挿し木, 山引き苗と育苗

未だ, フタハカキ科の種子の貯蔵方法は確立していない。種子は取り播きと

なる。しかし, 開花・結実に時間を要すること, また不定期であるため, 挿し

木による苗木か山引き苗による苗木の確保と人工植栽方法か試みられている。

挿し木に関しては, 砂の挿し木床を用い, 透水性を良くし, 散水を良くしなか

ら湿度を保つことが重要てある。およそ 10~15 週間でカルスや根の形成か認
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図 23 1 ブルネイにおける Sたoreαのbzdq実生の生残曲線
開花は 2~3 月, 結実は 3~4 月, 種子の落下と発
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められるか, 発根率は約 8% と高くない。しかし, 今後培地等の改良により事

業的にも挿し木による苗木の生産か期待される。IBA なとのホルモンの使用は

余り効果を示さない。伏せ木による苗木の確保も可能である。育苗方法は他の

フタバカキ科樹種と同じで, 徒長をしないように被陰するか, 全天光ては水と

肥料を十分に施用し,健苗を育てる。山引き苗は,実生がある場所で,直接ヒ

ニールポソトに現場の泥炭と共に詰める。林縁にそのまま放置し,2 週間後に

生存しているものだけ植栽地に運ぶ。造林するとき, 枯死しているものを取り

扱わないことや健苗を選定できることなとコストがかからない。

植 栽

アランの実生か分布していない二次林を対象に林分を改良する目的で各国で

よく行われている方法はラインプランティンク (列状植栽) である。二次林を

帯状に切り開き,列状に苗木を植栽する。ライン幅は伐採の効率と植栽樹種に

依 って異なるが ,FAO 方式では 2m,3m,5m である。これらの伐開幅は切 り

開きを低経費で行うこと,残存林により伐開区は照度か低く,雑草木の繁茂を

抑制することを目的としている。赤道近くの熱帯地域ては東西方向にラインを

切り開くと光条件か良くなる。天然のアラン林はキャップ更新をしているとい

われる。樹木か単木的にあるいは数本か倒れ,開いた空間に天然下種して実生

か更新し,森林か再生する現象である。おそらく択伐で開いた空間と比較して

微気象条件など環境が異なるのであろうか, この天然更新過程から二次林のェ



　　　

ンリッチメソトの方法を学ふことか出来る。それは現在, フルネイで行われて

いる "キャッププランティンク (Gap P1ant・ng) “という方法である。二次林を

孔状に伐採し, 人工的にギャップをつくり, アランの実生を植栽する方法であ

る。キャップの大きさは方形区の 1辺か二次林の樹高になる様に切り開くのか

最も造林木の成長かよいとされる。アランの母樹の無い場所て実生の活着や成

長か期待てき, キャップという小さな穴のため立地条件か一様で, そこに適し

た樹種の選択か容易である。さらに, ラインプランティンクより伐開の効率が

よく, 低経費である。また, 周囲に森林か成立しているため火事からの延焼も

防 く。

ラインプランティングやキャッププランティングは, 苗木を植栽する方法で

ある。これらの植栽方法は,立地環境が泥炭であることを考慮して,植栽場所

に泥炭を積み上げる丘植えや溝を掘り畦をつくり, そこに植栽する畦植えなど

の方法か適している。

天然更新

択伐後のアラン二次林で,前生のアランの実生か分布する場所を対象に亜高

木や低木を除伐し, 実生の生存率を高め, 成長を促す “フォレスト・パンチ・

インプルーフメント (Forest Patch lmprovement) “という方法かある (図 23

2)。光条件か全光の 1/3程度になるように亜高木や低木を除去してやり,実生

かある程度大きくなってからは全光の 1/2程度になるように切り開いてやる。

アラン林あるいはその二次林の林床てはアランの実生はパンチ状に分布してい

るため, この実生か分布している範囲の亜高木・低木を除去することになる。

そしてパッチ状に二次林を修復することになる。この方法の利点は対象となる

木か生えている場所て行うので立地条件に問題が無く,環境に大きな影響を与

えないこと,低経費で痛むことである。欠点はアランの開花・結実期間か長く,

実生か存在する林床か限られていることなど生理・生態的な制約かあることて

ある。

病虫害
天然のアラン林は穿孔性の蛾の幼虫によってパンチ状に立木が枯死している

場所かある (クラヒア49)。人工植栽においてもこの虫害を受ける可能性かあ

るか, 天然林てはその規模はせいせい直径 30m の範囲である。この虫害に
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よってアラン林が壊滅状態になった報告は無い。ただし, 人工植栽かいまだ成

功していないので, 人工林に対する虫害については現在の時点ては, 虫害の可

能性かあるという程度である。
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24. セラヤ (Seraya)

学 名 Sれo陀α c“中 期 Dyer ex King

フタハカキ科

落合 幸仁

Sれoだα c“mszz はフタバカキ科 Sれoreα属 尺“b〆o紬 oreα節に属する高木で ,

大きいものでは高さ 70m, 直径 220cm に達する。樹冠は緑白色を呈し, 樹皮

は粗く裂け, 紫褐色である。葉は披針形革質で蒼白色である。材はレッドメラ

ンティに分類され , 価値か高い。セラヤ (半島マ レーシア, フルネイ) の外に

meranti seraya( サ ラワク ),merant ・ merah tua( イ ン ドネ シア ),saya ‐

daeng, saya-luang( タイ ),seraya betul( サバ ),lumbor( カ ンホ ジア ),

bobo( ベトナム) なとの地方名で呼ばれている。

分 布
S c“〆zzszzはイントシナ南部 , マレー半島 , シンガポールおよびボルネオ島

に分布している。文献によってはスマトラ島にも分布していることになってい

る (Wood and Me・Jer,1964)。マレー半島の S c“メカszzの葉はブルネイのそれ

に比べてやや大きく, ホルネオ鳥の S cαγα劃乙をマレー半島の変種 とみる説 も

ある (Symington l943)。S c“メカszzの白く輝 く樹冠 は特徴かあり,遠 くか らで

も一目で識別できる (クラビア 41)。マレー半島では, 標高 500m 以上の丘陵

地域の特に尾根沿いに分布し,一方ホルネオ島では, 低地フタバカキ林に分布

している。フルネイにおいては, 尾根の一番上に D7yo 鯛腐れopsαmm の z如 か ,

それよりやや下かったところに S c“メカszzが分布 していることか多い。

開花とタネの取り扱い

S c“〆zzszzの開花は比較的頻繁に起こっているのて, 苗木用のタネの採取は

客易てある (クラビア 42)。タネは Sれoreα届特有の長い 3枚の羽根を付けてい

る。播種 してか ら 9 日から 23 日て一斉に発芽する。R“brosれoreα節のほとんど

の樹種のタネは 1~2 週間以上貯蔵すると急速にその発芽力を失うので, タネ

の採取後は速やかに苗床に播種する必要かある。幼根かタネからでた後,襖状

の 2枚の子葉か展開してから, 一対の対生の初生葉が展開する。その後, 互生



　　　

の成葉か 1枚ずつ展開する。

育 苗
S,c“汚職乙の育苗に関する文献はほとんとない。たたし, 筆者の見る限り同

じSれoだα属 R“bγosれoreα節の種子はほほ同じような扱いで育苗できると思わ

れるので,S Zepm躍如の育苗に関する岩佐・平沢の報告 (161ページ参照) か

参考になるであろう。これによると,苗は多少日陰のある場所で 8から 10か月

間育て,植栽前 1から 2か月の硬化処理を行う。植栽時の苗高は 30から40cm

とされている。

植栽地の決定と成長
この樹種の植栽の結果はほとんど知られていないのて, 筆者かフルネイて

行 った, キ ャッププランティングとラインプランティンクの試験例を紹介す

る。ギャッププランティングでは,択伐後約 20年経過して林冠が十分に閉鎖し

ている二次林内において, 尾根償いと斜面中腹に,20m ×20m と 1om ×lom

の大きさの人工的な伐開地 (キャンプ) を合計 4箇所作った。ラインプラン

ティンクは, これと同じ二次林内で,西向き斜面の尾根から谷にかけて幅 lom

のラインを伐開して実施した。キャッププランティングの箇所の土壌は, 斜面

上部か黄色乾性土, 中部が黄色湿潤土, ラインプランティングの箇所は, 上部

か赤色乾性土, 中下部が黄色湿潤土であった (Takahashl et錫 1994)。この人

工的キャップ内に S c“msu とびP“れαゎoγ解 8れszsの稚樹を 3m ×3m 間隔で

植栽 した (U borれ鑑れszsについては 180 ペーシを参照されたい)。苗木 はすべ

て山引き苗を用いた。 山引き苗は林床の S,c “〆zzszzの稚樹を住意深く引き抜

き, 根を水に浸して約 lkm ほど離れた林内の苗畑まて運ひ, 表土を入れたビ

ニールポットに移植した。その後, 約 2か月ほと林内で養苗した。ポソトに移

植後は常に樹冠下におかれていたので, いわゆる硬化処理 (Harden・ng) は行

われていない。そのために苗木の質は低かったと思われる。なお, 植栽 1年後

の活着率には斜面や処理による差は認められなかったか,2 年目以降は斜面上

部て枯死木が多くなった。

図 241 に植栽後 3年の成長経過を示した。キャッププランティングては,斜

面中部の 20m ×20m でもっとも成績かよく, 植栽後 3年間で, 樹高が 2m 近

く増加したか, 他のいずれの試験区も lm 前後と成長か悪かった。一般的に述



三園 霊欝 キ(ヱ姿;テインク
官 200

彰 15o
ロ1om 幅のライン
プランティンク

1989 1990 1991 1992年

図 24 1 S c“mszz の植栽後 3年間の樹高成長

べると斜面位置が同しであれは大きいキャンプの方か成長か良く, キャップの

大きさが同じであれは斜面上部より中部の方か成長が良かった。この傾向は

び わo畑健れszs や D ねれcgoZのαて も同 じで あ った。

次に,斜面上部の尾根沿いから川沿いの斜面下部まて植栽されたラインプラ

ンティングについてみると, 植栽後 3年間のライン全体の平均樹高増加量は約

70cm 程度でギャッププランティンクのどの処理区よりも小さかった。同じラ

イン内て斜面の位置の違いについてみると, 斜面上部に植栽された稚樹はほと

んと成長していないか,植栽後 3年以内に大部分か枯死したのに反して,斜面

中部から下部の稚樹は比較的旺盛な成長を示していた。 これはび わoγれ鑑れszs

と同じ傾向であった。以上のキャップとラインプランティンクの結果から推察

されるように,S c“中期 は斜面中部以下のやや湿った土壌か植栽適地である

と言えそうである。天然分布もフルネイでは斜面上部よりやや下かったところ

に見られる。一方, マレー半島てはS 粥川 szzは尾根や尾根近くに生育する典

型的樹種とされているか, これは他の樹種との競争の結果による生態的適応と

みなせるであろう。

保 育
植栽当初は下刈りの必要がある。ギャップの場合は多少大きくても下刈りは

斜面上部てあれは年 1回程度てすむが,斜面中部から下部にかけては2回程度

は必要てある。しかし, いずれにしても, 皆伐跡地の裸地造林に比べれは下刈



　　　

りの労働量は軽減てきる。

病虫害
植栽当初はカメムシに加害された頂芽か枯死するため,教本の芯か立つ状態

になる個体かみられたか , チェンカル (貼eobαα“ocαゆ那 加 zmzz) ほど大 きな

被害にはならない。穿孔性昆虫てはキクイムシ科の xyZeboγ“ss“bmαcms か知

られている。一般に,D αmm の zm や U ゎoγ鰯鋤 szsよりは病虫害を受ける個

体か多いようであった。
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25. メラ ンテ ィテ ンバ ーガ (Meranti te皿 bag

学名 Sれo柁α‘epros“ね M1q

フタバカキ科

岩佐正行・平沢敏正

Sれoだα ZBPro跳 ね (シノニ ム S m α惚れれ) は フタハ カキ科 R “b〆o煎 餅 eα節

(し、ノドメランテ ィ) に属す る。マ レー シアやイ ン ドネシアで は, 一般 に

Merant ・tembaga, サハ州 で は Serayatembaga, タイで は Saya khao と呼 は

れている。その材はライトレッドメランティとして取り引きされ, 一般用材

(家具,内装仕上げ材,パネル,モールティンク等)として多く利用されている。

成木の樹冠は上に広がり, やや黄色かかった銅色を呈し, 識別しやすい。樹高

約 60m, 直径約 175cm となる高木で,板根か 2m 程度になる (グラビア 40)。

葉は楕円形て 4~14cm 長 ,35~55cm 幅で互生する。 フタバカキ科樹種の中

では光合成速度か比較的大きく, 陽樹的な性質を有する。マレーシアでは比較

的容易に種子や山引き苗か調達できるので,郷土樹種の中ては最も多く造林さ

れている樹種の 1つである。

分 布
Sたoだα彰Pro跳ねは熱帯降雨林を代表するフタバカキ科樹木の 1ってある。

この樹木は, 南部 タイ (パタニ) の他に半島マレーシア, スマ トラ, ホルネオ,

バ ン力及ひヒリトゥンに分布 している。半島マレーシアでは, 北部マレーシア

のベルリス州, ケタ州北西部, ランカウィ島などの乾季・雨季の明瞭な地域を

除く全域に分布している。

開花・結実

花は黄色をした小さな房状花で,2~6 年間隔で一斉に開花・結実する性質か

ある。半島マレーシアては,通常 4~5 月と 9~10 月の年 2回の開花時期かある

(クラビア 37)か,1 個体 (樹木)の開花は年 1回である。植栽木では,20 年生

くらいから開花か始まり, 豊作年には 1本の木に最大 40万個の種子をつける。

開花から約 3か月半後には熟し,落下し始める。果実は3枚の長い羽根 (1o

cm) かあり, 種子は長さ約 2cm のどんくり状をしている (クラヒア 32)。



　　　

タネの取扱い

ほとんどのフタバカキ科樹木に見られるように, 林床へ落下した種子のほと

んどはすく発芽し,採取後 1週間を経過すると種子の活力は急激に低下する。

林床へ自然落下した種子は,菌や虫の被害を受けたものか多く,発芽率は一般

に低い。良質の種子を確保するためには,落下直前の種子を採取するのが良い

か, 樹高が約 20~40m あるので木登りの熟練者が必要となる。種子採取の適

期は, 主翼か褐色になり始めた時か良い。採取した種子は湿った麻袋に入れ,

採取後数日以内に播き付けることか大切てある。鋸屑に混ぜて室温で保管した

場合でも4週間後には発芽は 0% となったとの報告かある。マレーシアにおけ

る JICA の複層林プロシェクトでは, 良質の種子を安定的に確保するため, 各

州森林局やマレーシア森林研究所 (FRIM) との間で「開花・結実情報ネソト

ワーク」を作り, 良質な種子を効果的に確保するのに大いに役立っている。

育 苗
熱帯地域における植栽時の気温を考えれば, ポソト苗として育てる方か植栽

の失敗か少ない。Sれo〆m ‘gかos“卿は菌根菌との共生関係にあり, ポット用土

には菌根菌か多く生育している天然林の表層土を侵入すると品質の良い苗木を

育成でき, かつ, 植栽後の活着・成長に良い影響を与える。苗木は, 主に種子

から育てる方法と山引き苗から育てる方法かある。さし木による方法も研究さ

れており, イントネシアては生け垣仕立てにした幼木からの萌芽枝を挿し穂に

使って高い発根率を得ている。しかし, 実用的には, 高品質の苗木生産には種

子から育てる方法か良く,種子が確保できない場合に山引き苗を活用するのか

一般的である。落下直前の良質種子であれは,発芽率は90% 程度を期待できる

か,自然落下種子は数 10%以下の発芽率である。苗は,多少の日陰かある場所

て約 8~10 か月間育て,その後,山出し前に 1~2 か月間の硬化処理を行う必要

かある。山出し時の苗高は 30~40cm 位か適当である (クラビア 38)。硬化処

理時の注意事項として 急激に全天光にさらすと日焼けを起し枯死するケース

か多いのて,初めの数週間は全夫光での馴らし時間を午前中のみにするなどの

工夫か必要である。前記プロシェクトの実績では, 実生苗及ひ山引き苗の得苗

率はそれそれ約 80%, 約 55% てある。



　　　

植 栽
この樹種の主な植栽対象地として, 天然林択伐跡地等てのエンリッチメン

ト ,プランティンク,早生樹種人工林への樹下植栽 (複層林造成),皆伐跡地で

の開放地造林等か考えられる。植栽間隔は育成の目的や植栽するサイトの立地

条件によって異なる。マレイシアにおける例を挙げれは, 最終仕立て本数を

120~140 本 /ha とすれは,開放地造林では 667 本 /ha(5m ×3m), エンリッチ

メント・プランティンクては 476 本 /ha(7m ×3m),JICA の榎層林プロシェ

クトで実行されているAc解 mm αれgwm 人工林への樹下植栽 (A mαヵgmm の

上木を 4列伐採した場合) では,446 本 /ha(37m ×3m) か一般的てある (ク

ラヒア39)。裸地での植栽は成功例と失敗例か見受けられる。裸地にも様々な

立地条件の違いかあり, 数 haを越える規模の裸地では, 土壌条件と苗木の質

か良くないと失敗する例か多いので注意を要する。裸地ては気温か 40oC以上

にも上昇し,乾燥害等を受け易いので,植栽した後は,植栽木の根元周辺を草

などて覆うマルチンク作業を実施することが大切てある。これは, 主に地面か

らの蒸発抑制と菌根菌の発育促進のためである。適度の日陰地 (相対照度か

50%~60%) てあれはほとんと活着し, 良好な初期成長が期待できるか, 上層

木の樹冠が閉鎖したら遅くとも1年以内に上層木を切りすかす必要かある。植

栽時期は雨季開始直後が良く,植え付け時間帯は日差しか強くならない午前 11

時頃までに終了することか望ましい。

成 長
レソドメランティ類の中て ,S たoだα僻めγosα如 か若木の時は最 も成長の早い

樹木である (20年間の総成長量)。複層林プロジェクトの樹下植栽地では,成長

の最も良好なプロットでは, 植栽後 24か月で平均樹高は 42m, 平均根元直径

は 4cm に達している。 20年目頃以降は, 他のレソトメランティ樹種の方か成

長が良くなる。好条件下ては,年平均直径成長量は約 i2cm て,植栽後 60年く

らいて直径 70cm に達するであろうと報告されている。FRIM の試験林 (クア

ラルンプール市郊外)での成長状況は表 251 のとおりてある。仮に,胸高直径

35cm に達したときを商業伐採時期とすれは, 植栽後 30~35 年で伐採可能で

ある。人工林材は,天然林材よりも多くの脆心材か見られるとの報告もある。



表 25 1 Sれoだα Z8pros粥αの林分材積

林齢 (年) 10 20 25 30 35

優勢木樹高 (m) 34
ha当たり本数 1,042 284 148 150150

胸高断面積 (m2/ha) 14 5 12 9 131 15 617 9

平均直径 (cm) 13 3 24 0 33 6 36 439 0

材積 (m3/ha) 113 7 157 7 194 8 224 3

年平均成長量 (m3/ha) 7 77 8 057 77

(住) 植付仕様は 3 6m ×18m,10 年及ひ 20年生のとき間伐を実行。

更 新

フタバガキ科樹種の中ては陽樹的な性質か強く,林内に天然更新した稚樹か

小中径木にまでなることは一般に少ないようである。落下種子は容易に発芽す

るが, 天然林の暗い林床では, その後の成長は阻害され枯死していくものかほ

とんとであり,純林は形成されない。光環境を改善すれは天然更新による施業

も容易になるか,現実的には路網の未整備や保育の手遅れなどか原因となって

成功例は少ない。しかしなから,天然林と隣接した A 伽αれgm 伽人工林内 (適

度な光,林床植生か少ない)に天然更新か多く見られるのて,人工播種により,

モノカルチャーの人工林を異種異齢の林分構成となる複層林を造成する施業の

指標になる。

適 地
排水の良い低地から700m 以下の丘陵にかけてのゆるやかな傾斜地に特に

台地になっているところに大木か多く生育している。雨季などに一時的な滞水

箇所では,根腐れかおこり多く枯死するので,植栽 1年前の雨季に現地踏査し

ておくことか望ましい。乾季・雨季の明瞭な地域ての植栽は天然分布かないの

て避けたほうが良い。

病虫害
これまで深刻な病虫害は報告されていないか,苗畑及ひ植栽地において食葉

害虫による被害か見られる。01% メタミドフォス (Metham・dophos) 水溶液

または 1% マラチオン (Malathlon) 水溶液を散布すると良い。



　　　

文 献
Appanah, S & G Welnland(1993)P1antlng quailty tlmber trees ln Penlnsular

M[aiaysla pp 165~167

P1antat ・onD1vlslon&NaturaIForestDIV1slon,FRIM(1994)Gu ・dellnesforP1antlng

qual・ty tlmber trees ln Penlnsular hdalaysla p 15

国際協力事業団 (1994)マレーシア国複層林施業技術現地実証調査- 中間報告書-

283pp



　　　

26. ホワイ トメランティ類 (White meranti)

学 名 Sれoだα spp,Sect A 煽れo靴 oだα

フタバカキ科

佐 木々恵彦・森 徳典

Sん師如 属 は A 煽れo靴 o氾α (ホ ワイ トメ ラ ンテ ィ),R “bγosねoγ鋤 (し、ノドメ ラ

ンテ ィ),Rzc 粥云脇 (イ エ ロー メ ラ ンテ ィ),E 〃魂 o〆@"( バ ラ ウ ) の 4 つ の節 に

分けられる。なお, ここてホワイトメランティなどの現地名は材色に基ついた

商取引上の名前て,大部分はこの分類て問題はないか,細部では植物分類と材

クループか一致 しない樹種 も少数ある。ホワイ トメランティはインド東海岸 ,

ミャ ンマー , イ ン トシナ半 島 , マ レー半 島 , スマ トラ , ホル ネオ , フ ィ リピン

に約 50種か分布し,S れoreα属の中ではハラウについで広い分布域を持ってい

る。 一方 , レッ トメ ラ ンテ ィとイエ ローメ ラ ンテ ィはイ ン ドか らイ ン ドシナ半

島にかけてのモンスーン林には分布 しない。従 ってホワイ トメランティは雨

季, 乾季のはっきりした地域に生育できるために, 比較的乾燥に耐える生理的

特性を持った樹種か多く含まれている。その他にも, このグループの樹種は種

子生産,種子貯蔵,育苗,発根性,挿し木などの面で造林上有利な性質を有し

ているのて , 人工造林樹種として適 している。マレーシア ・クアラルンプール

郊外の森林研究所 (FRIM) の構内に,過去の植民地時代に試植したいろいろな

林かあるか, 現在見事に成林してる樹種の中にホワイトメランティに属する

S九oだα brαczeo幻ね , S れyめocね〆αか あ る。 この ほか に も, S αssqmzm, S

ノα〃のzzm,S sの zcg那加α,S ね‘“m なども,造林樹種として有望視されている。

木材の性質としてはレソトメランティより劣るか, 単板にむきやすく, 合板に

適 している。また , 一般建築 , 床板なとにも用いられる。 ここでは S 加加配

を中心に述へる。

開花・結実

Sれo〆鍵 届の花は小さく,黄色ないし白色であるか , し・ノドメランティの花た

けには白色かなく, 黄色と赤色てある。一般に, フタバカキ科樹種の開花, 結

実は不規則であり,3~5 年に一度大量開花かあるといわれている。しかし, ホ

ワイトメランティはその中ては比較的規則的に着花する樹種か多い。ことに雨
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季 , 乾季 の は っき り した地域 で は ,S Qssqmzc 仏 S れの 叱れ〆α,S sgnce 扇 om,

S ね‘第αなとは定期的に着花することか多い。マレ一半島北部では, 雨季の終

わりの 12月から 1月に開花し,4~5 月に果実か成熟する。雨季‐乾季の差か

少ない半島南部でも, 同じ時期に開花,結実することか多い。その土地の気象

条件によって,雨季,乾季の時期が異なるのて,開花,結実の時期は地域によっ

て異なる。果実には, カクか変形した羽根かついている。ホワイトメランティ

の果実ては,5 枚のカク片のうち 3枚か大きな羽根になり, 残り 2枚は小さな

鱗片のままである (クラビア33)。植物学的には果実であるか,果皮内部は貯蔵

養分を充満した子葉かほとんどの内部空間を占めているので, 以下このトンク

リ状の部分を種子と呼ぶことにする。 種子は S QS那加z解 か 950粒/kg, S

辺りαれ乙cαが 830 粒 /kg 程度である。

開花から結実までの過程で虫害なとにより未熟のまま落下する種子はかなり

の数になるのか普通である。また, 一本の木でも枝によって種子の成熟段階か

異なることかあり,落下した種子にはいろいろな成熟段階のものか含まれてい

る。このように早い時期に落下する種子は着花木の真下に落ち,飛散すること

はほとんどない上,発芽力もない。果実の成長の最終段階で種子は急速に成熟

をするため,発芽率はこの時期に急速に高まり,発芽に必要な期間も短くなる。

種子の成熟とともに,含水率か低下するので,これが種子の成熟指標となるか,

もっと実際的な指標は, 羽根の色の変化である。種子が成熟してくると, 緑色

をしていた羽根か乾燥して,先端から褐変してくる。成熟直後の良質な種子は

羽根の付け根のごく一部のみが緑色で, あとは乾燥して褐色となり, しかも羽

根が硬化している。硬化した羽根は「追い羽根」のようにうまく回転して,風

に乗って飛散できる。

種子の取り扱い

ホワイトメランティは一般に芽生えの先枯病 (dleback) か多いといわれて

いる。種子に菌かすでに侵入している可能性かあるため, 品質のよい種子を採

取する必要がある。また, 地表に落下してから数日した種子は, 乾燥したり,

吸水したり,土壌から菌か侵入したりしている可能性があるため,種子として

の品質か低い。最もよい種子は完全に成熟した種子を木から直接採取したもの

である。さもなげれは落下後すくに採取した種子を用いることてある。高木か

ら種子を採取する実用的な方法は, 枝にロープをかけて揺すって種子を落とす



　　　　

のかよい。 このためには, パチンコの弾丸に釣 り用の鉛を用い,loom 以上の

テクスをつけて , 種子の着いている枝にパチンコでテクスをかける。 このテク

スを細引き, さらにローブと換えてから揺すり落とす。樹下にはキャンパス

シートを敷いておくと種子を拾いやすい。

採取した種子はビニールの袋にいれておくと良いか, あまり詰め込むと呼吸

熱で種子が劣化する。袋に半分くらい詰めた方か発熱量が少ない。少なくとも

林地から持ち帰る間は袋の中に熱が蓄積しないようにすることか重要てある。

フタバガキ科の種子は成熟しても 50% 以上の高い含水率を示す。したがって

種子の生理活性か高く,呼吸量か大きく,発熱量も高い。

ホワイトメランティの種子は, 乾燥重量に対する含水率か 20% 以下に低下

すると死威する。したかって, これらの種子を貯蔵するためには種子の水分を

30~40% に保つ ことが最 も大切てある。 このため, ビニールの袋に種子を入

れ,口を閉じ,中の湿度か低下しないようにする必要かある。一般に 250Cでは

空気の相対湿度か 95% 以上てないと, 含水率を 20% 以上に維持することはて

きない。ある程度種子か呼吸できなけれは, 発酵して種子は腐りやすくなる。

従って, 湿度が低下しない程度にときどき空気を入れ換えてやると長期間貯蔵

かできる。

ホワイ トメランティ以外のフタバカキ科の種子 と異なり, このグループの種

子は比較的低温に耐える。たとえば,S zα加川 の種子は低温耐性が高いので,

ヒニール袋に入れ,4oC の低温庫て貯蔵すれは,発芽率は低下するが,6 か月以

上の貯蔵が可能である。しかし,実際的なのは,17~18oC の暗い室内で密封し

た袋にいれて貯蔵することである。 この温度条件は 1,5oom 以上の熱帯高地で

得られる。貯蔵中に種子は発芽することかあるか,薄暗い密閉容器内では成長

は遅い。このような発芽した種子 (地上部の伸長,展開か少ない段階の種子)

でも苗床に植えると成長するため,苗木生産用の種子としては問題ない。この

とき乾燥,変色等をした幼根部位は切除した方かよい。

育 苗
{1) ポ・ノト苗

種子は羽根を取って播種した方かよい。幼根はトンクリと同しように尖った

部分から出る。ホワイトメランティの種子は子葉か地上に出て展開する種類か

ほとんどである (クラヒア 36)か,S ねZ加αは子葉か展開しないで地中に残る



　　　

クヌキやコナラと同じ地中子葉型の発芽をする。この子葉は自然に脱落するま

で苗木に養分を供給し, また,水分の貯蔵器官としても作用するため,苗木の

成長には重要な器官てある。上騰軸が伸長してくると最初に対生葉か展開し,

ついで互生葉序となる。この段階でポソトに移植する。移植の時に直根の根端

を切り詰めておくと側根の発達か促されて根系の発達か良くなる。一般にポッ

トは大きめのサイズのヒニール袋を用い, 培地には森林表土 1 ビート1 砂 1

あるいは表土 2 ビート1のような組成か用いられている。このようなポット

の重さは約 800g あり, これを軽くすることか林地への輸送, 植え付け時の重

要な問題であるので, ビート,堆肥,モミカラ炭なとの利用か考えられている。

しかし, フタバガキ科樹種は菌根菌によって苗木の生長か促進されることかわ

かっているので, フタバガキ林の表土の使用は欠かせない。

種子を直接ポットに植え付ける方法もあるか,潅水するとき,表土が流され

種子が露出して乾いてしまう欠点かある。また, フタバガキ科樹種は根が直根

性で分根しにくいので, 根系の発達が悪くなる。

ポット苗は初期には庇陰が必要であるが,次第に庇陰を少なくし,最終的に

は植栽場所の光条件に合わせて,苗木を順化する。ポットの培土の養分が少な

いと強光下では葉か黄化しやすい。一般にフタバカキ科樹種の育苗はかなりの

庇陰下で行 うことか推奨されているか ,S,αs縞粥zm,S 籾 Po物焔 ,S ね如粥 な

どのホワイトメランティは比較的強光下でもよく成長し, 最も成長かよい光条

件は全光の 60~70% 程度である。特に,S 粥加m は陽樹的性格か強く,全光下

でも十分生育する。一般に庇陰下では, 地上部の成長は盛んてあるか, 地下部

の成長が抑制される。しかも,庇陰下では葉が大きくなり,蒸散量が大きくな

るため, 山出し時に枯死しやすい苗木となるので,少なくとも山出し前には陽

光下でハー トニンクさせる方がよい。

(2}裸根用苗木の育苗

一般にポソト苗か用いられるか, さきに述べたようにホワイトメランティに

属する樹種は生理的特性か人工造林に適している点を多く持っているので,裸

根苗木による山出しかできる可能性がある。それには育苗の段階から裸根用に

苗木を育てることか重要であり,S zα加川 を例にのべる。芽生えの互生葉か展

開し始める時期に苗床に移植する。このときに直根の先端を切ると根系の発達

か良くなる。はじめは庇陰下で育て, 順次強光に馴らす。急に強光下にさらす

と葉か日焼けや黄化を起こすか,堆肥等を十分施した肥沃な苗床では,葉の黄



　　　

化か少なくなる。

葉の黄化や日焼けは,苗木の成長か旺盛であれは,新しい葉か展開し比較的

短期間に成長を回復するのて, それほど問題ではない。むしろ根の発達を促進

し, 幹の太い苗木を作ることの方か重要である。ホワイトメランティの苗木は

幹にでんぷん等貯蔵養分を蓄える性質かあるので,幹の太い苗木は貯蔵養分も

多い。裸根の根株苗木では, 移植後の根, 葉の再生はこの養分を使って行うの

て, 貯蔵養分は非常に重要である。したかって, 裸根苗の根株造林には, 十分

な陽光下で幹,主根が太く,貯蔵養分を十分蓄えた硬い苗木を作ることか重要

である。

(3)挿し木

開花結実か不定期であり, 種子の長期間貯蔵もできないので, フタバカキ科

樹木の挿し木による増殖か試みられてきたが,一般には発根困難樹種か多く

て, 挿し木による苗木生産は難しかった。しかし, 最近になって, いくつかの

樹種てかなり有望な挿し木の成功例が報告されるようになった。表 261 はマ

レーシアで実施された実用的な設備での試験結果の 1例てある。このうち S

れ卯αれm はすてに事業的な挿し木苗木の生産かおこなわれている。また,S

bmczgoね如 は 100% 発根したという記載もある (PROSEA Vo1 5 1)。 レッド

表 26.1 挿し木の発根率 (%)
〔山手広大,平沢敏正 (1995)より〕

場 所 屋 外 カラス室

促進剤 IBA NAA 無処理 IBA NAA 無処理

ホワイ トメランティ

s んyPocカメα 93 3 12 0 70 094 0 98 0 100

s b zzczeoねね 11 3 1 7 0 66 3 72 0 26 0

レソドメランティ

s Zepのs叱加 0 16 0 13 8

s oりα加 0 5 0 2 5

S 粥αc若oの解 α 0 26 7

S PQ"c 扉 o焔 1 7 0 0 117 28 3

S αc“mm αね 3 8 0 10 0 5 0 0

屋外 36cm ×45cm ×1ocm( 深さ) の箱に川砂を入れ, 日覆下て 3~4 回/日散水。
カラス室 80cm × 150cm ×30cm の箱に下部に砂利 , 上部に川砂を入れ , ヒニール

蓋をつけ,4 回/日散水。
発根促進剤はいすれも1% を含む粉剤を切り口に塗布。穂木は1~2 年生実生苗の
主軸 (1ocm) 。



　　

メランティである S Zep〆os“ね,S sβ如mm などては, 光合成による物質生産

か可能なように 5,000lux前後以上の光条件を保ちつつ, 乾燥を防くミスト付

の密閉箱内を利用して,1芽 2葉の挿し穂を使って90% 前後の高い発根率を得

ている例 もある。 また, カ リマンタンのワナ リセソトでは S ZBP〆os“ぬ の若木

を生け垣状に育てて,萌芽枝を多数発生させて, それを用いて挿し木苗木を生

産している。一般に発根促進剤としては IBA か有効であり,成木からの挿し穂

てはほとんど発根か見られない例か多い。

植 栽
ポット苗はポットを切り裂き取り除いて植える。植栽苗木の活着率は一般に

全光の30% 前後の庇陰下て最も高くなるが, その後の成長は樹種ことの微妙

な光要求度の違いに大きく影響される。ホワイトメランティ類は十分に活着す

れはかなりの強光条件に耐えて成長できる。裸根苗の山だしては根株苗か,幹

の一部を残した棒状の苗木として植栽する。このとき苗木の地際の幹の直径が

lcm 以上あり,地上部と地下部のバランスか取れた苗木を掘り取り,細根をあ

る程度切りつめる。棒状苗木の時は,地上部は地際から3~5 節程度を残して梢

頭部を切除する。葉かあれはそれもすべて取り除く。樹種によっては切口から

脱水して枯れ下かっていくのて,少なくとも 3~5 の膝芽を残した方かよい。葉

や柏頭部の除去は植え付け時の蒸散による脱水を最小限にして,活着を向上さ

せる効果かある。根株苗, 棒状苗は葉が着いていないのて, 少なくともこれら

の植栽苗木の成長には貯蔵養分と葉を展開した後の適度な光条件か重要であ

る。 したかって , 植栽場所としてはキャ・ノププランティンク等か向いており,

庇陰の強い林内植栽ては初期成長か遅れることか考えられる。

根株苗等て新しく展開した葉によって新しい頂芽の成長と根系の発達か促さ

れる。S云錫“m では,植え付け後 1週間で新しい細根か形成され,10 日目前後

には版芽か開き姶める。普通,最上部の膝芽か頂芽となり,茎か株立ち状にな

ることは少ない。最初成長は遅いか, 植え付け後 6か月もすると, 加速的に成

長か増大し,1 年後には lm 以上の伸長をする。乾季のあるモンスーン林に分

布 している S αssのれz餌 ,S 窮め肥れα (以上ホワイ トメランティ),S g血“cα

(バラウ),旦op8αodoγ鯛α,互 助防げ乙,V のにαodoγのαなどの樹種は同様の裸根

苗の植栽かてきる可能性かある。なお,S ZQZ第αの裸根苗をヒニール袋に積め

て,水分の/肖失を防き,2ずC程度の薄暗い室内に貯蔵すれは, 数か月以上苗木



　　　

の活性か保たれた。

適 地

S 粥彰棚 はクライ土壌から黄色土壌まてに生育しており,適地幅か広い。S

QS肌粥にαは比較的沢沿いの水の動きのあるところに育つ。 S brocze〆"ね,S

ぬか oc廟α,S,seγzcez方om などは黄色土て比較的水はけ,通気性の良いところに

生育する。天然林におけるそれそれの樹種の生育地に近い立地条件の場所に植

栽するのが最も安全てある。ホワイトメランティに属する樹種はフタハカキ科

樹種の中では陽樹的性質かあるか, それでもユーカリやアカシア等の早成樹ほ

どは強くはないので,植栽場所としては皆伐後の大面積裸地などは控えた方が

よく, キャ・ノプ, 帯状伐採地, 早成樹なとの明るい林地への樹下植栽などかよ

い o

保 育
皆伐跡地における地こしらえは白蟻,つる植物や旺盛な雑木の繁茂などの問

題を少なくするために火入れをすることか多い。火入れをすれは少なくとも数

か月は雑草を抑制することかできるが,大面積の火入れ地ごしらえ地へのフタ

バガキ科樹種の植栽は活着率か低くなる。一般に,植栽 1~2 年目は年間 3回

程度の下刈りを行うことか多い。下刈法としては,筋刈法か省力的である上に,

造林地の見回りにも便利である。さらにこの方法は植栽地の湿度を高く維持す

るために, 植栽木の成長にもよい。

病虫害
Sたoreα属を加害する害虫は多く, ホワイトメランティ類もその例外ではな

い。 S 解如m で も生立木を穿孔加害するカミキリムシ科の肌鮎 szc〃s 鰐“那加s

等 20種以上の加害昆虫か知られている。しかし, 一般に植栽か多くない上に,

純林も少ないので,被害報告例は少ないか,今後害虫には庄意を必要とする。

S ノ仰αれzm の植裁ては Pれyfom 例解 z“m 新郷 z鋤 s による痛病か問題 とされ , こ

の病気は 1~2 年生の苗木に生じるか,患部を除去すれは枯れることはない。ま

た,S 脚mm 鯛 の若木ではF“賜れ"m 菌による落葉枯死やカミキリムシ科の昆

虫による果実の食害か知られている。
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27. カブール類 (Kapur)

学名 D"ob αねれops spp

フタバガキ科

落合 幸仁

D“obαα卿Ps属は全部で 7樹種が知られている。そのほとんとかボルネオ

島のみ に分布 して いるか , D "o 伽餌 zcα (シノニ ム D s“m αおぼれszs, D

mmp れom) と D objoれgぴoZZQは, スマ トラ島とマレー半島にも分布 している。

フタハガキ科の多 くの属 , 例えは Dzpzのocαゆ“s属 , 嵐o脚α届 , Co妙ZBZobmm

属,A“zsopzem属などの樹種は,そのタネに 2枚の長い羽根を付けているが,

Dかo加われo姥 属のタネは 5枚の同じ長さの長い羽根を付けているものが多い。

フタバガキ科 Dかo卿ぬれops属の樹木は古来より竜脳香がとれる竜脳樹とし

て珍重されてきた。材は赤みを帯ひた淡褐色で比重は 08~09, 建築,家具用材

として用いられている。日本へはカブール (Kapur) の名で輸入され, 合板や

床板等建築一般用材として使用されている。筆者か 3年近くすごしたボルネオ

島北西部のフルネイ国内においてもカブール材の価値は高く, 中程度の硬さの

広葉樹 (Med・um hardwood) に分類され, フルネイ全体の木材生産量の約

16% を占めていた。

フルネイにはDかo卿ねれops属の樹木か 4種分布している。 このうち, 泥炭

湿地林に純林状に分布する D mpp αを除き,D αγo加のにα,D 卿粥 goねzα (シ

ノニム D たの伽 gszs) と D 彰 cc館“ (シノニム D oocαゆα) は低地 フタバガ

キ林に分布する。 ここては, 低地フタハカキ林に分布するDかobαねれoPs属の

中でも広く分布しているD αmm αzzcαの造林特性を主に述べることとし, 適

宜, 他の低地フタハガキ林に分布する 2樹種と比較する。

上記 の各樹種 の地方名 は以下 の通 り。D αγom 似 zm は Malay camphor

(英 ),kapur ang 馬 k per・ng・1( フル ネイ , サ ラワク ),kapur s・ngkel,

kapurun, pokok kapurbarus( スマ トラ),kapur( 半 島 マ レー シア ), kapur

blasa( サハ ), 竜脳樹 (中国 ),D becc研 " は Sabakapur( 英 ),kapurbuklt,

k rangg1( フル ネイ , サバ , サ ラワク ),kapurs ・ntuk, keladan (カ リマ ンタ

ン), k a purmerah( サバ ),D 卿 'zceo超粥 は Sabakapur( 英 ),kapurdaram,

k buk ・t( フル ネイ ),kapur tanduk( カ リマ ンタ ン),kapur pa 員 (サパ , サ



　　　

ラワク ),D o秘 oれ郡五つZ旗 は kapur guras,petanang( スマ トラ),keladan,

kapur paya (半 島 マ レー シア ),kelansau( サ ラ ワク ),kapurkeladan( サバ )

,D, メロカカαは Swamp kapur( 英 ),kapurpaya( フルネイ , サバ , サ ラワク ),

kapur kayatan( カ リマンタン) などてある。

分 布
D のomのzm は標高 300m 程度以下の低地フタバカキ林の上層林冠を占め

る。その最大のものは樹高 65m, 直径 2m に達する。多くの種か分布し,一つ

の樹種か優占することの少ない低地フタバカキ林において,D αmm のにαは純

林状に優占することか多い (クラビア 45)。このように天然林においてまと

まって生育する特性は, 人工造林樹種として適していると思われる。

天然林内の D α〆om桝zcqは, ほとんどか尾根上あるいは尾根近くに分布し

ている。D αmm αれm は, 相対照度か 1% 以下の暗い天然林内に多くの稚樹群

が見られるし,林道端のような直射光か当たるところでも旺盛に成長をしてい

る。また, 天然林のキャップ内でも他の樹種に先駆けて大きくなっている。す

なわち,暗い天然林内の林床から太陽光か直接当たる皆伐地まで,様々な光環

境下で生育できる幅広い適応性を本樹種は持っているようてある。

ブルネイの低地 フタバカキ林には, 本種のほかに, D ねれ"o 如Zαと D

beccの " が生育している。 この 3樹種は面的な分布や開花時期を変えることで

棲み分けているようてある。 つまり,D αmm の z餌 は尾根沿いに, そして D

ねれceoね加は斜面中腹に分布し,両樹種の分布域か面的に異なっている。また,

D bgccαれzは尾根沿いか ら中腹まで分布 し,D α〆om 鯛 zm や D 腐れceo如ね と

分布域か重なっているが, これら 2樹種とは開花時期が 1週間ほどずれている

ようであった (och・a1湯〆 ,1994)。

開花とタネの取り扱い

D Z伽 ceo‘のαや D ゎec飾れzと比べると D αγom 偏にαの開花は比較的頻繁に

おきる (グラビア 46)。また,20 年生以上の造林木も開花する。花は白く小さ

い他殖性の高 い虫媒花で, 開花 して 2,3 か月て成熟す る。タネには

DかのαねれoPs属の特徴である同じ長さの 5枚の羽根かある (グラヒア 34)。苗

木生産のためには, 林床に落下しているタネのうちいくつかか発芽していれ

は,タネの採取適期である。普通は,林床に落ちているタネを拾うが,枝にロー



　　　　

プを掛けて揺するなとして, 枝についているタネを落として採取する方か, 虫

の被害の少ない健全なものを採集することかできる。

育 苗
他のフタバカキ科樹木と同じく,D "om 切にαのタネの発芽率も成熟後急速

に低下し,1 庁C前後で 2週間,5~1ooC では低温障害のため 1週間しか貯蔵で

きない。採取後直ちに播種すると, 約 1週間で発芽を開始し, しわのある大き

さの異なる2枚の子葉を展開する。子葉を展開した後,2 組の対生の初生葉を

展開する。この 2組の初生葉の節間は非常に短く, 一見すると 4枚の輪生葉に

見える。初生葉は通常の葉より大きく, この段階では D. ぬれceoね加や D

beccqnz との区別がつけにくい。このため,初生葉のみで DかoわαねれoPs 属の種

の同定を行うのは困難である。初生葉か出たあと, 成葉を互生で一枚ずつ展開

していく。 この時期に, 比較的大きめのビニールポットに移植する。

播種から移植まては寒冷紗なとを用いてタネに直射光が当たらないようにす

る。移植後 2~3 か月は庇陰か必要であるが, 相対照度が 30% 以下になると徒

長苗が多くなるので,少なくとも50% 以上にする必要かある。給水は朝晩 2回

程度行うのか一般的てある。この際水をやりすぎて, ヒニールポソトの中の水

分か過剰にならないように気をつける。約半年経過後,高さが 30cm を越えた

くらいで林地に植栽できる。植栽する苗木は主軸か太く,細根か発達して葉の

多いものを用いる。

タネから苗畑て育成した方が質の高い苗木を生産することかできるが, タネ

か手にはいらないときは山引き苗を用いることもてきる。林床の稚樹は暗い林

内でぎりぎりの生活をしているため, 細根が発達せず, 葉も薄い陰葉になって

いる。そのため, このまま直射光か当たる皆伐地のような箇所に植栽すると,

高い気温などの厳しい環境に耐えきれす枯死する個体が多くなる。このため,

ビニールポットに移植して, 数か月以上の順化期間を経て十分細根を発達させ

た上で,林地に植栽する必要がある。頻繁に開花することと, 山引き苗用の稚

樹も多いことから,D αγomのzm の苗木を確保するのは比較的容易てある。

植栽地の選択
筆者か実施したブルネイでのD qγom桝zcαの植栽試験では, 上木の樹高か

約 20m の二次林内に 20m ×20m の大きさに伐開したキャップに植栽した場
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合の成長か一番よかった (ochlal の錫 1994)。これよりキャップか小さいと成

長か低下するようであった。また, ラインプランティンクの場合, 周りの森林

の樹高程度のライン幅の伐開地に植栽された稚樹の成長か良かった。この樹種

の天然分布する斜面上部とそれよりやや下の斜面中部ては良好な成長を示した

か, 斜面下部では余りよくなかった。キャッププランティングては, 植栽樹種

の適地を選んでキャップ状伐開地を作ることかできる利点かある。一方, 慣行

のラインプランティンクでは, 適地を考慮せず, 画一的に同一稚樹を植栽する

ことか多いか,比較的広い植栽適地を持っているD αγomのzm でも, この方法

では植栽場所 (斜面の上下) による成長差か著しかった。したかって, キャッ

プ及ひラインプランティンクを問わず, 人工植栽においては, 植栽地や植栽樹

種の慎重な選択が重要である。

D αmm のzm と同じ低地フタバカキ林の斜面中部に分布するD われceo彰ね

の場合は,斜面上部と下部では極端に成長が低下し, 中部のみで良好な成長を

示した。 斜面上部から中部まて比較的広い天然分布を持つ D bgcmm の場合

は,斜面上部から下部までほぼ同じように良好な成長を示した。Dかobα卿mps

属ては, このように天然分布している地形と植栽適地の間には密接な関係がみ

られた。それそれの樹種の植栽適地の判定には天然林内での成育状況の細かな

観察が重要てある。

成 長
斜面上部およひ中部に 20m ×20m の大きさで伐開したギャップに植栽され

た D αγom の z鯛 の稚樹は,3 年間て ,樹高か 150cm~200cm, 地際直径か 12~

13mm の増加をした。また,フルネイの 20年生の人工林ては,平均の樹高およ

ひ胸高直径かそれそれ,178m およひ 165cm であり,最大で樹高 21m, 胸高

直径 26cm であった。さらに,6 年間で平均樹高 6m, 胸高直径 113cm に達し

た例もある。D αγom切にαの初期成長はマンキウムアカシア等の早成樹の成長

速度には及はないか,数十年以上に渡って成長か持続することを考慮すれは,

早成樹に比べて遜色のない成長を示すと言える。

保 育
若いときの D αγom餌zcqは樹冠か円錐形を示し, 遠目にはスキやヒノキな

との針葉樹のようにみえる。この頃は樹高成長か直径成長よりも旺盛なので,



　　　

形状比も非常に高くなる。このことは前述の 20年生の人工林の林分形状比か

108と非常に高いことからも明らかである。熱帯雨林地域は, 強い風や台風か

少ないため,形状比が高くとも倒伏することか少ないのであろう。また,D αγo‐

mα!zmは頂芽優勢が強く,樹冠先端付近の枝以外は,成長が止まり自然に落ち

るため,枝打ちの必要もほとんどない。樹高 60m に対して枝下高か 40m にな

る例もある。つまり, 形状比か高いため完備材であり, 自然落枝するために無

節の材が取れやすく,木材生産のためには理想的な樹幹を持っ樹種といえる。

D Q〆om鯛zm はフタバガキ科樹木の中では比較的古くから植栽されている。

そのなかでも, マレーシアの首都クアラルンプール郊外のカンチンには立派に

成林した人工林かみられる。 カンチンは D αmm のzcqの天然分布する地域て

はないが, このことからも, 本樹種の生育可能な立地範囲の広さがうかかわれ

る。

苗木か比較的容易に得られること,完満で無節な材か得られること,比較的

広い植栽適地を持つことなど, 他のフタバガキ科樹木と比べて, 多くの利点を

持つ D, 飾りmのにαは, 特にボルネオ島の低地フタバガキ林における最も有力

な造林樹種候補の一つであるといえる'。

病虫害

救害をもたらすような病害虫は今のところ知られていないか,今後この樹種

の植栽が増加すれは,思わぬ病虫害の発生の可能性も考えられる。筆者の知る

限りでは,蛾の仲間の幼虫がタネの成熟後期に食害をする。この蛾の幼虫か食

害するのは子葉のみであるのて,食害をうけたタネでも発芽 (幼根発生)する

ものもある。しかし, 養分となる子葉がないか一部欠けているのて, その後の

成長かできないものが多い。また, 植栽直後にダニの仲間が葉に加害したり,

あるいは, クモの仲間が葉を丸めて網を張っていることがある。ダニにやられ

た苗木は弱っていくことか多い。葉の枚数が少ない植栽当初に, クモに大部分

の葉を丸められた苗木は, 時に枯れることがある。
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28 ウプン (Upun)

学名 UP 伽 α boγ“鑑れszs sym

フタハガキ科

落合 幸仁

UP"7zα彰物鑑“szsはフタハガキ科 UP““α属に属するホルネオ島特有の樹種

て, この属にはこの 1樹種しかない。超優勢木となる高木て, 大きいものは高

さ 55m, 直径 19ocm に達する。地方名ては Upun( 材取引名 , サハ ), Upun

batu (ボルネオ),penyau( サラワク),balaupenyau( イントネシア),

cangal tanduk,penyautanduk( カ リマンタン) と呼はれる。樹皮は暗褐色 ,

内皮に黄白色と燈色の層かみられる。葉は長楕円形~楕円形で鋭尖頭,裏面黄

白色 ,密毛がある。材はチークの 2倍以上堅く (比重 100), 他の特性もチーク

より優れていると言われている。そのため, 材としての価値も非常に高く, 伐

採された地元で主に消費されるため輸出量は少ないといわれている。

分 布 :

U bo畑鑑れszsはホルネオ島内ての分布はフルネイを中心 としてサバ , サラ

ワク, 南およひ西カリマンタンに点在している。フルネイにおいては排水の良

い尾根沿いに分布していることか多い。

開花とタネの取り扱い :

筆者かフルネイに滞在していた3年間は,小規模なから毎年のように開花か

観察された。結実初期の果実は赤いか (クラビア 44),成熟するにつれて薄い茶

色になる。タネは断面か 3角形て,2 枚の長い羽根が付き,他の属の種子とは異

なる種皮を持っている (グラビア 35)。 タネの発芽に関する試験はほとんどな

いか,他のフタバガキ科樹木と同じく種子採取後急速に発芽力が低下すると思

われる。発芽にあたっては,幼根を出した後,2 枚の平らで楕円形をした子葉を

展開する。その後, 対生の 2枚の初生葉と, 次いで互生の成葉を展開する。

育 苗 :

種子からの育苗に関して述べた文献はほとんとないか, 他のフタバカキ科樹



　　　

木と同様に扱って良いと思われる。つまり, 成熟したタネを林床あるいは枝か

ら直接採取した後は,すぐに苗畑に播種する。筆者の経験からいうと,播種後

はほほ同時期に発芽をする。また, タネからたけてはなく, 挿し木による苗木

作りも可能である。さらに,林床の稚樹を山引き苗として用いることもできる。

植栽の選択と稚樹の成長 :

この樹種の植栽試験はほとんど行われていないので, 筆者かブルネイで行っ

たキャンププランティンクとラインプランティングの試験を中心に記述する。

ギャッププランティンクては, 択伐後約 20年を経過して林冠か十分に閉鎖し

た二次林内の尾根沿いと斜面中腹の 2箇所に,20m ×20m と 1om ×lom の大

きさの人工的な伐開地 (キャップ) を作った。キャップ内の土壌は斜面上部で

黄色乾性土 (Takahashlgz 錫 1994), 中部は黄色湿潤土てあった。ラインプラ

ンティングでは, ギャッププランティングを行 ったのと同 じ二次林内て , 西向

き斜面に尾根から谷にかけて幅 lom のラインを伐開した。ライン内の土壌条

件はライン上部の赤色乾性土から中下部にかけて黄色湿潤土に変化した。これ

らキャップ及ひライン内に U boγ粥鋤 szsと Sれoだα c僻むzs“の稚樹を 3m ×3

m 間隔で植栽した。 S c“mszz の成長については本書の該当する箇所 (157

ページ) を参照 していただきたい。

この植栽試験にはすべて山引き苗を用いた。山引き苗は林床に生育していた

び bo粥健れszsの稚樹を注意深 く引き抜き, 表土を入れた ビニールポットに移

植した。その後約半年間ほど林内て養苗した。養苗中は常に樹冠下におかれて

いたので , いわゆる硬化処理 (Harden・ng) は行われていない。そのため, 苗

木の質は低かったと思われる。

図 281 に植栽後 3年の成長経過を示した。キャッププランティンクのうち,

斜面中部 20m ×20m は植栽後 3年で樹高か 150cm 近くになった (グラヒア

43)が,他の試験区てはほとんど成長かみられず,樹高は 20から40cm と極端

に小さかった。つまり, 良好な成長を示したのは斜面中部の 20m ×20m の

キャップだけである。 1om ×lom のキャンプは植栽木にとって明るさか足 り

ないため中腹でも成長か悪かったと考えられる。ひ boγ〃雑筋乙sが天然林内に

おいて自然分布する斜面上部よりも,斜面中部の方か成長か良いという結果は

植栽地選定の参考になると考える。

次に,斜面上部の尾根/合いからハロ合いの斜面下部まて植栽されたラインプラ
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図 28 1 U Domeβ“szsの植栽後 3年間の樹高成長

ンティングの場合,植栽後 3年間の平均樹高伸長量は約 50cm 程度で, キャッ

ププランティンクの斜面中部 20m ×20m 以外の試験区よりは多少大きいもの

の, 斜面中部 20m ×20m に比べると 1/3程度の伸長量しか示していない。同

じライン内の斜面位置と成長の関係をみると,斜面上部に植栽された稚樹はほ

とんど成長していないか, 植栽後 3年以内に枯死してしまったのに対して, 斜

面中部から下部の稚樹は比較的旺盛な成長を示していた。ライン幅か 20m で

あれは, 斜面中下部の植栽木の成長が, 斜面中部のキャンププランティンク、と

同等の成績を示すかどうかは今後の検討課題であろう。以上のギャップとライ

ンプランティンクの結果から, 自然分布する立地が必ずしも成長がもっともよ

い植栽適地であるとは限らないことか判明した。このことは日本のヒノキ, ア

カマツな どの多 くの樹種で も知 られているが ,U boγ粥鋤 szs のほかに S

粥川 szzでも類似の結果かえられた (157ページ参照)。

保 育 :

植栽当初は下刈りの必要がある。ギャソプの場合は多少大きくても下刈りは

斜面上部であれば年 1回程度ですむか,斜面中部から下部にかけては2回程度

は必要てある。特に, 斜面下部では植生の繁茂か盛んで, 下刈りにかかる費用

か多くなる。 U‐ろo粥鑑れszsか十分に速く成長するためには斜面中部から下部

にかけて植栽する必要かある。一方, 下刈り回数と成長の適地の関係からいう

と尾根沿いよりやや下の斜面中腹に,周りの林冠の高さと同じ程度の大きさの



　　　

キャップを伐開して植栽するのか経済的であるといえる。

病 虫 害 :

病害虫については詳しいことはわからないか, 筆者の試験地ては少なくとも

植栽後 3年間は病害虫による被害はあまり目立たなかった。少なくとも同時に

植栽した S c"mszz に比べると病害虫による被害は小さいと思われる。
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29. オヒルギ属 (Bruguiera)

学名 .βγ昭 mem SPP,

ヒルキ科

中村 松三

オヒルキ属 (Bγ“g“zem) はヒルキ届 (R初zoの加川 ), コヒルギ属 (Ceγzops),

メヒルギ届 (Kαれ御 Zm) とともにマンクローフの代表的な科であるヒルキ科

(Rhlzophoraceae) を 構 成 す る。 こ の 属 に は ヘ ニ カ ク ヒ ル キ (β

那 加れoγ物 ばα), オバ ナ オ ヒル キ (お 霧加れg“ね ), ヒメ ヒルギ (β Pの卯月o〆"),

シ ロハ ナ ヒル キ (β cyなれαγzm), β e卿 ねsね加 , β たのれβszz の 6 種 が あ る。

オヒルキ属の材は重厚で燃材として高い評価を得ている。ただし, 製炭原木

としての評価はヒルキ属のフタハナヒルキ (R qpzc“卿郷) やオオバ ヒルキ (R

m郷γoれα≠α) に比へて幾分劣る。東南アシア各国で上述のヒルギ属 2樹種が

大々的に植林されているのに対し, オヒルキ属の植林は非常に少なく実績かな

い 。

ベ ニガ ク ヒルギ βrαg“ierα 9"m “orr 周 zα )Lam,

マンクローフの中では寿命か長く最も大きくなる樹種の一つである (グラビ

ア 67)。樹高は 37m 程度までなる。マンクローブ帯の植生遷移の最終段階に出

現する樹種で, 陰樹である。板根 , 屈曲膝根をもつ。花は単生で桃赤~ 赤色で

長さ 2~3cm, 尊は赤色, 樹皮は褐色~ 黒色で皮目がある。胎生種子は葉巻に

似た形をし, 長さは 25cm まで, 赤褐色~緑色で, 先端は鈍くわずかに角張っ

ている (グラビア 62)。材の比重は 063~090 で極めて強度か高い。建築用材,

炭材,燃材, 杭木なとに利用される。樹皮よりタンニン (含有量 245~32.4%)

が取れ, 皮なめし, 魚網や布の染料なとに供される。イントで SIgappu

kakandan, ミャ ンマーで Byuu talon, カ ンボ ジアで Prasat, マ ラヤで Tumu

merah, Bakau besar, サバ で は Putut, フル ネイて L1nggayong laut,

L1nggadal, イ ン トネ シアで Tumu, フ ィ リピ ンで Busalng と呼 はれ る。

分 布
マタガスカルを含むアフリカ東岸からスリランカ, マレーシア群島へ , さら



　　　

に東へはミクロネシア, ポ リネシア (サモア) まて ,ゴヒヘは沖縄 , 南へはオー

ストラリア西海岸 ・クインスランドまで広く分布する。

開花・結実

花芽の出現から開花まで 2か月, その後継軸か伸ひ約 6か月半て胎生種子は

成熟し落下する。胎生種子は年間を通じて生産されるか, まとまった成熟種子

を採取できるのはベ トナムや ミャンマーでは 3月 ~7 月中旬である。

タネの取り扱い

なるべく大きい胎生種子を拾い集め,採取後 3~5 日以内に植栽する。種子を

傷めるので蓉筒は無理に外さない。時期かくれは自然に離脱する。種子を一時

的に保存する場合は涼しい日陰に置く。毎日1回以上散水すると長期にわたり

発芽率をある程度高く維持できる。直射光下に曝すと発芽率は急激に低下す

る。

育 苗
胎生種子を直挿しする場合には育苗の必要はない。ポソト苗を育成する場合

には,潮の侵入と潮流の影響か少ない潮間帯内陸側に苗畑を造成する。自生地

のある時点での潮位を観察し同じ潮位になるように苗畑の地盤高を決定するこ

とが重要 て あ る。 ポ ッ トのサ イズは 8cm × 20cm~15cm × 20cm, マ ンク ロー

ブ泥土をつめる。種子の全長の 1/4~1/3 を差し込む。3~4 か月後,4~6 葉展

開したら移植準備にはいる。苗床の光は遮光率 25% 程度かよい。

適 地
マングローフ帯陸地側 ,Watson(1928) の浸水クラス 4,5(1 か月の浸水

頻度 0~20 回)の乾いた通気性のよい土壌か適地である。時折純林をつくるか,

多くはフタバナヒルキと混生する。浸水クラス 3(1 か月の浸水頻度 20~45 回)

の湿性土壌ては散生する。塩分濃度てみると 10~30%o( 千分率) に生育する。

植 栽
潮流により伐採時の枝条末木か移動し, 直挿しした胎生種子や植栽したボン

ト苗を傷めるから, 末木枝条は事前に除去しておく。ポ・ノト苗の移植は根を傷



　　　　

めないように注意する。カニやサルの多い地域では直挿しは食害にあって成功

しない。ポット苗は直挿しよりカニの食害やシタ (Aαoszzcれ“m 類) の繁茂に

対して抵抗性かある。東南アシアでは一般に2m ×2m の間隔で植栽されてい

る。植栽後ヱひ年で樹高 88 伽, 直径 56cm になったことかタイで報告されてい

る。

各種被害
カニ,サル , マンドロフスターによる食害なとかあるか有効な対処法はない。

Acγos叱れ“m α“形“m などの除草にはティスクブッシュカッターによる切断

と, 切断面への除草剤施用か効果的である。

オ バ ナ オ ヒ ル ギ βr“g“ierα sexα“9"Z α our)Polr( シ ノ ニ ム β

　　　　　　　　

樹高は30m, 板根, 屈曲膝根があり時に支持根を出す。樹幹に皮目多く淡

色, 老木ては炎褐色で皮目が顕著である。ヘニガクヒルキに似るが葉やや小さ

く,尊は桃黄色, 花は黄 ~ 褐色の単生で長さ 2~3cm である。胎生種子は葉巻

に似た形をし, 緑色で長さ 15cm 程にまでなる。材質, 用途はヘニカクヒルキ

に似 る。 フ ィ リピンて Pototan, マ ラヤで Tumuputeh, フルネイて Berus,

サバて Mata buaya と呼はれる。

分 布
西イントから東南アジア,さらにはビスマルク諸島及ひ東経 1650以西の太平

洋諸島, オーストラリア東岸まで分布している。

開花・結実

胎生種子の成熟期はベトナムで 8月下旬~10 月初旬, バングラテシュでは 6

~7 月に落下する。種子粒数は 70~80 個/kg てある。

タネの取り扱い及び育苗

ヘニカクヒルキに準ずる。胎生種子は 5週以内にほとんど 100% 発芽する。



　　　

適 地
ベニカクヒルキと類似した環境に出現するか, 一般にそれよりは幾分極性の

土壌を好みヒメヒルキやシロバナヒルキといましは随伴し散生する。Watson

の浸水クラスていえは 3,4(1 か月の浸水頻度 2~45 回) に相当する立地てあ

る。塩分濃度は 1~10%o 程度を好む。

植 栽
ヘニカクヒルキに準ずる。成長については樹齢 10年生の林分で樹高 57m,

直径 76cm の報告かある。

各種被害
ヘニガクヒルキに同 じ。

ヒメ ヒルギ βmg “ierα pαrpZ"or α (Roxb)W &A exGr ・ff.

最大で樹高 20m まで,一般にはそれより低く,寿命は短い。板根,屈曲膝根

を形成し, 樹皮は平滑, 灰色て暗色の小皮目かある。花は黄緑色, 長さヱ~15

cm,2~3 個束生し蓉の筒の部分は黄色である。胎生種子は長さ 15cm になり

表面は平滑,先端は切形,直径はかろうじて 5mm, はじめは緑色で直立し次第

に茶色に変色しぶらさがる (クラビア 61)。散布された胎生種子は数日後アー

チ状に曲がる。樹皮のタンニン含量は 91% と他に比較し少ない。耐久性か劣

るが用途はベニカクヒルキと類似する。 ミャンマーて Knit, タイて Tua tale,

Tua dom, フ ィ リピ ンで Langaral, マ ラヤや イ ン ドネ シアて Lenggada1 と呼

はれる。

分 布
東南アジア ・マ レー半島か ら熱帯オース トラリア, ソロモン諸島 , ニューヘ

フリテス諸島へと分布 している。ニューカレトニアには分布 していない。

開花・結実

胎生種子の成熟期はベトナムで 6月初旬~9 月初旬である。



　　　

タネの取り扱い

ベニカクヒルギに準ずる。

育 苗
胎生種子は小さく細長く, しかも比較的柔らかいので直挿しするとカニの食

害,満潮時の流失,枝条による破損を生じる。被害回避のためポット育苗を必

要とする。育苗について詳細は不明であるためベニガクヒルキに準ずる。苗畑

にて 8~10 か月間育苗し大きくしてから移植する。山引き苗の植栽もできる

か,自生した苗の移植は 1年以内にしかも雨季に行う。移植時に根を傷めない。

適 地
Watson の浸水クラスで 3,4(1 か月の浸水頻度 2~45 回) に相当する立地

に生育する。シロバナヒルギより湿性な立地に出現する。浸水クラス 3のフタ

バナヒルキと混交する所で最もよく成長する。パイオニア的な性質があり時に

純林を形成する。塩分濃度は 10~30%o を好む。

植 栽
ベニカクヒルキに準ずる。成長については樹齢 10年生の林分で樹高 75m,

直径 47cm の報告かある。

各種被害
ベニガクヒルギに同じ。その他に, 成木はしばしは風によって傷つけられ ,

昆虫の侵入を引き起こす。 加害昆虫としてはキクイムシ科の Xyzのoms cog

れα粥s, X testαc8αsか知 られている (Bhaslngi 錫 1958)。特に純林でその傾向

かある。

シ□バナヒルギ βm9 αiemcmi れdricα (L)B1ume

樹高は滅多に20m 以上にならない。板根は短く周囲に屈曲膝根を形成する。

樹皮は灰色,平滑て皮目あり。花は緑白色,長さ 1~15cm, 普通 3個束生, ま

れに単生する。尊は淡緑色てある。胎生種子の長さは成熟すると約 15cm, 表

面に薄かでき湾曲する。用途はベニカクヒルキと同 じ。インドで Kakandan,

タイで Tua kao, フ ィ リピ ンて Pototan lalakl, マ ラヤで Berus,Bakau
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puteh, サバ で Beus, イ ン トネ シアで Taniongsukum と呼 はれ る。

分 布
マレー半島から遠 くはニューキニア, クインスランド北部まで分布する。

開花・結実

花芽の出現から開花まて 3~4 か月かかる。1か月後,胎生種子か見えるよう

になり, それか成熟するまでさらに 3か月を要する。胎生種子の成熟期はヘト

ナムで 6月下旬~8 月,胎生種子の散布はタイのプーケットて 5~6 月,年間を

通して最高潮位が出現する時期と同調している。

タネの取り扱い

ベニガクヒルギに準ずる。

育 苗
胎生種子か小さく細長いためポット苗植栽か必要である。育苗については詳

細は不明てあるか,ヘニガクヒルギ, ヒメヒルキの育苗に準ずると考えられる。

適 地
Watson の浸水クラス 4(1 か月の浸水頻度 2~20 回) に生育する。侮に面し

たヒルキタマシ属 (Aりzc靴 mαspp) の後背地の固い粘土上に急速に群生する

傾向かある。そのパイオニア的性質から純林をつくりやすいか, 一方で成長か

非常に遅いといわれる。オバナオヒルキやヒメヒルキとはあまり混生しない。

植 栽
ベニガクヒルキに準ずる。成長については, 樹齢 10年生の林分で樹高 81

m, 直径 59cm という報告がある。タイのプーケットでは年間を通じて成長を

しており, 成長のピークは雨季にある。

各種被害
ベニカクヒルキに同じ。
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30. ヤエヤマヒルギ届 (Rhizophora)

学名 Rれzzop加川 spp.

ヒルキ科

田淵 隆一

分 布
現在 R初2op加川属には 3雑種を含めて 8樹種かあるとされている。

○イント洋,太平洋 (東南アシアを中心として) に分布する樹種

・オオバ ヒルギ R, 伽“cm “餌α Lamk( シノニ ム R m αcm7z のα var 如か cα)

東アフリカのターバンを南限として太平洋西部にかけて分布。イント洋域か

ら東南アジアにかけて豊富でマングローブ植生の代表種の一つとなっている。

さ らにオ ース トラ リア北部 , クイ ー ンズ ラ ン ト, パ プアニ ューキ ニアか らソロ

モン諸島にかけ分布する。乾燥を嫌うためペルシア湾岸およひオーストラリア

西部にはみられない。

・フタバ ナ ヒルギ R の に"わ如 BL( シノニ ム R co町 "gα云α)

東南アジアを中心に, 東西はニューカレドニアからイント西岸まて分布する

か ,R m“cm〃α解 同様乾燥をきらうため , ニューカレドニアでは島の東岸にの

み分布し,太平洋諸島ではコスラエ島 (雨量年間約 4,600mm) 付近にも分布す

る。南北にはクイーンスラント, パブアニューキニアか らフィリピンまて分布

する。

. ヤ エ ヤ マ ヒル キ 尺 s砂 Zosα Gr・ff( シノニ ム R m “cγoれαごα var sかわsα)

東西には太平洋東部 (サモア) から南インドまで分布するか, インドシナの

ヴェトナムやタイにはみられない。南限はニューサウスウェールス, 北限は沖

縄である。尺αPzc郷αわや R m“cm 仰ごαと比較 して ,乾燥に対する耐性か高い

ようてあり, また環境の厳しいサンゴ礁や岩磯にも生育する。

,只, sαmoe “szs (Hochr)Salvoza( シノニ ム R m αれgzgvar mmog れszs)

ニューカレドニア, ニューヘブリテス, トンカおよひサモアに分布。大西洋

を中心として分布するR mαれg彰と形態的にきわめて類似する。

・尺 × 卿筋αだ鮫 z Montr( 尺 の に〆α郷 × R s妙‘osq)( シノニ ム 兄 c鯛秘 gqzq

var 郷 m α劣c卿の



　　　

ニューカレドニア, クイーンスランド, ニューキニアとソロモン諸島に分布

する。

・R X 彫卿粥 (Salvoza)Tomlmson( 尺 班 粥 oBれszs × 尺 s却 Zosα)( シ ノニ ム

R m “cm 鯛 ね var seぬわ )

フ ィシー , ニ ューカ レ トニ ア , ニ ューヘ ブ リテ スに分布 す る。

○大西洋 (中南米とアフリカ西岸を中心として) に分布する樹種

,R m αれgZg L

アフリカから熱帯アメリカの太平洋岸まで出現する。アフリカでは南はアン

ゴラ,北 はモー リタニアまで記録かある。アメリカでは,大西洋側で 25oN のフ

ロリダからフラジルまて, 太平洋側ではメキシコからチリまで分布している。

太平洋にみられるR sα加oBれszsと形態的にきわめて類似する。

,尺 mce 伽 osα Meyer( シノニ ム R m αれgzg var, 如惚粥 osα)

西アフリカから南アメリカ北部に出現するか, はっきりした分布域は未確定

であり, ときに太平洋岸でもみられる。

・R X ねαγγzso粥 z Leechman 沢 粥伽 gZ8 × 尺 棚偲 mOS α)( シノニ ム 尺

　　　　　　　　

おもに太平洋域の雑種と同様。両親であるR mαれgzeとR mcemos αの共存

域に分布するが,R mcemos αの分布を欠く熱帯アメリカの太平洋岸でも観察

される。

以下の項ては東南アシア産樹種の情報に基づいて解説する。

開花・結実

R卿zopれom 属の開花 ・結実か ら種子散布まてのフェノロジーは, 雨季のタ

イミンクなど環境条件に強く支配されるといわれているが, 東南アジアの各地

域毎の情報も不足しており, 造林種子供給にとっての障害となっている。

花芽の出現から結実・成熟まてに要する期間は, インドネシア・バリからの

報告によれは,R QPZα超加で約 215 か月, うち開花から成熟までの期間は約

55 か月 ,R 伽“cmれのαてはそれぞれ約 14か月と 10か月であった。 さらにバ

リにおける開花時期のピークは,尺αPic“ZQZQで 6~8 月であったか ,通年開花

か観察されたという。タイの例では,R qpzc粥鋼αは 9~1 月にかけて開花が ,

その 1か月後に種子の成熟が観察 されている。R 伽解〆oれα加 は 1~3 月 と 9~

10月に開花し,6~7 月と 11~12 月に種子が成熟するとされるが, タイ国内て



　　　

も地域差か大きく,上記以外の時期にも開花~種子成熟か観察される。

バリては組織たった観察, 情報収集か行われているか, 他地域てはまだ不十

分である。

タネの取り扱い

胎生種子の発育 Rれzzopれom 属樹種は胎生種子を形成し,樹上で果実先端

から雁軸 (hypocotyl) か発根する。落下直前には, タイでは尺αPz鰯 Z伽αで

38~45cm, 尺 m 肥γ帆のαで 60cm 程度にまて伸長する。成熟すると根の付け

根付近て子葉 (cotyledons) と根か環 (cotyledonarycollar) によって分かれ ,

鞘状の子葉の中に幼芽 (plumule) かてきる (図 301)。この時点て苗木として

完成し,直挿し植栽に充分使用可能となる。成熟苗は自然落下後,潮汐により

散布されるが,造林用としてはこれを集める方法と,樹上から落下前の環かあ

らわれた段階のものを採取する方法とかある。樹上から採取する場合,バリて

は膝軸先端部が赤色になった時点を成熟の目安にしているという。なお種子サ

イズには地域ごとの環境条件による違いかあり, パ リては尺 のに諺qtq,R

m“cm〃のαの種子 (魅軸十子葉) 長はそれそれ約 25,45cm との報告がある。

種子の貯蔵 採取した種子はすでに苗木になっているため, 乾燥や高温を嫌

う。長距離を運搬する際にはすこし濡れた状態におき, さらに日陰に置いて直

射光による温度上昇をさける必要かある。たたし低温にも弱いため冷蔵はでき

丑ult

(種子)1
cotyledons( 子葉 )

plumule( 幼芽)
hの 0cotyl
(恥軸)

cotyledonarycollar

(子葉由来の)環

図 30 1 胎生種子の発達過程



　　　　

な い o

大型種子であり, かつ海流により広域に分布したことから,海水中でも長期

間発芽力を維持できると考えられている。只 群yzosαでは, 海水に浮いた状態

で 2年間以上も発芽力か維持された例かあるという。ハリの経験では庇陰した

水槽に 18日間放置しておいた種子のほとんどか発芽力を維持していたという。

ただし造林のためには,種子採取から播きつけまで日数をおかないことか望ま

しい。 作業上, 野外での一時貯蔵か必要な場合, バリては a. 貯蔵種子か湖

の干満で上下できる,b クランドシートなどを敷いて種子を地面につけない,

c. 高潮位時に種子を流さない,d 日陰におき風通しを良くする, の諸点に留

意すべきとしている。

育 苗

Rれzzopれom 属樹種の大型胎生種子は直挿しされる場合か多いが, 植栽後間

もない造林地ては, 例えはカニによる柔らかい雁軸の食害や, 森林に近い立地

ではサルによる軽量な苗木の引き抜きなど,各種の生物害を受けることかあ

る。苗畑における育苗の狙いは, このような被害を回避するため, 樹皮か厚く

重い苗を作ることでカニやサルの被害に対して危険な段階を克服することであ

る。また冠水深の高い立地は, 苗高の低い直挿し種子の生存・定着にとって不

適だか,育苗した大型苗を植栽することで危険な水深を克服することもある程

度可能だろう。

ハリからの試験報告によれは, 養苗に適した環境として,1 日あたりの冠水

時間 は 尺 αPzc“卿ね,R m"cm “α畝 とも 4時間程度 , 冠水塩分濃度で は尺

αPzc彰αね で 0~10% 。(千分率 ),R m“cずoれα幻 で 10~20%o の範囲であったとい

う。これらを考えると,実際の養苗時には可能であれは河口付近に適地を探す

のか望ましいだろう。

通常 Rれzzopねoγα属樹種の苗木はポットて育てる。ポット材料としてはプラ

スチック, 竹なとかある。土や砂をつめたポットに種子を挿し, 定期的に潮汐

による自然な冠・排水のある場所で 4~5 か月間養苗する。

なお, 養苗のための種子としては, 樹上で採取した落下前のものも, ポ、ノト

苗として栽培開始後数日~数週間内に果実か落ち,幼芽が現れる。果実の脱落

か順調てない場合は幼芽の展開の支障となるため,苗畑や直挿し造林地におい

ては, このような果実は人手で幼芽から除去してやる必要かある。
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適 地
Watson(1928) と Chapman(1976) か調 べ たマ レー半 島の例 で は,R

qpzc郷のαはローム状の泥ならどこにでも分布する。 R m“cmれ餌αは何の影響

下にある深い泥上に分布するか,両種とも海に面してはみられない。また丑

呼ば“餌αは月 45~2 回 ,R m“cr鯛αね で 59~20 回の範囲で冠水する立地 に

分布するという。R szyZOSQ林は侮に面したサンゴ礁の台地や砂浜にも成立す

る。R m“"oれα加 も R s紗Zosαと同様の立地に出現することかある。育苗の項

で述べたように, 尺 αPzc"卿郷 と昆 粥“cm“鱗αは冠水や土壌水の塩分濃度か

海水よりも薄い条件ての発育がよく,大河川の河口部や, 湧水により淡水度の

高い汽水か得られる場所か造林適地と考えられる (グラヒア66)。

また,Rんzzoのれoγα届に限らずマンクローブ樹種の多くは,滞水や土砂の急激

な堆積に起因する酸素欠乏に弱く,水みちか閉ざされたり気根か埋まったりす

ると大型個体が枯死することもある。

植 栽
胎生種子の直挿しの場合は, カイト棒て崖に開けた穴に幼芽を上にして差し

込む。ポット苗植栽では, シャベルなとでポットと同サイズ程度の穴を開け,

植え込む。植栽時には, ポット内ての帯水を引き起こさないため, 袋を必らず

外しておく。強い波や潮汐による植栽木持ち去りなど物理的影響か予想される

場所ては, 支柱を添えたり, 石をアンカーとするなどの措置か有効てあろう

(クラビア 63)。

成 長
植栽木の成長は,気候,基質と冠水深・頻度,水質なと環境条件により大き

く異なる。東南アジアの主要樹種では,尺αPzc粥αねは最大樹高 40m, 最大直

径 60cm, 枝下部が 10~15m,R m“cγoれα加 も樹高 30~40m, 直径 70cm に

達しうる高木である。良樹y‘osαは樹高かせいせい 1om 程度までの小木である

が, サンゴ礁や砂地によく定着し, 上記 2種よりも波に対する抵抗力か高い。

尺 のに認αねとR 伽"cmれのαは, 成長の良い場所では年に lm ずつ伸長す

るともいわれる。長期にわたって経営か行われているマレーシアの半島部イン

ト洋岸の Matang のマンクローブ林ての平均的な林分収穫表を表 30,目こ示し

た 。



　　　

同 じくマレ一半島西岸の, 南タイ, トラン県カンタン郡 , トラン川河口の尺

αめに賜α郷の泥地への直挿し造林地では, 植栽当初 ha 当たり約 5,000本であっ

たものか 20年生で約半分に威少した。20年生林分の平均直径, 樹高は, 各々

143cm と 182m, 同林分最大個体の直径は 235cm, 樹高は 22,5m に達 し, 断

面積合計は 468m2/ha であった。タイ東南部チャンタフリ県の尺のに“ね≠αの

ha当たり 10,000本植栽地では,18 年生林分で平均直径 120cm, 樹高 160m,

地上部現存量 229ton/ha であったという (表 30 2)。

厳しい環境下ての例としては, 南タイ, タクァパのスズ採鉱跡の泥か洗失さ

れた砂地でも,定期的な冠水かあれは生存は可能であった。しかし成長は不良

て,植栽後とくに地上根か泥や有機物を堆積し始めるまての初期段階の成長が

きわめて遅く,7 年生の R m“cm伽郷個体で樹高約 lm, 葉か 2対だけしか着

生していなかった例もある。13年生時には泥土か数 cm だか積もっており,樹

表 30 1 尺ねz納め加川 林分収穫表 マ レーソア,Matang( 半島西岸 )

(Watson,1928 より)

林(年)齢 直◎径 奪お容 器簿欝 鷺翻意弊害制勝量
8 9 4,201

9 7 3,707

10 5 2,669

11 3 2,323

20 12 1 2,051 0 08 162 8 1

22 12 9 1,878 0 10 189 8 6

24 13 7 1,730 0 12 203 8 5

25 14 5 1,606 0 14 224 9 0

27 15 4 1,532 0 17 253 9 3

29 16 2 1,433 0 19 273 9 4

31 17 0 1,359 0 22 297 9 5

33 17 8 1,285 0 25 31710 0

34 18 6 1,236 0 27 33910 0

37 19 4 1,186 0 30 35910 0

39 20 2 1,137 0 34 38210 3

41 21 0 1,112 0 37 41110 5

43 21 8 1,063 0 40 42810 4

45 22 6 i,038 0 44 45310 5

47 23 4 988 0 47 46510 4

24 3 939 0 51 47910 2
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表 30 2 8~18 年生 Rたzzopねo7Q αPzc粥のα林分の平均直径 ,

ハイオマス タイ東南部チャンタプリ県
樹高ならひに器官別

(Aksomkoae,1982 よ り)

　 　

(年)

胸高直径

(cm)

樹 高

(m) 幹

ハイオマス (ton/ha)

枝 葉 地葉 地上根 合 計

8 4 9 5 8 30 7

9 5 9 6 6 41 1

10 7 0 7 4 50 1

11 8 0 8 2 59 4

12 8 9 9 2 86 3

13 9 4 10 3 103 8

14 9 8 12 3 135 9

15 10 2 13 6 150 2

16 11 0 14 1 160 1

17 11 5 15 7 167 9

18 12 0 16 0 171 7

15 2 14 7 13 974 5

17 9 16 3 17 893 1

18 2 17 1 18 4 103 8

19 8 18 4 18 7 116 3

22 5 19 8 20 7 149 3

23 1 20 2 20 3 167 4

18 1 14 0 22 9 190 9

19 2 13 5 23 1 206 0

22 7 13 2 23 8 219 8

20 5 14 2 22 7 225 3

21 7 13 5 23 1 230 0

高 25m, 樹冠幅 lm 程度にまで成長していた。

更 新

Rたz即のめ m 属樹種は陽性樹種てあり, 大きなキャップ内を除けは林内での

更新は期待できない。天然生林施業では, タイでは幅 40m の皆伐帯を同じ幅

の保残帯と交互に設け,潮による種子導入を図り天然下種更新を誘導する。そ

の際,地上根は種子の侵入を妨げるため, 除去か義務付けられている。目標は

ha 当たり 10,000本であり, 成績次第ては補植か必要である。中部タイのサ

ムットソンクラム県では,木炭生産を目的として尺 qpzc粥α超人工林の民有林

経営が行われている。密植して 12~15 年生までで収穫し,更新はすべて直挿し

て行われる。マレーシアでは,一斉林では ha 当たり40本の母樹を残して伐採

が行われる。 また汀線から lom の幅員内にある樹木は保残し, エロージョン

の防止と母樹機能を期待する (グラビア 64,65) 。

病虫害
甲殻類・苗畑における動物害の中て,R んzzopねom 届樹種にとって最も危険

性が高いものはカニによる種子や葉の食害である。種類は地域ごと, 報告ごと

にさまさまであるか , ハ リのマンクローフ苗畑での加害種として , 次の 4種 -
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クイ ラハ シ リイ ワガ ニ (MBzopog 焔郷“s zの折節“s), オ オ ベ ンケ イ カ ニ

(坪eoepzsgsの粥α加われの ), タイワンヘ ンケイカニ属 (S8sαγmops), ミナ ミオカ

カニ (C鯛 dzsom α cのれ eヱ) か確認 されている。天然林ではカニによる胎生種

子の食へ残しか更新を助けている場合もある。カニ以外の甲殻類てはアナジャ

コの塚か造林の支障となる例もあるが,掘り返しか基質の極端な還元化などを

防いているという。他には, 支柱根へのフジッホ着生や等脚類 (ワラジムシ,

フナムシの仲間) による穿孔により,純生産量か半分以下に低下した例が報告

されている。

昆虫類 R海2opれor口届樹種にとっての主な害虫 として, キクイムシ

(Scolyt・dae) 頚 ,材 , 胎生種子への穿孔 , ハマキカ (Tortncldae) ・カレハガ

(Las・ocamp・dae) の仲間の葉への加害か知られている。 これ以外に最近明ら

かになったものとして, カイカラムシ類による被害がバリ島の養魚池跡造林地

で顕在化している。陸上植生に依存していたものか, マンクローブ林造成によ

りテントウムシなどの天敵のいない環境下で繁殖, 害虫化したと考えられてい

る。天然林からの天敵導入を促進するような植栽方式なとの検討か必要であろ
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31. 力マル ドゥレンシスユーカ リ (River red gum)

学 名 E" 餌 御影鯛 cαm α扇“膨れSIS Dehn

フトモモ科

石塚 和裕

ユーカリといえは最近の熱帯地域の造林ては最も一般的な樹種であるか, そ

の中でも本種は早生樹の代表ともいえる。フトモモ科は日本でのなじみは少な

いか, 南半球の温帯から熱帯に広く分布し, 庭園樹のフラッシノキや香料とな

るチョウジ (ノキ), 果樹のグアバなどか含まれる。

ユーカリ属はオーストラリアを中心に約 800を越える種が知られている。本

種 (シノニムβ〆oszm 粥) は英名を RIVer red gum と呼ばれるか , その由来は

南オーストラリアでは河畔に生育し, 材の色か赤みかかっていること, また樹

皮か毎年はかれ落ち滑らかな樹皮になることなとの特徴からである。分布は

ユーカリの中でもきわめて広く, 半砂漠のようなところにも生育する。

造林の歴史

自生地以外では,19 世紀にネパール, イタリー, パキスタン, トルコ, イス

ラエルなどで造林が始まっている。アフリカには 20世紀初頭に造林されてい

る。地中海沿岸 , 南 ヨーロソパ , 西アシア, 北アフリカ, 熱帯アフリカやアメ

リカ西部, 南米, 南アフリカでも広く植栽され, 現在 100か国以上の国に生育

している。造林の成績はオーストラリア以外の国々て遥かにまさっている。温

帯である地中海沿岸には南部州産 (ビクトリア, 南または西オーストラリアな

ど) のものが, また乾季のある熱帯地域には北部州産 (クイーンスランド, 北

部領) のものか多く植えられている。これは葉を食へる害虫か少ないことなど

が影響している。フラジルではリオグランテからアマソンまで広く植栽されて

いる。洪水による冠水や乾燥・高温に適応可能で, 亜湿潤, 半乾燥, 乾燥地帯

のいすれでも, 生育は他のユーカ リにまさる。

造林の目的

ユーカリの材はシロアリには強いか, 乾燥するとねじれやそりか発生する。

乾燥比重は 068~087 て堅く重い。暗い赤色をしているため, パルプ生産用に



　　　

はやや劣る。耐久性は普通で, 炭にしてもよいものか得られる。パルプから製

材品まで広く利用されており, オーストラリア内陸部の重要な資源となってい

る。そのことから, 造林目的の多 くは薪 , 炭 , ポール, パルプやチ ップの生産

である。最近の 10年ては環境緑化や防風林を造成する目的で植えられること

か多くなった。生産力の低い地域でも造林目的にあった収量か得られる。

樹木の形態
原産地では本種はユーカリの中では中庸の大きさで, 幹は曲かる性質かあ

る。しかし, 原産地以外では枝か早落性であることから通直な幹を形成し,30

~45m 程度の大きさになるなど,原産地とは異なった形態を示している。樹皮

は白色,灰色,褐色か赤色であるが,毎年古い樹皮がはかれ落ち, 滑らかな白

や灰色の樹皮になる。オーストラリア南部 (温帯) と北部 (熱帯) のものでは

多少の形態の差かある。

葉は互生て,発芽直後の葉は卵形から広い皮針形て葉柄を持つ。成葉は単葉

で皮針形から狭皮針形,大きさは 8~30cm ×07~2cm, 緑から灰緑色で,鋸歯

かなく無毛。葉柄は 12~15mm 。成葉の葉脈ははっきりしており, 縁に近いと

ころて二次脈か合わさる。

廠生の散形花序に 5~12 個の花がつく (クラビア 72)。花芽は球形から噛状

の突起かでるかまたは倒卵~ 円錐形。フトモモ科の一つの特徴である朔蓋は半

球形で,嘘状の突起をもつかあるいは円錐形。大きさは 4~6mm ×3~6mm 。

花芽は細長い小花梗につく。花は子房周位で尊片と花弁は子房を取り巻く杯状

の花床筒の上につく, 蓉も花弁も 5枚 , 雄しへは多数であるが, 長くはない。

果実は半球形か卵形 5~8mm ×5~8mm,3~5 個の三角形でやや低く突出

した花盤を作る。しばしは曲がっている殻片かある。種子は褐色で直径は l

mm 未満て粉状である。

原産地の立地条件
天然分布としてはオーストラリアのほとんどの地域に生育し, 非常に大きな

環境の変異に適応できる。本来は600m 以下の低地河畔林に多く,乾燥地の河

畔では純林を形成する。林冠か薄いので林床の草本を押さえる恐れは少ない。

気候条件としては年間降水量 250~1250mm,4~8 か月の乾季のある地域

に分布し,年平均気温は 13~2 ずC, 月平均気温の最高は 29~35oC, 最低は 11~
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20oCの範囲にあり, オーストラリア南部のものは霜にも耐える。

土壌条件に対しては耐性の幅か広く, アルカリ性から中性,酸性まて生育で

きるが, 低地の粘土質沖積土で最も生育かよい。乾燥に強いことはむろん, 長

期の催水にも耐えられる。アルカリ土壌なとてはかなりの濃い塩類濃度 (電気

伝導度 40ms/cm) に生存可能だが,塩類土壌に耐えないものもある。種として

の環境適応性は極めて高いか, 産地・個体間の違いか大きいことに住意する必

要かある。

近縁種
互批錫のご“scα加〆α“誇れszsには自然にできる雑種の他に 4~5 種の亜種かあ

る。熱帯の造林材料となるユーカリ属の近縁の種としては,β cばれodom や互

cZogzzqねαか乾季のある熱帯 ~ 亜熱帯地域に植栽されている。E ze〆ほれcoγれzsは

湿潤熱帯 ~ 暖温帯に広く分布し,五 mm α狐粥e“szsと分類上近縁で容易に交雑

する。お degz“弱αは湿潤熱帯て , パプアニューギニア, フィリピン, およびイ

ンドネシアに分布する。暖温帯に産するユーカリとしてはβ gmね山sか暖温帯

から亜熱帯に適し, フラジルで広く造林され, 生育もきわめて優れたものか得

られている。E 〆ob"sね も暖温帯の湿地を好む。

種子の調達と取り扱い

前述の通り産地間の環境変異か大きく,遺伝的な純度か低いことから,種子

の入手には注意か必要である。また現地で種子を採取する場合,交雑種かでき

る危険か多い。タイやナイシェリアなど乾季の長い熱帯ではクイーンスラン

ド, 西 オース トラ リア, 北部領州の ものか成長かよ く, オース トラリアの

CSIR0 といった信頼のおける機関から取り寄せることが勧められる。

造林地からの種子の採取は, ナイジェリアやタイては 11~1 月に行われる。

同一樹木, 同一地区の中では比較的同時に開花結実し, 時期にこたわらずに種

子の採取ができる。天日乾燥させてから種子を果実から取り出す。冷蔵保存可

能だか,乾燥した冷暗所でも可能。生存期間は3年前後。

苗木の育て方
種子 は粉状で 300,000~800,000 粒 /kg もある。 lm ×4m ほどの砂か らなる

発芽床に播種量として 8~70g/m2 を播き,細砂で覆う。発芽処理は特に必要と



しない。4~15 日で発芽。発芽率は 40~80% 。約 3週間で 2~3 対の本葉 (苗丈

25~3cm) になった時 , 小型のへ らを使 ってポ ノトに移植する。発芽床を用い

ずに直接ポットに播き付けた後, 苗高 4~5cm て間引きする方法もある。

直径 6cm 長さ 1ocm から直径 8cm 長さ 15cm の大きさのポリエチレン袋

に,底を含めて 10~15 か所に穴をあげたものに用土を軽く詰める。袋は黒色の

方か望ましい。ポリエチレンチューブなどを使った例もある。培地としての用

土は, ナイシェリアでは表土 砂 牛糞 =2 5 2, あるいは土壌 砂 堆肥 =2

1 1, タイでは土壌 モミ殻煉炭 砂 堆肥 =5 3 2 2の割合で調製する。

表層土の使用は養分や構造なとの点て望ましいが,雑草の種子を多く含むた

め,80oC 程度の焼土処理をすることが有効である。用±として砂を混ぜること

は,土壌構造を改善し透水性を増すために行われるか, モミ殻煉炭のような植

物原料を用いる方か有利である。菌根処理は特に必要ではない。

ポットに移植した後は庇陰を30% 程度に調整した苗床て 1か月程度 (苗高

1ocm 前後) 育てる。この条件て高い活着率が得られているが, 土壌の乾燥か

活着率低下の原因てあるので適時に荏水する。その後は,直射光とか,林間苗

畑なと弱度の庇陰条件下て育苗する (クラヒア73)。潅水は 1日1回もしくは

乾燥季には朝晩 2回行う。

養苗期間中並べ替えを 1か月ごとに行う。苗は個体間て成長に差かあり,小

さいものから大きい方に均一に陽光か当たるように並べるようにする。その際

に除草や薬剤散布か行われる。また苗高 30cm くらいから根切りか必要たか,

ポソトの外へ根か伸び出すのをみなから根切りを行う。施肥としては普通

NPK(15 15 15)を 0,5g/ 本程度施用する。山出しの 1か月以上前に施肥し

て成長を促進し,植え付け後の下刈り作業を軽減する方法もある。

移植後 4~5 か月で 30~70cm の山出し苗か得られる。日覆いかなけれは 3

か月以内ても苗高 30cm 前後に成長する。たたし, 山出し前 1か月間ハードニ

ンクと呼はれる作業か必須てある。山出し前に乾燥に耐えるよう潅水の量や回

数を順次減らしていく。頑丈な良い苗はとちらかというと茎か赤みを持つ。植

え付け時期には 1週間で 1ocm 程度の伸ひかあるので,徒長しないよう庄意か

必要である。順調な山出しを考えると,苗畑作業は雨かなく,強い日差しの乾

季の仕事てある。

挿し木苗 フラシルては若木の採穂園を造成し,12~14cm の穂木に IBA を

処理 して , ポ リエチレンのチューフかポ ノトに挿 している。 ミス ト装置をつけ
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た 50% ほとの遮光条件下におくと 10~15 日て発根するので,25 日程度で破肥

を与える。発根率は70% 以上てある。その後屋外に出され順次環境に順応させ

る。挿し付け後 2~3 か月で山出しする。挿し木苗は遺伝的に均質なものが得ら

れるのて育種選抜した系統を育苗するには有利であるか, コストは実生のポッ

ト苗よりもはるかにかさむ。

地楕え
造林地の地こしらえは集約的な全面耕転かその後の良い成長結果を生む。乾

季のあるところでは, 雨か降り始めるよりも前に作業か完了していないと, 植

え付けの好機を失う恐れかある。 トラクタもしくはブルドーサを利用して前生

樹を根こそぎなぎ倒し,焼却する。その後に機械 (トラクタ) を利用した耕転

を行う。岩石の多いところては不可能なので草刈りは人力に頼ることになる。

耕転ができない場合,焼却後の灰か飛散し養分か失われること,雨を十分に土

壌に吸い込ませることかできないなど不利である。

植 栽
植栽密度は造林目的によるか ,3m ×2m,3m ×3m,35m ×35m,4m ×4

m なとか選はれる。パルプなとのようにバイオマス生産目的てあれは計算上狭

くするほど収量は多くなる。2m ×2m で植栽し, 早い時期に 1列おきに伐採

し, その後交代で伐る方法もある。しかし, 保育としての除草を考えると広い

方か有利である。苗木の植え穴は 30cm ×30cm ×30cm 程度か適当てある。い

かに大きく掘っても,その年には植え穴以上に根系が張る (図 311)。乾季の到

来とともに水分か土壌表面からなくなると,土壌深く根系を張っていく性質が

ある。降雨が少ない場所では,植え付けた苗木の根元まわりを周囲の地面より

も低くし,周囲に降った雨を集められるようにすると良い。植栽時期は雨季か

始まり降雨量かほほ loomm を越えたときか良いか, その後雨か続くかとうか

でその年の造林成績か決まってしまう。フラシルでは植栽時に潅水を行うとこ

ろもあるか, 施肥より遥かに効果的である。

保 育
造林地の保育としては, 初年度と2年度に各 3回,3 年度以降 5年度までは

年 2回の下草刈りが必要である。林冠か薄く林内か明るいため,雑草か生育す
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図 31 1 E cαmdd “Ze'zszs植栽木の根系

る (グラヒア 71)。雑草の除去か目的ではあるか,山火事防止のために乾季に入

るまでに下刈りを行うことか不可欠である。アレロパシーによって雑草が生え

ないとする意見もあるが, そのようなことは必ずしも期待できない。若木の時

を除けは山火事には一般に強く,萌芽力が強いので回復も期待できる。施肥と

しては 1本あたり50~100g 程度の過燐酸石灰を始め窒素と燐酸を含む化成肥

料を植栽後に与えているところもある。ナイシェリアでは磯素欠乏による枝枯

れの防止に瑚酸塩 (15%) を 50g/本の割合で施用している。

成長量
本種の成長について, 乾燥する熱帯ではタイなとで 20m3/ha 以下 , 湿潤熱

帯ではやや良くて 30m3/ha 程度の連年成長か期待でき,伐期は 10年以下とな

る。フラジルの Egm ねのsの地位別の成長は,7 年で地位 1が樹高 35~29m,

材積 320m3, 地位 ロでは同 じく 29~22m,252m3, 地位皿では 22~16m,117

m3 か基準 となっている。それに対 して , タイの E mmdd α忽那薦の例ては, パ

ルプ生産として 5年伐期は短かすぎ,12 年目に 1,000本強の密度で, その年の

成長が 15m3/ha, それまでの材積か 220m3/ha 程度という結果かある。本種に

ついて,立地条件によっては 2~ilm3/ha という悪い成長も報告されており,

住意が必要である。

間伐については, アクロフォレス トリーのように 2m ×8m で植栽 した場合

でも 4年以降, 遅くとも 7年まての間には必ず間伐が必要とされている。枝を

含む全木の材積表は加茂ら (1990)のものか参考となる (表 311)。
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表 311 E" 伽伊腕婚 姻 mα姻“‘8“szsの材積表 (m3)

胸高直径 樹
(cm) 2 4 6 8 10 12 14

2 0 0005 0 0009 0 0014

4 0 0018 0 0034 0 0049 0 0063 0 0077

6 0 0038 0 0070 0 0100 0 0130 0 0158 0 0186 0 0213

8 0 0063 0 0117 0 0168 0 0216 0 0264 0 0310 0 0356

0 0 0093 0 0174 0 0249 0 0322 0 0393 0 0462 0 0530

2 0 0240 0 0345 0 0445 0 0543 0 0639 0 0733

4 0 0454 0 0586 0 0715 0 0840 0 0964

6 0 0743 0 0906 0 1126 0 1302

8 0 1184 0 1405 0 1625

0 0 1713 0 1981

田

12

14

16

18

鴻

22

24

萌芽更新と改植

植栽地の更新は,本種の萌芽力が著しいことから萌芽更新か主てある。伐採

後 2~3 か月で萌芽枝の数を 2~3 本に調節する (グラビア 70)。2年もたつと萌

芽枝が元の根株を覆って, あたかも新植したかのような状態になる。フラシル

ては多くが 7~10 年で萌芽更新かなされるが, 生産力の低い地域では 14~15

年と期間か長くなる。最初の萌芽更新ての伐期は,新植時よりも短い期間て伐

採か可能だか, その次の萌芽更新では再び期間か長くなる傾向が認められてお

り, 地力の低下か心配される。その代わりに改植か試みられる。その際にはも

との根株の萌芽を押さえるため, 畝を作ってこれらを埋め込み, もとの根株の

列間もしくは根株の間に植栽すると良い。

病虫害
若い造林地ではシロアリの被害を受けやすい。そのため殺虫剤のアルドリン

かティルドリン 2% をポソト用土に混入 (用土に対して 06kg/m3 程度) する

方法か採られていた。これらの農薬は残留の問題かあり,現在先進国では禁止

になっていることに注意する必要かある。そのほかではハキリアリやソウムシ

(Compzeγ郷 ) の害かみられる。原産地のオーストラリアでは,穿孔虫類として

カ ミキ リム シ科 の A 彰sfαα乙知 れ乙,P れomm 煽れα semzp ““αα解 ,P た 陀錫γ脚 ,

Szsyγm 伽云γ功の云mm が知 られている。 苗畑では, 過湿に伴 ってうどんこ病菌
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(加茂鰭一ほか 1990)

高 (m)
16 18 20 22 24 26 28 30

0 0401 0 0445

0 0596 0 0662 0 0727 0 0791

0 0825 0 0916 0 1006 0 1159 0 1258 0 1356

0 1148 0 1283 0 1416 0 1549 0 1681 0 1813 0 1943 0 2074

0 1476 0 1649 0 1821 0 1991 0 2161 0 2330 0 2499 0 2666

0 1832 0 2058 0 2272 0 2485 0 2697 0 2908 0 3118 0 3328

0 2246 0 2509 0 2770 0 3030 0 3289 0 3546 0 3802 0 4057

0 2687 0 3002 0 3315 0 3626 0 3935 0 4243 0 4549 0 4854

0 4270 0 4634 0 4997 0 5358 0 5717

(ozの“m) なとによる病害が発生する。その他樹幹にかんしゅ病か発生する例

もある。

育 種
オーストラリア以外での植栽では産地の選択が重要てある。フラジルでは産

地試験が今世紀初頭から始められている。そのほか地中海各国では,1965年か

らFAO による組織的な産地試験か行われた。 ナイシェリアなどのアフリカ各

国, およびパキスタン, フラジルなどの各国て選抜育種か進んているが, 原産

地の環境条件を十分に吟味した選抜か望まれる。また,近縁種との自然交雑種

などにも住意して選抜を行うことか必要である。ユーカリ属の分類同定は種数

が多いだけにかなり困難である。専門家によって全く違った種とされることも

ある。オーストラリアなどの試験研究機関で組織的な育種か行われている。

問題点
現在, この種は世界的にもっとも広く, また社会林業など多様な目的で植栽

されている樹種である。造林技術としてもまた病虫害の点でも,特に困難な点

は少ないことか幸いしている。しかし, 単一樹種を広範に造林する危険は過去

に数え切れないほどの例があることを忘れてはならない。ユーカリか他の作物

に比べて水の利用効率か高いことから,周囲の作物を枯らすとか, 沙漠化を引
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き起こすなとと騒かれている。萌芽更新,改植の繰り返しによる地力の低下か

現実のものとなる危険は見逃せない。熱帯地域の林業家は現在,外来種を導入

して早生樹の大面積造林をすることから,段々に在来の郷土樹種と生育する生

態系を考慮した造林手法を開発しつつあることは大変望ましい。
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32. ラウレル (Laurel)

学名 Co雌雄 α!zodom(RmzetPav) ○ken

ムラサキ科

丸山エミリオ

Comz αのZzodom は中南米原産の高木で ,Salmwood( 英語 ),Cypre( 仏語 ),

Laurel( 中米 , コロ ンヒア ), Canalete( コ ロ ン ヒア ),Hormlgue ro (メキ シ

コ ),Pard1110( ヘ ネ ズエ ラ ),A]oa]o( ペ ル ー , ボ リビア ),Lauro( ブ ラジル ),

Capa pr・eto( プエル トリコ) なとの地方名で呼ばれている。

樹高は 40m, 胸高直径は 10ocm 以上に達するものがある。幹は通直, 樹皮

は灰色で裂溝あり。葉は大方互生,有柄で楕円形 ~ 長楕円形,長さ 10~20cm,

幅 3~8cm( 図 322), 黄緑色で毛がありニンニクの匂いかする。材は薄茶色で

光沢あり,比重は 03~07 程度で,強度大,耐久性は高い,加工しやすく,仕上

げ良好てある。最高級家具,建築用, 内装用, キャビネット, トア,化粧合板,

ベニヤ, 高級指物, 装飾用等に利用される。葉およひ種子は薬品として利用さ

れる。コーヒー, カカオ栽培の日陰樹としても利用される。

天然分布
メキシコおよひ中米から西インド諸島を通 って南米アルゼンチンの

MIS1ones 地域 まて (緯度範囲 2ず N~25oS)( 図 321), 標高は 0~1,500m の

広い範囲に分布している。この地域は年平均気温・20~27oC, 月平均最高気温

26~320C, 月平均最低気温 16~25 ℃の温度範囲で, 年平均降水量か 1,000~

図 32 1C QZZZ0dom の天然分布



　　　

4,500mm, 乾季期間か 1~4 か月ある。天然分布地以外にモーリシャス, ナイ

シェ リア , シェ ラ レオ ーネ , ウ ァヌア トゥ, フ ィシーな とに植栽 されて い る。

開花・結実

花は白色筒状 ,8~12mm ×2~25mm, 総状花序 ,長さ 5~15cm( 図 32 2)。

果実は長楕円形で lcm 以下, 米粒状の種子を 1個含む。天然分布域での開花

は 12~3 月,果実の成熟には 2~4 か月を要する。したがって,種子の採取時期

は, 立地条件, 個体なとによって異なるか, コスタリカでは一般に 2月の下旬

~3 月の下旬の間に行われることが多い。種子は毎年結実する。

種子の取り扱い

C 錫Zzodom の種子は成熟果実が開裂する前に木に登って果実ごと採取す

る。発芽率の高い種子を得るためには自然散布する3週間程度前に採取するの

がよく, 最適採取時期の目安としては果実の色か黄色からコーヒー色に変わっ

たときである。種子は天然林や人工造林地で選抜されたプラス木や選抜木から

養成したクローン採種園から採取する、と良い。採取した果実は, 開裂するまで

風通しの良い日陰て自然乾燥させる。約 4~5 日間乾燥させた後に,軽くたたき

図 32 2C QZZZO加川 の標本



　　　　

なから果実と種子を選別する。kg当たりの種子粒数は, 個体, 立地条件等に

よって異なるか , 一般に 20,000~115,000 と幅かある。

種子の発芽日数 (まきつけから最初の種子発芽までの日数) は 9~20 日, 発

芽揃日数 (発芽日から最高発芽率までの日数) は9~15 日で,通常の取り扱い

の時の平均発芽率は 60~90% てある。

種子は, 常温条件で約 3か月後から発芽率か徐々に下かる傾向が見られる

(表 321)。種子貯蔵期間を長くするためには,種子の含水率を減らして低温て

貯蔵する必要かある。含水率 (対乾重)7~10% 程度 , 温度 2~5oC 条件て 1か

表 32 1 常温貯蔵における C QZZZ0dom種子の発芽率低下
(単位 %)

常温貯蔵期間 (月)

0 1 2 3 4 5

61 58 53 33 31 30 30

年程度は種子発芽率を 50% 以上に保つことかできる。

育 苗

まきつける前に種子や用土を/肖毒する (病虫害の項参照)。種子の発芽促進処

理は特に必要ないか,発芽揃いを良くするために6時間程度の浸水処理を行う

と良い。通常は種子採取後 2か月以内に取りまきする。まきつけ方法は, はら

まきとし, 種子か見えなくなる程度に川砂または細かく砕いた軟らかい土をふ

るいを使って覆土する。まきつけ終了後に種子か洗い出されないように静かに

濯水する。その後は適時准水するが,立枯病 (Damp・ng‐off)の発生を防くた

めに, 薙水し過ぎないように住意する。降雨による覆土の流出や芽生えの倒伏

を防くため, また濯水量と陽光量の調整をするために日覆が必要である。

発芽後約 2週間目頃,本葉か 4枚になった時に床替をする。床替え密度は42

~60 本 /m2 程度 (15cm × 15cm~13cm ×13cm) とする。移植する幼苗は乾燥

させないように住意し,必要なら根の長さを調整し,十分潅水した床に案内棒

(床替器具)等を用いて移植する。床替後,再度麓水をする。活着率を高めるた

めには蒸散抑制剤の処理を行うとよい。床替直後に陽光,水分,表面温度の調

整を主な目的とした日覆をする。幼苗か活着するまての 15日間程度は日覆処

理を続ける必要かある。潅水の回数は季節, 気候, 地域, 苗木の大きさ, 用土



　　　

の性質などによって異なるか, 乾季には 1日 1~2 回程度, 雨季には 1日 0~1

回程度が一般的な蔵水回数となる。

C メムodom は陽樹なので, 早めに除草することか大切である。まきつけ床,

床替え床, さし穂床, ポット苗の除草は手作業で, 休閑床, 通路, 付属地なと

はラウンドアップ, ベルポル, グラモックソネのような除草剤を使用して除草

する。施肥は N-P ‐K(10-3 10 あるいは 12 4 2) か最 も一般的である。第 1

回目は床替 3週間後に行い lm2 当たり 100g を与える。 2回目と 3回目はそれ

それ 1か月間の間隔を空けて同量施用する。

苗畑で 6か月間程度育苗後, 苗木の高さか約 50cm, 根元直径 1~3cm に成

長したら山出してきる。山出し後の苗木の活着率を高くするために,山出し前

1か月間程度かけて,准水量を徐々に減らして苗木の硬化 (ノ・一ドニング)をす

る。苗床から掘り上げた苗木は, 地上部と根部をそれぞれ 20cm 程度の長さに

切断し,残った葉も切り取り,根株苗木とする。根株苗木は乾燥させないよう

に十分に湿った麻袋に梱包してから山出しする。

さし木養苗 成木からのさし木は困難であるか, 萌芽枝を使うと比較的容易

に挿し木できる。さし木苗木の生産は,苗木から萌芽させたさし穂を使用する

方法がもっとも効率的てある (クラヒア 69)。葉を含む長さ 5cm 程度のさし穂

を採取し,IBA( インドール酪酸)で処理した後に発根室 (フレーム)の用土に

挿す。発根室の湿度は 85~100% を保つようにする。苗木から採取したさし穂

を用いて,発根室で処理した場合の発根率は70% 程度である。最適発根条件

は,用土か川砂,IBA の処理濃度か 16% てあった。なお,さし木は雨季の初め

に実施する。挿し木床からの床替え後は実生苗と同様に扱う。

植栽適地

造林地の選定に当たってはつぎの点について留意する。年間の降水量か

2,000~4,00omm あることか望ましく, 乾季 (月に loomm 以下 ) が 2~4 か月

間あること。天然分布は標高 1,500m まで分布するが, 下は標高 500m までく

らいて, 年間の平均気温は 23oC以上あることか望ましい。排水性の良い土壌

て, やせた土地を避ける。

植 栽
地持えは造林方法, 地域, 植生などによって異なるか, 一般に C メカodom



　　　

は皆伐造林やアクロフォレストリーて主としてカカオやコーヒー栽培の被陰樹

として植栽される。地捕えは, 雑草木類を刈り払い, 乾季に乾燥させた後にこ

れを焼却する火入れ地楕えか多い。植栽は一般に雨季に行うか,本格的な降雨

か始まる前に植え付けを行うようにする。植栽間隔は 3m ×3m あるいは 4m

×4m か多い。 アクロフォレス トリーの場合は 8m ×8m あるいは 1om ×1om

か 般的である。植穴の大きさは土壌の条件によって変わるか, 一般的に 30

cm ×30cm~40cm ×40cm, 深さは 30~40cm である。なお , 滞水が起 こりそ

うなところは,土を山盛りにして植え付け,根系の位置をできるだけ高くする。

普通,植え付け後 1~2 か月経過した後に活着率調査を行い,その結果によって

捕植するかどうか決める。補植の時期は雨季の後半か,場合によって翌年の雨

季まで延ばす (クラビア 68)。

C QZZZ0dom は陽樹て,雑草との競争に弱いため,下刈りは最も重要な作業で

ある。この作業はつる切りの作業を含み,回数は地域や植生によって変わるか,

一般には 3年目までで,1 年目には 3回,2 年目には 2回,3 年目には 1回を目

途とする。

熱帯地域では農地や牧草地に施肥か行われることもあるが,林地ではそれほ

ど行われることはない。コスタリカでは植え付けの際 1本当たりに NPK 混合

肥料を約 60g と 1か年後に約 100g施与して成長が促進されたという報告か

ある。しかしなから,苗木の成長と共に雑草の成長も良くなるので下刈りに注

意する。

保 育
一般的に C QZZzodom は枝打ちを行わずに自然落下に任せる。しかし, 高価

値材をつくることか望まれる時には行っても良い。枝打ちの時期は, 造林木の

成長, 植栽間隔, 造林目的等によって変わる。中米における実施例では, 植栽

間隔 3m ×3m の林で,1 回目は樹齢 3~4 年生 (樹高 8~1om),2 回目は 8~11

年生 (樹高 14~16m) の時にそれぞれ行うか, 同時に除・間伐も実行してい

る。熱帯地域では除・間伐を行うよりも植栽間隔を広くとって植え付けること

が多い。しかし,経済性及ひ生産性を向上させるために植栽密度を高くし,

除・間伐によって不良木を除去して優れた材質の木を育成することか望まし

い。除・間伐時期や強度は, 利用目的, 植栽間隔, 成長速度なとの条件によっ

て異なる。参考のために次の実施例を示す。



表 32 2 中米における C αぬodom の除・間伐計画の実例

年 目 平均樹高の ha当たり本数
範囲 (m) 立木 除・間伐木 残存木

1 1 6^}3 5 1,111 0 1,111

3^v4 8^‐10 959* 500 450

8^)11 14^}16 450 250200

>20 20十 200 200 主伐

*活着率 85% と予想する。

成 長
C メカodom の成長は, 立地条件および林業経営によって著しく異なるか,

一般的に成長は早く,最適条件ては伐期齢は20年である。天然林及ひ人工林に

表 32 3 中米コスタリカのトゥリアルバおよひリモン
地域における C メムodom の天然林の成長例

林齢範囲 IMAH(m) 林齢範囲 IMAD(cm)

3 0

2 0

1 5

1{)5 2 0 1^v5

6ハ}13 1 5 5^vlo

14^}19 1 0>10

20^v36 0 3^v0 6

1MAH 年平均樹高成長量 ,IMAD 年平均胸高直径成長量

おける成長例を表 32.3及ひ表 324 ・クラヒア 68に掲げる。

病虫害
苗畑病害 最 も発生する立ち枯れ (R卿zocfoれm,F “s僻も“m,P 脚 top腐れom,

P影ねmm) を防ぐために, まきつけ前に用土は PCNB あるいは臭化メチルで

消毒し, 種子の場合はピタパンクス, ティフォラタンなとのような殺菌剤で/肖

毒する。その上 , 産水し過きないように住意する。立ち枯れか発生したら, ク

プラヒット, ペ ンレー ト, テクトなとの薬剤を散布する。

苗畑虫害 種子を食害する甲虫類 (特に Eェop腐れ錫m“s形礎 Zmれ“s) に対し

ては, ランネートのような殺虫剤で処理をする。苗木の葉を食害する食葉性の

昆虫に対 しては, タマロン, ティプテレックスなどを散布する。蟻の害にはテ

ラサンを使用する。



表 32 4 中米コスタリカおよひコロンヒアにおける C Q‘とzodorαの人工造林の成長例

地 域 譲 豊 『 題 林齢植栽間隔 DBH IMAD H 増瀞H
(mm) ぐC) (年 ) (m) (cm)(cm) (m)
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Tumaco(C)

Tumaco(C)

Choco(C)

Choco(C)

Narmo(C)

Nanno(C)

Chmch ・na(C)

Guaplles(CR)

S Carlos(CR)

L1mon(CR)

S Carlos(CR)

3,466

3,466

3,500

4,000

4,000

2,510

3,182 25 9

3,182

25 9

3×3 14 5

4×4 18 3

4×4 14 0

3×3 24 8

3×3 17 5

3×3 12 7

13 0

3×3 12 3

3×3 13 6

2 5×2 5 20 8

3×3 18 5

14 8 2 4

16 9 2 7

13 4 1 9

15 9 3 3

19 0 2 4

15 2 1 9

13 0 1 3

12 1 3 0

14 2 2 0

22 3 2 2

15 1 1 3

(C) コロンヒア ,(CR) コスタリカ

1MAD 年平均胸高直径成長量 ,IMAH 年平均樹高成長量

表 32 5 C q“zodom に発生する主な病害虫

地 域 現地病名 原 因 被 害

Costa R1ca Chlnche de enca]e

Colombla

Colombia

Costa R1ca Roya del folla〕e

ColomblaCancer del tronco

Costa R・ca Chancro

GuatemalaChancro

Puerto Rlco

Colombla

Vanuatu

Colomb ・a Hormlga arriera

Dzczyわ 'れの20“opzdm 食葉

Dzc夢幻 m のめzropzdzα 食葉

Rれαmpjzzdz〃'“無銭呼んzdzs 食葉

びredo sp( うとんこ病) 枯葉

P"ccmm co'αmB( かん しゅ病 ) 幹腐

P"ccm α coγαma 幹 腐

P"c α'zzα.comz 解 幹 腐

P“ccmm coγのα@ 幹 腐

月鰯ね辺の zαmB"@ α 根腐

P加数“那 加xms 根腐

Af加 sp 食葉

造林地に発生する主な病害虫 (表 32 5)にたいする対策としては ①葉を食

害する Dzc砂如 粥oれoおopzdm, 尺れαmp ねzαmm 無錫物ねzα偏 に対 しては, ラン

ネートのような殺虫剤て処理する。②蟻 (Az加 sp) の害に対してはシクロドリ

ン, ミレソクス, アル ドリンあるいはロルスバ ンを使用 して処理す る。③

P“ccmz α codmg,A っ““班の mme 房βα,P 脳 放れ“sれo工ws の被 害 を防 くため に は ,

湿った場所あるいは排水の悪い場所への植栽は避けること。
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33. スンカイ (Sungkai)

学名 Fe のヵem α cαれescβ“s Jack

クマツズラ科

桜井 尚武

ス ンカイ (Peγoれgm α cαれesc効 s, シ ノニ ム P れgzgmp 毎 "“m) は輸 入量 は少

ないものの木材取引上では重要な種てある。ヌルテモドキという名を付けてい

る和書もあるか, ヌルテがウルシ科なのに対して本種はクマツスラ科であり,

商業的にスンカイの名で取引されているだけでなく,本種の自生地や造林地で

もスンカイという名か広く通用しているのて, この樹種についてはスンカイと

いう地方名を和名としたい。

一般的な地方名は Sungkal であり, 他の呼称に falseelder,kurus( 英 ),

iatl sabrang( イ ン ドネ シア全般 ),jatllondo( ジ ャワ ), kurumus (カ リマ ン

タ ン),Sukal,cherek( 半 島 マ レ ー シ ア ), タ イ 国 で は sangkae(Surat

Than1),khoe ・la・ (Chumphon,Ranong),sakae(Malay,Narathlwat) な と

かある。

ー属一種で樹高 20~30m, 直径 70cm 程度にまでなる常緑あるいは落葉の

高木である。幹はまっすくかやや曲かる程度て枝下高は 9~15m 程度, 小さな

板根を作る。根系は浅く表面に広かり,短い主根を作る。小枝に四稜かあり,

密な短毛かある。小葉は奇数羽状複葉て対生し若いときは紫色かかる。葉柄や

中肋には翼かあり長さ 30~9ocm 。小葉の数は 3~11 組で柄は無いかごく短

く, 披針形で大きいものでは幅 75cm, 長さ 35cm 位になる。花は 5弁の両性

花で小さく 25mm 程度で,チークに似た円錐花序をつくり,軟毛に覆われ,多

くの種子かぶら下かって着く。果実は核果で直径 3~35mm の小さな球形てあ

る。4裂している。開花樹齢は,インドネシアのジャワ島ては約 5年の樹高 5m

の頃てあった。開花期はジャワ島ては 6~7 月 , 東カリマンタンては 1~2 月 ,

果実か成熟するのは開花 2か月後である。種子は風や水て散布される。メバエ

の子葉は地上に現れる。

分布と適地
半島マレーシア, スマ トラ島 , リアウ諸島 , 西 シャワ, カ リマンタンに分布



　　　

し, また海抜 om の低地から標高 600~90om 辺りまで分布する。インドネシ

ア各地やマレーソア, タイて造林されている。 シャワ島にはスマ トラ島から移

入されたらしいか, 今ではすっかり自生化している。この樹種は二次林や伐採

跡地,同沿いの土手,道路や線路沿いなどの開放地に普通に見られるか,撹乱

されていない天然林には見られない。湿度か高く水気の多い所では, たとえ季

節的に冠水するような場所でも成長かよく,乾燥地には耐えられない。

育 苗

種子は軽小で 1,000個の重量は 35~4g てある。採集した種子の発芽率は良

くないか, 発芽は全光条件下で早い。藤水は必要であり重要てある。挿し木の

発根か容易なので, 増殖には挿し木苗を用いるのか普通である。イントネシア

の試験ては, 直径 15~2cm, 長さ 20~25cm の挿 し穂の発根率か最良であり,

発根ホルモンを使用すると若い挿し穂の場合 8日目に 100% の発根か得られた

という。挿し床には表土と緑肥を 7 2に属せたものを使うか,砂を展せる場合

もある。4~6 か月後に移植する。スマトラ島フナカットの例では挿し床の庇陰

に白色の寒冷紗を用い相対照度を 45~50% 程度にしていた。その結果,16~18

cm の長さで 1~15cm の太さの挿し穂の発根率か 90~95% と高く, 直径 05

cm 以下の挿し穂でも 76% の発根率を示した。山出しには 3~4 か月養苗して

30~40cm になったものを用いる (クラヒア 83,84) 。

植栽と保育

水はけの良い柔らかい土壌か好適なので植え穴を大きくしよく耕す。植え穴

の大きさは 30cm ×30cm ×30cm を目安とするといい。大苗の場合は根の大き

さに応じて植え穴を大きくする。植栽間隔は, インドネシアの場合 3mxlm

か多いか,3m ×2m や 4m ×2m という間隔で植える場合もある。植栽間隔に

よって異なるか,3m ×lm て造成した場合の樹冠閉鎖はおよそ 8年目てある。

この種は他種との混交には向かないようである。純林仕立てにした場合の閉鎖

は強くなく林内かかなり明るいため, フタバカキ科樹種などを植栽するための

庇陰樹として使えよう。自然落枝しにくいので枝打ちか必要たか,枝打ち跡の

自然治癒は早い。しかし, まれには腐朽することかある。



　　　

天然更新
天然更新は容易である。スマトラ島のフナカットにあるマンキウムアカシア

(Acαczαmα72gw加)の造林地て刈り払いかよく行われている林床に多数発生し

ていたし,刈り払い圧にも強く,萌芽個体か林床を覆っていた (クラビア 85)。

また,造林地内の見回り道路にも多数見られた。この樹種の開花樹齢は若いの

て,今後成木が増えるに連れ, それから飛散する種子により周辺に稚樹の発生

する機会が増加すると予想され,簡単な補助作業を施すことて容易に天然更新

林分を得られるようになると思われる。

成 長
良好な成長をさせるためには十分な光か必要てある。軽い庇陰でも陽光か速

られると太くならず弱々しくなってしまう。全光条件下での初期成長は早い

が, 良好な土壌条件下てもやかて遅くなる。東カリマンタンの伐採跡地の試植

林の例では,年平均成長量は大きめの稚樹ては平均伸長量 120cm, 直径肥大量

08cm, 樹高が 5m を越えるような若木サイズては平均伸長量 114cm, 直径肥

大量 15cm であった。東ジャワの例では 7年で平均樹高 95m, 平均直径 103

cm, スマ トラ島ては 5年て 6~7m,9 年で 104~1lm であった。同林分の約

10年時のものの平均樹高は 12m, 平均直径は 12cm, 年平均材積成長量は 1o

m3/ha てあった (クラビア 86)。 インドネシアのガ ドゥンカンという場所に 3

m ×lm て植えられた 15年生の林分での年平均材積成長は 1om3/ha 程度だっ

た。樹形は真直くになるというが, フナカットの例では地上 2~3m 以上か

フォーク状になった立木が多く直材部が短かった。また,同所ては 10年たって

も閉鎖しておらず,本種の純林仕立ては良くないのではないかと思われた。「植

栽と保育」の項て述べたように Soer・anegara ら (1993)は, この樹種は他種と

の混交は向かないとしているが,列状あるいは群状の混交を試みる必要かあ

る。

病虫害
庇陰下の稚樹はしはしば葉さひ病に侵される。虫害に関する報告はほとんど

ないか ,槙原 (1995) はブナカットで Agr乙Z“ssp( タマムシ科 ) と Xyとosα72α粥 s

sp( キクイムシ科) を認めている。また, シンクイムシの食害を受けて樹形が

悪くなることがあるか深刻な害ではないという。
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特徴と用途

材質は軽量から中程度てチークに似る。心材はクリーム色あるいは明るい黄

色か明るい茶色で辺材との境界は明瞭ではない。乾燥は速く, ひひ割れか生ず

ることもあるかそれ以外には大した問題は生じない。25mm 厚の板の空気乾燥

には約 2か月あれはいい。中庸度の丈夫さとされ,地面と接した条件で約 3年

間の耐久性かある。貯蔵は流水中で行うのか有効であり, スマトラ島のパレン

バンの例ては 6年間保存できた。 この樹種は直径か 20cm 以上になると皆伐

される。生材を剥皮する必要はないか, 元口と末口の防虫処理を行いアンプロ

シアキクイムシが入るのを防ぐ必要かある。このように防虫処理をした生材は

林内に 30日程度放置しておける。シロアリに対しては中庸度の抵抗性があり,

ヒラタキクイムシにも抵抗性があるか, その他のキクイムシには容易に侵され

る。辺材変色菌で材が変色することはなく,防腐処理は容易である。

材は軽量で丈夫ではないか, 家の柱, 室内の仕上げ用, 軽車両が通る程度の

橋梁なとに使われる。とりわけ,軽いので屋根の桁にいい。直材が取れるので,

化粧合板や家具,飾り棚なとにも適する。また, この樹種は生け垣などにも使

われる。葉から得られる苦いジュースや皮の煎じ什は民間ては解熱剤として使

われる。葉を煎じたものは, 白斑 (たむし) の湿布や歯痛のとき口を耀くのに

使うという。

今後の予則

本種の植林地造成の見通いま明るく, インドネシアでは今後一層の造林地造

成か計画されている。今後,本種の生産量の拡大のためには,天然更新技術や

造林技術およひ経営に関する信頼性の高い情報か必要である。
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34, チー ク (Teak)

学名 718do" α grα7zdzs L

クマツズラ科

加藤 亮助

チークは代表的な落葉中高木で, 土地条件によっては高さ 40m にも達する

ことかある。樹皮は灰褐色ないし暗褐色で, 縦に細かく割れている。葉は大き

く,長さ 30~75cm, 幅 15~40cm であって有柄で対生であり,形 は卵形 ,広卵

形または倒卵形で,裏面に星状毛か見られる。その材は昔から高級家具材,高

級装飾用材として世界に広く用いられ, かっての植民地時代には,造船用材と

して重用され, 東南アジア各地の物産をヨーロッパに運ぶことによって, 宗主

国の繁栄を築いたといわれたほど, 歴史的に有名な樹木である。英名のチーク

(Teak) またはフランス名の (Teck) を通称名としているところが多く, イン

ドで は Teak, ミャ ンマ ーで は Kyun, タイ ・カ ンホ ジア ・ラオ スで は Sak

また は Maysak, ベ トナ ムて は D1atl, イ ン ドネ シアで は Djatl, パ プアニ ュー

ギニアでは Teak と呼んでいる。

チークは熱帯地域の造林樹種として 19世紀半は頃より,熱帯各地に導入さ

れた古い歴史を持ち,ユーカリ,マッ, アカシア類などの早成樹種類を除くと,

経済樹種としては最も多く植栽されており,1990年時点の FAO の報告では

219万 ha の植栽地かあり,全人工林面積の 5% を占めている。その大部分はア

ジア・太平洋地域の 203万 ha であるが, アフリカに 145 万 ha, 中南米に 15

万 ha の人工造林地かある。

分 布
チークは, インド・ミャンマー ・タイ ・ラオスなどに天然に分布 しており,

その天然林は熱帯季節林の混生および乾生混交落葉樹林型に属している。イン

トネシアのチークは, 天然分布説と 14世紀初頭にヒンズー教徒の商人により

植栽されたとの説とかあり,必ずしも明確ではなかったが,1991 年に開催され

た中国/ESCAP/FAO 共催のチークセミナーては, インドネシアの天然分布は

除外され,天然分布は 2ず30′N か北限で,9 oN か南限とされ,5~ ずS の南半球

でのジャワ島のチーク林は天然生化 した人工林 としている。一方 , アフリカ ・



　　　

中米および太平洋諸島でのチークの植栽は,2ずN から 1ず Sの範囲に及んでい

る 。

適 地

チークは地質的には広い範囲に生育し,火成岩,変成岩,堆積岩や石灰岩を

母材とする土壌で良い生育をするか,隣岩,砂岩またはラテライトか出現する

ようなところでは成長は良くない。チーク林の大部分は, 丘陵または波状地形

上や, 河岸に沿った排水の良い仲積平地上に成立している。いずれにしても排

水の良いことか必要で, 停滞水には耐えられない。チークは 760mm 前後の寡

雨地域や ,3,800~5,00omm の多雨地域にも生育できるか ,1,300~3,800mm の

範囲の,3~6 か月の乾季かある季節的な降雨を持っところで良く生育する。ま

た標高では, 海抜 1,000~1,200m まで良 く生育する。気温については, 最高

40oC,最低 1ずCの間を変動するような場所が良く, 天然林は年平均気温が 22

~2 庁C のところに成立する。チークは陽樹であり,最適な照度は全陽光の 75~

100% であるといわれる。またチークは養分的に賛沢な要求を持つ樹種と考え

てよく, 深い土壌の排水のよい沖積土か最適といわれる。最適な pH は 65~

7,5とされ,カルシウムと燐の含有量の高いところか良いといわれる。さらに霜

害を受けやすいか, 完全に枯死することは稀である。

開花・結実

休眠と成長を交互に繰り返す季節的な成長をし, 北半球の旺盛な成長期は5

~9 月であるが, 南半球では 11~3 月である。 タイにおける年間のチークの成

長は,雨季に入る 4~5 月の開葉期,雨季に入った後の急速な成長期,雨季後半

から乾季に入る 7~11 月の成長の下降期,11 月から 1月にかけて落葉を開始し

て 4月までの休眠期の 4期に分けられるが, 枯れ葉は 3月まで木に残っている

ことが多い。開花は葉か十分に発達した 6~7 月に行われ,2~4 週間の開花期

間があるといわれるか,林分としては雨季を通して 9月まで約 3~4 か月咲き

続ける (グラビア 88)。 30~50cm の円錐花序に 1花序あたり 5,000~10,000

の花を着けるが, 果実になるのは 1% 以下の 40~100 個に過ぎない。白色の花

冠を持つ虫媒花で,果実は受精後約 4か月て熟し,10 月から1月には成長を停

止するか,初期段階の種子は未成熟のものか多く,その後約 70日を経て完熟す

る。したかって果実の採取時期は 1月以降か適期となる。着果の周期性につい
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ては, 場所により異なり, 年によって豊作年と凶作年か現われる。造林木の開

花開始時期は立地や成長によって異なるか,5~7 年生からといわれ,優れた種

子を大量に生産できるのは 20年生頃からである。

種子の取り扱い

種子は核果に含まれているが, 一般に種子は抽出されることなく, 果実のま

ま使用され,普通には果実を種子と呼んでいる。果実は堅く,中が4室に分か

れていて, その中に種子かはいっている。果実に含まれる種子数は 4粒か最

高であるか, 種子がはいっていない果実も約 30% に達し, 普通は 1~2 粒の場

合が多い。果実の大きさと重さは採取林分やその年の気象などによって異なる

が, その直径は 5~20mm( 平均 12mm) であり,lkg 当たりの果実粒数は

1,000~3,500粒 (平均 2,000粒 ) である。採種林や採種園での果実の採集量は場

所や林齢によって,1 本あたり 2~1okg と異なる。種子採取は木を揺り動かし

て落下させるか, 自然に落下した種子を採集する。採取種子は核巣のま 天日

で乾燥させ,精選後麻袋に詰めて日陰または貯蔵室に保管するのか普通であ

る。6か月後には発芽率か半分に低下するともいわれるので,採取後 3~4 か月

の間に播きつけることか望ましい。また発芽率や生育は大型の果実ほと良いと

されている。一般に核果か堅いことと休眠状態のために,種子の発芽率は低く,

かつ発芽か散発的といわれており, 播きつけ前に前処理が必要である。それに

は核果の堅い皮質の外果皮を破壊して水や空気の吸収の障害を除く必要があ

り,水浸,焦熱, 熱水など,物理的あるいは化学的各種処理法かあるが,24 時

間の水浸と乾燥を繰り返す方法かよく行われている。

育 苗
苗畑での播種時期は一般に雨季に入る 4~5 月てある。苗床は 1om 長×lm

幅で 20~30cm の盛り土のものか多い。種子は果実のまま普通 lm2 当たり約

500粒 ,ほほ lkg または IZを播種する。覆土の厚さは果実の直径てある。発芽

は播種後 10~15 日目から始まり,35~45 日で最盛期に達するか, 遅いものは

数か月を要する。圃場発芽率は約 30~35% である。潅水は一般的に最初の 2か

月は日に 2回,次の 3か月は日に 1回,あとは隔日に行う。1年生の苗木は引き

抜いてスタンプ苗としての隼備を行う。この場合,苗床に密に播種すると 2~3

年発芽か期待でき, スタンプ苗として逐次利用できる。
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スタンプ苗の萌芽能力は,1 月中旬~4 月中旬の間に掘り出したスタンプが,

その前後のものよりも高いため, スタンプ苗作りは乾季の 12~3 月に行われ

る。掘り出された苗木は主軸の地際上部 3~5cm のところで 1~2 対の芽を残

して切断し, 直根に付いている側根を取り除き,15~20cm 位に切り詰める

(グラヒア 89)。この場合根際直径か 1~25cm, 全体の長さか 20~25cm 位が

良いとされるか,根際直径か 05~1ocm か良いとするところもある。植栽時期

か 4月末~5 月末てあるため, 掘りあげる時期と植栽時期か一致しないのでス

タンプの貯蔵か必要になってくる。50本ずつ束ねたスタンプ苗は,冷涼な屋内

に掘られた土室の乾いた砂の中に地下貯蔵され,必要に応じて山出しされる

か,9 か月は貯蔵できるという。スタンプ苗による植栽は簡便で失敗か少ない。

植 栽

植栽には,直接種子を播く方法 (1か所に 2~3 個の果実),ポット苗やスタン

プ苗を植栽する方法とかあるか, 直播きやポット苗の植栽から次第にスタンプ

苗を植栽する方法に変わってきつつある。植栽間隔は 2m ×2m,3m ×3m,

2m ×4m,4m ×4m と地位や間作の導入などの事情によって異なる。

チークの造林はヒルマのタウンャ怯て開始されたといわれるように, 地域住

民によって植栽時に農作物を間作するアクロフォレストリー方式で行われるこ

とか多く, 特にタイの林業村方式やイントネシアのツンパンサリ法が有名であ

る (グラヒア 3)。ツンパンサリ法は間作の農作物とともに, マメ科樹木のキン

ネムとの混植が行われ, 地力の保持に役立っているのか特徴的である。下刈り

は植栽木の成長にもよるか, 成長のよいところでは植栽後 6~9 か月の間のみ

必要であるという。その際, スタンプ苗や根際からの萌芽枝は成長のよいもの

を 1本残して除去する。枝打ちは萌芽枝か出やすいためにあまり行われない。

チークは樹形や材質の改良,林分の健全度の維持,過度の土壌侵食の防止を

含む立地条件の保全などのために,間伐の実行が望ましい。間伐は本数間伐か

行われ, ナイシェリアの例ては, 伐期 50~60 年で大径材生産の場合,ha 当た

り 5年生で 800本 ,10 年生で 600本,15 年生で 400本,20 年生で 300本が推奨

されている。またパブアニューキニアの例のように, 当初か ら ha 当た り 400

本を選択して数回にわたって間伐するやり方もある。またインドては第 1回と

第 2回の間伐は機械的列状間伐を導入しているか, 当初から地位によって最終

本数を決め,ha 当たり 165本 (1~ 亘級地) と 335本 (m~IV 級地) の優良木
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を選定して, それらの優良木に十分な空間を与えるように間伐している。イン

ドネシアでは 5年生から間伐を開始し,30 年生までは 5年ごと,それ以後は 10

年ことに伐期まで行う。

天然更新

天然更新は十分な前生稚樹と萌芽可能木かあることか前提てあるか,萌芽更

新か中心であり, イントの例では 40~50 年の伐期て 2~3 回の萌芽更新が可能

としている。インドネシアては 19世紀末まで萌芽や前生稚樹による天然更新

か行われていたか,天然更新による林分の樹形か良くなく成長か遅いことか

ら, タウンャ法か導入されて以来, 皆伐人工更新に転換した。タイては現在伐

採禁止て, わずかに改良伐採と間伐か行われているに過ぎない。更新を規制す

る条件には多々あるか,特に乾燥地域では阻害要因として火災があり,落葉の

堆積している時の火災は危険である。稚苗の段階では火事の被害で枯死してし

まうか, 幼樹以上の大きさになると地表火程度には耐えることができる。しか

も萌芽し易いので,多少の被害ては萌芽し回復する。また伐採跡地に叢生竹の

繁茂か著しく, これが稚幼樹の成長を妨げることかあるので住意を要する。

成 長
チークの収穫表は, インド, タイ, イントネシアなどで作成されている。一

般的にチーク人工林の成長は地位によって大きく変わり,4 地位指数に分けた

インドの 80年生での最高と最低の例を見ると, 樹高では 17~43m, 胸高直径

ては 23~62cm, 年平均成長量では 20~59m3/ha と大 きく異 なっている。

チークの樹高の年平均成長量は幼齢で大きく,2 年生で 43m,10 年生で 2,5m

の例かあるか,80 年生ては良いところでも 05m 程度に低下する。材積の年平

均成長量も若齢造林地では 10~20m3/ha もあることかあるか, 老齢になるに

つれて 4~8m3/ha と低下する。一般に年平均材積成長量は 4~18m3 の範囲で

あるという。伐期も各地によって異なり,40~80 年と幅かある (クラヒア 87)。

現在最適伐期を決める研究か各地て行われており, このための施業実験林の設

定が必要である。

チークは地表植生を被圧し易い上に, 堆積した枝葉か火災によって消失して

地表を露出し易く,それらが複合して土壌侵食を招く。これが激しいと成長や,

2代目や 3代目の造林地の生産力の低下につなかろ恐れがる。このことは植栽
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地の地形か傾斜地の場合,斜面下部ほと成長がよく,上部は良くないことにも

つなかる。 またインドやシャワ島でのチークの人工林か 2代目,3 代 目になっ

て成長の減少が関心を呼んているか, これも上記の土壌侵食と関係かあるのか

も知れない。

病虫害
主要な病害としては, 苗木に著しい生育障害を起こすチークさひ病 (αwm

雄dome) か広く認められているか,薬剤散布で軽減できる。その他一般的な苗

畑病害か見 られ, また貯蔵スタンプ苗にボ トリオティプロティア病菌

(β研かoのPZodm 効goわγomqg) による被害か発生することがあり,薬剤処理,排

水, 通気の管理か必要てある。

害虫も多いか, そのうち食葉性害虫では自覚友鋤 P"gm の被害か著しく, 成

長量の減退にっなかろ恐れがある。また穿孔性害虫としては, チークヒーホー

ル ホー ラー (Xy 彰αfes cemmzc α) とチ ー クのがん腫 虫 (Ac αZOZBPZQc 好むzれα) の

2種か問題となっている。 チークビーホールボーラーは特にタイ北部の造林地

やミャンマーの天然林に被害をもたらしており, 枯れることばないが材質の劣

化を招き,経済的価値か極端に落ちてしまい, また腐朽の原因となることも多

く,現在各種の防除法か研究されている。またシロアリの被害が各地で見られ,

イントネシアでは幹を食い荒 らすシロアリ (Cの煽れβrmgs zgdo'2αB) の被害か

有名で, この場合被害木の早期伐採焼却か必要であるという。パプアニューキ

ニアてもシロアリ (Copzo彰γmBse 偏僻 ) による被害か報告 されている。

林木育種
チーク造林を実行している各国では,産地試験や精英樹の選抜,次代検定林

の造成,採種園の造成, さらに組織培養の研究など,林木育種面の各種試験研

究か行われている。タイやインドネシアては 1930年代から産地試験か行われ,

インドネシアではシャワ産とインド (マラバル) 産が, タイてはタイ産か最良

であることか判り, 現在はこれらの産地のものが使用されている。また次代検

定の結果, 精英樹のものか発芽率や成長か良好であることか認められている。

クローン検定を経た採種園のために, クローンの芽接ぎによる増殖か行われて

いる。さらにチークの組織培養による苗木か野外に試植されており, 大面積利

用のための研究か続けられている。



　　　

問題点

優良種子不足の解/肖のため採種林・採種園の造成や遺伝子保存林の設定と組

織培養など林木育種の長期計画の策定と各種情報のネットワークの確立か必要

である。さらに造林地の生産力の低下防止策の確立,病虫害防除,特に虫害に

対する防除法の確立か必要てある。また住民によるチーク人工林の不法伐採に

対しては,人為的な火災による被害とともに,今後監視体制なとの対策の確立

か急かれる。

文 献
Evans,J (1992)P1antatlon Forestry ・ntheTropics oxfordUn ・vers・tyPress,oxford

FORSPA (1993) Teak in Asia.FAO TechnicaI Document,Gop/RAS/134/ASB,

Forspa Publicat ・on

海外林業コンサルタンツ協会 (1993)1992年度熱帯有用樹種更新技術確立調査報告書

(タイ)
Kaosa-ard,A(1986)Teakin Asia A Survey ReportASEAN/CanadaFor Tree Seed

Centre

Weaver, Peter L (1993)T 沈 めれα g者の zαzs Lf (Teak)Verbenaceae(verbenaFami1y)

So-ITF ‐SNI-64

Tewarl, DN (1992)A Monograph on Teak(Te αの zα grの zdzs L.nnf)lnternationa1

Book D1stributors,New Delhi



229

35. ラタン (Rattan)

学 名 ◆SubfamCalamoldeae

ヤシ科ウロコゴヘイヤシ亜科

森 徳典

ラタンはマレー ・インドネシア語ではロタン (Rotan) と称 され , そのほと

んどかつる性を示す 13届約 570種の植物の総称である。茎はマット,篭 ,家具

等に使われる膝となり,東南アジアでは木材に次いで収穫の多い野生森林植物

である。 日本 , 中国の竹文化にたいして , インドネシア, マレーシアを中心 と

した東南アジアは膝文化と呼はれることもあるほど,重要な林産物てある。東

南アジア全体で輸出額は40億 US$(1985), 国内市場はその半額程度と見積

もられている。収穫した茎は, 鋭いトゲを持つ表皮を生のうちに剥きとったあ

と,油で煮たり (太い茎),砂で磨いたり,裂いたりしてから,製品に加工され

る。

分 布
ラタンは地理的には東南アシアと西アフリカに分布する。西アフリカには 4

属分布し, そのうち 3属は小さな属て形態的にも原始的である。もっとも広い

分布をする CQ超m“s属は西アフリカからフィシー諸島まで分布し, 約 400種

を含む。東南アジアには,Cα卿m“sを含めて 10属 500種以上か分布し, ことに

マレシア (Malesla)西部 (ワラス線西)に 5属のラタンか集中している (表 35

1)。垂直分布は広く,平地から標高 3,ooom にまで及ひ,一般に標高ごとに違っ

た種か生育する。商品となる種や栽培される種はつる性て柔軟な茎の種に限ら

れ, 多く見積もっても 25種を越えない。 このうち植栽か多い 4種,C α卿伽那

加 gsms,C カロcたγの彰“s,C 粥 tz“αれ,C 粥の rzZZ“ ;こつ いて諸 性質 を表 35 2 に

示 した。

開花・結実

花か咲くと茎か枯れる種と繰り返し開花する種かあるが,後者か圧倒的に多

通常の植栽種は後者である。C c鰐sz"sは植栽後 4~5 年で開花し, 半島マ

レーシアでは乾季の後半に多い。開花後 1~15 年て果実が成熟し,成熟木では
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表 35 1 ラタンの属別の種類と分布

属 名 種 数 分 布 域

C似のれ“s 370‐400 イ ン ト~ 中国南部 , マ レソア, オース トラリア東北部 ~
西大西洋諸島,及ひ湿潤熱帯アフリカ

Cαosp似たα

　　　　　　　　　　

Dqe 加 o刀orops

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

乙QCCOSPer 劣?α

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

FOg0720 ごmm

　　　　　　　　　

6

115

半島マレーンァ

半 島 マ レー ソア , ス マ トラ , ホ ル ネオ , シ ャワ

ゴヒはインド西北部~ 中国南部, 南はマレ-群島~
ニューギニア西部

湿潤熱帯アフリカ
ミャ ンマ ー ~ イ ン ドンナ , マ レシア (Males ・a)

湿潤熱帯アフリカ
ミャ ンマ ー ~ カ ンホ ソア , 半 島 マ レー ソア , ス マ トラ

湿潤熱帯アフリカ
ハ ンクラディンュ~ 中国広東 , マレソア (Malesla) 西部

タイ , 半 島 マ レー ンァ , ス マ トラ , ボル ネオ

1種 は半島マレーソアとホルネオ,2 種はホルネオ

ホルネオ

リ
ム
に
V

ハhV

1
上
り
ム
ワ
十
1
1
Q
U
111
に
U
ハd

11▲

C

C

C

丁
I

C

マ レソア (Males・a) 植物学上の区分て半島マレーンァ及ひスマ トラ島か らニュー

ギニア , ヒスマーク諸島まての島々 (フィリピンを含む )。

幹あたり約 2,000個の果実をつける。 C mα卿れでは多いときは幹あたり5,000

個程度結実する。通常野生のラタンから採種されるので,種子供給は不安定で

あるが,植栽木か成熟齢に達すれは種子採取は容易になるであろう。果実は鱗

片状の外果皮と,熟すると食べられる果肉に包まれた 1個の種子からなる (ク

ラビア 91,92) 。

タネの取り扱い

種子は高含水率であり,含水率か 40~45%( 対乾重)以下に低下すると,急

速に発芽率か低下し,30% 前後で発芽力は全くなくなる。室温で放置した場

合,C mαれのzの種子は 2~3 日間, また果実では 2週間前後を越えると含水率

の低下により発芽力を急速に失う。多くの植栽種である熱帯低地~丘陵地産の

ラタンは低温に耐えず, C mα72αれでは 5~ ずC て 1か月以内に発芽率か半減

し,2 か月以内にセロ近くになった。室温条件で,果実をポリ袋に入れた状態て

は,2,3 か月で腐敗し,果肉をとった種子の状態ては,6 か月間は約 50% の発

芽率を保ったか, その後急速に発芽力を失った。

種子は堅い内乳と小さな雁,握を収めた孔の蓋 (種皮) からなり,発芽に際



表 35 2 代表的ラタン栽培種の諸特性

種 名 Cα卿伽衡 mBsms C ゑ他流 ycoとe〃s C m α伽 れ C 粥 errz‘‘“

学名ンノニム

代表的現地名

分布域 *

利用

茎の長さ
茎の太さ
立ち上かり
茎萌芽等

平均茎成長
開花
球果大きさ
球果数
生育地

山たし苗
植栽間隔

C gzgαれ彰“s c “zα匁房れ"s

Rotan sega, Rotan lr・t Rotan manau, Parasan

Rotan tuman, 一 Rotan manau 一

S1ka telur

M,S,B,PP,ST scK M,S,SB P

低地多雨林 冠水平地林 丘陵フタバガキ林 ルソン,ミナダナオ

篭,マント,結束用 皮部を椅子の背 卓, 椅子なと家 曲材 として椅

割裂しても利用 編物, 家具, 具の骨組み材, 子, 船, 割材て

皮部表面か黄金色 芯部は篭等 曲げ材 家具類
loom 以上 60m 以上 loom 以上

径 7~12mm 径 4~14mm 径 ~80mm 14~25mm

12~14か月後 約 6か月後 約 2年後 早い
株立ち 多数の葡旬枝か 単稗 単稗
20~60 本月 0年生 1~3m て茎立つ

4~6m/ 年 3~7m/ 年 1~3m/ 年 15m 以上 /5

4~5 年生以上 4年生以上 植栽 5年以後 ~8 年
15× lomm 28×20mm 12mm 半径

1,ooo~1,500/茎 同左 数千個/茎

低地,雨季に 雨季に冠水する 海抜 600~ 丘陵天然林
冠水する川堤等 仲糖土, 川堤 1,ooom に多い。 時に1,ooom 越

8oom の高地まで 長期間の滞水に 低地は急傾斜地 たまに二次林
生育する変種あり は耐えない に多い の林縁
40~50cm 高 同左,株分け苗可 9~12 か月 20~30cm 高

2× 1om 又 は 2× 株拡かり早いのて 3×6mC mα'賜れと同

8m 8×lo~20 ×20m 様でよい

*M マ レー半 島 ,S スマ トラ ,B ホ ル ネ オ ,pp フ ィ リピ ンのバ ラ ワ ン ,

sT 南 タイ,scK 中 ・南カ リマンタン,SB 南 ホルネオ,P フィリピン

しては,魅は膨潤して発芽孔から突出し, その中央から幼根と鱗片葉かでる

(写真 351, グラヒア90)。子葉を原器とする吸器か内乳を消化しながら成長し

て発芽に必要な栄養分を補給していくヤシ科に特有の発芽形式をとるので,発

芽には長時間を要し,鱗片葉か出現するまでに 1か月前後かかる。発芽前処理

としては,鱗片状の外果皮と果肉を取り除く必要かあるか,果肉は種子にしっ

かりと固着しているので, きれいに除去するには相当の力と時間を要する。種

子か大量の時は水洗いしなから麻袋のなどの上に擦り付けて果肉を除去する方

法が普通てある。少量であれは刃を切れなく加工した料理用ミキサー等て軽く

撰拝して除去することもできる。また,C ‘の啄oZms ては 400Cで 24~48 時間熱
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◎奉謝
d cm 3

写真 35 1 CQZQm"sm α“α7zの果実 , 種子 , 発芽過程

A 種子 (上部の発芽孔に雁かあり,種皮起源の丸い
蓋てふさかれている),B 雁か成長し幼根か出現,C
側根と葉鞘の出現,D 芽生え,E 果実 (一部は果
皮,果肉を除く),F 発芽 B過程の横断面 (子葉起源
の吸器か内乳を/肖化し伸ひ始めている),G 芽生えの
横断面

処理をすると,対照に比較して発芽率か 70% 増加したという報告もある。

無性繁殖は株立ち種ては根株の分根や根萌芽による増殖か可能であり, カリ

マンタンでは農民かこの方法で増殖している。組織培養による増殖も試みられ

ているが, 実用化になるまでには至っていない。

育 苗

発芽には光を必要としないので,通常の播種床や箱に普通に播種すれはよ

い。砂質土壌の上に 3cm 厚さの古い鋸屑て覆った発芽床を利用している例も

ある。種子はできれは殺菌剤で消毒してから播種した方が高い発芽率か得られ

る。発芽率か非常に高い種子であれは,最初から苗木用ポリポットに播き付け

ることも可能であるか , 小さい種子 (C cαesz"s,C zmcねycoZe“s) なとでは,

水管理等か難しくあまり得策ではない。発芽床には特に施肥は必要ないが, 日

陰にし,十分な水管理を行う必要かある。発芽は不揃いて 1~2 か月にわたるの

か, 初生葉か十分に展開した時点でビニールポットに移植するのかよい。ポッ

トの培土は普通の早生樹苗木と同様で排水の良い砂質壌土や林内表土が推奨さ

れ, 施肥は元肥と追肥を早生樹より少な目に与える。土壌 pH は中性を好む。
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その生態から判断されるように,幼時は強い光を嫌うのて,50~60% 程度の半

日陰て育苗するのかよい。SAFODA( サハ林業開発公社) では Acαcm

mαれgmm の植栽林床にビニールポットを置いて, 大規模な苗木育成を行って

いる例もある。 ポットの大きさは小さい種子では 3cm ×6cm 以上, 大きい種

子 (C 粥αれαれ)では 40cm ×50cm 程度 (最少ても 15cm ×23cm) か望ましい。

苗木は 1年前後で山だしできる程度 (苗高 30~40cm) になる (写真 352, グラ

ビア 93)。幼時は伸長成長より肥大成長か盛んてある。カリマンタンの農民は

山引き苗を利用しているか,大規模な植栽には数が確保できない。

適 地

ラタンはほとんとの森林型に見られ,湿地から尾根までの幅広い立地に生育

てきるいろいろな種があり, また, 裸地に近い明るいところで育つ種もある。

しかし,商業的に重要な種は水はけの良い湿潤な壌土や岩石土壌を好み,幼時

は半日陰で育ち,ある程度根や根元径が太くなったところで,茎が伸長を始め,

光の条件か 50% 前後以上のギャップなどで立ち上がる性質がある。栽培の多

い C cα郷賜sや C すmcねycoZe"s は川縁などで , 雨季には冠水するような湿潤

な立地に植えられる (表 352)。C mα卿れは丘陵地の急斜面や谷筋に多いとい

われるか, 植栽は平地でも行われている。

　　　　

′ノー

写真 35 2 発芽後半年目の Cαねm“sm のzの7苗木
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表 35 3 代表的なラタンの成長

種 名 最長茎の成長 年平均成長
(m/年) (m/年)

　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　

C 加αれの 7

C scめ Zの Z“m

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3 9‐5 6

0 8(2 0)

3 5(5 0)

12(2 3)(3 0)
l o

2 3

(3 0)(5 0)(7 0)
(2 0-2 5)

1 9

0 1

( )内数字は推定値

植 栽

商業的な種では, 葉や葉先のヒケについたフックを高木の枝葉にからませて

立ち上かるために,通常は高木のある林縁や伐採後の2次林に植えられる。フ

シのように幹を締め付けたり, クスのように樹冠を覆い尽くして高木を枯らす

ことかないので, まれにゴムノキや早生樹の植栽林内に植えられる。 2次林で

は, ラインプランティンクか行われ, 伐開幅は 2m 前後で, 植栽間隔は種に

よって違 うか ,2m~3m ×8m~1om の範囲が多い。 C z棚物 yco忽那 は株が同

旬茎で広く拡がるので,最大 20m ×20m という例もある。植栽後 2~3 年は年

に3~4 回の下刈りを行わないと雑草木に覆われて成長か著しく悪くなる。立

ち上かり始めたら, なるべく光を導入するように樹冠をあげてやると成長が早

い 。

ラタンの植栽はジャワ, カ リマンタで 100年以上の歴史があり,1988~1993

の間に数千 ha( 主に C mBsz“s,C zmcんyの彰郷 ) が植栽 されているか , 地元

農民による小規模な植栽が多い。大規模な商業的植栽の試みはサバ, サラワク

と中国南部でもっとも活発であるといわれている。サバては SAFODA か二次

林に C おαcれyco彰“sを中心に C mBSZ“sを 4,0ooha 及ひゴムと A mαれgmm

植栽林に太い茎の C mαm れ,C me “z““と細い茎の C mesms を 3,oooha 植

栽 して い る。 その ほか , 半 島 マ レー シア , フ ィ リピン, タイ , イ ン ド, ス リラ

ンカなどで植栽か試みられている。
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成 長

現在収穫されているラタンの茎のほとんとか野生か小規模植栽ものであり,

また, 商業的に植栽さたラタンの殆どはまた収穫期に達していないので, 成長

の記録はないに等しい。マレーシアの試植林での記録では,4~5 年生の若木

で , 年間 20cm(C gemzc “卿郷) か ら 4m(C,cqgsws) 程度である。表 353 に

これまでに報告されている植栽ラタンの成長測定例を示した。カリマンタンで

の例では,C fmcれycoze郷 は 7~10 年で収穫でき, 青茎の年収量は低い値で 1

~35ton/ha, 最高値て 7ton/ha という報告がある。 C cαesms は 9~10 年で

収穫でき,35~5~7.5ton/ha の範囲の報告がある。

育 種
全 く行われていない。カ リマンタンの低地に多い CmBsws かサラワクでは

低地より丘陵地まで生育しているなど, いずれの種も生育地によって変異か大

きいといわれ, 産地試験か望まれている。最近, 資源の煽枯から太い径の C

m αれαれ,C のれα加 s,C mg “ z““,C,o りode “s な とが植 え られ始 めたが , 歴 史

のある細径のラタンと違って, 採算性は今のところ不明である。

病虫害
これまでに重大な被害をもたらした病虫害は報告されていない。しかし, 油

ヤシの栽培林では病虫害防除か行われているので, ヤシ料植物ても病虫害は考

えられるか, 植栽か林内であり, 単純林を形成しないので, 自然の力てバラン

スかとれて激害かないのかもしれない。 病害ては,C zmc 毎 coZB"s か半島マ

レーシアの苗畑て葉枯病の被害を受けた報告かある。サバの植栽地では, ソウ

による引き抜きかもっとも甚大な被害をもたらしたといわれ, その他小動物に

よる食害やカフトムシの仲間による C mαれαれの被害 (広範囲ではない) が報

告されている。今後,栽培か進めは,いろいろな病虫害か出る可能性かあるか,

なかでも茎へのせん孔性の虫 (サハの植栽地で被害かある) は, 商品価値に直

接的に影響するので注意を要するだろう。ラタンを宿主とする病虫害について

は Maz ・ah 窃 餌 の レビュー (Malays1an Forest Record No 35) か あ る。
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CQSSZ α届 46~54
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人々 れ認oれcα 38

ルグ scod男odes 38

　　　　　　　　　　　　 　　

ルイ se7zegα彰 7zszs 40

M1mosoldeae 亜科 33

八41oね“gq coァにα刀87zszs 26
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Fero 刀f2mα cα72f2Scg“S 217~221
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P Pα“縦α 97,98
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尺版 zoの力orααPzc“卿加 184,191~197
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尺 雛“cro72αZQ Var seぬわ 192

尺 7れ"c"o,zα郷 var sZyZos α 19I
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243

R rocのれosα 192 アオイ料 149,150
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Ag γzα力○榊 eSpz 刀zco“zS 25

　　　　　　　 　　　

A7ze 彰鰯 eszr 所αsczcのα 149

Ao7zzdze" α oれe7zzαZzs l07

Ap αZe m の zqcね"s l9

　　　　　　　　　　　　　　 　　

　 　　　　　　　　　　　 　　

　 　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　 　　

Aspzdzoz “s oれの“α zs135

4s 解者oZecαれzのれ p" 爵媒α7zs 24

4 鷲"αd鎚の錫 206

　　　　　　　　　　　 　　　

Az如届 215

88 ぬoれoね pγQs閉α 135

Bomboze 目αノocos αすれ先 141

β若Qc力“γ叱pgs αc力αの zれ叱s l9

β poγ彰れZos"s 73

　　　　　　　　　　　　　　 　　　

Cdo のe打力α〃“7zc餌“卿 36

CQZO 豹 e““es 彰czo72αe 227

　　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　　

CQγyobo γ似sgo ァzαgrα 50

　　　　　　　　　　　 　　　

cBZosze “m scαウメαZoγ 101

CEZγoの‘gszs α8群似αれs 42

C m 彰“"gdz α 34

C"oP ね s解 s刀oγば e?;szs135

CEZかの如 szodE2s cのαれz 31

Ce"Zor 力y7に力"sqs 力8γ秘数 s 67

Cれγγsoboすれれs α72ααm α72α 10I

C bgeso7zz lol

czだ叱卿 存ごた刀esかのα 135

CZ" 篇zの zα銘αれsむgrsα 141

Co 鑑 osreγ?2α scαわ名α如 19

Co力Zozerフ明彦se‘婚αe 227

Cγosso ねγs没s “““α先 135

C ァzzc力obαγzc似s 135

c sα“フzders 乙cたαゐms 135

C〆ossoす“s れezmsc 力z 44

c s“わocαめ忽s 39,42

Dqsyc 力z劣α繍雄72αosα 67

Dmspdoz 〃s 届 31

Dzq のzopszs αpo'れecy7Iozdgs 31

上)に九omE2 れs fzrzdαれ錦s 73

上)ぼり如 moァzozmのzdm 214

乙)zoγγcかzq rγもめ錫超 7,1‐3

D sy勿 E2S"8" α 7,13

上)z力αのめszs cqs ね ,解α 149

Dzs 郷 72Zze"" 豹 Ezobrom α 149

Dysdg に "s 超 sα鯛“s149

　 　　　　　　　　　　　　 　　　

D 'zzgroiαsczの郷 149

D s錫わe〆s為為os"s149

βαれαs bzpねgα 149

Ezdo‘oれたメリ“伽 146

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

Epomo マリね"s wα観ゐer淳 z 146

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　

E" 彰銘αれyc 力"s oγzの zね "s 67

β“効α友ααco刀肋 eα 141

　　　　　　　 　　　

E Bリ〆閉α如叱dαわ房zs135

βエop力乾αわ"叱s疋たeZzmz 秘s214

　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　

G1tom α届 31

Go72z?れる名zzsm 力8γ‘“zα 149

Goれゆ彰γ娼 届 206

　　　　　　　　　　　　　 　　

石彫‘zoずれzsαγmzgez岩zz 31,149

Z孟〆 opeZzzs α7zのれzz 31

鼠榔 P知のたの zes超 sczc" 卿加 s 44

石彫igroのsy亮α clibαれα 60
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Z…!捲れαγ力odoのf2 130

上irybね8αp“erα 227

　　　　　　　　　　　　　 　　

ffyp。escねγ"s乙フメ zc“s 41

ヱず 群れgos 似s 44

月「yPomgcgs st7似α箔乙os秘s 94

万「yめsゆy超 gzα“d錫如 115

甘yP罰Py超届 121

左 8写 " お 粉 zzcの“粥 101

/Ps c錫‘zgmp ね〃s 6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

′ Zetrα。“乙s 31

1soptera 目 82

Lαccz危 地 加 ccα 10I

Lgc の“"粥 卿すめの8だ "卿力′粥 135

Laslocampldae 料 198

入名αcm『om α PQ" “α解 39,42,44

ル名αsszc“s ljeれ似sz"s 172

九48溺れoかねz超 coγzαcgo loI

A4te加算αszm んyrzαcα 31,130

A企めのog挺zPs婚 姻カメγり77s l98

A4〆 Zoceγ似s ひげzdq“秘s 50

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

Neogpzsgs ののm ぬお“の 198

"go鷲γ劣れβsg 劣珍8牲z 135

八云oo〆dααめ zgo打αZzs 141

ノV D克復αZzs 31

甥乙orzれgαg 31

人Zosogmgc ぬりめ 8s 37

0do 刀Zoめ"s e寛sの zg似れzS 149

〇 se溝力の 2α QZ“s 149

〇Zzgo,zyc力“s 成れα e“szs 67

0力eP力αγ似ssPedobz ‘zs 124

orgyz α pos ねcα 67

〇だ力αgzz e“"d7‐"sαZzs 141

〇だれezzα pメロBZO,zgα 67

αゐ彬zsf賜わ'zzcα 141

0工ycαだァms の b功の zれzs149

井口cたy粥 gr似sg の 2αg似〆zz loI

PQγαsα定め扇α 135,141

F力αsszfs m αぬわα“c“s i9

PれzZ0かoctzs fz“かα力herα 141

が2α sg肌めの zcとαね 206

をc“γりα 206

　　　　　　 　

割α収め"sc" 〆析eγ 130

PZβcoのiem 8月2ェα 73

P‘ocαadams た ““gmg “s 135

口odqgγzcα届 149

Pseudococcoldae 科 149 ‐

Psych・dae 科 i3

P錫Zo oαγわ8れ 67

尺ねα粥Pたzの綿鯛 Ps郷αPたz破格

R れzzzdoder α sz?れ“加れs 140

尺力yαcm れm cγ格ね如 7,13

　　　　　　　　　　　　　 　　

Ro “sgzz"s αegypzz αc"s ヱ46

Scolyt・dae 料 198

Ses研削 ops 属 198

SB霧のαce‘tzs130

Sz刀0%yZo7z αれα′g 41,101

s cα力耳Zの“m iol

s crzzss秘?れαeた虚の zeァzsβ 10l

s mdzc “m 41,10I

S p“g7zα% 41

Szsyγ賜物 かゆαγれ"伽 206

soめねrの zzcα cdce のα 36

s 士BS云αceα 36

sfe刀opfeγ叱s αfeγ 44

Szgrフ2αれ2粥 s庁 zgzd似s141

S m のzgz危難 141

S方のれαれ秘m bαγゎの銘m 41

7「airαgom α Szジα 31

Tortrlcldae 科 198

71γQc九〆βPzdz α方似czzcqssz錫如

7「γogoエタZの zα銘γ比秘め顔 m lo1

T 助けzo方 o郡 10l

xyZebo γ“s αァzd ewe γsz135

215

50



x cog77α加 S188

x s劾 Sかれos役S 135

x s"bm αcγ"S160

xtestQc β“S 135,188

ヱ y彰秘『es c多打α伽 zcα 227

又 yZomtgs だ舛8篇ごα"dq lol

xy の力soc"s cαPc 班“s 135

XyZos の縦7ws 属 219

xyZo 豹γゆs月αりゆβs 135

Xyszmcem た s" 卿 93

イラカ科 135,141

オトシブミ料 53

カタカイカラムン科 53,101,135

カ ミキ リム ソ科 25,34,36,37,38,39,41,

42,44,53,101,124,135,140,172,206

カレハカ科 130

キクイムシ科 135,160,188,219

キハガ科 73

コウモ リ力科 53

コナカイカラムソ科 149

ソシミチ ョウ科 53

ソャク力科 13

ソャチホコカ科 130

シロア リ科 135

ゾウムシ科 141

タテハチ ョウ料 135,141

タマムソ科 53,101,135,219

ドクガ料 101,135

ナカキクイムシ科 53,130,135

ナカソンクイムシ科 36,41,53,101,135

ハムシ料 53

ボクトウカ料 53

マダラガ科 130

マホカニーマダラメイカヱヱ3,ヱヱ5

マメソウムン科 82,101

メイカ料 13,53,82,140,141

ヤガ料 73,130,141,149

ヤママユカ科 135,140

レイヒンロア リ科 135

(3) 菌 類
A 創 P九zcねα鑑α gr劉乙と彰αe 24

A 創な"ねγzα m “彰α 24,215

80 万yodzPZodm 功 eoわ〆om αe 227

β防がoαゆ‘odzα届 24

Cf2〆cospo 〆zzg‘zγzα dzαe 66

C s錫bsezssz‘zs l07

C僻め sPom 属 24

CerじosPo γzd粥川 g売れ Gzdzqszs 66

ααdospoγmm 属 66

COC 九ZIOboZ“sh αWqzz の2szs 30

　　　　　　　　　　　　　　 　 　　

Coγzo幻のszss 粥 mos 秘s 149

Co 汀 zcz叱粥 sα"れoれzcoわγ 24,107

COZ 胸わけにね“擁 gわβosPo 幻ozdgs

D αZd“婦α co刀ce刀かにα 149

D ゆZodzα届 30

Fo 筋潟s d溺れssけれ冴s 73

Z“czdα 73

Fm72 廟α属 15,17

　　　　　　　 　　　　　 　　

“sαγmm 属 82,107,172,214

Gαれodeγ劣だα‘"czd “粥 107

嵐e‘“2削ごた○spo“"伽 届 24

Lαszod多Pぬかα鉱 Bobγom 健 87

乙eez“"ね 如““zcα 149

Leひgz““ね 如“γにα 31

八広αメロリα‘zααc力γoα 73

~zgrospom sp力αの zcα 50

α dm 伽 属 93,107,206

0 ムリEZQ ZBα○72αE2 227

目視 Zzc“ねれαたo乙grogQ 66

Pたαeo‘"s 加αれzた○Zzs 53

目た認崩れ“s ,zo潟秘s215

Pたy"oszzcα届 24,149

P努廟 "伽 属 10,214

Pた“○m 鋤 αsZ “m ザαα e“s 172

Pれyzop膚たom 属 214

P"cc 加 zα co名dzαe215

66
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Rh・zoblaceae 科 66 SPたα飾り臨 め8氾力鋤 s 66

尺力zzoゎmm 属 90 丁れ鑑 epたomr の“αnodes 90

尺脚 zoczo" 鄭 届 107,214 rm 欄餅総 帥α〆の zα 149

sc力zoカカメ Z鮒刀 com ァ刀銘刀e 50 ひだ do szssoo 73

Sc′〃のz旗粥 属 107 び柁αo 属 215
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索引 2 一般名 (太字は解説樹種頁)

(1) 植 物
acajou l16

Acaju l08

Achapo 74

Afrlcan acaclas 33~45

agoho 15

Aguano 74,116

Aio aio209

A1an 151~156

A1an Batu151

A1an Bunga151

A1an Padang151

algarrobo 96

Amaltas 46

AIIgkang 50

Angela 26

Australlan plne 15

Autumn mlaple tree 126

Bakau besar184

Bakau puteh188

ba.au penyau180

Baobab 143~150

Beat1 50

Benguet p・ne l

Berus 186,188

Beus 189

blg-leafed 篇ーahogany116

B1ntungan126

B1shop wood 126′~131

blackwood 62

B1ackwattle 88

bobo157

Bombayblack wood 50

Broad-leaved croton 123

Brown salwood 88

Brugulera 184~19O

Busalng184

Byuu talon

Cabano116

ca]u 132

Calia astula 46

Canalete209

cangai tanduk 180

Capa prleto209

Cashew 132~136

Cassla 46~54

Casuanna 15′~20

Chavakackerl murunga

Chemmurunga 29

cherek 217

Chuncho 74

Cedar108

Cedre108

Cedro l08~115

Cedro amargo108

Cedro ceboilo108

Cedrocolorado l08

Cedro macho108

Cedroarana 74

Cedro-rana 74

coastsheoak 15

creekoak l9

Crotoll 123~125

Cypre209

D1at1 222

D]at1 222

Dom ong 50

DonCede 74

Ehela 46

falseeider 217

galrla1 62

Gilrlcldla 62′~67

184

29
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G1ant lpll-lp・1 55

G1ntungan126

Goldenshower 46

H1ckory wattle 88

Hondurasmahogany l16

Hornllguero209

Horseradish tree 26′~32

Huaxln 55

Huayracasp1 74

1nd・an laburnum 46

1ndianrosewood 68

1p・1 84

1pil‐lp・1 55~61

Jaffna 29

]ati londo217

iatisabrang 217

Javacedar 126

Jemara 20

Johar 50

Kaju 132

Kakandan188

kakauat ・ 62

Kapoee 46

kapur 174(v179

kapur ang ヱ1 174

kapur b・asa174

kapur bukit174

kapur daram174

kapur guras175

kapur kayatan175

kapur keladan175

kapur m陀 rah174

kapur paji174

kapur paya175

kapur peringli174

kapur ranggi174

kapur s・ngkel174

kapur sintuk174

kapur tanduk174

kapurun174

kasoy132

Kassod 50

keladan 174,175

kelansau175

Kes ・ya p・ne l′~7

Khi lech pa 50

Kh・elek 50

khoe・lai217

Knit 187

Koa haole 55

Kodikalmurunga ・ 29

kurumus217

kurus217

Kwila 84

Kyun 222

Larrltoro 55

largeleaf mahogany

Laure1 209~216

Lauro209

Lengarai187

Lenggada ・ 187

Linggada ・ 184

Linggayong laut184

1umbor157

Lumph0 84

maderonegro 62

madre de caca0 62

Mahogany l16~122

Malacca teak 84

Malaycamphor 174

Mangge hutan 88

N[angium 88~95

Mango 137~142

Mara l16

Maramach0 74

Mata buaya186

Maysak222

Merbau 84~87

116



Merkusl plne 8~14

merantl merah tua157

Merant ・tembaga 161~165

merantl seraya157

N[erungga1 26

meSqulte 96

Mezal1 50

mother of caca0 62

Muong dem 50

Muong nu1 50

Murunga 26

Neem l03~107

Ngu 46

ong-Kanh 50

orange-leaved croton 123

Palmurunga1 29

Parasan231

Pardlll0 209

Penyau180

Penyau tanduk180

Petanang175

pokok kapur barus174

Pototan186

Pototan lalakl188

Prasat184

Prosopls 96~102

Punamurunga1 29

Putut184

Ra〕ah kayu 46

Rattan 229~236

Redcedar 126

Reseda 26

Rhlzophora l91′~199

R1ver redgum 200~208

R1ver sheoak 15

roble de seda 21

Rotan229

Rotan lrlt231

Rotan manau231

Rotan manau telur

Rotan sega231

Rotan tuman231

Saba kapur174

Sabah salwood 88

Sak 222

sakae 217

Salmwood 209

sangkae217

Saya khao161

saya-daeng157

saya-luang157

Selque 74

Seraya 157~160

seraya betul157

Seraya tembaga 161

Serlngawan151

Sheoak 15

sheoak 20

Shlsham 68

SIgappu kakandan

s・ka 231

SI1k(y)oak 21~25

SI1ver oak 21~25

S1ssoo 68′~73

smallleaf mahogany

soft yar 20

Span ・shcedar l08

Suka1 217

Sungka1 217~221

Swamp kapur175

Swampsheoak l9

Tabul ・an 50

Taniong sukum189

Tantan 55

Tayok-the 126

Teak 222~228

Teck 222

Tengul1 46

231

184

116



　　　

Term 126 カユプテ 89

Tongke hutan88 カ リヒアマツ 6,12

Tornlll0 74~83 キマメ 67

Tual126 ギ ンコウカン 55

Tua dom 187 ギ ンネム 55~61,66,225

Tua kao188 クアハ 200

Tua tale187 クリリシディア 62~67

Tumu184 クルンツン 151

Tumu merah 184 ク ロマ ツ 6

Tumu Puteh186 ケ ノア マ ツ 1~7,8,13

UPun180~183 クス 234

Upun batu 180 クヌギ i68

頓′est・nd・an cedar l08 ク ロ トン 1‐23~125

W,est lndies mahogany l16 コ コア 149

Wrhlte meral1tl 166~173 コナラ 168

White poplnac 55 コー ヒー樹 4,21,53,61,65,137,209,212

▽Jild ta印ーarind 55 ゴー ル デ ンノ ヤワー 46

Yar 20 ゴムノキ 234

Zarcllla55 サ ーノレ 46,48

アカギ 126~131 サ トウキ ヒ 89

アカノア類 33,39,47,88,98,171,222 サラソウシュ 46

ア カマ ツ 1,6,8,13,182 シ ソ ソー 68~73

アフリカブランクウ ソト 68 ソダ 11,21,152,186

アフリカのアカシア 33~45 ションコン 151

アラン 151~156 シロバナヒルギ 186,187,188

アランノゞ ツ 151 ススキ 1

アランパダン 151 ス トローブマツ 6

アランブンカ 151 スンカイ 217~221

イ エ ロー メ ラ ンテ ィ 166 セ トロ 108′YI15

イントセ ンダン 103~107 セラヤ 157~160

ウプン 180′~183 タガヤサ ン 46,50~53

オ オバ マ ホ ガ ニ ー 116~122 チ ー ク 47,69,180,220,222 ′~228

オオノぐヒルギ 184,191 チカヤ 5,11,12,65,133,134

オハナオヒルギ 184,185 チェンカル 160

オ ヒルギ 184~190 チ ョウシノキ 200

カカオ 65,209,212 テーダマツ 6

カ シュー 132~136 トル ニ ー ジ ョ 74~83

カブール 174~179 ナラ類 21

力マル トゥレソシスユーカリ 200~208 ナ ンバ ンサイカチ 46~50
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ニーム 103 ヤエヤマヒルギ 191

ニム 103 ヤム 65

ヌルデ 217 ヤトリギ 150

ヌルデモ トキ 217 ラウレル 209~216

ハ オハ ブ ノキ 143~150 ラ ン ア ー タマ ツ 6,12

ハ ゴ ロモ ノキ 21′Y25 ラ タ ン 229~236

ノぐダンクルンツン 152 ラミン 151

ノぐダ ンノぐヤ 151 レ ソ トメ ラ ンテ ィ 151,152,157,161,163,

ハナナ 137 166

ハ ニ ラ 65 ロー ス ウ ソ ト 130

ハラウ 166 ロタン 229

ノぐンダナス 152 ワサ ヒノキ 26~32

ヒショ・ノプウ ノド 126 ワタ 149

ヒメヒルギ 184,187,189 油ヤン 225

ヒョトリハナ 1 柑橘類 137

ヒンタゴール 151 黒心樹 50

フン 234 胡淑 65

フタハカキ 151,157,161,166,174,180 重陽木 126

フタハナヒルギ 184,185,188,191 西洋ワサ ヒ 31

ブラシリアンローズウッド 68 茶樹 21,61,65

ブラ・ノンノキ 200 つる植物 171

プロソピス 96~102 鉄刀木 50

ヘニカクヒルギ 184,187,188,189 膝 229

ホワイ トメランティ 166~173 竜脳樹 174

マカタマノキ 132

マ ッ類 1,8,88,222

マ ホ カ ニ ー 108,116~122

マ メ科 樹 木 33,46,55,62,68,74,84,88,96

マルハオ (メルハオ) 84~87

マルハソタン 68

マ ンギウム (アカシア) 88~95,177,219

マ ンク ロー ブ 89,184,185,191,196,198

マ ンゴ 137~142

メダン 151

メ ラ ンテ ィテ ンハ ー カ 161′~165

メリナ 66

メル ク ソマ ツ 1,2,3,6,8~14

モ クマ オ ウ 15′Y20

ユ ー カ リ類 52,88,98,171,200,222
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(2) 動 物 (含昆虫)
Bruch・d beetle (マメゾウムソ) 99

日eabeeties (ノ ミハムノ)149

cottonbollworms 149

cotton-sta ・ner bugs 149

cotton-sta ・ners149

masongacaterplllar 149

mealybug (コナカイカラムン) 94

mopane worm 149

scale1nsect( 力イカラムン)94

アナシャコ 198

ア ブ ラム ソ 19,31,67,82

アンプロンア類 130

アンプロシアキクイムン 220

ア リ 13,19,82,128,214

ア リマキ 82

イナゴ 13

イポタムシ 94

エランド 147

ウサギ 87

ウハ タマ ム ソ 13

オウム 82

オオタハコカ 149

オオヘンケイカニ 198

カ イ カ ラム ノ 24,31,53,67,94,107,198

カニ 186,188,194,198

カブ トムソ 235

カミキリムシ 149

カメムシ 160

カ レハカ 198

キクイムン 6,154,198

キツネ 99

ギンネムキシラミ 60

グアナコ 99

クイラハソ リイワカニ 198

クチブトゾウムシ 50

クマ 50

クモ 178

クラントナ ソツアブラムン 67

コウモ リ 146

コオ ロギ 13,19,73,82

ゴカネムソ 49

コナカイカラムン 67,150

サル 49,147,186,194

ン力 87

ソ ヤ ノカル 49

ン ロア リ 24,31,49,5 ヱ,60,73,82,94,104,

107,141,147,172,200,206,220,227

シンクイムン 121,219

ソウ 235

ゾウムン 67,206

ダイクアリ 94

タイワンヘンケイガニ 198

ダチ ョウ 99

ダニ 67,178

チ ー ク ヒー ホ ール ホ ー ラー 227

テントウムン 198

トラ 131

ネキリムソ 13

ネ ス ミ 36,60,86,87,134,135,147

ネ マ トー ダ 87

ハマキカ 198

ハキ リアリ 60,206

ハ ソタ 36

ヒツン 99,104

ヒヒ 147

ヒラタキクイムシ 130,220

フソツホ 198

ブタ 49,61

フナムシ 198

ブル チ ソ ト ・ヒー トル 99

マツノマダラメイカ 6,i3

マ ソ ドロブス ター 186

マホカニーマダラメイカ 113,115

マメソウムシ 50

ミツハチ 103

ミナミオオアオスシカミキリ 93

ミナ ミオカカニ 198
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ミノカ 13,94

ミハ エ 31

メイ力 50

メクラカメムソ 149

ヤギ 94,99,104

ラクダ 104

リス 13,123,147

レイョウ 147

ワタアブラムソ 6

ワラジムノ 198

牛 94

かん腫虫 227

毛虫 19

甲虫類 214

穿孔虫 154

線虫 141

象 147

鳥 61,123,134,147

(3)菌 類 (含樹病名)
Heart rot 93

leaf-cast 24

1eafspot 149

ウィルス病 149,150

ダイハ ソク 24,53,64,93,167

ホトリオディプロディァ病菌 227

うとんこ病 31,93,107,141,149,206,215

果実腐敗 30

褐斑病 66
かん しゅ病 172,206,215

共生菌 99
菌根菌 90,162,169

絹糸病 66

根粒菌 17,90

根粒ハクテリア 66

さひ病 227

白絹病 121
心腐病 93,215

すす病 93
立枯病 19,50,82,93,107,114,115,121,

211,214

てんく巣病 195

胴枯病 24,87

土壌放線菌 15
根腐れ 30,107,215

葉枯病 24,121,235

葉さひ病 73,219

腐朽菌 73
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あ と が き

熱帯ではどんな木か植えられているかとよく問われる。アジア・アフリカ・

ラテンアメリカの各熱帯でや 偏りはあるか, 通してみると主な樹種はおよそ

200種ほどであろうか。いずれも熱帯・亜熱帯に分布している樹種であり, わ

が国ては馴染みか少ないか, まったくないものかほとんとである。従って, さ

きの質問には大変答えにくいし, お答えしても分かってもらえないことかしは

しはある。そのような折に, せめて主要な樹種だけでも取り上げて, 解説した

ものかあれはと痛感していた。

幸い, 当センターの山口夏郎専務理事が, そのような便覧的なものを刊行し

たいという意向をお持ちて, しばらく前からこ相談を受けていた。昨年の初め

に,森林総合研究所生物機能開発部の 森 穂典部長にこの話を持ちかけたと

ころ, ご賛成が得られたので, 同部長を中心に, 前掲の各位に協力を依頼し,

刊行のための委員会を作っていただいた。

1995年 3月 8日に第 1回の検討を行い,その結果,森林総合研究所の研究者

を中心に,別に掲載した方々に分担執筆をお願いすることとし, おおまかな組

み立てと了解事項を添えて原稿作成をお願いした。執筆者各位はそれそれに多

忙を極める方々であったか,ほほ予定とおりに,同年 11月末までには執筆して

いただくことができた。その後, 出揃った原稿について約 2か月, 委員の各位

にそれぞれの専門の立場から目を通していただいた。この間, 取りまとめに当

たられた森 委員長には格段のお手数をかけたことを記して深甚な謝意を表し

ます。なお一部の樹種については, 新・旧の「熱帯林業」誌に掲載されたもの

を一部手直しして再掲したことを付記します。

1996 2.15 浅川
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